
    
      
        
      
    

  

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　Ωオメガ









「それでは、これから魔ま術じゆつ祭典のアルザーノ帝てい国こく代表選手選せん抜ばつ会の閉会式を始める──」

　そこはアルザーノ帝国魔術学院敷しき地ち内、南東部にある学院アリーナ。

　およそ二千人を収容できるその広々とした空間に、集まった生徒達が整列している。

　居並ぶ生徒達の制服は、当然、アルザーノ帝国魔術学院のものだが、ごく一部、違ちがう学校の制服に身を包む生徒達も固まって並んでいるようだ。

　そして、アリーナ奥の壇だん上じよう中央にある講こう壇だん前に立つその男──単眼鏡の老紳しん士しが、そんな生徒達を睥へい睨げいし、労ねぎらうように言った。

「アルザーノ帝国魔術学院、聖リリィ魔術女学院、そして、クライトス魔術学院。我らが帝国を代表する選手候補の生徒諸君。この一週間、お疲つかれ様さまでしたな」

　女王府官かん房ぼう長官──女王アリシア七世の政務の補ほ佐さを務める、グラッツ＝ル＝エドワルド卿きようだ。

　壇上を見み渡わたせば、他にもアルザーノ帝国魔術学院学院長リック＝ウォーケン、聖リリィ魔術女学院新学院長ローナ＝ローゼンバーグ、クライトス魔術学院の学院長ゲイソン＝ル＝クライトス……そうそうたるメンバーが、エドワルド卿の後ろに並んでいる。

　彼らは、この一週間、ここアルザーノ帝国魔術学院で行われた、アルザーノ帝国代表選手選抜会の選考員なのだ。

　ここに集った三校の代表選手候補の生徒達に課された様々な選考は、全て終しゆう了りようした。

　後は、この帝国の威い光こうを背負って魔術祭典に出場する生徒達の名前の発表を待つのみ……そんな状じよう況きようであった。

（はぁ……ようやっと、この忌いま々いましい会が終わったぜ……）

　アリーナ壁かべ際ぎわに並ぶグレンが、息を吐ついていた。

　グレンは、この選抜会の試験監かん督とく員の一人を務めていたのだ。

　この一週間は休む暇ひまもなく忙ぼう殺さつされていたが、とりあえず無事に選抜会が終わってくれて、肩かたの荷にが下りるような思いであった。

「──と、言うわけで、今回、代表選手に選ばれた生徒はそれに慢まん心しんせず、祖国のためにさらなる研けん鑽さんを、惜おしくも選ばれなかった生徒もそれに腐くさらず、常に──」

　壇上では、先程からエドワルド卿が、いかにも眠ねむたくなる訓示を、長々延々と話し続けている。集う生徒達の間に、〝早く発表しろよ〟という、うんざりとした空気が醸じよう成せいされつつあるが、卿がそれに気付く気配はない。

　エドワルド卿の話を右耳から左耳へ聞き流しながら、グレンはちらりと視線を動かす。

　その視線の先には、この群衆の中でも一際目立つ、美しい銀ぎん髪ぱつの少女がいた。

　システィーナだ。

　人一倍緊きん張ちように溢あふれた面持ちで、代表選手の発表を今か今かと待っている。

　そんな、システィーナの様子を見て、グレンはふっと口元を歪ゆがめた。

（……ったく、あれだけの好成績を叩たたき出しておいて、何を心配してんだか）

　そう、システィーナも代表選手候補として、この一週間、選抜会を戦い抜ぬいたのだ。

　すでに学生離ばなれした成長を遂とげているシスティーナだ。

　その成績結果は最早、言うまでもない。

　グレンは、そわそわしながら結果発表を待つシスティーナを流し見て、肩を竦すくめた。

　そして──

「──では、我らが厳選した代表選手を発表する。皆みな、心して拝はい聴ちようするように。我らが帝国の威光を背負う彼ら彼女らを、盛大なる拍はく手しゆと畏い敬けいの意をもって讃たたえるように」

　長々とした話もついに尽つきたのか、エドワルド卿が発表へと移った。

　途と端たん、生徒達の間に広がる、さらなる緊張。

　誰だれかがごくりと唾つばを飲む音が、妙みように大きく辺りに響ひびく。

「まず、今回の選抜会における最さい優ゆう秀しゆう者──代表選手団のメイン・ウィザードを務めていただく生徒だ。何度も繰くり返し言うが、これは非常に名めい誉よなことなのだ」

　祈いのるように手を組んでいた、システィーナがさらに身を固くする。

　眼をぎゅっと瞑つぶり、恐おそる恐る発表を待ち続ける。

（ま、誰がメイン・ウィザードになるかなんて、もうわかりきってるけどな）

　一方、グレンはいかにも興味なさそうに、欠伸あくびを零こぼしている。

「その生徒の名は──……」

　そして、エドワルド卿の口から、最も高き名誉を拝命する生徒の名が、ついに発表されるのであった──……




　────。

　────。

　──……
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　────。

「──せ──ん……生っ！　先……生……っ！」

　うるさい。

「──先生！　先生！　先生って！　先生ったら！」

　……非常にうるさい。

　先程から何度も何度も耳元でキンキン怒ど鳴なられ、脳にべったりと絡からみつく眠りが、ベリバリと意識から引きはがされていく。

「もうっ！　いい加減、起きてくださいってば、先生っ！」

「……、……んだよぉ……？」

　観念したように、グレンは教きよう卓たくに突つっ伏ぷしていた頭を上げ、眠い目を擦こすった。

「勘かん弁べんしてくれよ……俺はここんとこずっと、超ちよう忙いそがしかったんだぞぉ……？」

「先生が忙しかったのは知ってますけど！　でも、ちょっとだらけすぎです！」

　グレンの鼻先に突きつけられる、たおやかな指。視線を上げれば、陽光をきらきら跳はね散らす銀髪と、鮮あざやかな翠すい玉ぎよく色の瞳ひとみが、グレンの眼と魂たましいとを刺さした。

　システィーナだ。その妖よう精せいのように可か憐れんな美び貌ぼうを、不ふ機き嫌げんそうに歪ませている。

「まぁまぁ、システィ。先生にはこれから大変な役目があるんだから……」

「ん。グレン、かわいそう」

　そして、そんなシスティーナを宥なだめるようにルミアが苦笑いしており、その後ろでリィエルが眠たげにぼそりと零す。

　胡う乱ろんな頭で周囲を見回せば、ここは二年次生二組の教室内。

　カッシュ、ウェンディ、ギイブル、テレサ、セシル、リン、ロッドにカイ……いつものメンバーが、いつものようにグレン達を見つめ、やはりいつものように呆あきれ、苦笑いをしている。実にいつも通りの光景だ。

「ははは、先生、しっかりしてくれよ～？」

「まったく、カッシュさんの言うとおりですわ！　これから、他校の方々もいらっしゃるのですよ！　しっかりしてくださいまし！」

　そんなカッシュとウェンディの言葉に。

「……あれ？　んーと？　……今日、何かあるんだっけか？」

　グレンがきょとんと眼を瞬またたかせる。

　すると、システィーナがたちまち目くじらを立て始めた。

「まったく、いつまで寝ねぼけているんですか!?　この学院で行われる魔術祭典帝国代表選手選抜会に、聖リリィ魔術女学院とクライトス魔術学院の生徒達が、今日からやって来るんですよ!?　もう戦いは今日から始まるんですよ!?」

「…………」

　寝起き特有の覚束ない意識が、ゆっくりと記き憶おくの糸を繫つないでいく。

「……そういえば、そうだった。くは、面めん倒どう臭くせぇ」

　がんっ！　グレンは、思いっきり脱だつ力りよくしたように、額を机に叩き付ける。

　そして、十日前の出来事に思いを馳はせるのであった──




　──十日前。

「「「「魔術祭典～～ッ!?」」」」

　早朝、急きゆう遽きよ召集された魔術学院緊きん急きゆう教職員会議にて。

　学院中の講師・教授陣じんの素すっ頓とん狂きような声が、会議室内に響き渡わたっていた。

「うむ。魔術祭典……それが来月、開かい催さいされることが上から通達されたのじゃ」

　最奥の講壇に立つ学院長リックが、悠ゆう然ぜんと答える。

（マジか？　アレが復活するのか!?　マジか!?）

　会議開始早々、居眠りを決め込もうとしていたグレンも、今や眠気を完全に吹ふき飛ばされ、目を瞬かせている。

　魔術祭典。かつて、北セルフォード大陸の諸国間で行われていた、世界的な魔術競技大会だ。参加各国から、魔ま術じゆつ師し十名で構成された代表選手団を出場させ、いくつかの魔術的試練に挑いどむことで競い合う、世界的な祭典である。

　無論、国が保有する魔導の技術は、軍事や国防に関わる重要なものだ。おいそれと他国の前で晒さらしてよいものではない。

　しかし、だからこそ行う意味がある。

　この魔術祭典は、参加各国で恒こう久きゆうなる平へい穏おんと安あん寧ねいを願う〝平和の祭典〟なのである。

　とはいえ、グレンを含ふくむ教職員達の動どう揺ようと困こん惑わくは治まらない。なぜなら──

「し、しかし、学院長……魔術祭典は、北セルフォード大陸の主要国家であるアルザーノ帝国とレザリア王国が冷戦状態になってから、もう何十年も開催されていなかったはずです！　それがなぜ、今さら突とつ然ぜん、開催されることに!?」

　教職員の誰かが、その場に集う者達全ての胸中を代弁する質問を投げる。

　すると、リックは驚おどろくべき返答をするのであった。

「アルザーノ帝てい国こくとレザリア王国……両国の関係改善のため、水面下でずっと尽じん力りよくしていたアリシア七世女王陛下の努力の賜たま物ものじゃ。この平和の祭典に合わせて、両国の首脳会談も行われることになっておる」

（な──、あの宗教バカの狂きよう信しん国家が首脳会談に応じただと!?　女王陛下凄ぇ!?）

　寝ね耳みみに水な情報に、グレンは思わず感かん嘆たんするしかない。

　アルザーノ帝国とレザリア王国は、昔から様々な理由で揉もめてきた間あいだ柄がらだ。

　レザリア王国は所々の問題で話し合いに応じることはあっても、トップが出てくることは一度もなかったのだ。魔術祭典の復活といい、首脳会談といい、アリシア七世の辣らつ腕わんと本気が窺うかがえるようであった。

「我が国の政府武断派の横暴も、レザリア王国の脅きよう威いあってこそじゃからのう。本格的に平和が約束されれば、上層部の軋あつ轢れきも緩かん和わする……ほっほっほ、やはり、この国を導ける御お方かたは、我らが女王陛下以外にありえんのう」

「……陛下」

　グレンの脳裏に、ルミアの実の母親……一国をその総身に背負っているとはとても思えない、あの穏おだやかで優しげな淑しゆく女じよの微笑ほほえみが浮うかんだ。

「ま。やっぱ、平和が一番だよなぁ。上手うまくいくといいんだが……」

「何、他人ひと事ごとみたいに言ってるのよ？　グレン」

　すると、グレンの隣となりで、つんと腕うでを組んで座っていた娘むすめが、呆れたように言った。

　闇やみ夜よに揺ゆらめく炎ほのおのような赤あか髪がみを揺らすその美女の名は、イヴ。

　元・帝国宮きゆう廷てい魔導士団特務分室室長。今はグレンの同どう僚りようの魔術講師だ。

「どうしてそんな情報が、今、ここで開示されたのか……少しは考えに至らないわけ？」

「は？　どういうことだ？」

　まるで意味がわからず、不思議そうに小首を傾かしげるグレン。

　そんなグレンへ答えるかのように、リック学院長が一同へ言った。

「さて、その魔術祭典なのじゃが……参加する代表選手に年ねん齢れい制限……しかも、その国が公的に運営する魔術教育機関に所属する青少年の魔術師に限定されていることを、諸君は当然、知っておるじゃろう？」

（そら、そうよ）

　グレンが頭の後ろで手を組みながら、半眼で物思う。

（平和祭典とはいえ、魔導技術はやっぱ国家機密だ。そうおいそれと他国の前でさらすわけにはいかねえ。だから、軍や研究所などのプロの連中の出場は避さけ、他国に手の内が割れても問題ない……それこそ、学生とかアマチュアとかに出場者を限定するよう、諸国が協定を結んでって……あるぇー？　学生ぇー……？）

　猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚えたグレンが半眼になる。

　すると、そんなグレンの予感を、リックは的確に撃うち抜ぬくのであった。

「最早、言わずともわかるじゃろうが……我らがアルザーノ帝国が誇ほこる三大魔術教育機関……即すなわち、アルザーノ帝国魔術学院、聖リリィ魔術女学院、クライトス魔術学院。この中から、魔術祭典に出場する帝国代表選手十名を選せん抜ばつすることになってのう。その代表選手の選抜会が、近日、ここアルザーノ帝国魔術学院で行われることになったのじゃ」

　途と端たん、さらなる動揺が、その場に集う教職員達の間に伝でん播ぱした。

　話があまりにも急過ぎるのだ。動揺も困惑も当然である。

　そして、同じく啞あ然ぜんとしているグレンへ補足するように、イヴがぼそりと呟つぶやいた。

「これは私の伝つ手てからの情報だけど。魔術祭典そのものの開催準備は、女王陛下や各国の首脳陣が、かなり以前から水面下で密かに進行していたらしいわ……反対派の妨ぼう害がい工作を避けるため、今まで公にはされてなかったけど。この急な展開はそういうわけよ」

「ひょ、ひょっとして、俺達がここに集められた理由って……？」

　猛烈な面めん倒どう事の予感に、グレンが震ふるえながら、イヴにそう聞き返そうとすると。

　リック学院長が頷うなずきながら一同を見回し、宣言した。

「諸君には、この代表選手選抜会の運営や試験監かん督とく員を、是ぜ非ひとも務めてもらいたい」

「やっぱりぃ!?」

　案の定な展開に、グレンは頭を抱かかえるしかない。

「実は、ハーレイ君にはこの話を通してあり、選抜会の日程調整や他校生徒の受け入れ準備など、粗あら方かたの運営計画をすでに組んでもらっておる」

「ふん。まぁ、学院長の頼たのみとあらば、断れませんからな」

　そんな学院長の台詞せりふに、会場中の尊敬と賞賛の視線がハーレイに集まり、ハーレイはすまし顔で鼻を鳴らした。

（うへぇ、先せん輩ぱい、マジで優ゆう秀しゆう過ぎる……）

「じゃが、すでに計画の雛ひな形がたはあるとはいえ、人手はいくらあっても足りぬ。これから選抜会で行う試験内容を決めねばならぬし、肝かん心じんのこの学院の代表選手候補も早急に挙げなければならん。やることは山積みじゃ。皆みな、どうか協力していただきたい」

　そう言って、リックが一同の前で深々と頭を下げるのであった。

　頼みも何も、帝国政府上層部からの下令となれば、皆、従わざるを得ない。

　こうして、魔術学院総力をあげての選抜会の開催運営が決定した。

　未だ戸と惑まどいから立ち直れない一同へ、ハーレイ作の選抜会進行レジュメが配られ、読み合わせが始まるのであった──

「しかしまぁ、どう考えても、こうタイトなスケジュールになるよな……」

　グレンがレジュメをぱらぱらとめくりながら、ぼやく。

　会場設営、各校との調整、用具の準備や整備、試験内容の決定、学院生徒会との連れん携けい……やるべきことが多くて頭が痛くなってくる。準備に残された日数も少ない。

　雪山の一件以来、体調が芳かんばしくなく、現在休職中のセリカを除き、教職員達には公平に仕事が割り振ふられている。が、それでも業務の片手間に行うには半はん端ぱない仕事量だ。

「こりゃ、これから毎日、地じ獄ごくだぜ……」

　グレンがうんざりしながら机に突つっ伏ぷしていると、隣のイヴが話しかけてくる。

「ふん。ぼやいている場合じゃないわよ、グレン」

　すると、ぶーたれるグレンの鼻先に、新たな書類の束がばさりと叩たたき付けられた。

「なんだこりゃ？」

「私も学院長から頼まれて、この学院から出す代表選手候補達を挙げてみたの」

　グレンが目の前の書類の端はしをつまんでめくると、生徒達のプロフィールや成績、魔術関連能力のデータがちらりと見えた。

「今まで、私がこの学院で行ってきた軍事教練と座学などの成績を、総合的に判断して選抜したわ。後で会議にかけるんだけど……その前に貴方あなたの意見が聞きたいわね」

「……お前ってさ、なんか不思議なくらい、この学院になじんでるよな？」

「ふん、うるさい。仕事よ、仕事。それ以上でも以下でもないわ」

　グレンとイヴがそんなやり取りをしていた……その時であった。

　ばあんっ！　いきなり盛大に押し開かれる会議室の扉とびら。

　そして、何者かが室内へと、ずかずか入り込んでくる。

　その唐とう突とつな来訪と騒そう音おんに、場のざわめきが水を差されたかのように沈ちん静せい化し、誰だれもがその来訪者を目を瞬またたかせて注目する。

「げ!?　あの男は……ッ!?」

「い、生きていたのか……ッ!?」

　だが、その来訪者は、自身に集まる一同の視線や囁ささやきなどまるで無視だ。人目もはばからず会議室内をずかずか横切り、講こう壇だんへと向かった。

「今、戻もどったぞ、学院長」

　そして、リック学院長の前に、堂々と立つのであった。

「な、なんだ、あいつ……？」

　この学院で、グレンが初めて見る男であった。

　若く見えるが、いまいち年齢不詳。その身に纏まとう雰ふん囲い気きは一見、ローテンションのダウナー系だが、何か底知れぬ情熱が奥底で燻くすぶるように燃えている……そんな男だ。

　いかにも偏へん屈くつで頑がん固こそうなしかめ面。獅し子しのたてがみのような金褐かつ色しよくの髪、広い肩かた幅はばに高い背せ丈たけ、無む駄だなく鍛きたえ上げられた体格を、シャツとサスペンダー付きのボトムスに包んでいる。肌はだはよく日に焼けており、古傷だらけだ。

　まるで、歴戦の猛者もさか荒あら武む者しやだ。一体、どれほどの修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたのか、軍属だったグレンやイヴですら、思わず身構えさせるその存在感に隙すきのなさ。

　両りよう肩かたに羽織るようにかけた学院の教授ローブが、この男が一応魔術師であり、学院関係者であることを辛かろうじて象しよう徴ちようしていた。

　眼を瞬かせるグレンを余よ所そに、その男はリック学院長へと詰つめ寄ると、どんっ！　と奇き妙みような像を講壇上に叩き付けた。

「……これが今回の遺い跡せき探たん索さくの成果だ」

「お、おお!?　久しぶりじゃなぁ！　は、半年ぐらいぶりかの？　……とにかく無事で何よりだわい。まったく、君は一体、今までどこに──」

「早速だが、学院長。これが今回の探索経費だ。万屋協会ジヤツク・ギルドに払はらっておいてくれ」

　ばんっ！　男は大量の書類を講壇上へ、さらに叩き付けた。

「えっ？　何じゃこれ？　この金額……この学院の一年間の予算の半分じゃぞ……君、一体、何をやったんじゃ……？」

　その文面に、ちらりと眼を通すだけで、みるみる青ざめていくリック学院長。

　だが、男はそれを無視し、その厳めしい表情を微かすかに緩ゆるめ、像を掲かかげる。

「見てくれ、学院長。この造形……まだ詳くわしく解かい析せきしきれてないが、僕はこの像が天空の双生児タウムの片割れの眷けん属ぞくだと見ている。古代文明の神性である天空の双生児タウムについては未だ謎なぞが多い。僕は双生児タウムが単なる星せい辰しん信しん仰こうに端を発する空の象徴──偶ぐう像ぞう崇すう拝はい、あるいは政教一いつ致ち社会が生んだ現あら人ひと神がみの類いとは思えない。きっと双生児タウムには古代文明の謎を解き明かす何かがあるはずだ。この像はその謎を解き明かす鍵かぎとなるだろう。というのも、この像を発はつ掘くつしてきた遺跡のあちこちにあった碑ひ文ぶんなのだが──（略）──」

　その場の誰もが呆あきれたように男を眺ながめるが、男がそれに構う気配は微み塵じんもない。

　この場が一体、どういう場なのか、男は気き遣づかう素そ振ぶりもない。

　放っておけば、一日中語り続けていそうな勢いだ。

「──（略）──だから言っただろう？　今の魔ま導どう考古学学会は馬ば鹿かばかりだと。そもそも僕をフィールドワークを蔑ないがしろにする馬鹿と吹ふい聴ちようしているのはどこの誰だ？　僕は遺跡探索をしてないんじゃない。違い法ほうな手段で、黙だまって遺跡へ潜もぐることが多いから、遺跡探索をあまりしてないように見えるだけだ。そもそも、魔導考古学とは──（略）──それで発掘した魔法遺物を年代毎ごとに並べると──（略）──つまり、古代の神性にまつわる宗教論が鍵で──（略）──マルダーの神学論的観点からして──（略）──（略）──（略）──つまり、僕が神だ！　全てが許される！」

（あれ？　こんなノリ、俺、どっかで見たことあるなぁ）

　と、グレンが眼を細めて、頰ほおを引きつらせていると。

「わ、わかった、わかった！」

　延々と続く男の熱弁に、リック学院長がたまらず男の話を遮さえぎった。

「と、とにかく、君があのアルスター古代寺院の未探索領域を踏とう破はしてきたことはわかったよ！　それはおめでとう！　しかし、そこはクライトス領の、しかも禁じられた領域じゃったろう？　よく探索許可と発掘品の持ち出しの許可を貰もらえたのう？」

「探索許可に持ち出し許可だと？　そんなの黙って探索して、黙って持ち出してきたに決まっているだろう？」

　男は、大真顔で、大真面目に言い切った。

「き、君……それは俗ぞくに言う〝盗とう掘くつ〟で、大問題つーか、犯罪なんじゃが……？」

「問題ない。探索危険度に尻しり込ごみして、所有権だけ主張し、遺跡に手を付けない連中など魔ま術じゆつ師しの面つら汚よごしだ。僕は天てん誅ちゆうを下したまで。ふっ、危険度Ｓ級？　笑止。失敗したら、たかが死ぬだけだろう？　……というわけで、後の尻しりぬぐいは任せた、学院長」

「い、いや……その……そんなん堂々と任されても困るんじゃが」

　リック学院長が、額からだらだらと脂あぶら汗あせを流しまくる。

「そ、そんなことより、今はそれどころではないのじゃ！　実は今、我らが魔術学院で、魔術祭典の代表選手選抜会が行われることになって、それで君にも協力を──」

「甘いな、学院長」

　縋すがるような学院長へ、男は口の端を釣つり上げて不敵に笑い、堂々と宣言する。

「この僕が！　この誇り高きアルザーノ帝国魔術学院・魔導考古学教授フォーゼル＝ルフォイが！　魔導考古学の研究や遺跡探索以外に力を貸すと、本気で思っているのかぁああああああああああああああああーーッ!?」




「……先生、どうかされましたか？」

　ルミアの心配そうな言葉に、グレンは過去をさまよう意識を現在に引き戻す。

　魔術学院の異い端たん児じ中の異端児、フォーゼル＝ルフォイ魔導考古学教授。

　今回の事の起こりに思いを馳はせていたら、つい余計なことまで思い出してしまった。

「いやぁ、思い出し疲づかれしてた。世の中、下には下がいるもんさ」

　そう言って、グレンは伸のびをしながら、突っ伏していた教きよう卓たくから立ち上がった。

「もうっ！　そんな調子で本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

　そんなグレンへ、システィーナが不満そうに口を尖とがらせて言った。

「ちゃんと真面目にやってくださいよ!?　試験監督側の手て違ちがいで、本来代表入りすべき生徒が代表入りできないとかあったら、重大な責任問題なんですからね!?」

「はいはい。さっすが、我が校の代表選手候補に即そつ行こうで入った、フィーベルのお嬢じよう様さまは言うことが違いますねぇ」

　うんざりしたように、グレンが頭を搔かきながら返す。

　魔術祭典に出場するアルザーノ帝てい国こくの代表選手十名は、アルザーノ帝国魔術学院、聖リリィ魔術女学院、クライトス魔術学院の各校から二十名ずつ出した、合計六十名の代表選手候補達の中から選ばれる。

　代表選手候補に選ばれるのは、各校の一年次から三年次生の生徒だ。

　卒業研究に従事する四年次生は一人前の魔術師とも見なされるので選考外。また、軍関係者であるリィエルや、色々と裏事情が複雑なルミアも除外される。

　そして今回、アルザーノ帝国魔術学院から出す代表選手候補二十名を選出したのは、主にイヴを筆頭とする学院の教授・講師陣じんである。中でもシスティーナは全会一致で候補入りしたらしく、今、学院の生徒達の間で噂うわさになっていた。

（まぁ、最近の白しろ猫ねこの成長度からすりゃ妥だ当とうだろ。つーか、成長し過ぎで軽く引くわ）

　グレンは、ぷんすかご機き嫌げん斜ななめなシスティーナを流し見て、肩かたを竦すくめた。

　グレンが担当する二年次生二組は意外と評価が高いらしく、システィーナの他にも、ギイブルやカッシュ、ウェンディなどが代表選手候補にエントリーしている。

　なんか、自分が褒ほめられているような気がして、ちょっと鼻が高いグレンであった。

　……とはいえ。

「おい、白猫……お前、なんか妙みように余よ裕ゆうなくねーか？」

　少々気になったことを、グレンは聞いてみる。

「なんか切せつ羽ぱ詰つまってるっつーか……お前ほどの実力者なら、もっとデンと構えてろよ」

「あ、あのですね！　そんな風に油断をしてると足を──」

「はは、お前はそう言うけどさ。ぶっちゃけ、お前はもう学生のレベルじゃねーぞ？」

　グレンの指し摘てきに、システィーナが言葉を詰まらせる。

「代表に選ばれるのは、これから行う選せん抜ばつ会の上位十名だろ？　お前なら、もう確実に代表入りに決まってんだろ。そもそも、お前が選考落ちする状じよう況きようって何だ？　お前以上のやつが十人いるってことか？　怖ぇよ！」

「そ、それは……」

　グレンが呆れながら言うと、途と端たんにシスティーナはしどろもどろし始める。

　すると、そんなシスティーナを代弁するように、ルミアが言った。

「ふふっ、先生。システィはメイン・ウィザードになりたいんです」

「メイン・ウィザード？」

「ちょ、ルミア!?　それは──」

　メイン・ウィザード。

　件くだんの魔術祭典は勝負方式が特とく殊しゆで、各国がそれぞれ十名の代表選手を出場させるが、その内訳は、一名のメイン・ウィザードと九名のサブ・ウィザードである。

　メイン・ウィザードをサブ・ウィザードが補ほ佐さし、与あたえられた試練に挑いどむのだ。

　然しかる所、魔術祭典とはメイン・ウィザード同士の戦いであり、当然、十名の代表選手の中で、もっとも優れた魔術師がメイン・ウィザードとなる。

　メイン・ウィザードに選ばれるということは、文字通り国を背負って立つのと同義であり、女王陛下から勲くん章しようを直々に下か賜しされる、非常に名めい誉よなことなのであった。

「ほう……？　白猫。まさか、お前がねぇ？」

　ルミアの話を聞いたグレンが、にやりと笑った。

「まーさか、まさか、お前にそんな野心と功名心があったとはねぇ？　意外や意外……」

「ち、ちちち、違いますってば！　そんなんじゃないです！」

　すると、システィーナがふかーっ！　とグレンに食ってかかった。

「なーにが違うんだ？　メイン・ウィザードにもっとも多くの名誉と勲章、賞金が贈おくられるんだろ？　それ以外のどんな目当てが……」

「だから、私を先生と一いつ緒しよにしないでくださいってば！　私は、ただ──お祖じ父い様に追いつきたいだけなんですっ！」

　そんなシスティーナの訴うつたえに、グレンはきょとんと眼を瞬またたかせる。

　すると、ルミアが穏おだやかに微笑ほほえみながら補足した。

「先生。システィのお祖父様……レドルフ＝フィーベル様。実は、彼が子供の頃ころ……まだ、魔術祭典が普ふ通つうに開かい催さいされていた時代……この魔術祭典のメイン・ウィザードに選ばれたことがあるんです。アルザーノ帝国代表として」

　ああ、なるほど。と合点がいったグレン。

　システィーナは、尊敬する祖父レドルフの夢を受け継つぎ、空の城を目指している。

　天才魔術師と謳うたわれたレドルフに少しでも追いつきたいと、日々邁まい進しんしている。

　ならば、そんな考えに至っても不思議ではない。なんとも可愛い傲ごう慢まんさではないか。

「わ、私とお祖父様は違うし、比べちゃいけないってわかってるんです……」

　システィーナが弁明するように、気き恥はずかしそうに言った。

「でも、メイン・ウィザードに選ばれた頃のお祖父様と今の私は同い年なんです。だから、私だって選ばれないと、いつまで経ってもお祖父様に追いつけない……そんな気がして。だから、私、今回の選抜会、全力で頑がん張ばろうって、絶対に勝とうって、そう思って……」

　そして、決意を秘めた眼でグレンを真っ直ぐ見た。

「すごく傲慢なことを言っているのかもしれません。候補入りもできない他の生徒達が聞いたら、気分を悪くするかもしれません。それでも、私は私のために、メイン・ウィザードになりたいんです！　かつて、世界の大だい舞ぶ台たいで魔術の腕うでを競い合ったお祖父様が見たという光景を、この眼で見たいんです！　だから──」

　すると、グレンはふっと笑って、ぽんとシスティーナの頭に手を置いた。

「せ、先生……？」

「鷲わしが烏からすの振ふりをする必要はねえ。ましてや、烏に媚こびる必要はさらにねえ」

　そんなことを嘯うそぶくグレンの目は、なぜかいつにも増して優しかった。

「しょせん、人生の目標は人それぞれだ。お前はお前自身の信念に従って、全力を出せばそれで良い。そういうことなら頑張れよ？　俺も応おう援えんするぜ……師し匠しようとしてな」

「せ、先生……ッ!?　は、はいっ！　私、絶対、頑張りますっ！」

　途端、システィーナが、ぱぁっと表情を明るくする。

　そんな様子を見守っていたルミアがにこやかに笑い、リィエルがきょとんとする。

　と、その時だ。カン、カン、カン……鐘かねの音が校舎内に鳴り響ひびき、魔術による拡声音おん響きようでアナウンスが響き渡わたった。

『後小一時間ほどで、予定通り、聖リリィ魔術女学院とクライトス魔術学院の代表選手候補団が到とう着ちやくします。学院総出で出で迎むかえに上がるので、各学年次、各クラスの生徒達は、所定の通り前庭に整列を。繰くり返します、前庭に整列を──……』

　すると、そんな通達を受けて、教室内の生徒達がざわざわと動き始める。

「おやおや、どうやら、お客様がおでましのようだぜ？」

　グレンも面めん倒どう臭くさそうに頭を搔き、移動する生徒達の流れに身を任せ始める。

「さて！　他校の代表選手候補の生徒達……一体、どんな人達なのかしら？」

「あはは……なんか、その一部はなんとなく予想が付いちゃいそうだけど」

「ん」

　そんなことを言い合いつつ、システィーナ、ルミア、リィエルも、グレンの背を追って教室を後にするのであった。




　世界に魔導大国と名高きアルザーノ帝国には、いくつかの魔術教育機関がある。

　帝国南部ヨクシャー地方フェジテにある、アルザーノ帝国魔術学院。

　帝国北西部湖水地方リリタニアにある、聖リリィ魔術女学院。

　そして、帝国西部クライトス伯はく爵しやく領にある、クライトス魔術学院。

　他にも小さな魔術学校や私し塾じゆく、ギルドが存在するが、もっとも規模・運営資金・生徒数が大きいのが、この三つの学院であり、帝国三大魔術学院などと呼ばれている。

　一昔前までは、四百年前、時の女王アリシア三世によって巨きよ額がくの国費を投じられて設立されたアルザーノ帝国魔術学院の一強であった。しかし近年は、貴族や富ふ豪ごうなどの上流階級層が援えん助じよする潤じゆん沢たくな資金を惜おしみなく運用できる聖リリィ魔術女学院、恵めぐまれた特とく殊しゆ霊脈レイ・ラインや初代クライトス卿きようが保有していた大量の魔導書や魔法遺物アーテイフアクトによって、独自の魔術研究が行われているクライトス魔術学院も、徐じよ々じよに規模や業績を伸ばし、帝国を支える三大魔術学院などと並ならび称しようされるようになってきたのだ。

（しっかしまぁ、聖リリィ魔術女学院にクライトス魔術学院……俺達にとっちゃ、色々と因いん縁ねん浅からぬってやつだなぁ）

　学院敷しき地ち内の道路に沿って前庭に整列する生徒達の中、グレンが物思う。

　思い返せば、聖リリィ魔ま術じゆつ女学院は、リィエルが短期留学した学院だし、クライトス魔術学院については、クライトス家の若き御おん曹ぞう司しレオス＝クライトスとグレンは、システィーナの婚こん約やく者騒そう動どう時に一ひと悶もん着ちやく起こした間あいだ柄がらだ。

（残念ながら、レオスの野や郎ろうは……その……亡くなっちまったが、な）

　それでもこうして、レオスに縁えんある連中と再び接点を持つ……こんな状況に、グレンは運命的な何かを感じることを禁じ得なかった。

　グレンが、ぼんやりとそんなことを考えていると。

　聖リリィ魔術女学院やクライトス魔術学院の代表選手候補の生徒達を乗せた馬車が、何台も続々と学院敷地内に到着する。

　馬車は所定の場所で並んで止まり、馬に牽けん引いんされていた大型客車の中から続々と引率の教師や生徒達が降りてくる。ここフェジテ周辺は、土地の霊脈レイ・ライン保全の関係で鉄道を引くことが法的にできないため、フェジテへの到とう達たつには馬車が必ひつ須すだ。必然的に長旅になり、来訪してきた他校の生徒達の顔には、ほんの少し疲つかれが浮うかんでいた。

　が、そんな彼ら彼女らも、きょろきょろと物もの珍めずらしそうに周囲を見み渡わたし、ここが見知らぬ敵地であることを再確認し、気を引き締しめ直しているようだ。

　やがて、来訪した他校の生徒達は整列し、案内役の引率に従って前庭の道路を通り、学院校舎表おもて玄げん関かん口へと向かって悠ゆう然ぜんと歩き始めた。

　ご多た分ぶんに漏もれず、アルザーノ帝てい国こく魔術学院の生徒達にも愛校心というものはある。むしろ、選ばれたエリート気質の者が多いせいか、仲間意識と排はい他た意識は特に強い。

　そんな学院の生徒達にとっては、今、ここにやってきた他校の生徒達は、たった十名しかない魔術祭典代表選手枠わくを奪うばいに来た、憎にくい敵だ。

　連中さえいなければ、代表選手は全て我らが誇ほこり高きアルザーノ帝国魔術学院の生徒達で埋うめることが出来たのに……そんな思いが大なり小なり根底にある。

　だから、学院生徒皆みな一同、積極的に大だい歓かん迎げい……とは行かず、上がる歓かん迎げいの拍はく手しゆは、どこか冷めた事務的な物であった……

「おい、見たか、カイ！　ロッド！　聖リリィの子達、滅め茶ちや苦く茶ちや可愛いじゃん!?」

「ああ、そうだな！　さすがはあの有名なお嬢じよう様校だな、カッシュ！」

「くぅ～～っ！　なんとかこの機会に、お近づきになりたいなぁ！」

　……一部の生徒達を除いて。

「きゃ～～～っ！　見て見て、ベラ！　クライトス校の男子生徒達、皆、イケメンだわぁ～～っ！　じゅるりじゅるり！」

「特に見て！　あのクライトスの代表選手候補団の先頭を歩く、あの御お方かた！」

「レヴィン＝クライトス様でしたっけ？　キャシー！」

「そうそう！　噂うわさの！　ああん、超ちよう☆素敵ぃ～～ッ！　誘ゆう惑わくしたぁ～いっ！」

　……ごくごく一部の生徒を除いて。

（つーか、うちのクラスの生徒達は、どうしてこう、いつもうっせえんだ……？）

　さしものグレンも、頭を押さえて辟へき易えきするしかない。

「あっ！　先生、今の見ました？」

　そうしていると、不意に左ひだり隣どなりのルミアがグレンへ嬉うれしそうに話しかけてきた。

「どうした？」

「フランシーヌさんとコレットさん！　今、聖リリィの列の先頭に立って、堂々と手を振ってました！　やっぱり、彼女達も代表選手候補に選ばれたみたいですね！」

　見れば、金きん髪ぱつ縦ロールの少女と黒くろ髪かみロングの少女の姿が、確かに遠くに小さく見えた。

　フランシーヌもコレットも一際目立つ美少女だ。人の目を引きつける華はながある。

　さすがのお堅かたいアルザーノ帝国魔術学院生徒も──特に男子生徒達は、そんな二人組の華やかな姿に思わず圧あつ倒とうされ、浮き足立っているようであった。
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「まぁ、あいつらの実力なら、やって来ておかしくはねえんだが……敵地アウエイでなんつー鋼メンタルだ。世間知らずのお嬢様って怖ぇ」

「エルザ。エルザは？　……エルザ、いる？」

　背の低いリィエルが、ぴょこぴょこ跳はねながら、生徒達の行き来を必死に見ている。

「うーん……どうかな？　ここからだと、ごちゃごちゃしてて、よく見えないね」

　旧知の仲がいるかも……ルミアとリィエルは周囲とはまた違ちがった意味で、期待を膨ふくらませているようだ。

（ま、どんな連中でも、再会できるってのは嬉しいもんか）

　実際、こないだのスノリア旅行先で聖リリィ組とばったり再会した時、グレンも鬱うつ陶とうしく思った反面、嬉しいと感じたのも事実である。

　そんな周囲のノリに釣つられ、グレンは右みぎ隣どなりに佇たたずむシスティーナに話しかけた。

「なぁ、白しろ猫ねこ。そういえばお前、クライトス校に誰だれか知り合いはいねえのか？　確かフィーベル家とクライトス家は、何かと縁が……」

　そこまで言いかけて、グレンは、ふと口を噤つぐんでしまう。

「…………」

　システィーナが、どこか神しん妙みような表情で他校の生徒達を眺ながめていたのだ。

「……どうした？　白猫」

　すると我に返ったのか、システィーナが曖あい昧まいにグレンへ笑みを返す。

「あ……ううん、なんでもないの」

　だが、なんでもない者が、そんな微び妙みような表情をしないだろう。

「……ひょっとして、俺、地じ雷らい踏ふんじまったか？」

「え？」

　気まずそうに眉まゆを顰ひそめるグレンに、システィーナが小首を傾かしげる。

「いや……レオスのこと、思い出させちまったかなって……悪わりぃ」

　色々あって決けつ裂れつし、亡くなってしまったが……かつて、システィーナに結けつ婚こんを迫せまったレオス＝クライトスは、なんだかんだでシスティーナの憧あこがれの幼なじみだったのだ。

　気安くクライトス家との関係を話題に上げるべきではなかった……グレンが珍めずらしく殊しゆ勝しように反省していると。

「ううん、それは大だい丈じよう夫ぶよ。その件は、もうちゃんと乗り越こえたから」

　システィーナが、グレンを安心させるようにくすりと笑った。

「え？　何？　一応、私のことを気き遣づかってくれたんですか？　へぇ？　あのデリカシー皆かい無むな唐とう変へん木ぼく先生も、日々成長してるんですねぇ？」

「くっそ！　からかうんじゃねえよ！　ほっとけ馬ば鹿か！」

　頰ほおを引きつらせ、不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんへ皺しわを寄せるグレン。

　そんなグレンを見て、システィーナは頰を緩ゆるませ、再び他校の生徒達へと視線を戻もどす。

「えーと、レオスのことではなくてですね……実は私、クライトス家には、もう一人幼なじみがいてですね……」

「もう一人の幼なじみ？」

「はい。ひょっとしたら、その子が来てるかな……なんて思って」

　システィーナは、校舎へ移動する他校の生徒達を片かた端はしから眺めていく。

　だが、こんな人混み越ごしの遠いここからでは、わかりようもない。

「……で？　その知り合いがどうかしたのか？」

「あ、あはは……な、なんでもないんです！　別に！」

　システィーナは強引に話を打ち切るように、無理矢理笑った。

「さて！　ライバル達も到着しましたね！　私、絶対に負けないわ！　絶対に代表選手に……そして、メイン・ウィザードに選ばれてみせるんだから！　先生とイヴさんの教え、十二分に発揮して見せますね！　期待しててください、先生！」

「お、おう……頑がん張ばれよ……」

　システィーナが何も語らず、こう言って笑うなら仕方がない。

　グレンにそれ以上の追及などできようはずもなかった。

　やがて……

「いやぁ、遠路はるばるようこそお越しくださいましたな。ローナ殿どの、ゲイソン殿」

「ふふ、我が校一同、主人共々、歓迎いたしますわ」

　アルザーノ魔術学院学院長リックが、精せい一いつ杯ぱい大人っぽくおめかしした契けい約やく精せい霊れいの少女セルフィと共に、クライトス校の学院長、聖リリィ校の学院長らと握あく手しゆを交わし合う光景が遠目に見えたのであった。




　聖リリィ校、クライトス校の生徒達を出で迎むかえた後、両校の生徒達は学生会館の大広間へと通された。本日はそこで、顔合わせの交流歓迎会があるのだ。

　無論、学院側の生徒達が全て参加することはできないので、参加できる生徒は代表選手候補に選ばれた二十名と、一いつ般ぱん生徒達の中からくじ引きで選ばれた生徒達だけだ。

　それでも、大広間には総勢二百人近い人数が集まり、かなり大規模な歓かん迎げい会かいとなっている。アルザーノ帝国魔術学院・生徒会執しつ行こう部ぶの生徒会長リゼ＝フィルマーが、その辣らつ腕わんをフル活用して尽じん力りよくし、盛大な歓迎会が企き画かくされたのだ。

　立食形式パーティー会場に並ぶ調度品や料理の数々は、かつての社交舞ぶ踏とう会もかくやと言わんばかりの豪ごう勢せいさであった。

「──というわけで、えー、諸君等らは同じく、我らが帝てい国こくの未来と栄光を担う同志であるからして、えー、今は確かに代表選手の枠を奪い合う敵同士であるが、それは切せつ磋さ琢たく磨まであることを理解し、えー、だからこそ、全てが終わった後は手を取り合って、お互たがい協力して、えー、世界を舞ぶ台たいに戦い抜ぬけるよう、お互いを尊敬、尊重し合い、えー──」

（エドワルドの爺じいさんの話は相っ変わらず長ぇなぁ。そして、つまんねぇ）

　明日から行われる代表選手選せん抜ばつ会の審しん査さ員を務めるため、帝国政府から駆かけつけた女王補ほ佐さ官エドワルド卿きようの壮そう絶ぜつ長い退たい屈くつな訓示も、やっと終わって。

「それでは、皆みな様さま。今夜はゆるりとご歓かん談だんください。よい一時を」

　最後に、魔術学院側の代表生徒リゼの短い締めで、交流歓迎会は始まるのであった──




「それでは、システィーナ、ウェンディ、ギイブル、カッシュ……この四人の代表選手候補入りを祝しましてぇ～～、乾かん杯ぱいぃ～～っ！」

「「「「乾杯～～っ！」」」」

　掲かかげられ、頭上で打ち鳴らされる無数のグラス。

　交流歓迎会会場の一角にすえられたテーブルに、二組の生徒達が集まっている。

　今回、アルザーノ魔術学院側の代表選手候補に選ばれた、システィーナ、ウェンディ、ギイブル、カッシュの四人が、二組の生徒達に囲まれていた。

「いやぁ、本当に凄すごいよね。まさか、かつて落ちこぼれクラスと揶や揄ゆされたうちから四人も候補が出るなんて！」

　セシルがジュースのグラスを片手に、ニコニコと話す。

「多分、イヴ先生の教えを、僕達がもっとも多く長く受けてたお陰かげだよね？」

「ええ、まったくです。それもグレン先生の常つね日ひ頃ごろの指導が根底にあってこそ。この二人の大恩に報いるためにも、是ぜ非ひとも皆、十名の代表選手の中に選ばれて欲しいわ」

「う、うん、そうだね……皆、頑張って、応おう援えんしてる……から」

　テレサもリンも、まるで自分のことのように、システィーナ達へ激げき励れいを贈っていた。

「しかし、いやぁー、まさか、田舎いなかもんの俺が本当に候補入りしちゃうとはなぁ！」

「まだ喜ぶのは早いですわ。あくまでわたくし達は〝候補〟なのですよ？」

　カッシュが照れたように頭をかき、ウェンディが呆あきれたように水を差す。

「我らが魔ま術じゆつ学院、そして、聖リリィ校にクライトス校……それぞれ二十名、総勢六十名の候補の中から十人を選ぶのですよ？　しかも、その全員が各校を代表する優ゆう秀しゆうな生徒達……この中から勝ち残るのは並なみ大たい抵ていのことではありませんわ」

「確かになぁ。俺って聞くところによると、この学院の候補の中では、二十一番目の補欠で、誰かが病欠して俺が繰くり上がっただけらしいしなぁ。まぁ、全力で頑張ってはみるけど、俺みたいな田舎者じゃ、こりゃちょっと無理っぽいかな？　たはは……」

　すると、そんなカッシュの言葉を受け、ギイブルやシスティーナが口々に言った。

「君は出自的に、本格的に魔術修練を始める時期が人より遅おそかっただけだ」

「そうよね。カッシュも、私達みたいに子供の頃ころからずっと魔術の勉強をしてたらね……イヴさんもそう言ってたし。本当に惜おしいと思うわ」

「ま、それでも君にはセンスだけはある。諦あきらめなければ奇き跡せきは起こるかもな」

　すると、カッシュが笑いながら、茶化すように切り返した。

「おおっとぉう？　ギイブルにシスティーナ！　お前達は余よ裕ゆうだなぁ!?　なんだ？　やっぱり、お前らは当然のように代表選手入りを狙ねらってんのかぁ？」

「当然だね。僕は絶対に十人の代表選手に選ばれてやる。僕はこの帝国でのし上がって、家族に良い暮らしをさせてやるんだ。これは僕の力を周囲に示す絶好のチャンスだ」

　ハングリー精神溢あふれるギイブルは、すでに静かな闘とう志しと情熱を燃やしている。

「ええ、私にも夢や信念があるわ。勝負は水物だし、何が起きるかわからないけど、積極的に代表選手入りを狙っていくわ！」

　システィーナも気合い十分のようであった。

「さっすが、ギイブルにシスティーナ！　この学院でもトップクラスの成績優秀者様達は言うことが違うわ～、羨うらやましいぜ！　な!?　ウェンディ!?」

「わ、わたくしも、あのお二方には少々劣おとりますがトップクラスですわよ!?　わたくしが貴方あなた側の人間であるみたいに言わないでくださいましっ！」

　カッシュに話を振ふられたウェンディが、きぃ～～っ！　とハンカチを嚙かむ。

「わたくしだって、もちろん、代表選手入りを狙っていますわ！　わたくしは、誇ほこり高きナーブレスの家名を背負っているのです！　なればこそ、わたくしは華か麗れいに──」

「でも、ウェンディだしなぁ」

「絶対、ここ一番でポカするよね。……ウェンディだし」

「むっきぃいいいいいいいいいいいいいいいーーッ!?」

　二組の面々は、いつものように大おお騒さわぎであった。

「しっかし……もぐもぐ……なんだかんだで、この学院って粒つぶが揃そろってるよなぁ……はぐはぐはぐ……さっすが、最さい高こう峰ほうの魔術教育機関……」

　皿に大量の料理を積んだグレンが、ばくばくがっつきながら周囲を見み渡わたす。

　システィーナはもちろん、授業でイヴの指導を受け、最近、実力をメキメキ伸のばしたギイブルやウェンディなら、十分に代表選手入りを狙えるだろう。カッシュにもワンチャンスあると、グレンは正直思っている。

　そして、当然、この学院で有望なのは彼らだけではない。

「やっぱり、リゼ先せん輩ぱいも代表選手候補に選ばれてたんですね。頑張ってくださいね」

「ええ。恐おそれ多いですけど、代表入りを目指し、全力を尽つくす所存ですよ」

　グレンは、ルミアと穏おだやかに話している灰色の髪かみの少女──リゼを流し見る。

　リゼ＝フィルマー。学院の生徒会長にて、三年次生の主席。まさに文武両道を体現したような女子生徒で、学生の身ながら、先のフェジテ最悪の三日間でも大人に負けない戦果を出した才女。凄すさまじい修しゆ羅ら場ばをくぐり抜け続けるシスティーナや、軍属のリィエルなどの規格外を除けば、この学院最強の生徒は間ま違ちがいなく彼女だ。

　実は、リゼの出自は非常に特とく殊しゆなものであることをグレンは知っているのだが……ここで敢あえて言げん及きゆうはすまい。

「……………………」

　次にグレンが目を移したのは、向こうの壁かべ際ぎわでむっつりと顔をしかめ、腕うで組ぐみしている少年……二年次生ジャイル＝ウルファートだ。

　某ぼう貴族の三男坊ぼうで、街の不良チームの頭。それこそ、もうチンピラにしか見えない強こわ面もての外見と出で立ちだが……イヴ曰いわく、あれで魔術戦の戦せん闘とう力はリゼに匹ひつ敵てきするらしい。

「……なんだ？　チビジャリ」

「ん。イヴから聞いた。ジャイルも候補なの？」

「ちっ、まあな。面めん倒どう臭くせぇが、イヴ教官の命令だ。あの女には、この学院を守ってもらった借りがあるからな」

「ん、そう。頑張って。応援してる」

　ちなみに、なぜかジャイルとリィエルは、それなりの知り合いらしかった。

（ったく、どんな接点があったんだよ？　あいつリイエルの交友関係が心底ようわからん）

　まぁ、それはさておき。

（やっぱり、今の魔術学院は本当に生徒の粒が揃ってやがる。他にも二年次生なら一組のハインケル＝ベーツ……三年次生なら、アルカ＝シェーレに、マルクス＝ウォルダー……ガキのくせに、信じられねえ才能と能力を持つやつがゴロゴロいるなぁ）

　グレンは脳内に叩たたき込こんだ、候補者達のリストを思い返す。

（そう言えば……うちの学院で一年次生ながら候補入りを果たした、とんでもねえ女子生徒もいたな。まだ不安定だが、才能の塊かたまりみてーなそいつの名前は確か……）

　グレンが、何気なくその生徒の姿を盛り上がる会場内で探そうとした……その時だ。

「「せ・ん、せぇ～～～ッ！」」

　突とつ然ぜん、背後から黄色い声が上がり、何者かが駆け寄って来る気配が迫せまってくる。

「な、なん……どぅうおわぁあああああああああああああああああーーッ！」

　グレンが反応するよりも早く、その気配はタックルするように、抱だきついてきた。

「スノリア以来ですの！　グレン先生っ！」

「あっははははははーーっ！　会いたかったぜ～～っ！」

「げぇ!?　お前ら!?」

　グレンに抱きついたのは、フランシーヌにコレット……聖リリィ校の生徒達だ。

「「「「きゃああああああああ～～っ！　先生ぃ～～ッ！」」」」

　そして、どどどどどどっ！　と、聖リリィ校のその他の生徒達が大挙してグレンに押し寄せ、グレンを津つ波なみのごとく吞のみ込んでいく……

「きゃあ！　きゃあ！　先生よ！　レーン先生よぉ！」

「また、先生に会えるなんて感激ぃ！」

「頑がん張ばって候補入りした甲か斐いがありましたわーっ！」

「ちょ、待て!?　お前ら落ち着けぇ、うぎゃああああああああああーーッ!?」

　何事かと呆あつ気けに取られる二組生徒達の前で、もみくちゃにされるグレン。

「どうもー、ご無ぶ沙さ汰たしてますー」

「あ、あはは……お久しぶりです、グレン先生」

　そんなグレンの下に、一いつ拍ぱく遅おくれておずおずとやって来たのは……

「おお!?　ジニーにエルザ!?」

　フランシーヌお嬢じよう様さまの従者であるジニーと、リィエルの聖リリィ校への短期留学時に大変お世話になった少女──エルザであった。

「お前らもいたのか!?」

「はい。僭せん越えつながら、私も代表選手候補に選ばれてしまいました」

　と、ジニーが、面倒臭そうにお下げをくるくるしながらぼやく。

「私は、その……諸事情により、代表候補入りはしていないんですが……聖リリィの皆みなさんの世話役とか、引率役とか、そういう役目でついてきたんです」

　と、エルザが、少し伸びた亜あ麻ま色いろの髪を揺ゆらしながら微笑ほほえむ。

「詳くわしい話は後だ！　おい、とりあえずこいつらをなんとかしてくれ!?」

「いやー、無理っしょ、発情期の雌めす猫ねこ共を躾しつけるのは。ま、精々、可愛がってあげてください。男ってそーゆーのがいいんっしょ？　ほら、喜べよ」

「お前、会う度に毒舌レベルが増してるな!?　ええい、エルザ！　エルザ！」

　無表情で諦めたように肩かたを竦すくめるだけのジニーは頼たよりにならないと悟さとり、グレンはエルザに助けを求める。

「あ、あはは……そうですよね。このままでは私達、聖リリィ校の品位が疑われちゃいますよね。はい、わかりました……ちょっとお仕置きを。……失礼します」

　そう言って、エルザは眼鏡を外す。腰こしに吊つった東方の剣けん──打刀の柄つかに柔やわらかく手をかけ、ゆっくりと腰を落とす。低く深い呼気がエルザの全身を満たす。

　その一いつ瞬しゆん、エルザの周辺の空気が、瞬しゆん時じに氷点下まで鋭するどく冷えて。

　次の──瞬しゆん間かん。

「エルザ」

　ささっと、エルザの正面に、音もなく回り込む少女がいた。

　リィエルだ。

「り、リィエル!?」

　途と端たん、エルザの周囲に鋭く冷たく張り詰つめた武人の空気はあっという間に氷解し、今度は逆に、ふわふわと浮うわついた甘ったるい空気が急速に発生し始める。

　がしゃん、と。エルザの手から力なく零こぼれ落ちる刀……東方剣けん士しの魂たましい。

「エルザ……会いたかった」

　リィエルはいつも通りの眠ねむたげな無表情を、ほんの少し笑みの形にしているだけ。

　だが、エルザ視点では、リィエルの周辺は後光が差すようにきらきら光り輝かがやき、百合ゆりの花が盛大に咲さき誇り、その無表情が三割増しで美化されて、温かく微笑んでいた。

「……り、リィエル……わ、私も……ずっと、貴女あなたに会いたかった……の」

　たちまちエルザの頰ほおはバラ色になる。エルザは恐る恐るリィエルへ歩み寄り、その手を両手で取り、大切そうに胸元で合わせる。その胸の鼓こ動どうを相手に伝えるかのように……

　互たがいの吐と息いきが感じられそうなほどの距きよ離りから、うるうると潤うるむ目で真っ直ぐリィエルを見つめるその様は、まるでというか、完全に恋こいする乙女おとめのそれであった。

「……ん。なんとなくわかる。エルザ、すごく強くなった」

「うん……私もわかるよ。リィエル……貴女はもっと素敵な女の子になったね……」

「……？　エルザ？」

「ああ、リィエル……」

　不思議そうに小首を傾かしげるリィエルの顔を、エルザは真っ直ぐ覗のぞき込んで。

　ひたすら、切なそうに、穴が開くほど覗き込んで、見つめて、見つめて……

「おい、そこ！　生産性のないラブコメは後にしてくれ！　頼たのむからぁ!?」

　最早、グレンの声は届いていないようであった。

　ていうかエルザのやつ、リィエルに会いたいから来ただけなんじゃ？　そんなことを思うグレンは為なす術すべもなく、聖リリィ校タイフーンの中へと吞まれていく──

「ちょっと！　そこ！　何やってるの!?」

「私達の先生に乱暴しないでください！」

　すると、まるで亡者の群れのようにグレンへ取り縋すがる聖リリィ校の女子生徒達の前に、二人の少女がこめかみに青筋を立てて颯さつ爽そうと現れる。

　システィーナとルミアだ。

「おおっとおう!?　出たな!?　システィーナにルミア!?」

「ふっ！　わたくし達の前に立ちはだかる敵は、貴女達二人だって思ってたんですの！」

　待っていましたとばかりに、コレットとフランシーヌが二人に向き合う。

「残念ですけど、貴女達の先生は、今日からわたくし達の先生になりますのよ!?」

「そうだそうだ！　アタシ達は、グレン先生を聖リリィに貰もらい受けるために、はるばるやって来たんだ！」

「いや、何しに来てんだ!?　馬ば鹿かか、お前ら!?」

「ささ、先生！　こちらにどうぞどうぞ！　転勤手続きの書類は、もうわたくし達が揃えましたの！　後は先生がサインしてくださるだけですの！」
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「ぉ、おわぁあああああーーッ!?　止めろぉおおおおおーーッ!?」

　と、グレンが聖リリィ校の少女達に運ばれようとしているところに。

「ちょっと、なんでですか!?　先生は私達の先生なんですよ!?」

「ていうか、貴女達、一体、何しにここにやって来ているのよ!?　馬鹿なの!?」

　たちまち一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きでにらみ合う、フランシーヌ、コレット、ルミア、システィーナ。そして──

「おっと？　私達の先生？　そりゃ聞き捨てならねーなぁ？　可愛子ちゃん達」

「なんだかよくわかりませんが、先生に狼ろう藉ぜきを働く輩やからは許しませんわ」

　カッシュやウェンディを筆頭とする二組の生徒達も集まってきて──

「何よ!?　貴方あなた達には関係ありませんわ！」

「そうよ、そうよ！　部外者は引っ込んでてくださいましっ！」

　それに応じて、聖リリィ校の生徒達も詰め寄ってくる。

　二組の生徒達と聖リリィ校。二つの集団に分かれて、激しくにらみ合う生徒達……

「へへっ、魔ま術じゆつ師し同士が互いに譲ゆずれない物を求めて対立……こうなったら、やることは決まってるよなぁ？」

「……ふっ、そうね。〝汝なんじ、望まば、他者の望みを炉ろにくべよ〟……」

　そして、コレットとシスティーナが不敵に笑い合って。




「「「「戦争じゃあああああああああああああああああーーッ！」」」」




　そんな鬨ときの声が上がると共に、二つの集団の生徒達が、互いに左手を向けあって一いつ斉せいに呪じゆ文もんを唱え始めるのであった。

　たちまち飛び交う電でん撃げき、烈れつ風ぷう、爆ばく風ふう、氷の嵐あらし──繰くり広げられる混こん沌とんの宴うたげ。

「ちょ、馬ば鹿か野や郎ろう!?　お前ら止め──ふっぎゃああああああああああーーッ!?」

　そして、グレンはお約束のように、流れ呪文に吹ふき飛ばされていく──

「ほっほっほ、懐なつかしいのう、ローナ殿どの。遠い昔を思い出しますわい」

「ええ、顔合わせの初日で乱らん闘とう騒さわぎが起きるのは、選せん抜ばつ会の伝統でしたわねぇ」

「うむうむ、血気盛んな若者ならではですなぁ」

　そんな生徒達の元げん気き一いつ杯ぱいの様子を、リック学院長と聖リリィ校の新学院長ローナが、遠巻きに微笑ましく眺ながめており──

「……エルザ？」

「あの、リィエル……その……ちょっと、二人で抜ぬけ出しませんか？」

　その一方で、そんなカオスな場を完全に無視して、エルザはもじもじしながらリィエルに詰め寄り、二人だけの世界を形成している。

　そして──

「ちぃっ！　聖リリィの跳はね返り娘むすめ共め！　二組ッ！　俺達も加勢するぞ！」

「ああ！　我らアルザーノ帝てい国こく魔術学院、代表候補の力をここに見せてやるッ！」

　この騒さわぎを見た、他の学年やクラスの候補者達が、続々と乱らん闘とうに加わっていく。

　そしてそれを、いいぞいいぞと囃はやし立てる周囲の生徒達。

　会場はお祭り騒ぎにあてられた、一種のトランス状態であった。

「ていうか、誰だれか止めろォオオオオオオーーッ!?」

　その渦か中ちゆうのど真ん中、荒あれ狂くるう突とつ風ぷうと電撃に、もみくちゃにされながら、グレンは非難の叫さけびを上げるしかない。

「ぁあああああああっ！　もうっ！　白しろ猫ねこもルミアも、どうして聖リリィの連中が関わると、途端に子供っぽくなるんだよぉおおおおーーッ!?」

　グレンの悲痛な叫びが会場中に木霊こだました──その時だった。




「《お静かに》」




　改変一節詠えい唱しようが、小さく、それでいて力強く響ひびいた。

「──ッ!?」

　次の瞬間、会場の床ゆか一面に魔ま力りよくの線が走り、巨きよ大だいな魔術法陣じんが形成される。

　そして、その魔術法陣から大量の蔦つたが生えて出現し、暴れ回る生徒達を片かた端はしから搦からめ捕とって、雁がん字搦がらめに拘こう束そくしていく──

「な──ッ!?」

　その場で暴れる生徒達の全員が、一瞬で動きを封ふうじられ、呆あつ気けに取られる。

　すると、会場中の視線を一身に集めながら、一人の男子生徒が颯爽とその場に現れた。

　その身に纏まとう制服は──クライトス魔術学院のものだ。

　柔らかな金きん髪ぱつ、貴族然とした佇まい、まるで彫ちよう像ぞうのように整った甘く美しい顔立ち。いかにも夢見がちな乙女が、思わず溜ため息を漏もらしてしまいそうなほどの美少年だ。

「せっかくの歓かん迎げい会かいです。今宵こよいはもっとお互い、穏おだやかに交流を楽しみましょう──なにせ、貴方達が楽しめるのは、今日が最後なのですから」

　そう言って、その少年は不敵に笑い、無様に拘束された一同を睥へい睨げいするのであった。

「──ッ!?」

　その時、そろそろ騒ぎを止めに入ろうとしていたリゼも。

　その時、遠巻きに騒ぎを傍ぼう観かんしていたジャイルも、ギイブルも。

　会場中の誰もが、その少年の存在感に圧あつ倒とうされていた。

　話は単純。その少年がその場の騒ぎを、誰も傷つけずに収めてみせた、その御み業わざ。

　瞬時に展開してみせた魔術、その蔦の一本一本にまで繊せん細さいに行き渡わたった制せい御ぎよ。

　凄すさまじい魔術の技量と魔力容量キヤパシテイ──とても自分達と同じ学生だとは思えなかったのだ。

「レヴィン＝クライトス……」

　誰かが、ぼそりとそう呟つぶやくが、誰も反応できない。

（レヴィン＝クライトス……やつが噂うわさの……？）

　しん、と静まりかえる会場の中、グレンが鋭い表情で物思う（ちなみに、グレンもついでのように蔦の魔術で雁字搦めであり、かっこ悪い）。

　グレンは、レヴィンのことを先日回って来た書類上でしか知らないが……

（クライトス分家の御おん曹ぞう司し……クライトス主家筋レオスの従兄弟いとこだ。レオスに負けず劣おとらずの天才的な魔術の才の持ち主と謳うたわれ、レオス亡き今、クライトスの次期当主の座にもっとも近いとされる男……）

　代表候補として来ると知っていたが、グレンは改めて驚おどろきを隠かくせない。

（……なんだこいつ!?　この魔力……人が生まれ持った物ってのは、こんなにも差が出るものなのか？　ずるいだろ……）

　当のレヴィンは不敵に、それでいて穏やかに微笑ほほえんでいた。

　その存在感は圧倒的だ。その場でレヴィンを見た候補者達の誰もが、大なり小なりこう思わされたはずだ……〝この少年にだけは、絶対に勝てない〟と。

　そんな周囲の心情を知り尽つくしているのだろう。レヴィンは穏やかな笑みを崩くずさず、それでいて挑ちよう発はつするように言った。

「正直、がっかりですね。今宵、ここには帝てい国こく中からもっとも優ゆう秀しゆうな生徒達が集まってくる……と聞いていたのですが。まさか、この程度の小技で気け圧おされるなんて」

　そんなレヴィンの言葉に、誰もがむっとする。

　だが、誰も反論はできない。

「正直、僕にはライバルがいません。共に限界を競える……切せつ磋さ琢たく磨まできる好敵手がいないんです……昔からね。ここに来れば、そんな心躍おどらせてくれる御お方かたに出会えるかと思っていたのですが……しょせんは儚はかない夢でしたか」

　そんなレヴィンを前に、グレンが忌いま々いましげに物思う。

（世間知らずの若人特有の、鼻持ちならねえ傲ごう慢まんさ。全てを見下したような大増上慢。しかし、それが許される圧倒的な才能と実力を持つ……か。だがな──）

　すると、グレンが不意に口の端はしを吊つり上げて……

（──この場の連中を見限るのはまだ早ぇぜ？　クソガキ）

　……そんなことを思った──その時だった。

　轟ごうッ！　場に激しく渦うず巻まく突風と共に、何者かがレヴィンの前に降り立つ。

　風が嬲なぶり揺ゆらす鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつが、その場の生徒達の目を鮮せん烈れつに灼やいた。

　システィーナだ。ルミアを横よこ抱だきにしている。

　あの一いつ瞬しゆん、咄とつ嗟さに疾風脚シユトロムで跳とび、あの蔦つた地じ獄ごくからただ一人、逃のがれたのだ。

　システィーナは、その身に嵐の残ざん滓しを纏わり付かせながら、レヴィンをその双そう眸ぼうで真っ直ぐに射い貫ぬく。

「まさか、疾風脚シユトロム？　しかも、人を抱えて？　この技量……貴女あなたは一体……？」

　今まで余よ裕ゆうに溢あふれていたレヴィンが眉まゆを顰ひそめ、初めて微かすかに表情を崩していた。

「システィーナ＝フィーベルよ」

「フィーベル？　……成る程。貴女が従兄弟レオスの婚こん約やく者だった……そうでしたか」

　にやり、と。レヴィンが獰どう猛もうに微笑む。

　まるで子供が楽しい遊び相手に出会ったかのような、そんな無む邪じや気きさだ。

「ふふっ、つい気分が高こう揚ようして、大人げなくはしゃいでしまってごめんなさい。もう落ち着きましたから、そろそろ皆みなの拘束を解いてあげませんか？」

　そして、システィーナは朗ほがらかに、だが厳然とした意志を込め、かかとを鳴らす。

　次の瞬しゆん間かん、その音に呼応して、周辺の生徒達をまとめて縛いましめていた蔦地獄が、まるで噓うそのように消しよう滅めつしていった。

「なっ!?」

　さしものレヴィンも、この現象には目を剝むくしかない。

　術式スペル・イン介入タベンシヨン。

　場に展開された駐ちゆう在ざい型魔術の術式に介入し、その制御権を奪うばう魔術技巧である。

　通常の攻性呪文アサルト・スペルのような放出型魔術に介入する詠唱スペル・イン割込ターセプトと比べると、難易度は落ちるが、それでも高等技術であることには変わりない。

　これを行うには、魔術式への膨ぼう大だいな理解と知識、術式防御プロテクトを破る大量の魔力が必要だ。

　レヴィンも、そんな術式への外部介入を一いち分ぶも許さぬよう本気で撃うった魔術ではないだろうが……それでもシスティーナの今の手並みは鮮やかに過ぎた。

　解放された生徒達は何も言えず、ただ呆ぼう然ぜんとシスティーナを見るばかり。

　レヴィンは、現れたシスティーナをやや鋭するどくなった目でじっと見つめるだけだ。

　やがて、システィーナは目をぱちくりさせて縮こまるルミアを床に降ろして立たせ、ルミアの手を引いてレヴィンに背を向けた。

「まだ、交流歓迎会は始まったばかりです。今宵は精せい一いつ杯ぱい楽しみましょう、レヴィン」

「……システィーナさん」

　レヴィンがシスティーナを呼び止め、その背に語りかける。

「貴女に会えて良かった。……どうやら退たい屈くつせずに済みそうだ」

　どうやらレヴィンの中で、何かに火がついたようだ。

　レヴィンは闘とう志しに溢れる視線で、システィーナの背中を突つき刺さしている。

「あまり余裕ぶってると足を掬すくわれますよ？」

「ええ、肝きもに銘めいじておきましょう。しかし、貴女も、僕の底をこの程度だとは思わないでください。代表選手団の最高名めい誉よたるメイン・ウィザードの座……是ぜ非ひとも、貴女と正々堂々、競い合いたいものです……それでは」

　最後にそんなやり取りをして。

　レヴィンは悠ゆう然ぜんとその場を去り、クライトス校の生徒達が集まるテーブルへと戻もどっていくのであった……

「ふぅ～～……」

　レヴィンの姿が見えなくなると、システィーナは額の汗あせを拭ぬぐって脱だつ力りよくした。

「システィ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ん、システィーナ、すごく緊きん張ちようしてる」

「正直、自うぬ惚ぼれてたわ……まさか、あれほどの実力者が私達の同世代にいるなんて」

　そんなシスティーナ、ルミア、リィエルの下に、周囲の生徒達がわっと集まってくる。

「流石さすがだなぁ、システィーナ！　あんな術、よく見切れたなぁ!?　しかも、なんだよ、最後のアレ！　何やったんだよ!?　お前、本当に人間かぁ!?　マジすげぇ！」

　素直に大賞賛するカッシュ。

「悔くやしいですけど、わたくし達、あの場は完敗ですわね……」

　ぐぬぬと悔しげに震ふるえるウェンディ。

「お前、ちょっと見ないうちにまた腕うで上げたのかよ!?　ずるいだろ!?」

　コレットが対たい抗こう意識をめらめらと燃やして。

「わたくし達も頑がん張ばって相当に強くなりましたのに、まるでカマセに……うぅ……」

　フランシーヌが涙なみだ目めで乾かわいた笑みを浮うかべていた。

　他の生徒達も口々にシスティーナを賞賛し、システィーナは目を白黒させていた。あの一波乱のおかげか、グレンを挟はさんだ軋あつ轢れきは、もうすっかり忘れてしまったようだ。

「やれやれだぜ……」

　グレンが額の汗を拭いながら、会場を見み渡わたす。

　すると。

「おい、見たか？　今の一戦……」

「ああ。クライトス校のレヴィン＝クライトス……そして、アルザーノ校のシスティーナ＝フィーベル……この二人が間ま違ちがいなく、今回の候補者の最強二角だろうな」

「うん、二人とも凄すごい技量と魔力容量キヤパシテイだったね！　学生じゃないみたい！」

「ああ、メイン・ウィザードの座がどちらの物になるのか……これは見ものだな」

　会場に集う生徒達の誰だれもが、ひっきりなしにそう噂うわさ話ばなしをしている。

（ったく。なんでガキ共って、こう誰が最強～とか、そーゆー話が好きなのかねぇ？）

　苦笑いするしかないグレン。しかし、こうシスティーナが周囲から持ち上げられているのを見ると、なんとなく悪い気はしない。

（しっかし、白しろ猫ねこのやつ……あの術式スペル・イン介入タベンシヨン、見事だったぜ。俺じゃ、やり方は知ってても魔ま力りよくが足らんからな！　ホント、あいつは教えれば教えるほど……）

　そんな、どこか浮うわついた気分で、周囲の観察を続けていると。

（……ん？）

　ふと、グレンは気付いた。

　今回の代表選手選せん抜ばつ会の行方ゆくえについての話題で沸わき立つ会場──その一角。

　とある身なりの良い老人の傍かたわらに侍はべる女子生徒が、生徒達に囲まれるシスティーナを遠くからじっと見つめている。

　あの老人は確か、クライトス魔術学院の学院長ゲイソン＝ル＝クライトス。

　そして、その傍らに佇たたずむ、金きん髪ぱつを三つ編みに纏まとめた女子生徒は、その制服の造形から察するにクライトス校の生徒であるようだ。その顔立ちは心なしかレヴィンと似ており、レヴィン同様、非常に美しく整っている。

（な、なんだ？）

　だが、その時。グレンは、ぞくりとしたものを背中に覚えた。

　なぜなら、その少女がシスティーナへ向ける目は、どこまでも昏くらく冷たく、鬱うつ屈くつとしたものだったからだ。並なみ大たい抵ていのことでは、人が他者にあんな目を向けることはない。

「ははっ！　だが、負けないぜ、システィーナ！」

「ええ！　明日からの選抜会、正々堂々と戦いましょう！」

「望む所よ！」

　だが、システィーナが、そんな遠くからの視線に気付くことはなく……

　やがて宴えんはたけなわとなり、初日の交流歓かん迎げい会かいは解散の運びとなるのであった。




　交流歓迎会が終しゆう了りようした後、聖リリィ校やクライトス校からやってきた生徒達は、アルザーノ帝てい国こく魔術学院が用意した、寄宿舎へと案内された。

　宴の後片付けが終わったのは、深夜。本格的な冬も近いこの時期、フェジテの夜特有の刺すような寒気が身体からだを蝕むしばむ中、グレン達はようやく帰路につくのであった。

　建物の陰いん影えいが魔物のように踊おどる夜のフェジテの街中を、グレン達は歩いている。

「うー、寒っ。ようやっと帰れるぜ……あの狐リゼめ、人をコキ使いやがって……」

「あ、あはは……先生ってリゼ会長に一体、いくつ弱みを握にぎられてるんですか？」

　ローブの襟えりを立ててぶつくさ言うグレンに、ルミアが苦笑いで応じる。

　そんなグレン達の後ろの方では、システィーナとリィエルが並んで歩いていた。

「今日はエルザに会えて、良かった」

「そ、そうね、良かったわね、リィエル。……でも、こう言っちゃなんだけど、あんまりエルザさんには深入りしないほうが……いいかも……」

「……？　なんで？」

「えっと……その……リィエルにはまだ早いというか？　世界が違ちがうというか……？」

　ジト目で頰ほおを引きつらせるシスティーナに、リィエルが小首を傾かしげる。

「しかし、そう言えばなんだ？　白猫。今日のお前、なんか随ずい分ぶんらしくなかったなぁ？」

　すると、グレンが振ふり返り、システィーナをからかうように言った。

「まさか、レヴィンに対抗意識燃やして、あんな実力アピールするなんてな？」

「う……そういうわけじゃ……いえ、その……ごめんなさい……」

　すると、少し身に覚えがあるらしいシスティーナは、ばつが悪そうに目を伏ふせた。

「ふっ。よっぽど、メイン・ウィザードになりたいんだな、お前」

「え？　あっ……はい……でもやっぱり、傲ごう慢まん……出過ぎた真ま似ねだったでしょうか？」

「馬ば鹿かな。傲慢じゃない魔ま術じゆつ師しなんかいねえよ」

　グレンが肩かたを竦すくめながら言った。

「魔術なんて、そもそもが人の領分を超こえた傲慢な技術だ。神が作りたもうた世界の法則に介入し、自分の望む現実を作り出す……これを傲慢と言わずして何と言う？」

「それは……」

「皆、人と違う何かを摑つかみたいから、だから、魔術を志すんだ。魔術は人生という空を、高く飛ぶための翼つばさなんだよ。空飛ぶ翼に憧あこがれない人間はいねえ」

「…………」

「だが、高く飛び過ぎるとやがて自ら陽に焼かれ、失しつ墜ついする……それだけは気をつけな」

「は、はいっ！　それは肝に銘じ──」

「まぁ、全部、師匠セリカの受け売りなんだが」

「──微び妙みように締しまりませんね!?　先生って！」

　グレン達がそんな風に談笑していた……その時だった。

「そうよね……貴女あなたは昔から、誰よりも高く飛ぶ子だったわ、システィーナ」

　脇わきの路地から、不意に一人の少女がグレン達の前に現れたのだ。

　グレンには見覚えがある。先の交流歓迎会の会場で、システィーナをじっと観察していた、金髪を三つ編みに纏めたクライトス校の女子生徒だ。

「昔から、ずっとずっと思ってたわ……早く墜つい落らくしないかしらって」

　しかし一体、どんな人生を送ってきたら、こんな目付きになるのか。その少女の、積年の恨うらみ辛つらみが燃えるような昏い目が、システィーナを闇やみの中から射い貫ぬいていた。

「エレン!?」

　システィーナがその少女を見て、目を見開いて叫さけぶ。

「やっぱり、今回も貴女はそんな目で私を見るのね。……ふん、まぁわかってたけど」

　すると、エレンがいかにも不ふ愉ゆ快かいそうに、システィーナを睨にらみ付けた。

「……白猫、知り合いか？」

「ええと……この子は……」

　システィーナが口ごもっていると、エレンと呼ばれた少女が代わりに口を開いた。

「私の名はエレン。エレン＝クライトス。貴方あなた達にはきっと、こう名乗った方が通りがいいと思う。……私はクライトスの主家、レオス＝クライトスの妹だと」

　途と端たん、何かを察したグレンは、溜ため息を吐ついた。

　クライトス分家筋出身のレヴィン＝クライトス。

　クライトス主家筋出身のエレン＝クライトス。

　そして、現在、主家と分家で猛もう烈れつな後こう継けい者しや争いが続いているクライトス伯はく爵しやく家。

　本来、日ひ陰かげの存在であらねばならない分家のレヴィンが、システィーナと並ぶ代表選手の最有力候補。そして、システィーナは主家だったレオスの元・婚こん約やく者で……なんだか猛烈に話がややこしくなりそうな予感に、グレンはうんざりするしかない。

「……そのクライトスのエレンちゃんが、一体、俺達に何の用で？」

「用があるのはシスティーナだけよ。久々に再会する幼なじみに挨あい拶さつに来るくらい、別に普ふ通つうでしょう？　もっとも──」

　エレンはシスティーナを侮ぶ蔑べつするように一いち瞥べつして言った。

「貴女は、私がここに居るなんて、想像だにしなかったのでしょうけど」

「！」

「貴女の顔が言ってるわ。〝エレンみたいな凡ぼん人じんが、こんな最さい高こう峰ほうの生徒が競い合う場に来られるわけなんてない〟って」

「そ、そんなことないわ！　こういう場で、貴女に会えて私、嬉うれしいわ！」

　一いつ瞬しゆん、システィーナが硬こう直ちよくし、慌あわてて取り繕つくろうように言った。

「え、エレンも候補入りしてたんだ！　凄いじゃない!?　随分と腕を上げたのね！　だったら、お互たがい代表入りを目指すライバルとして、正々堂々、競い合いましょう？　お互いに良い勝負を──」

「だから、貴女のそういう所がムカつくのよ。そんなこと心にも思ってないくせに」

　だが、エレンはシスティーナの弁をにべもなく切り捨てていた。

「ライバル？　良い勝負？　ふん！　貴女は心の底でこう思っているはずだわ。〝なるほど、確かにエレンは、代表候補に選ばれる程度には頑張ったみたいね。でも、私の敵じゃないわ、残念ね〟……違う？」

「そんな──ッ!?　私、そんなこと──」

「否定はさせないわ」

　慌てたシスティーナの言を、エレンが厳然と塞ふさぎ、続ける。

「昔からそうだった。貴女はどこまでも天才で……私はどこまでも凡人だった」

　エレンの肩が、唇くちびるが、わななき、拳こぶしが強く握り固められる。

「貴女に、私の気持ちはわからないわ。翼の長さ、空の広さは平等じゃない。貴女のように無限に広がる空と力強い翼を持つ人には、狭せまい空と貧弱な翼しか持たない私の気持ちなんか絶対にわからない。私がここに至るまで、一体、どんな思いで……ッ！」

　システィーナは、あまりにも強過ぎる憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬの感情をエレンからぶつけられ、どうしたら良いかわからないといった感じで呆ぼう然ぜんと佇んでいる。

　すると、見かねたグレンがうんざりしたように頭を搔かきながら、口を挟はさんだ。

「はぁ～……それで？　クライトスのエレンちゃんは一体、何が言いてえんだ？」

「別に？　ただの宣戦布告よ。貴女に目に物見せてやるわ、システィーナ」

「!?」

「貴女は、レヴィンと熱く盛り上がってて、きっと、私なんか眼中にないんでしょうけど……そんなの許さない！　私を見ろ、システィーナ！　貴女のせいで、私はこうなっている！　貴女のせいで、私はもう一歩たりとも前へ進めないんだから！　私を追い詰つめたそんな貴女が、私を見ていないなんて……他の人を見てるなんて許せないッ！　私は、私を無意識に見下す貴女に打ち勝って、メイン・ウィザードになってやる！　それ以外に、私が未来を摑む方法なんてないんだからッ！」

「え、エレン……？　それはどういう……？」

「ふん、本来ならいちいち、こんなこと貴女に言いに来ないわ、面めん倒どうだから。でも、そろそろよ……そろそろなの、システィーナ……今度こそ私は貴女に……ッ！」

　何かすり切れてしまったような表情で、エレンは薄うすら寒ざむく笑った。

「明日からの選せん抜ばつ会……首を洗って待ってなさい。それだけよ」

　そう言いたいことを一方的に言い捨てて、エレンは去って行く。

「し、システィ……」

「ん……平気？」

　心配そうに、システィーナへ言葉をかけるルミアとリィエル。

　そんな二人の声も届かず、システィーナはただ、呆然と呟つぶやくのであった。

「エレン……一体、貴女に何があったっていうの……？」

　誰だれも、その問いに答えることはできなかった──








第二章　ダークホース









　────。




　──久しぶり……システィ……また、会えて嬉しいよ……

　──えっ！　そうなんだ、エレンも代表候補に選ばれたんだ!?　凄すごいじゃない！

　──うんっ！　システィ。私じゃ、この場に相応ふさわしくないかもしれないけど……でも、私、頑がん張ばったんだよ？　えへへ……──

　──そう、じゃあ、お互い代表入りを目指して頑張ろう！　エレン！

　──うん、頑張ろうシスティ！




　────。




「──せ──ん……生っ！　先生っ！　先生！　先生、聞いてます!?」

「──うおっ!?」

　耳元でつんざく、苛いら立だった少女の声に、グレンは我に返った。

「な、ななな、なんだよ、白しろ猫ねこッ!?」

　グレンが隣となりを見れば、そこにふて腐くされたようにむくれているシスティーナ。

　前方には、ルミアとリィエルが、楽しそうに話しながら歩いている背中が見える。

　そこは、未だ朝あさ霧ぎりさめやらぬ、閑かん散さんとしたフェジテの街中。

　この特とく徴ちよう的な十字路と奥に続く登り坂道は、見慣れた魔ま術じゆつ学院への通学路であった。

「もうっ！　人の話、聞いてました？」

「あー、……ああ、聞いてた、聞いてた……」

　昨夜、帰り道にエレンと遭そう遇ぐうし、酷ひどく落ち込んでしまったシスティーナ。

　今日は、そんな最悪の夜が明けた、次の日。一晩休むことで調子を取り戻もどしたシスティーナから、エレンについての事情を聞いている最中だったのだ。

「お、幼なじみだったんだろ!?　お前とエレンは！　ルミアと会う以前の！」

　グレンは必死に先程までの記き憶おくをたぐり寄せ、取り繕うように言った。

　今、何かあり得ない記憶の光景を垣かい間ま見みていたような気がするが……気にしない。

「そう……ですけど」

　むっとしながらも、システィーナは追及しても仕方ないと判断し、話を続ける。

「私と、あの事件で亡くなったレオスが、子供の頃ころはよく一いつ緒しよに遊んでいた間あいだ柄がらであることは、先生も知ってますよね？　休きゆう暇かの度に、クライトス領へ遊びに行って……」

「えーと、白猫の親父さん……レナードさんと、レオスの親父……グラハムが、友人同士だったんだっけ？」

「はい、そうです。それでその……必然的に、レオスの妹であるエレンとも、一緒に仲良く遊んでいて……本当に小さな子供の頃の話ですけど」

　システィーナが、はぁと溜め息を吐いた。

「レオスとエレンは凄く仲の良い兄妹でした。ですが、レオスが魔術の才に恵めぐまれているのに対し、……その、残念ながらエレンは……贔ひい屓き目めに見ても……その……」

「……わかるぜ。持って生まれたもんの差ってのは、なかなか覆くつがえしがたいもんだ」

　どこか重たい実感を伴ともなった頷うなずきと共に、グレンは応じた。

「不幸なことに、クライトス家は新興の魔ま術じゆつ師しの家系です。それゆえに、クライトス家は完全に才能偏へん重ちよう主義で……エレンには一族の皆みなが冷たくしていたようです。エレンはクライトスに相応しくないから養子に出すべきだって、レオスがいるから要らないって、そう言っていた親しん戚せきも居たようで……でも、父親であり、当主であったグラハムさんと、兄であるレオスが、エレンを一族の圧力から必死に守っていましたけど」

「……あのレオスが、か。……そうか、妹にとっては良き兄だったんだな」

　レオス＝クライトス。いけ好かない、自分勝手なナルシスト野や郎ろうだとばかり思っていたが……人間わからないものだ。

　ひょっとしたら、レオスがあれほど強引にシスティーナへ迫せまった切っ掛かけは、フィーベル家を取り込むことで自分の地位を盤ばん石じやくにし、弱い立場の妹エレンを守るためだった……それも理由の一つだったのかもしれない。……真相は闇やみの中だが。

　出会い方さえ違ちがえば、案外、レオスとは良い友人同士になれたのかもしれない。

「でも、グラハムさんが病気で早世し……唯ゆい一いつ、エレンの心の拠より所だったであろうレオスも、件くだんの事件で亡くなってしまって……エレンが背負うことになった重責と心労は、想像だに出来ないわ……」

「話が読めてきたぜ。現在、クライトス主家の次世代はエレンしかいねえ。レオスが亡くなった以上、当然、次期当主はエレンなわけだが……分家にレヴィンなんていう規格外が居やがる。こりゃあ、お家いえ騒そう動どうだな……どっちが次期当主に相応しいだの何だの」

　これだから貴族は……と、グレンがうんざりしたようにぼやいた。

「あのエレンが、クライトス校を代表する候補になるまでに成長して、そして、私に対してあんな啖たん呵かを切るなんて……きっと、エレンは今まで必死に努力して来たはずだわ。地じ獄ごくを見てきたはずだわ。自分が次代クライトスの当主に相応しくなるために」

「しかしなぁ。それは良いとして、あのエレンのお前に対する敵意はなんだ？　お前の才能に対する嫉しつ妬とややっかみってレベルかよ？」

「それは……」

　しばらくシスティーナは考え込むように押おし黙だまり、やがてぼそりと呟いた。

「やっぱり……私を恨うらんでいるんでしょうね。自分をそんな地獄へと追い込んだ一因……レオスが亡くなる一因となった、この私を……」

　システィーナは乾かわいた笑みを、寂さみしげに浮うかべた。

「おい、白猫。それは……」

　そんな自責の念に駆かられるシスティーナを、グレンが窘たしなめようとする。

「……ええ、理り屈くつではわかっているんです。考えても仕方ないことだって。でも、レオスさえ生きていれば、きっとエレンは……って、そう思わずにはいられないんです」

　システィーナは、暗く重い溜ため息を吐ついた。

「……正直、グサリと来ました。昨日、エレンが言っていたこと」

「白猫」

「確かに、全部エレンの言うとおりでした。やっぱり、私は心のどこかで、エレンが候補入りできるわけないって思ってたし、ライバルとか、良い勝負とか……今思えば、中身のない上うわっ面つらの言葉だったのかも。もっとはっきり言えば、見下してました」

「…………」

「私……また、知らず知らずのうちに天てん狗ぐになっていたんです……私は……エレンの歩んできた境きよう遇ぐうを想像できず、何気ない言葉でエレンを傷つけてしまったんです……」

　そんな風に落ち込むシスティーナの頭に、グレンがぽんと手を乗せる。

「そうだな、そうかもしれねーな」

「……先生？」

「自分でも気付かない、何気ないことが他者を傷つける……辛つらいよな、そういうのって。だが、そんな風に、後で自分で気付けて、反省できるなら上出来だ。間ま違ちがいのねえ人間なんていねえんだ。……お前は偉えらいよ」

　うりうりと撫なでられるシスティーナの頰ほおに、たちまち赤みが差していく。

「……こ、子供扱あつかいしないでください」

「へっ、ガキが何言ってやがる？」

　くっくっくと含ふくむように笑いながら、グレンは言った。

「ま、月並みだが……まずはエレンの気持ちを受け止めてやるしかねーんじゃねーか？」

「気持ちを受け止める……ですか？」

「ああ。聞く限り、エレンはどうやらお前に勝つために、自身の手で未来を切り開くために、血を吐くような思いで力を練ってきたらしいな。だからといって、お前、わざとエレンに負けてやれるのか？　メイン・ウィザードの座を譲ゆずれるのか？」

「そ、それは……」

「無理だろ？　そんなん持つ者の持たざる者に対する余よ裕ゆうと施ほどこし……必死なエレンに対する究極の侮ぶ辱じよくだ。それをやった時点で永遠に絶交だよ。それに、お前だって負けられない理由があるんだろ？　違うか？」

「…………」

「全力を尽つくせ。全力でエレンに立ち向かえ。……話はそれからさ」

　すると、システィーナはしばらく呆ほうけたように、グレンの横顔を見上げ……

「そう、ですよね。うん、わかりました！　ありがとうございます、先生！」

　迷いが晴れたように、力強く微笑ほほえむのであった。

「でも……先生って最近、本当に変わって来ましたね？　まるで本当の教師みたい？」

　そして、システィーナは、さっき子供扱いされた意い趣しゆ返がえしだとばかりに軽口を叩たたいて。

「教師だよ、バカ！」

　グレンは、システィーナの頭を鷲わし摑つかみにしようと手を伸のばし、システィーナがおかしそうに笑ってそれを避さけ、そのまま先を行くルミアやリィエル達に走って追いつく。

「……ったく、生意気な」

　そんな彼女をしかめ面で見送りながらも、グレンは苦笑いする。

　まぁ、悪くない。最近、こうやって教え子と過ごす時間は本当に悪くないのだ。

（だが──なんだ？）

　ぶくり、と。グレンは不意に、心の奥底から泡あわ立だつ違い和わ感かんに顔をしかめた。

　システィーナとエレンの問題は……何かが違うのだ。

　確かに表面だけ見れば、今、グレンとシスティーナが話し合った通りの話だ。

　持つ者と持たざる者の軋あつ轢れき。ある意味、学生としてはそう珍めずらしくはない青春の一頁ページ。それ以上でも以下でもない。

　でも──何かが違う。

　もっと根が深い問題のような……その奥に、誰だれかの底知れぬ悪意が隠かくれているような。

　不意に、そんな気がしたのだ──




　学院に着いた後、グレンはシスティーナ達と一いつ旦たん、別れた。

　割り当てられた諸処の仕事や手続きをこなしていると、やがてその時間はやってくる。

　すると、グレンは早速、魔術学院敷しき地ち内北東にあるコロシアムのような屋外施し設せつ……魔術競技場へと向かった。

　選せん抜ばつ会第一の試験は『魔力測定』だ。

　本日は、魔術競技場に代表候補者六十名が集められ、魔力測定を行うのである。

　学院の講師達は、その魔力の測定官を手分けして務める。

　当然、グレンも測定官を務めることになっており、ルミアとリィエルを助手に選んで、とぼとぼと面めん倒どう臭くさそうにその会場へと向かっていた。

「あー……これから恐おそるべき、単純作業が始まる……」

「あ、あはは……頑がん張ばって、先生」

　ルミアの励はげましに、グレンが溜め息を吐いた。

「えーと、白しろ猫ねこのやつはもう会場に行ったんだっけ？」

「はい。代表候補者達は皆、逸いち早く集まってるみたいですよ？　ほら、測定の前に精神コンセント統一レーシヨンとか魔力循じゆん環かんの呼吸とか、色々と準備体操的なものがありますし」

　と、グレンとルミアがそんなことを話しながら歩いて行く。

　リィエルが苺いちごタルトを囓かじりながら、そんなグレン達の後をとことこ付いていく。

　やがて、グレン達の視界に、大きなすり鉢ばち状の魔術競技場の姿が、視界一いつ杯ぱいに迫りつつあった……その時であった。

　ざっ！　不意に、何者かがグレンの前に立ちはだかっていた。

「ふん。君を待っていた」

「げっ、お前は……ッ!?」

　そのどこか陰いん鬱うつなダウナー系の雰ふん囲い気きの男には、見覚えがあった。

　先日、緊きん急きゆう教職員会議に突とつ然ぜん現れ、リック学院長に無茶苦茶な要求をしていた男……学院の魔導考古学教授フォーゼル＝ルフォイだ。

「話は聞いたぞ、君がグレンだな？　さぁ、急ごう。来るんだ」

　何事かと身構えるグレンの胸ぐらを、フォーゼルは突然、不作法にひっ摑つかみ、そのままグレンを引き摺ずって、どこかへ連れて行こうとする。もの凄すごい膂りよ力りよくだ。

「はぁ!?　ちょ、おい!?　フォーゼル!?　一体、何を──」

「今、この学院で、荒あら事ごとに長たけた講師格以上は誰かと聞いたら、誰もが君の名を挙げたからな。君を僕の助手に任命してやる。この僕の手伝いが出来ることを光栄に思え」

「いや、そうじゃなくて──」

「何だ？　報ほう酬しゆうか？　それなら後で僕の本をサイン入りでやろう。嬉うれしいだろう？」

「いらねえよ!?　つーか、そうじゃねえ、人の話を聞けッ！」

　呆あつ気けに取られるルミアとリィエルの前で、強引にフォーゼルに連れ去られつつあったグレンは、なんとかフォーゼルの腕うでを外し、ばっと飛び退いた。

「一から説明しろっての!?　いきなり不ぶ躾しつけになんだ!?　何をする気だ!?」

「そんなもの、決まっているだろう？」

　どこまで鈍にぶいんだこの男は……とばかりに、フォーゼルは溜め息を吐いて言った。

「今から、学院の附ふ属ぞく図書館の禁断封ふう印いん書庫区画へ無断で忍しのび込むんだ。……許可が下りなかったからな。だから、荒事に長けた君の力が必要だ」

「おっ、お巡まわりさん、こっちですぅうううううううううーーッ!?」

　今までグレンが出会ってきた連中とはまた違ったタイプの変態に、もうグレンは頭を抱かかえるしかなかった。

「俺に犯罪の片棒担がせようとすんじゃねーよ!?　そもそも死ぬ気か、アンタ!?　閲えつ覧らん許可手形がねえと、仕し掛かけられた迷宮異界と無数の魔術罠マジツク・トラツプの餌え食じきなんだぞ!?」

「ふん、望む所だ」

「望むのかよ!?」

「古代文明の謎なぞを解き明かせるなら本望──人間そういうものだろう？」

「人間を全部アンタの価値観で一ひと括くくりにすんな！　ていうか、アンタ！　今、色々とやらかしたせいで、自宅謹きん慎しん中じゃなかったか!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない。僕がルールだ」

「お前、心底、駄だ目め人間だな、おい!?」

　フォーゼルと直接会うのはこれで二度目だが、グレンはもうフォーゼルという男がどういう人間なのか、痛いほど理解した。身に纏まとう雰囲気は根暗なダウナー系のくせに、行動はやけにアッパー系でアグレッシヴ。……一言で言えば、性た質ちが悪い。

「僕は逸早く、この盗とってきた像の解かい析せきをしたいんだ。なのに、自宅にいたら、分ぶん析せき系の魔導書の利用も、古代の文ぶん献けんも見られないだろう？　君はそれをわかっているのか？」

　ずいっと珍ちん妙みような像を鼻先に突つきつけてくる真顔のフォーゼルへ、グレンが吠ほえ返す。

「わかってないのは、お前だッ！　ていうか、それ盗とう掘くつしたやつだろ!?　それは返へん却きやくしたんじゃ──」

「はっ。偽にせ物ものとすり替かえておいたんだよ。まったく、馬ば鹿かなやつらだ」

「馬鹿はお前だッッッ！」

　早くも、心底この男に関わりたくなくなってくるグレンであった。

「ふっ、どうでもいい。それよりさっさと行くぞ。古代文明最大の謎──天空の双生児タウムの正体の一角を、共に解き明かす栄えい誉よを君にやろう。嬉しいだろう？　さぁ、来い」

　まったく人の話に聞く耳持たず、再びフォーゼルがグレンの胸ぐらを摑んで、そのまま引き摺って行こうとして──

　グレンは溜め息を吐いてフォーゼルの腕を取り、脇わきの下にフォーゼルの頭をくるりと巻き込むように挟はさみ入れ──フォーゼルを逆さまに抱え上げ、背後へと倒たおれ込み──

「そぉおおおおおおいいいっ！」

「ぎゃーーーーーーーーーーーーーーッ!?」

　フォーゼルの背面を、後方地面へ盛大に叩き付けるのであった。

「ぐふ……み、見事な脳天砕きブレーンバスターだ……グレン先生……さすがは僕が見込んだ……がくっ」

「ったく、マジでなんなんだ？　この野や郎ろうは……」

　白目を剝むいて大の字で倒れるフォーゼルを、グレンはゴミでも見るような目で見下ろすのであった。

「あの……先生って、フォーゼル先生とお知り合いなんですか？」

　すると、なぜかルミアがそんなことを聞いてくる。

「……？　いや、別に？　こないだ会ったばっかりなんだが？　なんだ？　ルミアこそ、こいつのこと知ってるのか？」

「あ、はい。まぁ……この人はシスティの因いん縁ねんの相手ですから」

「因縁の相手？」

　グレンが首を捻ひねると、ルミアがくすくすと苦笑いする。

「はい。先生は以前、アルフォネア教授と一いつ緒しよに『タウムの天文神しん殿でん』の遺い跡せき探たん索さくに行った時のことを覚えていらっしゃいますか？」

「まあ、当然、覚えているぞ」

　忘れるはずがない。グレン達が初めて魔ま将しよう星せいと戦うことになった旅路だったのだ。

「その少し前、フォーゼル先生が、とある遺跡探索を行うことになって探索隊を募ぼ集しゆうし、システィはそれに志願したんですが……フォーゼル先生に色々難なん癖くせつけられて落とされてしまって……だから、システィはグレン先生の探索に参加したかったんです」

「ああー……あの時の白猫の不自然な態度はそういう？」

　グレンは呆あきれたように、伸びたフォーゼルを見下ろす。

「他にも、システィはフォーゼル先生が論文を出す度、それを律りち儀ぎに読み込んで、賛同したり、批判したり、褒ほめたり、けなしたり……なんかまぁ、システィにとって、フォーゼル先生は喧けん嘩か友達みたいな人です。歳は親子ほど離はなれてますが……」

　グレンはふと、こないだのフォーゼルの空気を読まない魔導考古学語りを思い出す。

（ああ、どっかで見たことあるノリだな、とは思っていたが……そういうことか）

　類は友を呼ぶとはよく言ったものだ。

　合点がいった。非常にどうでもいいことではあったが。

「ま、どうでもいいや。ここに白猫がいれば、話が盛り上がったのかもしれんが、今のあいつは忙いそがしいしな。そんなことより、ほら、会場に急ごうぜ？」

　フォーゼルを残し、さっさと行ってしまうグレン。

「あっ、はい」

　ルミアはそんなフォーゼルへささっと法医呪文ヒーラー・スペルをかけ、リィエルを連れて、グレンの後を追うのであった。




「さて……今日、お前らにやってもらうのは、魔力測定だ」

　魔術競技場内の広場へ辿たどり着くと、そこにはすでに大勢の生徒達が集まっていた。

　アルザーノ帝てい国こく魔術学院、聖リリィ魔術女学院、そして、クライトス魔術学院の代表候補の生徒総勢六十名。皆みな、もうすっかり準備は万ばん端たんのようだ。

　測定会場には、不思議に青く輝かがやく液体で満たされた巨きよ大だいなガラス円えん筒とうが、三角形の頂点の位置に三つ配置されている。

　それぞれのガラス円筒の液体の中には、小さな結けつ晶しよう体が浮ういており、ガラス円筒の傍そばには、モノリス型魔道演算器が地面に描えがかれた魔術法陣じんで円筒と直結している。

　三校の生徒達は、そのガラス円筒を囲むように集合していた。

「各学院で定期的にやっているだろうが、改めて最新のデータを採取させてもらう」

「ねぇねぇ、グレン」

　すると、傍かたわらのリィエルが不思議そうに聞いてくる。

「これから……魔力？　を、測定するんだよね？」

　リィエルがつんつんとガラス円筒をつつきながら、小首を傾かしげる。

「どうやって測るの？」

「お前……軍で、何度も、このマウザー式魔力測定器で測っただろ……まぁいい、ここにいる生徒達にも、使い方と仕組みを改めて復習させる意味で、説明してやる」

　グレンはガラス円筒を叩たたきながら、周囲の代表候補の生徒達を見回して言った。

「これは、マウザー式魔力測定器……帝国でもっとも使われている標準規格魔力測定装置だ。これを使うと魔力容量キヤパシテイ、魔力濃度デンシテイを一度に計測することができる。さて、魔力容量キヤパシテイと魔力濃度デンシテイ……これは一体なんだったか？　そうだな……コレット、答えてみろ」

「えっ？　えー……」

　コレットがほんの少し冷ひや汗あせを垂らしながら……しどろもどろに答える。

「どっちがどっちだっけ……確か魔力容量キヤパシテイが……その人が肉体という器に保有できるマナの最大総量で……魔力濃度デンシテイが……そのマナから練った魔力の密度……だったかなぁ？」

「正解。なんだ、お前でも一年次生の最初に習う問題くらいは解けるんだな、偉えらい！」

「やったぁ！　先生に褒められたぁ！　ふっ、どうだ、見たか、アルザーノ校の連中！」

「……馬鹿にされてますわよ」

　どや顔のコレットに、ウェンディがジト目で溜ため息を吐ついた。

　そんな姦かしましい連中はさておき、グレンは話を続ける。

「通常、肉体という器に呼吸や生命活動などによって、外界から取り込んだマナは、内界マナとなって蓄ちく積せきしていくが、この蓄積マナ量には限界があり、一定値を超こえると取り込んだマナは体内に蓄積されず、体外へと排はい出しゆつされる。この蓄積限界値が『魔力容量キヤパシテイ』だ。

　魔ま術じゆつ師しは、内界マナを魔力操作によって、魔力へと昇しよう華かさせて魔術を行使するので、体内マナ量が多いほど、多くの魔術を行使出来ることになる。

　だが、マナを昇華させた魔力だが……これにも当然、質の善し悪しがある。

　同じ呪文、同じ消費魔力量でも、魔力の濃度が高ければ、その呪文は高い威い力りよくを発揮するだろうし、濃度が低ければ呪文の威力はしょぼくなる。

　この、練った魔力の濃度や質……そう言ったものが『魔力濃度デンシテイ』だ。

　魔力容量キヤパシテイが大きければ、たくさんの呪文を撃うつことができて、魔力濃度デンシテイが高ければ、強い威力の呪文を撃つことができると覚えておけば間ま違ちがいない。

　一いつ般ぱん的には、男は内界マナを魔力へ昇華させる感覚、つまり魔力濃度デンシテイに優れ、女は外界マナを内界へ取り込む速度と量、つまり魔力容量キヤパシテイに優れている。よって、男は女よりも強い威力の魔術を行使することが可能で、女は男より多くの魔術を撃てるってのが通説だ」

　ごく一部を除き、誰だれもが知っている知識ではある。

　だが、その程度は教科書で自分で学べという教師も多く、さらりと流される箇か所しよだ。

　改めて、グレンから明快な解説を受けた生徒達が、感かん嘆たんの息を漏もらした。

「さて、それを踏ふまえて、このマウザー式魔力測定器……このガラス円筒のここに、魔術法陣が描いてあるだろ？　ここに手を当てて、魔力を練るとだな……」

　グレンがガラス円筒の側面に描かれた魔術法陣に手を当て、魔力を練る呼吸をすると、魔術法陣が自動で起動し、光り輝き始めた。

「この魔術法陣が自動で、練った魔力を吸い取る。すると……」

　ぱき、ぱき、ぱきり……

　円筒の中に浮いている結晶体が、音を立てて成長し始め、大きくなっていった。

「吸った魔力で、中の結晶体が周囲の特とく殊しゆな魔術溶液アルカヘストを変へん換かんして成長していく。吸わせた魔力量が結晶体の増加した質量、吸わせた魔力の密度が、結晶体の根元素配列構造に反映される。それらを、この傍のモノリス型魔導演算器マギピユーターで測定解析させれば……ルミア」

「はい、わかりました、先生」

　グレンの指示を受け、ルミアがモノリスを操作する。

　すると、モノリスの表面上を光の文字の羅ら列れつと構造が踊おどっていき……やがて、モノリスの上部に文字列と数字が現れた。

「こんな風に、マウザーの単位で数値として出力されてくるわけだ」

　《魔力容量キヤパシテイ：１８６５．ＭＰ》

　《魔力濃度デンシテイ：１２１．ＡＭＰ》

「「「「…………」」」」

　そんな数値を見た生徒達が、なんとも微び妙みような顔をする。

　別に魔術師として極きよく端たんに悪い数値というわけではないのだが……世界最さい高こう峰ほうの魔術学院の講師を務めるほどの者が出す数値としては……その、なんていうか、お察しだ。

「ちなみに、一流と呼ばれる水準の魔術師の魔力容量キヤパシテイは約３０００で、魔力濃度デンシテイが約１５０だから……あ、あれぇ？　なんか涙なみだが出てきたぞぉ？　ボク……」

「せ、先生っ！　な、泣かないでくださいっ！　先生はその……魔術の知識とか、格かく闘とう技ぎとか、すごいですから！　だからっ！」

　目に手の甲こうを当てて震ふるえ始めるグレンを、ルミアが慌あわてて慰なぐさめるのであった。




　こうして、魔術祭典代表選手選せん抜ばつ会、第一の試験、魔力測定が始まるのであった。

　生徒達は、三つのガラス円筒の前に列を作って並び、次々と自分の魔力を測定する。

　そうして出てきた数値に、一いつ喜き一いち憂ゆうする大おお騒さわぎが始まるのであった。

「えーと……《魔力容量キヤパシテイ：１６４３．ＭＰ》、《魔力濃度デンシテイ：８５．ＡＭＰ》ですね」

「お、順調に成長してるじゃねーか、カッシュ」

「よっしゃあ！」

　ルミアが読み上げた数値に、カッシュがガッツポーズをする。

　この年代の生徒の平均は、魔力容量キヤパシテイなら１３００～１４００、魔力濃度デンシテイなら５０～６０なので、同世代としてはかなり良い数字だ。

「しっかし、半年でお前、えっらい魔力伸のびたなぁー」

「へっ！　先生の言ったとおり、毎日、魔力錬れん成せいの鍛たん錬れんを欠かしてないからな！　この分じゃ、卒業までに先生を超えちまうかもな!?」

「アホゥ。お前ほどの才覚の持ち主なら超えてもらわにゃ困るわ。俺程度超えさせられねえようなら、俺はとんだ無能だぜ」

　魔術学院で自分が教える生徒達の中には、カッシュのように、将来的には魔術師として自分を大きく超えて大成するんだろうな……と思われる者が何人もいる。

（不思議と悪くないんだよな……そーゆー連中がすくすく伸びていくのを見るのは）

　軍時代の自分なら、きっとそういった自分以上の才覚に対して、嫉しつ妬とややっかみが先に立って心がざらついたのだろうが……人生わからないものである。

　グレンは不思議と穏おだやかな気分で、ルミアとリィエルの補ほ佐さを受けつつ、次々と生徒達の魔力測定を続けるのであった。

　さすが、ここに集う六十人の生徒達は、選えり抜ぬきだけのことはある。

　皆、魔力容量キヤパシテイなら１６００～１８００、魔力濃度デンシテイとしては８０～１００の、この年代の生徒としては、非常に高い数値を次々と叩き出していく。

　そして、そんな中でも、さらに突とつ出しゆつしている生徒というものはいるものだ。




「ウェンディ……魔力容量キヤパシテイ２０２４、魔力濃度デンシテイ９４……げっ！　２０００の大台についに乗せやがった!?　濃度も安定して高ぇし!?」

「ふふん！　ナーブレスを継つぐ者としては、このくらい当然ですわ！」




「ギイブル……魔力容量キヤパシテイ１９５０、魔力濃度デンシテイ１４５……はぁ!?　１４５!?　この濃度……お前、いつの間に……？」

「ふん。終わったならもういいでしょう？」




「ふふん！　先生、見たか!?　私の数字を！　魔力容量キヤパシテイ２４９０だぜ!?」

「わたくしも、わたくしも！　魔力容量キヤパシテイ２５１０ですの！　褒ほめてくださいな！」

「ああ、すげぇよ、コレットにフランシーヌ。でもな……魔力濃度デンシテイは６４に６２……お前ら、ちょっと集中足りなすぎじゃね？　……いや、それでもすげぇけど」




「へぇ……魔力容量キヤパシテイ３２４０、魔力濃度デンシテイ１２５……もうセミプロだな。流石さすが、三年次の主席だ、リゼ」

「ふふ、お褒めに与あずかり光栄です、先生」




「魔力容量キヤパシテイ２３８０、魔力濃度デンシテイ１３１……意外過ぎる……なぁ、ジャイル。お前、マジで何者なの？」

「ちっ……放っておいてくれよ、先生」




　たまに登場する、ずば抜けた数値を誇ほこる生徒達に、周囲の生徒達が、ぉおお、と羨せん望ぼうと賞賛の眼差しで沸わき立っていく。

　無論、魔術師としての実力が、この魔力容量キヤパシテイと魔力濃度デンシテイの数値に直結するわけではない。

　だが、魔術師の基き礎その基礎とも呼べる能力だ。

　そのため、誰がどんな数値を出したかという話題で、その場は大いに盛り上がる。




「ジニーッ！　わたくしの忠実なる従者！　貴女あなたはいくらでしたの!?」

「私は、魔力容量キヤパシテイ１６２０、魔力濃度デンシテイ８３でした。……まぁ、この中では話題にもしにくい普ふ通つう中の普通ですね」

「ま、貴女は技ぎ巧こう派ですもの。仕方ありませんわ」




　こんな感じで、魔力測定は次々と進行していく。

「やっぱり、凄すごい人はいるところにはいるんですね」

　測定の補佐をしながら、ルミアがグレンに話しかけてくる。

「ああ、お前のお袋さん女王陛下の尽じん力りよくの賜たま物ものだろう。こういう優ゆう秀しゆうな連中が埋うもれずに、きちんと教育機関に集められ、高水準の教育を受けられる時代になったんだからな」

「そうですね」

　ルミアはまるで自分が褒められたかのように朗ほがらかに笑った。

「ふふっ、こうなると他の人達がどんな数値を出すか気になりますね。例えば、リィエルとかアルフォネア教授とか」

「ああ、リィエルは確か、６５００の１８０くらいだったかな？」

「えっ!?　そんなに!?　凄いですね！」

「ああ、このレベルは帝てい国こく軍でも数えるほどだ。普ふ段だんからおかしな魔術を振ふるってるせいかもな。問題はこの高数値を今のところ全然、生かしきれてないとこなんだが……ちなみに、セリカがこの測定をやると、ガラス円えん筒とうが爆ばく発はつする。測定不能だ」

「あ、あはは……さすが、アルフォネア教授……」

　思わず苦笑いしてしまうルミア。

「うーん、今の私は、どれくらいなんだろう？」

「ああ、それなんだが……俺の霊れい的てきな感覚判断ではルミアの数値も、前よりかなり上がってると思うぜ？　ほら、件くだんのフェジテの最悪の三日間があったろ？　炎ほのおの船の」

　グレンがひそひそと声を潜ひそめてルミアに耳打ちする。

「あの一件で《銀の鍵かぎ》を使った後、お前の魔ま力りよく、明らかに変質したしな……」

「え？　そうなんですか？」

「ああ。ルミアも試しに後でこっそり測ってみるか？　きっとすげぇ数値が──」

　と、そんなことをグレンがルミアに提案した、その時だった。




　ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ!?




　突とつ然ぜん、場が盛大に沸き立った。

　何事かとグレンが振り返れば、向こうの円筒の前に、システィーナが立っている。

　今、システィーナが測定を終えたらしかった。

「す、すげぇえええええええ!?　アルザーノ校のシスティーナ、すげぇ!?」

「システィーナ！　魔力容量キヤパシテイ１０８２０!?　魔力濃度デンシテイ１９５!?」

「噓うそだろ!?　五桁けた!?　お、おい……レヴィンはいくつだっけか!?」

「レヴィンでも魔力容量キヤパシテイ４２００、魔力濃度デンシテイ１６０くらいじゃなかったか!?」

「ていうか、この測定器壊こわれてねーかぁーッ!?」

　叩たたき出された、あまりにも次元が違ちがう数字に、生徒達が騒そう然ぜんとしていた。

　当のシスティーナは自分でもそんな数値が出たことが信じられないと目を瞬またたかせており……レヴィンはついに余よ裕ゆうを崩くずし、愕がく然ぜんとした表情でシスティーナを凝ぎよう視ししている。

「せ、先生……凄い……システィが……」

「あ、ああ……マジかよ……？」

　グレンはルミアと共に、システィーナの数字を、啞あ然ぜんと見つめている。

（魔力容量キヤパシテイに魔力濃度デンシテイ……何度も繰くり返すが、これは魔ま術じゆつ師しの力の指標の一つであって、そのまま実力に直結するわけじゃねえ。言わば、魔術という蒸気機関を動かす、質の良い燃料を、どれだけ持っているか……ただそれだけの話。平へい凡ぼんな数値でも超ちよう一いち流りゆうと呼ばれる魔術技ぎ巧こうの持ち主は、歴史上、吐はいて捨てるほどいる……だが、それを……それを差っ引いたとしても……これは、あまりにも……）

　グレンは、遠くで目をぱちくりさせているシスティーナを見ながら物思う。

　東方では、一度の実戦は半年分の修練に匹ひつ敵てきする……などと言われているらしい。

　思えばこの半年間、システィーナが潜くぐり抜けてきた生死の修しゆ羅ら場ばはどうだったか？

　きっと、何かが開花し始めているのだ。今までシスティーナの中で眠ねむっていた、底知れぬ恐おそるべき才能が、数々の試練と修羅場を、何度も何度も命がけで突とつ破ぱし続けることによって……今、ついに、華か麗れいに花はな咲さき始めているのだ。

（白しろ猫ねこ……お、お前ってやつは……ッ！）

　グレンは震えが止まらなかった。

　この時、グレンは自分でも気付かなかったが、その総身を支配していたのは、こんな凄い教え子を指導できる幸運に対する、かけがえのない喜びだったのだ。

（お前なら、あの術の完全習得いけるかもしれねぇ……ッ！　俺が触しよく媒ばいで無理矢理使っている無様な〝紛まがい物〟じゃなくて……セリカが使うような、本物の──）

　グレンはそんなことを考えながら、生徒達に囲まれ、賞賛され、あたふたしているシスティーナの姿を、遠目で見守っているのであった。




　──それ以降は、特にその場が盛り上がることはなかった。

　それも当然だろう。システィーナのような規格外中の規格外が、まさしく規格外な数値を叩き出したのだから。

　多少、良成績を出したところで、比ひ較かく対象がシスティーナでは霞かすんでしまう。

　というより、比較に値する成績を出せる者など一人もいないのだ。

　ゆえに、それ以降、魔力測定は何の面白みもない単調な作業となる。

　測定者が淡たん々たんと、生徒達の魔力を測定していく。

　そして、本日は選せん抜ばつ会は、このまま何事もなく終しゆう了りよう──誰だれもがそう思いかけた頃ころ。

　……その事件は起こった。




「ふぁ～……ええと……次～」

　グレンが眠い目を擦こすりながら、候補者達の魔力測定を行っていると。

「……ん？」

　グレンの前に無言で現れたのは、金きん髪ぱつ三つ編みの少女──エレンであった。相も変わらず陰いん鬱うつな、世界の何もかもを恨うらんで斜しやに構えたような……そんな顔をしていた。

「なんだ？　次は、クライトスのエレンちゃんじゃねーか」

「…………」

　エレンはグレンを無視し、無言でガラス円筒の前に立つ。

　すると。

「へへっ、止めとけよ、エレン」

　何人かの男子生徒が薄うすら笑いを浮うかべながら、エレンに声を投げかけた。

　その生徒達の制服は、クライトス校のものだ。

「こんな大勢の前で、恥はじかくぜ？」

「それより、素直に候補者を辞退しろよ、このクライトス校の面つら汚よごしが」

「…………」

　エレンは、ガラス円筒の魔術法陣じんに触ふれようとした手を無言で止めた。

　すると、そんなエレンへ、クライトス校の生徒達が嘲ちよう笑しようと共に次々言葉を投げつける。

「お前、こっちに来る前に魔力測定、もうやっただろ？」

「えーと？　確か、魔力容量キヤパシテイ９００の魔力濃度デンシテイ４０だったっけ？　ぷっ！」

　出てきたそんな情報に、周囲の生徒達が、にわかにざわつき始めた。

「えっ？　９００の４０？」

「噓でしょ……？　どうして、そんな生徒が代表候補に……？」

　はっきり言って、９００の４０は……数値としては低い。

　学生の同世代の平均からしてもかなり低い方だ。魔力容量キヤパシテイや魔力濃度デンシテイが魔術師の実力に直結はしない……とは言っても、これはあまりにも低すぎる。

　辛かろうじて魔術師を名乗れるか名乗れないか、そんなギリギリのレベルだ。

「…………」

　だが、エレンは否定はしない。無言で硬こう直ちよくしているだけだ。

「ったく、クライトス家の主家筋様はお得だよなぁ？」

「しゃーねぇよ、アイク。クライトス魔術学院の現学院長ゲイソンが、今のクライトス家の主家筋の当主なんだしさ。無理矢理、エレンを候補に押し上げたのさ」

「ああ、あのクソ爺じじい、主家出身の人間に名めい誉よが欲しいんだよな？　なにせ、分家にはレヴィンがいるんだしな。このままじゃ主家の立場が危ういもんなぁ？」

「本っ当に迷めい惑わくよね。エレンより代表候補に相応ふさわしい人はたくさん居たのに……クライトス家の我が儘ままで、こうして枠わくが一つ潰つぶれちゃったんだものね」

　クライトス校の代表候補達の誰もが、非難の目をエレンに向けている。

　エレンは無言。ひたすら無言。

　ただ、黙だまって、周囲の嘲笑を受け止め続けるだけだ。

「ちょ、ちょっと止めなさいよ!?」

　たまらず、システィーナがその間に割って入る。

「こうして選ばれて来た以上、もう言っても仕方ないことでしょう!?　それに、エレンだって、この場に立つに相応しくなるよう、きっと必死に努力して──」

　だが。

「……黙ってよ」

　そんな地じ獄ごくの底から響ひびくような声で、システィーナの弁護を切って捨てたのは、他でもないエレンだった。

「言ったでしょ？　貴女あなたのそういう余裕ぶったところが嫌きらいだって」

「え、エレン……ッ!?　わ、私は……ッ！」

　そんなエレンの拒きよ絶ぜつと否定に、システィーナが苦く悩のうの表情に顔を歪ゆがめる。

　すると、そんなシスティーナの表情を見て少し溜りゆう飲いんが下がったのか、エレンは昏くらく薄ら寒ざむく笑い始めた。

「それに……貴女、何か勘かん違ちがいしてない？」

「え？」

「言ったでしょう？　貴女を倒たおすのは私だって。貴女は私を見ろって」

　そう言い捨てて。

　エレンが、ゆっくりと……ガラス円筒の魔術法陣に手を当てたのであった。

　結けつ晶しようがもの凄すごい速度で成長し──モノリス上にたたき出されたその数字は──




　《魔力容量キヤパシテイ：９６４０．ＭＰ》

　《魔力濃度デンシテイ：１８６．ＡＭＰ》




「な……」

　その結果に誰もが絶句した。

　確かに多少、システィーナには劣おとるが……最早、誤差の範はん囲いだ。

　互ご角かく。システィーナ同様、その場の誰もをぶっちぎって、完全に互角だったのだ──

「え、エレン……貴女……？」

　システィーナが呆ぼう然ぜんとその信じがたい数値を眺ながめていると。

「本当に貴女って気に入らないわ、システィーナ。傲ごう慢まんで鼻持ちならなくて。自分を超こえる才なんて、この世界にないって思い込んでいるのね。……大っ嫌い」

　エレンは唾だ棄きするように、システィーナへ冷たく言い捨て、背を向けるのであった。

「違う……違うわ！　わ、私はそんなこと──ッ！」

　システィーナの縋すがるような言葉は、エレンには届かない。

　しん、と。水を打ったように静まりかえる会場を、エレンがゆっくりと去って行く。

「噓だ……ッ！　いかさまだッ！」

　そう言って、いきり立ったのは、レヴィンだった。

　顔を真っ青にして、エレンの背中に指を突つきつけている。

「そんな筈はずがないっ！　君は確かについ一ヶ月前まで、９００の４０だったはずだ！」

「それは、確かか？」

　それを聞きつけ、グレンがレヴィンに問う。

　すると、レヴィンの周囲のクライトス校の生徒達が示し合わせたように、青ざめた顔で頷うなずいていた。とても、口裏を合わせて噓を吐いているようには思えない。

　グレンがエレンを流し見ると、エレンは笑った。

「ふふふ、そうね。確かにそうだったわ。……でもね、あれから凄い努力をしたの」

　エレンがレヴィンに振ふり返り、笑った。思わず背筋が凍こおる凄せい絶ぜつな笑みだった。

「そ、それにしたって……たった一ヶ月でここまで伸のびるはずが──ッ！」

「想像力が足りないわよ、レヴィン。ええ、私、本当に凄い努力をしたわ。安あん寧ねいに温ぬるい日々を生きる貴方あなた達じゃ想像もつかないくらいの〝地獄〟を見てきた……」

「────ッ!?」

　思わず気け圧おされたレヴィンが、一歩後ずさる。

「でも……そうね、そこの……グレン先生？」

「……、なんだよ？」

　エレンに目を向けられ、グレンが応じた。

「私の不正を疑うなら身体検査、再測定、いくらでも応じるわ。ついでに魔ま導どう装置の故障を疑うなら、いくらでも調べれば良い。……ま、時間の無む駄だだろうけど」

「……、……ああ、一応、そうさせてもらう……」

　グレンは額に脂あぶら汗あせを浮かべながらも、そう応じた。応じるしかない。

　女性の魔術講師に頼たのんでエレンの身体検査を。当然、別の魔導装置での再測定も。さらには、測定器の故障を疑い、魔術を使って隅すみ々ずみまで調べ直した。

　だが、結果は信じがたい現実を証明する。

　エレン＝クライトス。彼女のシスティーナに匹ひつ敵てきする魔力は、紛まぎれもない真実だと。

　今、ここにとんでもないダークホースが誕生したのであった──








第三章　エレン









「……おかしい。絶対におかしい」

　グレンが書類を爪つま弾はじきながら、こめかみを押さえて呻うめいていた。

　そこは深夜の教職員室。ただ一人、ぽつんと残っていたグレンは、灯したランプの火を頼たよりに、ひたすら書類とにらめっこしていた。

　その書類には、クライトス校から送られてきた候補者達のデータがまとまっている。

　今、グレンが見ているのは、エレンの資料だ。

「そんなに……おかしいんですか？」

　そんなグレンへ、宿直室でお湯を沸わかして紅茶を淹いれて来たルミアが、グレンのカップへ紅茶を注ぎながら言った。

「ああ、生まれ持った初期基き礎そ魔力容量キヤパシテイには個人差がある。エレン＝クライトス……こいつは生まれつき、魔力が極きよく端たんに少ない体質なんだ。霊れい体の霊域セフイラや霊絡パスに疾しつ患かんがあるわけじゃないのにな。こんな初期基礎値じゃ、魔ま術じゆつ師しとして生きるのは少々辛つらすぎる」

　グレンは溜ため息を吐ついて、書類を机に置いた。そして、ルミアがそっと差し出してくれた紅茶に口をつけ、冷えた身体からだを温める。

「それでもエレンはクライトスだ。魔術師になること以外は許されない。だから、エレンはクライトス魔術学院に入学し、兄レオスや父グラハム氏の熱心な指導の下、必死の努力を続けて来たようだ。少しずつだがその成果が出ている。魔力容量キヤパシテイ９４５の魔力濃度デンシテイ４３……魔術師を名乗るに、何とかぎりぎりの水準まで上がってきた」

「そうなんですか……」

「ああ、確かに数値は低いが……この数値にはとてつもない重さを感じるぜ、俺は」

「で、でも……だとしたら……？」

「ああ、だから妙みようなんだ」

　ルミアの言葉の先を続けるかのように、グレンが言った。

「あのマウザー式魔力測定器……精度が高いのが利点なんだが、結構、機材のメンテや消しよう耗もう品が金喰くい虫だ。そうおいそれと頻ひん繁ぱんに測れん。この魔術学院でも、三ヶ月に一回測定……ってところが関の山だ。だから、エレンの最終データは約一ヶ月前に計測した、この魔力容量キヤパシテイ９４５の魔力濃度デンシテイ４３……なんだが……」

「たった一ヶ月で魔力容量キヤパシテイ９６４０、魔力濃度デンシテイ１８６まで伸ばしたってことですか？」

「ああ、信じがたいが不正はない。これがエレンの実力だ。……ンなわけあるか、くそ」

　グレンがわからんとばかりに、頭を抱かかえた。

「で、でも、システィだって、そのくらい伸びたんですよね？」

「確かに、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわの中で、どかんと大きな魔力容量キヤパシテイに覚かく醒せいすることはある……白しろ猫ねこの場合はまさにそれだ。だが、それも潜せん在ざい魔力容量キヤパシテイがあってこそだ」

「潜在魔力容量キヤパシテイ？」

　ルミアの問い返しに、グレンが頷いた。

「魔力容量キヤパシテイには、潜在魔力と顕けん在ざい魔力ってものがあってな……白猫には、潜在……要は自分の意思で操作はできないけど、容量上限としてはある魔力……そういうもんを元々持ってたんだよ。その潜在魔力が意識的に利用できる魔力として顕在化し、どかんと急に魔力容量キヤパシテイが伸びたように見えたってわけだ。伸び代があった白猫は、ああいう超ちよう成長が〝あり得た〟んだよ……魔術理論的にな」

「そうだったんですか……」

「だが、それでも半年だ。半年かかった。……見ろ、エレンのやつ……潜在魔力は、ほぼ０だ。元々の伸び代がねえのに、この伸びはおかしいんだよ、どう考えても」

　すると、しばらく沈ちん思しした後、ルミアが静かに聞いてくる。

「じゃあ……もし、潜在魔力がない人が、魔力容量キヤパシテイを今よりもたくさん伸ばそうとしたら……どんな手段があるんですか？」

「決まってるさ。〝時間〟だ。ひたすら時間をかけての魔力錬成ノツクだ」

　グレンがさも当然というように答えた。

「人の霊体に存在する十の霊域セフイラ……王冠ケテル、知恵コクマー、理解ビナー、慈悲ケセド、峻厳ゲブラー、美テイフアレト、勝利ネツアク、栄光ホド、基礎イエソド、王国マルクト──マナをこの十の霊域セフイラに決まった経路で循じゆん環かんさせることにより、マナは魔力へと昇しよう華かされていく。この手順を常つね日ひ頃ごろひたすら繰くり返し、マナを感じ、マナを循環させ、より強い魔力を練り上げ、霊れい的てき感覚を少しずつ鍛きたえ上げていく……これが魔力錬成という修行法だ。お前達にも毎日やらせてるだろ？」

「は、はい……じゃあ、魔力容量キヤパシテイは伸ばそうと思えば伸ばせるんですね？」

「ああ。だがな……そんな一ヶ月や二ヶ月で急激に伸びるようなもんじゃねえんだよ。データの成長ベースから察するに、エレンがあの領域に達するには何十年という時間が必要になってくるはずだ。それも加か齢れいによる魔力容量キヤパシテイ減げん衰すい期や成長力減衰のことを完全に無視して、だ。エレンがあんな数値を出せるわけがない」

「でも……実際に、出しているんですよね……？」

「それなんだよな……明らかにおかしいのに、現実にはおかしいところがどこにもない。測定器の故障や、何らかの予備魔力媒ばい体たいの不正使用を疑ったが、皆かい無むだ」

　はぁ、と。溜め息を吐きながらグレンは、飲み干したカップを置いた。

「結局は……エレンもシスティーナ同様、この一ヶ月の間に何か凄すさまじい経験を積んで、何か突とつ然ぜん、魔力容量キヤパシテイに目覚めた……としか言いようがないんだよな……」

「確かに、それは不思議なことですけど……でも、特に問題はありませんよね？　システィに手強いライバルが出来たというだけで……」

「…………」

　そう、問題はない。案外、グレンがわりとシスティーナ贔びい屓きで、システィーナに強力なライバルが不意討ちで現れたことに動どう揺ようしているだけ……なのかもしれない。

　だが、それ以外は特に問題ないのだ。

　将来が凄まじく有望な生徒が、また一人現れた。ぶっちゃけ、システィーナにエレン……二人の天才が同時に現れた奇き跡せきの世代の到とう来らいだー、それだけである。

（だが……なんだ、この気持ち悪さは……？）

　グレンが額に脂汗を浮うかべて、ごくりと唾つばを飲む。

（なんか……もの凄すごく足を掬すくわれているような……得体の知れない何者かが、密かに舞ぶ台たいの裏側で台本回しをしているような……誰だれもそれに気付かず、俺達は滑こつ稽けいに舞台劇に一いつ喜き一いち憂ゆうしているような……一体なんなんだ？　この不安感は？）

　グレンが、そんなとりとめも無い思考を延々と繰り返していると……

「そ、そういえば……明日の選せん抜ばつ会、第二の試験は、座学試験なんですよね？」

　グレンの不安感を察したルミアが、話題を変えようと、努めて明るく話しかけた。

「あ、ああ……今度は魔術師としての総合的な知力を測るテストなんだ」

「ふふ、システィの得意分野ですね」

　ルミアがにっこりと笑った。

「システィ、きっと今いま頃ごろ、家に帰って必死に勉強してますよ？」

「だな。あいつは努力する天才とかいう、なんかもう手のつけられないやつだからな」

　ルミアの気き遣づかいを察し、グレンも笑って応じる。

「ところで、どんなテストなんですか？」

「ああ、今回は時間がなかったからな。不正を避さけて公平さを保つために、学院で厳重管理されている魔道演算器からランダム選出される魔術問題が出題されることになった」

「ランダム選出？」

「ああ。データベースの中に、過去、学院の講師や教授達が作った大量の試験問題があってな、そのうちの二十問がランダムに選ばれて、テストが作られる。一問５０点で、部分点も加味される。まぁ、不正避よけならそんだけパターンありゃ十分だろ」

「そ、そうですね……それだとカンニングはできませんね、さすがに」

「不正が発覚したら即そく失格だ。そんなやついないと思うけどな。それに、知識を問うというより知恵を問う問題よりにしてある。学年次であまり差が出ない平等な問題だよ」

　グレンが肩かたを竦すくめて笑った。

「最高得点は１０００点……なんだが、明日のテストの最高得点は９５０点だな」

「え？　９５０点？　どうしてですか？」

　不思議そうに小首を傾かしげるルミアへ、グレンが苦笑いして言った。

「一問だけアホほど難しい、捻ひねくれクソ問題が紛れ込んでやがった。ランダム選出結果、明日のテストでそれが出るんだ。一体、誰があんな問題、作ったんだか……」

　すると、グレンがそのテスト問題用紙をばさりと、ルミアに見せた。

「こりゃ俺でも解けねえ。つか、この学院の誰もが解けねえよ。解答と解説を読んでもさっぱりだ。部分点を取るのも困難だな。てなわけで、その一問の配点５０を差し引いた９５０点が、明日の試験の最高得点ってわけさ」

「ええーと……その難しい問題だけ、今から差し替かえられないんですか？」

　ルミアが苦笑いして問う。

「それがなぁ……もう色々と準備しちまった後だからなぁ……まぁ、しゃーねえさ。全員同じ問題を解くんなら平等だろ」

「そうですね……」

「さて、と」

　グレンは、書類整理の手伝いをしながら傍かたわらで寝ねてしまったリィエルを、よっこらしょとおんぶして、立ち上がった。

「まあ、仕事は終わった。そろそろ帰ろうぜ？　手伝ってくれてありがとうな、ルミア」

「はい、どういたしまして」

「送っていくぜ？」

「ありがとうございます。お言葉に甘えますね」

　こうして、明日行われる候補生達の座学試験の話題に花を咲さかせながら、グレンはルミア、リィエルと共に、帰路につくのであった。




　そして──次の日。

　アルザーノ校、聖リリィ校、クライトス校の代表選手候補総勢六十名が、座学試験の会場──魔ま術じゆつ学院校舎・本館にある大講義室へと集められていた。

　グレン含ふくむ、試験監かん督とくを務めるアルザーノ帝国魔術学院の講師達が、講義室の机に並んで座る生徒達に、問題用紙の分厚い冊子と解答用紙を伏ふせて配っていく。

　配りながら、グレンはちらりちらりと生徒達の様子を流し見ていく。

　試験開始前の緊きん張ちようの時間の過ごし方は、人それぞれのようだ。

「うぇ～～、座学、苦手なんだよなぁ、一応、勉強はしてんだけどさぁ」

「なんとしても、ここで高得点を取っておきたいですわね」

　カッシュが顔をしかめて頭をかいており、ウェンディはわりと余よ裕ゆうの表情だ。

「…………」

　一方、後方の席のギイブルやリゼは、無言で教科書を開いている。

　勤勉な二人らしい過ごし方だ。

「…………ちっ」

　その一方で、窓際の席に座るジャイルは、心底嫌いやそうに舌打ちしながら、頭の後ろで手を組んで窓の外を眺ながめており……

「ぁあああああーーッ！　き、聞いてねえ……聞いてねえよぉ……こんな座学試験があるなんてさぁ……終わった！　終わった！」

「だ、だだだ、大だい丈じよう夫ぶですわ！　なにせ、わたくし達は貴族ですもの！　べ、べべべ、別に座学試験が全てではありませんし！　わたくし達は貴族ですもの！　きっと、貴族的なパワーでなんとかなりますの！」

　コレットとフランシーヌは、まるで今日、世界が終わってしまうかのような絶望の表情で青ざめ、涙なみだ目めで動揺しており……

「聞いてましたし、貴族関係ないですし、なんとかならないですから、この馬ば鹿か共が」

　その後ろで、ジニーがジト目でさらっと毒を吐はいていた。

「…………」

「……ふっ」

　最前列の席では、システィーナがやや緊張の表情で精神統一をしており、レヴィンは余裕の表情で手を組み、悠ゆう然ぜんとしているのが見えた。

（さて……エレンは？）

　不意に、今回のダークホースの存在を思い出し、グレンはエレンの姿を探す。

　ほどなくして、エレンの姿は見つかった。

（……居た）

　エレンは相変わらず、あの鬱うつ屈くつした表情で、ぼんやりと虚こ空くうに視線を彷徨さまよわせている。

　試験開始前は、大なり小なり緊きん張ちよう感かんが漂ただようものだ。良い点を取ろうと思えば、なおさらそうなる。一見、余裕そうに見えるレヴィンとて、やはり試験に対する集中力の高さ、緊張感が端はし々ばしに感じられる。

　だが、エレンにはまるでそれが感じられない。やる気がないようにすら思えてくる。

（……送られてきたエレンのプロフィールによれば……エレンの座学の総合成績は……まぁ、どう贔ひい屓き目めに見積もっても中の上……もし、エレンが宣言通りシスティーナに勝とうとするなら、ここで少しでも失点を抑おさえておきたいはずなんだが……？）

　今回の代表選手候補選抜会における座学の配点は、さほど大きくない。他の課題で十分挽ばん回かいできる。と、言っても、まるで無視できるものでもない。

　ならば、エレンはここで必死にならなければならない状じよう況きようであるはずなのだが……

（あのやる気なさは……座学は捨てたのか？　それとも……）

　あの気け怠だるげなエレンの姿にどこか不ふ穏おんなものを覚えつつも。

「それでは試験を開始する！　言っておくが、不正は即失格だ！　この試験会場には監かん視し結界など様々な不正防止の魔術が施ほどこされている！　我々の目を欺あざむけると思うなよ!?」

　座学試験の総合監督官を務めるハーレイの宣言と共に。

　選抜会第二の試験──座学試験が始まるのであった。

　問題冊子の一枚目を一いつ斉せいにめくる音が反はん響きようし、インク壺つぼに羽根ペンをつける音があちこちから響ひびいてくる。試験特有の独特な緊張感が、たちまち会場内を支配していく。

（ははは、ったく、ご苦労様だぜ）

　監督側に回るというのは本当に気楽なものだ。グレンは、会場の隅すみにすえられた椅い子すに腰こし掛かけ、欠伸あくび混じりに生徒達の様子を流し見ていく。

　問題の難しさに、生徒達のほとんどが戸と惑まどっている雰ふん囲い気きを察し、グレンはくわばらくらばらと肩を竦めた。

（さて……白しろ猫ねこの様子は……と）

　グレンが遠目でシスティーナの様子を見る。

　さすがのシスティーナも苦戦をしているようだ。

　問題冊子の一問目と、しばらくの間、しかめ面つらでにらめっこをしていた。

　だが、しばらく思考を続けた後、システィーナは何かを閃ひらめいたかのように、解答用紙へ少しずつ解答の書き込みを始めた。

（ふん……とりあえずは心配なさそうだな）

　思わず口元を歪ゆがめるグレンである。

（さてと……他の連中は……？）

　そして、グレンが他の生徒達の様子を順々に見ようと、視線を回していると……

（……ん？）

　グレンは、思わず目を剝むいて、その女子生徒を凝ぎよう視しした。

　エレンだ。エレンがもの凄い速度で羽根ペンを動かし、解答用紙へ書き込んでいる。

　生徒達の多くが、少し書いては止めを繰くり返し、システィーナすら、たまに書く手を止めて熟考したりするのだが……エレンの書き込みには一切の淀よどみがなかった。

（……ま、マジかよ？　あいつ──……って、えっ!?）

　そして、グレンは気付いてしまった。

　エレンは……問題冊子を開いていない。

　全ての生徒達が開いた問題冊子を解答用紙の横に置き、それらを交こう互ごに見比べながら解答しているのに、エレンは問題冊子すら開かず、淀みなく解答を続けているのである。

（……どういうことだ？　座学はもう完全に捨てて、適当に埋うめているのか……？）

　グレンがその不可解な光景にそう思った、その時。

「！」

　エレンは、今、ようやく自分の問題冊子が開かれていないことに気付いたかのように、手早く問題冊子をめくった。

（……最初に問題だけ確認して、その後、自分で問題冊子を閉じたのか、あるいは閉じちまったのか……まぁ、そういうことだよな？）

　でも、なんだろう？　この気持ち悪さは。

　やはり、昨日感じたような得体の知れない何かが、背後で渦うず巻まいているかのような。

（気のせい……気のせいだ……よな？）

　そう、だから気のせいなのだ。一応、問題冊子をめくったエレンだが……それ以降、問題冊子をほとんど見ていないように見えたのは……それは、きっと気のせいなのだ。

　グレンは、試験会場最奥の監督席に座るハーレイをちらりと見る。

　ハーレイは様々な魔術を駆く使しして、生徒達の不正を監視している。ハーレイほどの魔ま術じゆつ師しの目を盗ぬすんで不正を行うなど、生徒達には不可能だ。

　たとえ、セリカが固有魔術オリジナル【私の世界】で時間を止めて不正をしたとしても、それを防ぐことは難しいが、セリカが時間を止めた証しよう拠こだけなら、ハーレイなら摑つかめる。

　そんなハーレイが、今、何も反応していないのだ。

　つまり──エレンは不正をしていない。

（…………気のせい、だよな？）

　何か得体の知れない悍おぞましさを、全力で無視するグレン。

　二日目の座学試験は、そのままつつがなく、静かに進んでいくのであった──




　──そんなこんなで。

　午前中を目一いつ杯ぱい使った座学試験は、昼休みの時間を告げる鐘かねの音と共に終しゆう了りようした。

　途と端たん、試験会場内に張り詰つめていた空気が弛し緩かんする。試験監督官達が生徒達から問題冊子と解答用紙を回収し、生徒達は次々と会場を退出していく。

　この解答用紙は、魔術が付呪エンチヤントされた特とく殊しゆな解答用紙だ。

　後で、試験監督官が特殊な魔術で処理をすれば、すぐに正答判定と採点が行われる。

　よって、試験結果が発表されるのは昼休みの終了時と、非常にスピーディーだ。

　本日は、明日からの選せん抜ばつ試験に備え、午後の全授業が休講である。

　今日はもう終わり……そんな雰囲気も相まって、学院内を和やかな雰囲気が支配した。




「お前ら、お疲つかれさん」

　美味おいしそうな匂においの漂う、学院の学生食堂にて。

　並ぶ長テーブルの一角に陣じん取どったグレンは、山盛りの肉団子パスタにフォークを突つき刺さしながら、自分の周辺に座る生徒達に言った。

　グレンの周辺には、システィーナ、ギイブル、カッシュ、ウェンディら、座学試験を受けた二組の代表候補達だけでなく、ルミアやリィエル、テレサやリン、セシル、ロッドにカイらも集い、皆みなで遅おそめの昼食を取りつつ、システィーナ達を労ねぎらっている。

「いやぁー……マジ、むっかしかったすよ、先生……なんすか？　アレ」

「本当ですわね。先生の常つね日ひ頃ごろ、知ち恵えを重視する授業を受けてなかったら、まったく太た刀ち打うちできませんでしたわ」

　カッシュとウェンディが疲れたように息を吐いた。

「貴方あなたはどうでしたの？　ギイブル」

「まぁ、それなりには」

「くっ……いかにも手応えありという感じですわね」

　眼鏡めがねを押し上げ、そっけなく応じるギイブルに、ウェンディがジト目を返す。

「でも……皆……それなりに良さそうで、良かった」

「うん、そうだよね。ひょっとしたら、カッシュなんて試験終わった後、可哀かわい想そうになるくらいもの凄すごく落ち込んじゃってるかな～なんて、心配してたし」

「ったく、言ってくれるなぁ、お前ら」

　リンやセシルの言葉に、カッシュが苦笑いしながら応じた。

「大体、可哀想になるくらいもの凄く落ち込んでいるのは、そこに居るだろ！」

　カッシュが指を差した方向には……

「駄だ目めだ……終わった……多分、終わったっぽい……ぶつぶつ……」

「あ、あんなのずるいですの！　反則ですの！　抗こう議ぎ！　抗議いたしますわ！　高貴なる貴族たるわたくしをなんだと思っていますの!?」

「はぁ～……だから、脳筋な修行だけでなく、もっと頭も鍛きたえろと何度も」

　同じテーブルの一角に、コレットやフランシーヌ、ジニー……聖リリィ組が居た。

「えーと……もう聞くまでもないと思うが……お前ら、試験どうだった？」

「き、聞くなぁあああああああーーッ！」

「アルザーノ校の殿との方がたには、優しさが足りませんわーっ！」

　カッシュが恐おそる恐る聞くと、コレットやフランシーヌが大おお騒さわぎし始める。

　元々、彼女達リリィ組は、グレンを昼食に誘さそうためにやってきたのだが、色々（混沌カオス）あって、こうして二組生徒達と相席することになった。

　そして、少々世間知らずで鼻っ柱が高く、やや暴走癖へきがあるお嬢じよう様さま達とはいえ、根っこは悪い娘むすめ達ではない。なんだかんだで二組の生徒達と打ち解けてきたようである。

「つか、お前らは、あんなん解けるの!?　マジで!?」

「噓うそですわよね!?　噓って言ってくださいですの！」

　そんなコレットとフランシーヌの涙なみだの問いかけに。

「ま、俺はそんなに、座学の成績は良い方じゃねーから……まぁ、半分くらい？」

　と、頭をかいて苦笑しながらカッシュ。

「はぁ、今日はあまり調子良くありませんでしたわ。七割くらいでしょうか？」

　と、少し落ち込みながらウェンディ。

「余よ裕ゆうだろ、あの程度」

　と、いつものように冷れい淡たんにギイブル。

「ええい、アルザーノ校は化け物かよ!?」

「この……インテリ集団め……」

　ぐぬぬと、コレットとフランシーヌは歯は嚙がみするのであった。

　すると意外にも、ここでギイブルが、少し口くち惜おしそうに発言した。

「でも、まぁ……最後の問題は難しかったな。不覚だが、あれだけはまったく太刀打ちできなかった。……システィーナはどうなんだ？」

「最後の問題？　ああ、アレ？　時間と空間の想定極値の思考実験問題？　ああー、私もあれには手も足も出なかったわ……」

　すると、小さなスコーンを控ひかえめにかじるシスティーナも、悔くやしそうに言った。

「そうか、君でも駄目だったのか。まぁ、アレは明らかに次元が違ちがいすぎる。……問題を作った人の悪意を感じるよ」

「だ、だよな!?」

　すると、そんなギイブルの言葉に、コレットやフランシーヌが反応する。

「あの最後の問題！　アタシ、問題の意味すらわかんなかった！」

「ええ、わたくしもですの！」

「まったく……あの問題さえなかったらなぁ～～ッ！」

「その通りですの！　あの問題さえなければ……ですの！」

「貴女あなた達じゃ、結果は何も変わらないっしょ。……あ、ここのプリン美味しいですね」

　そして、ジニーがお約束のようにぼそりと毒を吐はくのであった。

　ちなみに、リィエルは……

「はい、リィエル。あーん」

「あーん。もぐもぐ」

「どう？　リィエル。……美味しいですか？」

「ん。おいしい。……エルザも、あーんする？」

「え？　ぇえええっ!?　だ、駄目です、リィエル！　そんなの私、死んじゃいます！」

「……？　なんで？」

　……と、向こうのテーブルでエルザと向かい合って相席し、顔をバラ色にして幸せそうに舞まい上がっているエルザを相手に、二人だけの世界を作っていた。

　そうしている間にも、二組の生徒達と聖リリィの生徒達は、楽しそうに談笑していて。

「……ふふっ、どうしました？　先生。なんだか笑みがこぼれてますよ？」

　ルミアがくすくすと微笑ほほえみながらグレンに聞いてくる。

「さーな？」

　グレンは、大量のパスタをくるくるとフォークで巻いて、自身の発言を塞ふさぐように、ぐいっと口の中に押し込むのであった。

「ええい、いいんだ、座学は！　それより、今回の代表候補戦の最大配点は、明日から四日に亘わたって行われる第三の試験！　総当たり決けつ闘とう戦だっ！」

「わたくし達、こっちの方が得意ですもの！　勝負ですわ！　アルザーノ校の皆みな様さま方！」

「へへっ、こっちだって、そう簡単には負けねーぜ!?」

　コレット、フランシーヌの宣戦布告に、カッシュが威い勢せい良よく応じる。

（青春よなぁ）

　グレンが口の中一杯に詰めたパスタを咀そ嚼しやくしながら、そんなことを考えて。

　こうして、昼休みは和やかに過ぎていくのであった。




　──やがて、楽しい昼休みが終わる。

　すると、魔ま術じゆつ学院本館校舎正門前の玄関エントランス広間・ホールにある掲けい示じ板ばんに、午前中に行われた選抜会の座学試験の結果が、一いつ斉せいに張り出される運びとなった。

「先生、先生！　早く行こうぜ!?」

「ったく、はしゃぐなっての……」

　学生食堂で昼食を終えたグレン達は、そのままの足で、その結果を確認するため、廊ろう下かをぞろぞろと歩いているところであった。

「しっかし、怖こわいなぁー、俺、何点なんだろ？」

「ぁああああ～～っ！　死し刑けい宣告の発表の時間がぁ～～っ！」

　カッシュやコレットが戦せん々せん恐きよう々きようとしながら先を行く様を眺ながめながら、グレンもルミアやフランシーヌ、ウェンディ達の相手をしながら、廊下を歩いて行く。

　そこの角を曲がれば、玄関広間は目と鼻の先だ。

　と、そんな時である。

「グレン」

　突とつ然ぜん、つんとした声がグレンの背中に浴びせられた。

　ン？　と、グレンが振ふり返れば、そこにはイヴが、どこか不ふ機き嫌げんそうに立っていた。

「あん？　なんだよ？　イヴ」

「忙いそがしいところ悪いんだけど……貴方あなたに仕事よ」

　仕事？　グレンが目を瞬またたかせると、イヴが溜ため息いき交じりに言った。

「フォーゼル＝ルフォイ教授が、無許可で学院附ふ属ぞく図書館の封ふう印いん区画に入ったの」

「はぁ!?」

「それで、あの場所、無許可で入れば、空間が歪ゆがんでいる異界でしょう？　教授、出られなくなってしまったらしくて……それでさっき、通信魔術で救助要よう請せいが入ったの。〝グレン先生に、僕を迎むかえに来る権利をやろう〟って」

「…………殴なぐりてえ」

　あの変態マスター３号（１号：ツェスト男だん爵しやく、２号：オーウェル）が、どや顔で言っている姿が容易に想像できたグレンは、ビキビキとこめかみに青筋を立てるのであった。

「ったく、なんで俺って、こう、変なやつばっかりに絡からまれるんだ……？」

「本当にね。同情するわ」

　そんなイヴの呆あきれたような言葉に。

「えっ？」

「……何よ？」

　グレンが感情の読めない目をイヴへ向け、イヴが眉まゆ根ねを寄せるのであった。

「と、とにかくよ！　教授は名指しで貴方を救助に指定しているわ。だったら──」

「〝馬ば鹿かが〟だ」

　グレンがくるりとイヴに背を向けたので、イヴが目を瞬かせる。

「〝馬鹿が〟とでも返信しておけ！　二、三日放置プレイの刑けいだ！　俺が言うのもなんだが、あんなロクでもねえ馬鹿野や郎ろう、ちったあ頭を冷やすべきだよ。じゃあな！」

「え!?　あ、ちょっと!?　もう！」

　そう言って、グレンは戸と惑まどうイヴを置いて、その場を足早に去って行くのであった……




　グレン達が玄関広間に辿たどり着くと、そこはすでに人だかりが出来ていた。

　その場に集まっているのは候補者の生徒達ばかりではない。

　選せん抜ばつ会の行く末が気になる、その他アルザーノ帝てい国こく魔術学院の一いつ般ぱん生徒達も、数多く集まっている。やはり、今、この学院の支配的な話題は、なんだかんだで選抜会なのだ。

「さて……こりゃあ、結果を確認するのも一苦労だなぁ」

　ざわざわとうねる生徒達をかき分けながら、グレンは掲示板の前へと進んでいく。

「ねぇ、先生。今回、この選抜会の座学試験……普ふ通つう、どのくらいの点数が取れるものなんでしょうか？」

　グレンが人混みをかき分けて道を切り開いていく後を、ルミアが申し訳なさそうについていきながら、グレンへと聞いた。

「んーとな、魔術の知識よりも、魔ま術じゆつ師しの知ち恵えを問うような問題ばかりなんだ。だから、学年次でそこまでのハンデはないはずなんだ。だが、それでも、世界最さい高こう峰ほうの魔術学舎と名高い、アルザーノ帝国魔術学院の教授・講師陣じんが作った問題だからな……」

　グレンが、ん～、と少し考えて言った。

「１０００点中、４５０～５００点も取れれば、及きゆう第だい点だろ」

「うわぁ、半分取れれば、良い方なんですね」

　ルミアが曖あい昧まいな表情で笑った。

　そんなこんなで、グレン達はようやく、掲示板の前に出る。

　掲示板は全部で三つだ。

　左上から右下へ、得点順位順に獲かく得とく点数と生徒の名前が記き載さいされているようだ。

　グレンは掲示板の右下の方へと歩を進め、自分と特に接点の多い生徒達の名前と点数をざっと確認していく。

　最下位から辿ること、２秒。コレットとフランシーヌの名前はすぐに見つかった。

　コレット３２０点、56位。

　フランシーヌ３５５点、55位。

「ぁあああああああああああああああああーーッ！　やっぱりぃいいいい!?」

「嫌いやぁあああああああああああああああああああーーッ！」

　途と端たん、コレットとフランシーヌが頭を抱かかえて悲鳴を上げていた。

「ま、まぁ……ついこないだまで、授業をボイコットして遊んでいたり、自分勝手にお勉強会（笑）をやってたお前らにしちゃ上出来だよ。努力の跡あとが見える」

　どんよりと落ち込むコレットとフランシーヌの肩かたを、グレンは生温かい顔で、ぽんぽんと叩たたいて慰なぐさめた。

「あれからまるきり勉強してなけりゃ、点数は二ふた桁けただよ。よく頑がん張ばったなぁ、偉えらいぞ」

「先生ぇ……そ、そうかな？」

「え、えへへへ……それほどでもありませんの」

　途端、顔を赤らめて、照れ照れし始める二人。聖リリィ組はチョロかった。

「さて……次に来るのは……と」

　グレンは次々と、名前を下位から上位に向かって流し見ていく。

　すると、コレット達から大分、間が開いて……

「お、カッシュ。やるじゃん。５４５点、28位」

「ぉおおおお!?　やった！　テスト順位で半分以上いったのは初めてだぜ！」

　カッシュは辺境片かた田舎いなかの貧びん乏ぼう農家の三男坊ぼうだ。幼い頃ころから魔術の英才教育を受けていたシスティーナ達とは違い、スタートダッシュで相当の水を開けられている。それを考えれば、この結果は大だい健けん闘とうである。

「……って、お前は案外、成績良いのな、ジニー」

「まぁ、私は、バカお嬢じよう様さま達とは違って、元々それなりに勉強してましたから」

　ジニーは６４０点の24位。聖リリィ校の中ではトップである。

「……ってか、ジャイルのやつ……マジで何者なんだ？」

　グレンは、６８５点、21位の横に、ジャイル＝ウルファートの名前を見つけて、ジト目で啞あ然ぜんとした。

　繰くり返すが、試験を受けた六十人は、別に座学試験だけを基準に選抜された生徒というわけではないが、それでも各校の代表を任された生徒達だ。それを考えれば、ジャイルの成績は、街の不良チームの頭かしらとは思えないほどの好成績であると言えた。

「さて、こっからは誰だれもが注目する上じよう位い陣じんだな……」

　グレンは隣となりの掲示板に目を向ける。そこには、こちらの掲示板とは比ひ較かくにならないほどの生徒達の人だかりが出来て、ざわざわとうねるようにざわめいている。

　なにせ、その掲示板は、上位二十位の名前が貼られている掲示板だ。

　その盛り上がりも当然であった。

「はいはい、どいてどいてぇ～」

　さっきのようにグレンが生徒の群れをかき分けて進み、掲示板の前に出る。

　すると、結果がグレンの前に露あらわになった。




　……

　ウェンディ＝ナーブレス　７７５点　13位

　……

　ギイブル＝ウィズダン　８６０点　７位

　……

　リゼ＝フィルマー　９１５点　４位

　……

　レヴィン＝クライトス　９３５点　３位

　……

　システィーナ＝フィーベル　９５０点　２位

　……

　エレン＝クライトス　１０００点　１位




「……なん……だと……ッ!?」

　グレンは目を剝むいた。

　やるじゃねーか、白しろ猫ねこ、好成績おめでとうとか、そんな言葉は吹ふき飛んだ。

　エレン＝クライトス　１０００点　１位。

　１０００点。

　その絶対にありえない数字が、グレンの思考を真っ白に吹き飛ばしたのだ。

「噓うそだろ!?　どういうことだよ!?　ラストの一問は絶対に解けないはずの問題だったんだぞ!?　９５０点が事実上の最高得点だったんだ！　なのに、なぜ──ッ!?」

　周囲が困こん惑わくする中、グレンは掲示板に手をついて、その結果に向かって吠ほえかかる。

「先生……やめてください」

　すると、そんなグレンの袖そでを引いて、宥なだめる生徒がいた。

　システィーナだ。気付かなかったが、どうやら、先程からそこに居たらしい。

　システィーナは悔くやしそうな、それでいて信じられないような……トップクラスの成績を取ったとは思えないほど、なんとも複雑な表情で、その結果を見つめていた。

　……無理もない。システィーナも、二十問目の問題を見て、この問題は次元が違ちがうと痛感したはずだ。自分のレベルでは絶対に無理だと思い知らされたはずだ。

　なのに──エレンはアレを解いたのだ。実力差を、突つきつけてきたのだ。

　それを成績上位者の余よ裕ゆう、傲ごう慢まんとするのは容易だが……いくらなんでも、この状じよう況きようでは素直に喜べまい。

「だから、貴女あなたは嫌きらいなのよ、システィーナ」

　いつの間にか、システィーナの隣にはエレンが幽ゆう鬼きのように立っていた。

「傲慢で鼻持ちならない貴女のことよ。どうせ、〝座学なら、魔術師としての知ち恵え比くらべなら、私が勝つに決まってる〟って思ってたんでしょう？　そのナチュラルに人を侮あなどり、見下す心……本当にムカつくわ。イライラするのよ」

「え、エレン……だ、だから、私はそんなこと……」

　だが、システィーナはそこから先を何も言えず、ただ拳こぶしを握にぎり固めて俯うつむいてしまう。

　そして、エレンはそんなシスティーナを見て、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、そのまま人混みをかき分けて、その場を立ち去ろうとする。

　だが、グレンはそんなエレンの背中を見送りつつ、鋭するどく言った。

「おい、エレン＝クライトス。お前、何をした？」

「何も？　私は何もしてませんけど。これ、私の実力ですから」

「すっとぼけんじゃねーよ。この選抜会……お前だけ何かがおかしいんだ。何かいつも不自然なんだ。……一体、お前、裏で何をしている？　何が目的だ？」

「……だから、何もしてないって言ってますけど。変な言いがかりは止めてください」

　エレンは不ふ愉ゆ快かいそうにグレンの言を突っぱねる。

「はぁ……つまり、グレン先生は私の不正を疑っているんですか？　じゃあ、私が不正をしたっていう証しよう拠こを出してくださいよ？　ほら」

「…………ッ！」

　悔しいが反論が出来ない。

　あらゆる状況が厳然と示している。〝不正はなかった〟のだ。エレンは──本当に自身の実力で、１０００点満点という奇き跡せき的な点数を成し遂とげたのだ。

「話は終わりですか？　先生。なら私、もう行きますね」

「…………」

「どうやら、先生はシスティーナと随ずい分ぶん懇こん意いになさっているようですね。……手塩にかけた教え子が、余よ所その学校の馬の骨に負けるのが悔しいのはわかりますけど……教師が一生徒にそこまで肩かた入いれするのは、いかがなものかと」

「……お前」

「それでは先生……ご機き嫌げんよう」

　そう言い残して。

　その場に集う生徒達の、まるで得体のしれない怪かい物ぶつを見るような視線を一身に集めて、エレンはその場を悠ゆう然ぜんと去って行くのであった──




　放課後──魔術学院の教職員室にて。

「……はぁ？　何、この問題？　これ、本当に解法あるの？」

　イヴが、件くだんの試験問題の二十問目を見て、呆あきれたように呟つぶやいた。

「大体、グレン。貴方あなたに解けないなら、私に解けるはずないじゃない」

　イヴは、ばさり、と問題冊子を机の上に叩き付け、吐はき捨すてる。

「貴方は随ずい分ぶん、エレンって子を疑っているようだけど……結局、不正はなかったんでしょう？　あのハーレイ先生が監かん視ししていたんでしょう？　なら、不正はありえない」

「…………」

「物的証拠がない以上、その生徒の実力よ。我々、監かん督とく側としてはそう評価するしかないわ。違う？　怪あやしいからって評価を変えることはできない」

「そりゃそうだが……いくらなんでも、おかしいだろ、エレンとかいうやつ。絶対、何かあるって！　じゃねえと不自然だろう!?」

　イヴのもっともな物言いに、グレンはあくまで食い下がるが……

「うるさいわね。こっちは、明日から始まる総当たり決けつ闘とう戦の段取りで忙いそがしいの。変なことで気を使わせるのカンベンしてよ、もう。ただでさえ、あのフォーゼルとかいう腹立たしい男を、貴方の代わりに救出に行って、イライラしてるのに！　ていうか何よ？　あの前時代的な男だん尊そん女じよ卑ひの男は！　あまりにも無礼だから燃やそうかと思ったわ！」

　何か、とても腹に据すえかねているらしく、イヴの対応はけんもほろろであった。

「う、色々すまん……」

　グレンは溜ため息を吐いた。何かイヴの意見が、このあまりにも不可解すぎるエレンの能力の正体解明に繫つながるかなと思っていたのだが……タイミングが悪かったらしい。

「……邪じや魔ましたな」

　グレンがイヴに背を向け、その場を立ち去ろうとする。

　だが、その時だった。

「……あ、待ちなさい、グレン」

　不意に、イヴがグレンを呼び止める。

「貴方は、この代表選手選せん抜ばつ会の裏側で何かがある、と思っているのね？　一見、差し迫せまりたる危機は何一つない、この平和で退たい屈くつな選抜会の裏側で……」

「…………」

　グレンは無言で肯こう定ていする。

「……大事になさい。その感覚」

　だが、どんな皮肉が来るかと構えていれば、意外な言葉が返される。

「貴方は先の一戦で、イリアの【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】の存在を看破してみせたでしょう？　貴方には、場に提示された少ない情報から、ひょっとしたらあり得る可能性を無意識に考察する希け有うな力がある……あるいはそれが、魔ま術じゆつ師しとしては三流の貴方を、軍時代、生かし続けた……とも言えるのでしょうけど」

「……そういうもんか？」

「ええ。貴方には、わりととんでもない量の魔術的な知識と理解がある。そんな貴方だからこそ、貴方が直面している現象を、無意識にその知識と照らし合わせて、まだ、言葉にはできないけど、何かしらの可能性を感じているのかもしれない。私達じゃ気付かない、危機的な可能性をね。……そこは、わりと疑ってないわ」

「……まさか、あのお前が、俺をそんな風に持ち上げる日が来るなんてな」

「うっさい。とにかく、何か摑つかんだなら報告なさい。その内容によっては、協力してあげないこともないわ」

　すると、イヴは書類をまとめて立ち上がった。

「どこへ行くんだよ？」

「魔術競技場よ。明日からの準備があるって言ったでしょう？」

　そう言って、イヴが出入り口に向かって足早に歩き出す。

「そうか……忙しいところ、相談に乗ってくれて、あんがとな、イヴ」

「ふん」

　イヴは鼻を鳴らして、教職員室を出ていくのであった──




（しっかし、まぁ……本当に何もわかんねーんだよなぁ……）

　教職員室に、ただ一人残ったグレンが、まだ問題冊子とにらめっこしている。

（イヴはああ言ってくれちゃいたが……本当に〝何かが気持ち悪い〟っていうだけで……やっぱ、俺の気のせいなのかな？）

　結局、イヴが退室してからずっと、グレンはエレンのことを考えていたのである。

　恐おそらく、エレンが問題冊子を開かずに解いていた所を目もく撃げきしてしまったせいだろう。

　なんだか、妙みようにエレンが疑わしく感じるのだ。魔術的に不正が見つからなくても、あの光景が強きよう烈れつにエレンの不正を、グレンに感じさせているのだ。

　あれさえ目撃しなかったら、ここまでエレンを疑うこともなかっただろう。

（もしくは……自分で思ってる以上に、教え子であり弟子でもある白猫が、エレンに負けたのが悔しくて、無理矢理、粗あらを探そうとしているのか？）

　だとしたら、相当痛い野や郎ろうである。グレンは思わず、溜め息を吐いてしまった。

　だが、それでもやっぱり、何かを感じるのだ。

　あのフェジテ最悪の三日間の、メギドの火騒そう動どうの時のような。

　あるいは、《月》のイリアが、自分の前に現れた時のような。

　ああいった〝異常〟な時にいつも覚える奇き妙みような違い和わ感かんを、今、エレンに感じる──

「しっかし……本当にエレンのやつ、どうやって、この問題解いたんだ？」

　グレンは、エレンが解いた二十問目の問題を改めて読み返す。

「やっぱ、何度見ても手も足も出ねえ……解法を知ってたってきつい……ひょっとして、エレンってすんごい天才なのか……？」

　しかし、このバカみたいな問題を作った奴やつは誰だれだ？

　ふと気になったグレンが、傍かたわらの机上にあるモノリス型の魔導演算器を立ち上げた。

　この中には、件くだんの試験問題候補がデータとして大量に入っている。

　そして、タイトスケジュールだったがゆえに、チェックも甘かったのだろう。問題冊子作成者は、問題内容も出題者も確認せず、試験問題を作成してしまったのだ。

　帝てい国こく代表を決める重要な試験だというのに、なんともお粗そ末まつな仕事である。

「やれやれ、このバカみてえな問題作った、馬ば鹿か野郎の名前は……と」

　グレンが苦笑いしながら、問題リストを眺ながめていく。

　すると──

　そこに出てきた名前に、グレンは思わず目を細めるのであった。




「しっかし、エレンのやつはどこに居るんだ？」

　グレンはエレンの姿を探して、校内を彷徨さまよっていた。

　どうしても気になることが出来てしまったのだ。それを確認したかった。

　たまたま見かけたクライトス校の生徒に声をかけ、エレンの行方ゆくえを問う。

　どうも、情報を総合するに、エレンは今、本館校舎の屋上にいるらしい。

「なぁんで、んな所に居るんだよ？」

　不思議に思いながら、グレンは屋上へと続く階段を上った。

　やがて、五階分の階段を上りきったグレンの前には、屋上へと出る扉とびらが現れる。

　その扉の取っ手に手をかけ、押し開いて屋上へと出ようとする。

　……と、その時だ。

「素晴らしい！　素晴らしい結果だ！　この調子で明日からも頼たのむぞ、エレン！」

　扉の向こうから、そんな男の声が聞こえてきた……気がした。

「なんだ？　エレンの他にも誰かいるのか？」

　グレンは音を立てないよう、ほんの少しだけ扉を開く。

　そして、その両開きの扉の隙すき間まから、屋上の様子を覗のぞき込んだ。

（あれは……）

　まず、見つかったのは、金きん髪ぱつ三つ編みの少女の背中──探していたエレンだ。

　そして、その前に立っている老人は……

（……確か、クライトス魔術学院学院長……ゲイソン＝ル＝クライトス？）

　どうやら、そのゲイソンとエレンが、何事かを話しているようであった。

「それでいいのだよ、我が孫まご娘むすめよ！　やればできるではないか！　お前もようやくクライトスを名乗るに相応ふさわしい者へと成長したようだ！　私は、お前を誇ほこりに思うぞ！」

「はい……ありがとうございます、お祖じ父い様」

　とうとうと熱っぽく語るゲイソンとは裏腹に、エレンはどこまでも冷めていた。

　だが、そんなエレンに構わず、ゲイソンは歓かん喜きの表情で酔よったように言葉を続ける。

「そうだ！　我らは誇り高きクライトスの主家なのだ！　あのレヴィンのごとき分家の、しかも混ざり物の若造に、クライトス家は渡わたせぬ！　そうだろう!?」

「はい……クライトス家の栄光は、純じゆん粋すいなる青い血たる私達の手にあるべきものです」

「うむうむ、お前もわかってきたようだ。そのためにも、お前は力を示さねばならない。そう……メイン・ウィザードに選ばれなければならぬのだ！」

（くそ……あいつら、一体、何を話してやがんだ？）

　扉とびら越ごしの上に、屋上は広く、そして、今日は風が強い。びゅうびゅうとうるさい。

　グレンの位置からでは、いまいち会話の内容が聞こえ辛づらかった。

（ちょいと、手て癖くせ……いや、耳癖が悪いが……）

　グレンは、黒くろ魔ま【サウンド・コレクト】の呪じゆ文もんを、声を潜ひそめて唱えた。

　遠えん隔かく的に音を操作し、二人の会話を自分の耳へと届ける。

「嘆なげかわしいことに、今、クライトス家では、家のさらなる躍やく進しんのため、より優ゆう秀しゆうな者が当主になるべきという論調が強まっている！　ゆえに主家筋ではなく、分家筋のレヴィンを推す愚おろかな者が出ている！　なんて嘆かわしい！　あんな混ざり物がクライトス家を統すべるなんて……誇り高きクライトス家の歴史の最大の汚お点てんとなるだろう！」

「…………」

「だからこそ、今回の選抜会、私は落ちこぼれのお前を、代表候補に無理矢理ねじ込んだのだ！　メイン・ウィザードの座が、いかなる名めい誉よと勲くん章しようをもたらすか、お前もわかるだろう？　お前はその全てを手に入れ、愚かな一族達を黙だまらせねばならないのだ。お前こそがクライトス当主に相応しい……それを示さねばならぬのだ！」

　ゲイソンはそう一方的にエレンへまくし立て、エレンの肩かたを満足げに叩たたく。

「……ふっ、明日からの第三の試験……期待しているぞ、エレン」

「はい……この私にお任せください、お祖父様……」

　そんなやり取りをして、ゲイソンはその屋上を後にしようと、グレンが隠かくれている扉へ向かって歩いてくる。

（……っとぉう、危ね!?）

　グレンは、咄とつ嗟さに魔術で重力を操作して天てん井じように張り付き、出入り口の扉をくぐって階下へと向かうゲイソンをやり過ごす。

　そして、床ゆかへふわりと降り立ち、再び扉の隙間からエレンの様子を窺うかがった。

　しばらくの間、エレンは屋上の鉄てつ柵さく越ごしに、フェジテの景色を眺めていたが──

「まったく、気楽なものだわ！」

　がしゃん！　突とつ然ぜん、癇かん癪しやくを起こして、エレンは鉄柵を猛もう烈れつに蹴けりつけていた。

「期待している？　メイン・ウィザードになれ!?　簡単に言ってくれるわね！　大だい嫌きらい！　あんな老いぼれ大嫌いッ！　早く死ねば良いのにッ！　クソッ！　クソッ！」

　がしゃん！　がしゃんっ！　がしゃんっ！

　余程の何かが腹に据すえかねているのか、エレンは声を荒あららげて、鉄柵を蹴り続ける。

「はぁーっ！　はぁーっ！　何がクライトス家よ、知ったことじゃないわ！　でも、もう少し……もう少しなのよ……ッ！　もうすぐ私はメイン・ウィザードになれるッ！　そうすれば全てが終わるッ！　そうすれば──ッ！」

　と、その時だった。

　不意に感極まったエレンが、俯うつむきながら猛もう然ぜんと扉を目指して駆かけ出したのだ。

（や、やば──ッ!?）

　あまりに突然のことで、今度は呪文を唱えている暇ひまがない。隠れる暇もない。

　エレンは乱暴に扉を開いて、中も確認せずに飛び込んで──

「うおっ!?」

「きゃあっ！」

　慌あわてふためくグレンと正面衝しよう突とつし、跳はね返されて転てん倒とうするのであった。

「お、おっと……すまねえな……ッ！」

　体幹のしっかりしているグレンはびくともしない。気まずそうに頰ほおをかくだけだ。

　そんなグレンを、床にぺたんと座るエレンが驚きよう愕がくの目で見上げてくる。

「貴方あなた、なんでここに!?　貴方がこんな場所に来る展開なんて、今まで一度も──」

「べ、別に覗いていたわけじゃねーぞ、本当だぞ!?」

　グレンは自己弁護をしつつ、慌てて周囲を見回す。

「そ、それよりも怪け我がはねえか!?　えーと……」

　すると、グレンはエレンの傍そばに、何かが落ちているのを発見した。

　時計だ。銀ぎん鎖さ付きの懐かい中ちゆう時計である。

「こ、これ、お前のか？　悪かったな……」

　グレンは、何気なくその時計を拾い上げた。

　ばちっ。

「痛っ!?」

　その瞬しゆん間かん、グレンは不意に指先に走った衝しよう撃げきに指を引っ込めた。冬場でよく経験する静電気みたいな衝撃であった。

「ったく、なんだ今のは……？　……ん？　なんだこりゃ？」

　改めて、恐る恐るその時計を拾い上げると、それは実に不思議な時計であった。

　時計盤ばんがなく、内部構造がむき出しになっている。歯車やゼンマイの他、何か見たこともない奇妙な形の部品や謎なぞの結けつ晶しよう体がふんだんに使われており、その一つ一つに何らかの記号が小さく細かくびっしりと刻まれている。そして、想像もつかない動力機構で、長針と短針、秒針が、かちかちと時を刻んでいた。

「……随ずい分ぶんと変わった時計だな……？」

　そして、その時計の枠わくの脇わきには、小さな穴が開いていた。この不思議な時計を、あくまで外見通り時計と見るなら、そこには時計の〝竜りゆう頭ず〟が刺ささっているべき場所だ。

（あ、あれ？　竜頭がねえ……？　ま、まさか落とした衝撃で、壊こわれて取れた!?）

　グレンがさっと青ざめ、周囲をきょろきょろ探る。

（これ、どう考えても相当、高ぇやつだぞ!?　弁べん償しようしろとか言われても困るぞ!?）

　グレンが戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、時計と周囲を交こう互ごに見比べていると。

（……ん？　なんだ？　この時計の枠に刻まれた文字は？）

　グレンは、ふと気付いた。

（ええと……こりゃ古代文字だな……？　しかも、かなり古いやつ）

　最近、グレンは、アリシア三世の手帳の解読を行っている。その暗号解読に、古い古代語の知識をもの凄すごく要求されるので、グレンにはそれがある程度、読めた。

（……何々？　〝ル＝キル〟？　なんだこれ？）

　ル＝キル。……聞いたことのない単語だ。音は取れるが意味がわからない。

　はて？　これは一体、なんだ？　グレンがそんなことを考えていると──

「返してください！」

　エレンが、グレンの手から時計をひったくった。

　その時計を、エレンはあらゆる角度からマジマジと確認する。

　当然、竜頭がないのも目に入ったはずだが、エレンは何も言わずに、それを懐ふところへとしまい込んだ。どうやら元々、そういうものらしい。

「……失礼します」

　そして、そう言い残して、エレンはその場を立ち去ろうとする。

「おい、ちょっと待て、お前に話がある。実はそのためにここに来たんだ」

　ここで本来の目的を思い出し、グレンがエレンを呼び止めた。

「なんですか？」

「今日の座学試験なんだが……お前、二十問目の問題をどうやって解いた？」

「……質問の意味がわかりませんが？」

　すると、またその話かと、エレンが不快そうに眉まゆを顰ひそめた。

「何度も言いましたが、実力で解いたんです。なぜ、そこまで疑うんですか？」

「そっかー、実力かぁー？　お前、よっぽどよく勉強したんだなぁ？」

「ええ、凄く勉強しました」

「凄ぇな、エレン。お前……世界に名高き第七階梯セプテンデ、セリカ＝アルフォネアに匹ひつ敵てきする魔ま術じゆつ師しだったわけだ。はは、いくらなんでもンなわけあるかよ」

「!?」

　そんなグレンの言葉に、エレンが目を剝むいた。

「あの問題な。昔、セリカが作った問題だったんだよ。しかも論文未発表のセリカしか知らない魔術理論を使ってな。あのバカ、生徒用の試験問題集に、なんてもの入れてやがんだと説教したい所だが……今、俺が言いたいことはそうじゃねえ。わかるか？」
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「…………」

「お前、どうやって問題と解答を入手した？　そう言えば、お前、試験の最初、問題冊子を開かずに解いていたな？　気のせいかと思ったが、やっぱそういうことだろ？」

　エレンは答えない。無言だ。

「こうなると全て疑わしくなる。お前、魔力測定ではどんなトリックを使った？」

「証しよう拠こは？　私が座学試験の問題を不正に入手し、魔力測定で不正を働いた証拠は？」

「ねえよ。そもそも、普ふ段だんの俺なら、たかがカンニングやチート程度で、こうも目くじら立てねえよ。だがな……」

　グレンは改めてエレンを見やる。その昏くらい目、その陰いん鬱うつな雰ふん囲い気き、絶対にあり得ない魔力容量キヤパシテイに、絶対カンニングし得ない、解け得ない試験での不正……

「……なんか、嫌いやな予感がすんだよ。お前をこのまま放置したら、取り返しのつかないことになりそうな、そんな嫌な予感がな……」

「…………」

「絶対に、お前は何かやってる。これはもう確信だ。だから、俺はお前を徹てつ底てい的に調べるつもりだ。悪いが、許可を申しん請せいして、お前のここ数日の記き憶おくを退行催さい眠みん魔術で調べさせてもらう。たかが学生が、セリカの問題を完かん璧ぺきに解いたとなりゃ、上も納得するはずだ」

　すると。

「はぁ……完全にアウトですね。まさか、これに感づく人が本当に現れるなんて」

　エレンがふぅと息を吐はいて、肩を小さく竦すくめてみせた。

「一応、善意で言っておきます、グレン先生。私に関わらないでください」

「……聞けないな」

　グレンが強い意志を込めてそう言い放ち、エレンに近寄り、腕うでを摑つかむ。

　すると……同時に、びゅお！　と、その屋上を一際強く風が駆かけ抜ぬけて──

「でないと──貴方、死にますよ？」

　エレンが最さい後ご通つう牒ちようのように、そんなことを呟つぶやいた……その時だった。




　ぼんっ！　グレンの身体からだを凄すさまじい衝撃が襲おそった。




「……は？」

　つ……、と。口内にわき起こる鉄さびっぽい味と共に、グレンの口の端はを血が伝う。

　全身から急速に力が抜ぬけていき、膝ひざに力が入らなくなる……

「だから、言ったのに。……だから、勘かんの鋭するどい人は嫌いなんです」

　エレンがグレンの腕を払はらって離はなれ、諦てい観かんと倦けん怠たいの表情で、グレンを振ふり返る。

　ああ、と。グレンはようやく気付いた。

　なんだか、妙みように胸がすーすーするなと思っていたのだ。

　嫌な予感がしたが、案の定そうだった。グレンが自分の胸の真ん中を見下ろしてみれば……そこには、まるでドーナツの穴のような大穴が、口を開いていたのだ。

「は、はは……マジかよ？　……ここまで……するか？」

　げほっ！　と、グレンが血の塊かたまりを吐く。粘ねん性せいの液体が屋上の床を叩たたく。

　グレンが力なく顔を上げると、エレンの背後には奇き妙みような異形が立っていた。

　背中に翼つばさを生やした少女だ。身体の半分が機械化され、歯車やゼンマイ、捻ね子じに発ば条ね、その他奇妙な部品が、半ばむき出しになっている。その頭、胴どう、両手、両足、翼を拷ごう問もん拘こう束そく具で戒いましめられ、目め隠かくしと猿さるぐつわまで嵌はめられたその様は、まるで芋いも虫むしのようだ。

　その全身を戒める拘束具には無数の鎖くさりが繫つながっており、それぞれ虚こ空くうに向かって伸のびている。不思議なことに、その鎖は確かに虚空に向かって伸びているのに、その先はどんなに目を凝こらしても目で追えなかった。

　まるで、人を生きたまま、想像するのも酸鼻なる拷問の果てに無理矢理機械へと改造したかのような……悍おぞましく、無む惨ざんで、冒ぼう瀆とく的な姿。直視しただけで、かつて、その少女を蹂じゆう躙りんしただろう悪意と狂きよう気きに吐き気が催もよおされ、正気が削けずれていくのを禁じ得ない。

（なんだ、あの化け物……どっから現れた……？　今、俺に何をした……？）

　そんな疑問を考察する余よ裕ゆうはすでにない。

　グレンは前のめりに倒たおれ、自分で作った血だまりの中に、沈しずむのであった。

「これに懲こりたら、もう二度と私に関わらないことですね、もっとも──次なんてないでしょうが」

「ごぁ……ぁ……ぐぅ……ぁ……、…………」

「しかしまぁ、問題冊子を開かなかったから？　私も雑になっていたとはいえ、よくもまぁ、あの程度の些さ細さいな違い和わ感かんから、ここまで気付きますね……まったく」

　エレンが何か言っているが……最早、どうでも良かった。

（……え？　マジで？　……俺……マジで死ぬのか？）

　急速に眠ねむく、暗く落ちていく意識の中、グレンが信じられない思いで愕がく然ぜんとする。

　今まで、何度も死にかけたが。

　この学院に来てからも、ことあるごとに死にかけたが。

　今回、感じる死の実感は、今までとは比ひ較かくにならなかった。

　もう自分は終わる。死ぬ。

　その実感が、絶対的な事実として、グレンの心と魂たましいをぐしゃぐしゃに押おし潰つぶす。

（……くそ、俺は……まだ……あいつらの成長を……行く末を……見届けてねえ……）

　最早、指の一本も動かず、瞳ひとみは一片の光も映さない。

　だが、そんなグレンの目には、今まで出会った人達が次々と現れては浮うかんでいく。

　セラ、アルベルト、イヴ、バーナード、クリストフ……軍時代の仲間達から始まって、セリカを筆頭とする学院の関係者、カッシュ、ウェンディ、ギイブル達、二組のクラスの生徒達……次々と。

　そして、ルミアの笑顔と。

　リィエルの、きょとんとした眠たげな表情と。

　最後に──クソ生意気な銀ぎん髪ぱつの少女の顔がグレンに微笑ほほえみかけて。

（……すまねえ）

　最後にそう、ぽつりと心の中で呟いて。

　グレンの意識は──消えた。

　その身体は、生命活動を永久に停止したのであった──




　────。








第四章　再起









　────。

「──せ──ん……生っ！　先……生……っ！」

　うるさい。

「──先生！　先生！　先生って！　先生ったら！」

　……非常にうるさい。

　先程から何度も何度も耳元でキンキン怒ど鳴なられ、脳にべったりと絡からみつく眠りが、ベリバリと意識から引きはがされていく。

「もうっ！　いい加減、起きてくださいってば、先生っ！」

「……、……んだよぉ……？」

　観念したように、グレンは教きよう卓たくに突つっ伏ぷしていた頭を上げ、眠い目を擦こすった。

「勘かん弁べんしてくれよ……俺はここんとこずっと、超ちよう忙いそがしかったんだぞぉ……？」

「先生が忙しかったのは知ってますけど！　でも、ちょっとだらけすぎです！」

　グレンの鼻先に突きつけられる、たおやかな指。視線を上げれば、陽光をきらきら跳はね散らす銀髪と、鮮あざやかな翠すい玉ぎよく色の瞳が、グレンの眼と魂とを刺さした。

　システィーナだ。その妖よう精せいのように可か憐れんな美び貌ぼうを、不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがませている。

「まぁまぁ、システィ。先生にはこれから大変な役目があるんだから……」

「ん。グレン、かわいそう」

　そして、そんなシスティーナを宥なだめるようにルミアが苦笑いしており、その後ろでリィエルが眠たげにぼそりと零こぼす。

　胡う乱ろんな頭で周囲を見回せば、ここは二年次生二組の教室内。

　カッシュ、ウェンディ、ギイブル、テレサ、セシル、リン、ロッドにカイ……いつものメンバーが、いつものようにグレン達を見つめ、やはりいつものように呆あきれ、苦笑いをしている。実にいつも通りの光景だ。

「ははは、先生、しっかりしてくれよ～？」

「まったく、カッシュさんの言うとおりですわ！　これから、他校の方々もいらっしゃるのですよ！　しっかりしてくださいまし！」

　そんなカッシュとウェンディの言葉に。

「……あれ？　んーと？　……今日、何かあるんだっけか？」

　グレンがきょとんと眼を瞬またたかせる。

　すると、システィーナがたちまち目くじらを立て始めた。

「まったく、いつまで寝ねぼけているんですか!?　この学院で行われる魔ま術じゆつ祭典帝てい国こく代表選手選せん抜ばつ会に、聖リリィ魔術女学院とクライトス魔術学院の生徒達が、今日からやって来るんですよ!?　もう戦いは今日から始まるんですよ!?」

「…………」

　寝起き特有の覚束ない意識が、ゆっくりと記憶の糸を繫いでいく。

「……そういえば、そうだった。くは、面めん倒どう臭くせぇ」

　がんっ！　グレンは、思いっきり脱だつ力りよくしたように、額を机に叩き付けるのであった──




　それからは、慌あわただしく時間が流れた。

　だらけるグレンを、システィーナが𠮟しつ責せきして。

　ひょんな会話の流れから、尊敬する祖父に追いつくため、システィーナがメイン・ウィザードを目指していることを聞いて、応おう援えんしてやりたくなって。

　それから間もなく、遠路はるばる来訪した、聖リリィ魔術女学院とクライトス魔術学院の代表候補の生徒達を、予定通りアルザーノ帝国魔術学院へと迎むかえ入れる。

　そして始まる、交流歓かん迎げい会。

　会場では、システィーナ、ギイブル、カッシュ、ウェンディらが選抜会にかける意気込みを語り、二組の生徒達がそんな彼らを激げき励れいする。

　そうしていると、久々に再会したコレットとフランシーヌが、一騒さわぎを起こして。

　その騒ぎの中、突とつ然ぜん、現れた好敵手ライバル──レヴィン＝クライトスと、システィーナが熱い対たい抗こう心を燃やし合って。

　やがて、宴えんもたけなわになって──




「うー、寒っ。ようやっと帰れるぜ……あの狐リゼめ、人をコキ使いやがって……」

　宴の後片付けが終わったのは、深夜。本格的な冬も近いこの時期、フェジテの夜特有の刺すような寒気が身体を蝕むしばむ中、グレン達はようやく帰路につくのであった。

　建物の陰いん影えいが魔物のように踊おどる夜のフェジテの街中を、グレン達は歩いている。

「あ、あはは……先生ってリゼ会長に一体、いくつ弱みを握にぎられてるんですか？」

　ローブの襟えりを立ててぶつくさ言うグレンに、ルミアが苦笑いで応じる。

　そんなグレン達の後ろの方では、システィーナとリィエルが並んで歩いていた。

「今日はエルザに会えて、良かった」

「そ、そうね、良かったわね、リィエル。……でも、こう言っちゃなんだけど、あんまりエルザさんには深入りしないほうが……いいかも……」

「……？　なんで？」

「えっと……その……リィエルにはまだ早いというか？　世界が違ちがうというか……？」

　ジト目で頰ほおを引きつらせるシスティーナに、リィエルが小首を傾かしげる。

「しかし、そう言えばなんだ？　白しろ猫ねこ。今日のお前、なんか随ずい分ぶんらしくなかったなぁ？」

　すると、グレンが振り返り、システィーナをからかうように言った。

「まさか、レヴィンに対抗意識燃やして、あんな実力アピールするなんてな？」

「う……そういうわけじゃ……いえ、その……ごめんなさい……」

　すると、少し身に覚えがあるらしいシスティーナは、ばつが悪そうに目を伏ふせた。

「ふっ。よっぽど、メイン・ウィザードになりたいんだな、お前」

「え？　あっ……はい……でもやっぱり、傲ごう慢まん……出過ぎた真似だったでしょうか？」

「馬ば鹿かな。傲慢じゃない魔ま術じゆつ師しなんかいねえよ」

　グレンが肩かたを竦すくめながら言った。

「魔術なんて、そもそもが人の領分を超こえた傲慢な技術だ──……」

　そして、師匠セリカの言葉をシスティーナへ受け売りし、談笑を続けていく。

　そんな、最中。

（しかし……さっきの交流歓かん迎げい会かいでのことなんだが……）

　グレンは、ふと気になったことを思い出しつつ、脇わきにある路地の奥を見る。

（クライトス魔術学院の学院長ゲイソンの隣となりに居た、金きん髪ぱつ三つ編みの女子生徒……なんでか俺のことを、ちらちらと警けい戒かいしていたが……俺、何かやらかしたっけ？）

　そう、システィーナとレヴィンがにらみ合っていた時、グレンは自分へ刺すように向けられる視線に気付いていた。

　クライトス校の制服に身を包んだ、金髪三つ編みの女子生徒──そんな少女から睨にらまれなければならない覚えが、グレンにはまったくない。

　そもそも、あの少女を見るのは、初めてなのだ。

（まぁ、あの場にいるってことは、クライトス校の代表選手候補だろ。これから、顔を合わすこともあるよな。機会があったら、それとなく聞いてみるか……）

　グレンがそんなことを考えつつ、また、脇を過ぎる路地の奥をちらりと見た。

　すると、そんなグレンの様子を不思議に思ったのか、システィーナが聞いてくる。

「そういえば、先生……さっきから妙みように、この辺りの路地を気にされているようですけど……何かあったんですか？」

「ん？　……え？　あれ？」

　確かに言われてみれば、グレンはさっきから、やたら無意識のうちに路地をチェックしていた……ような気がした。なぜか。

「えーと、路地に誰だれか居るんですか？」

「いや……別に？」

　そう答えるしかないグレンである。

　でも、なんだろう？　そろそろだと思ったのだ。そろそろ、路地から誰かが登場して、システィーナに喧けん嘩かを売るような──そんな気がして。

「はぁ～～……アホくさ」

　グレンは、深い溜ため息を吐ついた。

　なんで、そんな気がしたのか、意味不明である。

（どうやら、俺……本格的に疲つかれているらしいな……）

　グレンはそんなことを考えつつも、もう一度だけ、なんとなく、脇を通り過ぎる路地の入り口を覗のぞき込むのであった。すると──

「────ッ!?」

　思わず、グレンの心臓が悲鳴を上げた。

　路地の奥に、一人の少女の姿があったのだ。

　それは、まるで亡ぼう霊れいのようであった。淡あわく青白く発光する半はん透とう明めいの身体からだ。真っ暗に塗ぬり潰つぶされた空間に、その少女の姿だけが、ぼんやりと闇やみから浮うかび上がっている。

　見てはいけないものを見ちまった──グレンの背筋を、氷水が流れ落ちていくような感覚が駆かけ抜ぬけていくが……

　よくよく見たら、その亡霊少女の顔と、背中の異形の翼つばさには見覚えがあった。

「お前、ナムルス!?」

　そう。路地の奥からじっとグレンを見つめてくるその少女は、時折、グレン達の手助けをしてくれる神しん出しゆつ鬼き没ぼつの謎なぞの少女──ルミアそっくりの少女、ナムルスであったのだ。

〝肉体を失い、今は精神存在である〟──とはナムルスの弁だが、普ふ段だんはもっと実体に近い、はっきりとした姿を取って現れる。

　なぜ、今は、そんないかにも幽ゆう霊れいみたいな姿で現れたのかはわからないが──

「ナムルス!?　おい、お前、そんな所で一体、何やってんだ!?」

「えっ!?　いるんですか!?　ナムルスさん！」

　グレンの声に反応し、システィーナ、ルミア、リィエルが、グレンの視線の先……路地の奥を覗き込んだ。

　だが──

「えーと、あの、先生？　ナムルスさんはどこにいらっしゃるんですか？」

「ちょっと、先生……変な冗じよう談だんは止めてくださいよ……」

　ルミアとシスティーナが、そんなことを言って、グレンを見上げた。

「は!?　バカ、お前らの目は節穴か!?　あそこにいるだろ!?」

　グレンは、路地の奥に佇たたずむ、幽霊のようなナムルスを指差す。

「……ッ!?」

　と、その時、グレンは気付いた。ナムルスは人差し指を立てて口元にあて、何かをグレンに訴うつたえかけるような目で見つめてきている。

　そのあまりにも世界的に有名なジェスチャーが示す意味など、一つしかない。

（……黙だまってろ？）

　微かすかに小首を傾げるグレンに、ナムルスが小さく頷うなずいた。

　そして、ナムルスは、今度は人差し指をくいくいと自分の方へ傾かたむける。

　これも簡単だ。すなわち、〝ついてこい〟。

　すると、ナムルスはくるりと背を向け、さらに路地の奥へゆっくり移動していった。

「…………」

「ねぇ、ちょっと、先生……だから、どこにナムルスさんがいるんですか？」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、さすがに苛いら立だち始めたシスティーナに、グレンは言った。

「……じょ、ジョークでぇ～～すっ！　ビビった？　ねぇねぇ、ビビった!?」

「はぁ!?　こ、この、おバカッ！　もうっ！」

「あ、あはは……」

「？」

　道化を取り繕つくろうグレンに、システィーナがふかーっと喰くってかかり、ルミアが苦笑い、リィエルはいまいちよくわかってないように目を瞬かせている。

　そして、そんな三人娘むすめ達を置き去りに、グレンは路地の奥へ向かって駆け出した。

「ところで、俺、急用を思い出した！　やべえやべえ！　急がないとやべぇ！」

「あ、ちょっと、先生!?　一体、どこへ──ッ!?」

　慌てたような声を上げるシスティーナの制止を、グレンは振ふり切る。

「てなわけでリィエル！　システィーナとルミアを頼たのむぞ！」

「ん、よくわからないけど、任せて。ルミアとシスティーナは、わたしが守る」

　こくん、とリィエルが無表情に頷くのを尻しり目めで確認し、グレンは路地の奥へと消えたナムルスを追うのであった。




　複雑に入り組んだ路地裏を、グレンが駆ける。駆け抜けていく。

　分かれ道で、ちらり、ちらりと姿を見せるナムルスを追って、ひたすら奥へ。

　程なくして、グレンは路地裏の奥に隠かくれるようにあった、小さな広場へと導かれた。

　四方は建物に囲まれており、見上げる星空を四角形に切り取っている。

『やっと、来たわね、グレン。……遅おそいじゃない』

　そんな空間の中央で、ナムルスは待っていた。

「よぉ、久しぶりだな、ナムルス。ったく、聖リリィ組といい、お前といい、今日はどうしてこう、懐なつい面子めんつが大集合するのか……まぁいい」

　グレンは息を整えながら、ナムルスへと歩み寄った。

「わざわざ、俺にだけ姿が見えるようにして一体、何の用だ？　お前が出張ってくると大たい抵てい、ロクなことが起こらんから、正直、勘かん弁べんして欲しいんだな。そもそもなんだ？　その今にも消えそうな幽霊ちっくな姿は？　いつもならもっとこう──」

『焦あせらないでよ。順を追って説明するわ。そうね……まず、取り急ぎ、私から貴方あなたに言いたいのは……』

　はぁ、と。ナムルスは溜め息を吐くような、拗すねたような仕草を見せて、言った。

『５０４５回』

「はぁ？　五千……なんだって？」

『５０４５回よ。貴方がこの一週間……ええと、なんとか代表選手選せん抜ばつ会だっけ？　とやらを、貴方が繰り返ループした回数』

「…………」

　ナムルスの言っていることの意味不明さに、グレンは頭が痛くなってきた。

「すまん。言ってる意味が、さっぱりわからん。もっとわかりやすく──」

『そのままの意味よ！』

　すると、ナムルスがいかにもうんざりだとばかりに叫わめいた。

『貴方はこの一週間を、何度も何度も繰り返してるって言ってるの！　少しは１００年近く、代わり映えのない光景を見せられ続けた私の身にもなってよ、もう！』

「おい……ナムルス。お前、頭は大だい丈じよう夫ぶかぁ？」

　まるで信じていない、小こ馬ば鹿かにしたような目で、グレンは呆あきれたように言った。

「まぁ、仮にそんな繰り返しが起きていたとして、その証しよう拠こを──』

『ああもう！　時間がないから黙ってて！』

　すると、ナムルスは焦ったように半透明の手を伸のばし、グレンの額に指をつける。
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「お、おい……ナムルス？」

『やっとよ……なんでかわからないけど、やっと、貴方に接せつ触しよくできたんだもの。この機を逃のがしてなるもんか……ッ！』

　そう言って、ナムルスは目を瞑つぶった。

『グレン、何千回ものループの記き憶おくを一度に戻もどすと、容量オーバーで脳と精神をやられるわ。だから、ここ最近の十数回のループに限定して、貴方の記憶を蘇よみがえらせる』

「は？　だから何を──」




　ばちり！




　次の瞬しゆん間かん、グレンの脳内に、稲いな妻ずまのような衝しよう撃げきが走った。

「ぅ、ぅおおおおおおおお──ッ!?」

　蘇る。グレンの頭の中に次々と蘇る。走そう馬ま燈とうのように蘇る。

　延々と繰り返される一週間、その閉ざされた軌き跡せきの記憶が──

「な──、こ、これは──……ッ!?」

　最初の十数回のループは、ほとんど展開が同じだ。

　一日目に、システィーナに叩たたき起こされ、交流歓かん迎げい会かいに参加。

　二日目の第一の試験、魔ま力りよく測定会。三日目の第二の試験、座学試験。

　エレンについて何かがおかしいと感じつつも、選抜会は順調に進み……

　そして、四日目から第三の試験、『総当たり魔術決けつ闘とう戦』が始まる。

　文字通り、六十人の代表候補達が総当たりで一対一の決闘戦を行って、その成績を競うという、今回の代表選手選抜戦でもっとも配点が大きい試験だ。

　その中でも、システィーナとエレンは、圧あつ倒とう的な強さでお互たがいに勝ち星を上げ続け──

　だが、最後にシスティーナがエレンを下し、システィーナがトップに立つのだ。

　一週間を何度繰り返しても、途と中ちゆう、多少の違ちがう展開は交じるが、毎回同じ結果だ。

（そして、その後すぐ、代表選手選抜会の閉会式が行われて……エドワルドのじいさんの退たい屈くつな長話の果てに、メイン・ウィザードの名前が発表される。その名前は当然──）

　システィーナだ。もっとも配点が高い決闘戦で全勝したのである。当然だ。

　確かに、エレンも健けん闘とうした。

　魔力測定はシスティーナに迫せまり、座学試験に至ってはシスティーナの一歩上を行った。

　そして、決闘戦でも、エレンはシスティーナを相手に健闘したのだが──どうしても、システィーナには勝てなかった。何度やっても、この結果だけは変わらない。

　エレンは結局、システィーナには届かなかったのである。

（そして──、そこが終わりΩだ。即そく、始まりＡへと繫つながる）

　そう。

　メイン・ウィザードにシスティーナの名前が発表された瞬間、全てが暗転し──

　全てが闇の中へと包まれて──




　──せ──ん……生っ！　先……生……っ！

　──先生！　先生！　先生って！　先生ったら！

　──もうっ！　いい加減、起きてくださいってば、先生っ！




　──システィーナに叩き起こされる、繰り返しの始まりＡが始まるのだ。

　グレンは、いや、今、あの学院に集う全ての人間が、知らず知らずのうちに、その代わり映えのない一週間を、延々と繰り返し続けてきたのだ。

　そして──グレンは、思い出してしまった。

「うっ……」

　ずっと、代わり映えのない繰り返しだったが、前回だけは展開が違った。

　それは、今まで一度もない展開であった。

　三日目の座学試験の後、グレンはエレンを探りに行ったのだ。

　グレンが動いた理由は、エレンがセリカの問題を解いたことによる違い和わ感かんと不ふ審しん感のためだ。このせいで、どうしてもエレンに探りを入れたくなったのだ。

　こうして繰り返しの記憶を取り戻し、ループを俯ふ瞰かんできるようになるとよくわかる。

　それ以前までのループでは、エレンもセリカの問題を解くことが出来ず、システィーナと同率の９５０点が、エレンの座学試験の得点だった。

　そのため、エレンの能力に不審を抱いだきながらも、グレンは動かなかった。

　だが前回、繰り返すループの中で、エレンはついに解法と理解を得たのか、セリカの問題を解いてしまい、システィーナを超こえる最高得点を取った。

　これが、グレンが今までと違う行動を起こす引き金となったのだ。

　そして、グレンは怪あやしいエレンに探りを入れるように詰つめ寄って──

　──奇き妙みような怪かい物ぶつに殺された。謎なぞの手段で胸に大穴を開けられて。

　それが、グレン視点での前回のループの終わりΩである。

　全ての記憶が戻ったわけではないが、恐おそらく、ナムルス曰いわく数千回のループの中で奇き跡せき的に起きた、今までとは〝違う〟展開だったのだろう。

「ぅ……ぉ、ぉおええぇ……ッ!?」

　あの生々しい死の感かん触しよくを思い出し、グレンは思わず口元を押さえて蹲うずくまった。

『……どうやら思い出してくれたようね』

　そんなグレンを、ナムルスが冷ややかな目で見下ろしながら言った。

「なん、だ……なんなんだ、クソッ!?　こりゃ一体、どういう状じよう況きようなんだッ!?」

　わからない。頭が痛い。寒気と吐はき気が止まらない。

　そんなグレンの気を知ってか知らずが、ナムルスがどこか楽しそうに言った。

『ふふふ、グレン。前回、貴方が死んだ後、傑けつ作さくだったわよ？　屋上に血ち塗まみれで倒たおれ伏ふす貴方の遺体を発見した、貴方の生徒達の反応と来たら！　〝先生、なんで!?〟、〝どうして!?　一体、誰だれがこんなことを!?〟……皆みな、ぎゃんぎゃん泣いちゃってさ！』

「…………ッ!?」

『特に、システィーナやルミア、リィエルの騒さわぎ方と泣き顔と来たらもう！　あのぽんこつ……確かイヴだっけ？　あの女すらも真っ青になって、今にも泣きそうなのを必死に堪たえていたわ！　〝私のせいだ〟なんて震ふるえながら呟つぶやいて。あははははははーっ！』

　ナムルスはさもおかしそうに、やけくそ気味に高笑いをしていた。

『本当に滑こつ稽けいね！　ループしてるからすぐ元通りになるのに！　それに気付かず、何をあんなに大騒ぎしてるんだか！　実際、あの後、すぐにループが始まって──』

　すると、ナムルスは、グレンが鬼おにのような形相で睨にらみ付けてくるのに気付く。

　思わず気け圧おされ、口を噤つぐむ。

「……おい、やめろ」

『……ごめんなさい』

　地じ獄ごくの底から響ひびくようなグレンの一言に、ナムルスは素直に引き下がった。

『私も少し、マトモじゃなかったわ。……だって、私の主観視点で１００年近く、まったく状況が動かないんだもの……同じ事ばっかりで……おまけになぜか、貴方達に干かん渉しようもできなかったし……貴方達の誰とも話せず、ずっとひとりぼっちだったし……』

　さっきまでの不謹きん慎しんな言動は、わりと子供っぽい癇かん癪しやくだったのだろう。ナムルスは、苦々しくも、どこか苛いら立だたしい……なんとも複雑な表情で、そっぽを向いていた。

「……とにかく、このクソったれな状況はわかったよ。だが、なんでもっと早く、教えてくれなかったんだよ？」

『だから、今までは干渉出来なかったのよ……繰り返される一週間の時空間だけ、通常の時間軸じくの流れから……分枝世界から切り離はなされていたの』

「……？」

『少し真理の一片を明かすけどね。以前、私は肉体を失って、この世界の霊脈レイ・ラインに縋すがりつく思念体のような存在って言ったでしょう？

　より正確には、私の根源的な存在本質は、この世界とは違う世界──外宇宙にあって、そこから、私の存在の一部を霊脈レイ・ライン……アマラ経絡を通じてこっちの世界へ飛ばし、それをインターフェイスに、貴方達と接触していたってわけ。

　なぜ、そんな回りくどいことをしてたかと言えば、私の根源的な存在本質が貴方達人間には到とう底てい理解し得ないものだから。というか理解したら正気がぶっ飛ぶし。だから、貴方達人間でも、まだ理解し得る姿──名無しナムルスとして現れたって、そういうこと』

　今、何かもの凄すごい重要な情報が明かされている気がするが……それについて言げん及きゆうしている場合ではないのだろう。

「んー？　……お前って、要するに概がい念ねん存在の分霊みたいなもんか？」

『まぁ、厳密には違うけど、そう思ってくれて構わないわ。とにかく、本来の私は、この世界の〝外〟に居るの。だから、この繰り返される一週間が、その〝外〟と完全に切り離されていたから、貴方に干渉できなかったってわけ』

「ちょっと待て。話がおかしいぞ。まだ繰り返しの一週間が続いてるんだろ？　つーことは、まだ〝外〟とは切り離されているはずだ。なんで、お前は俺と接触できている？」

　すると、ナムルスがむっとしたように、言った。

『そんなのわかるわけないじゃない！　むしろ、どうして急に貴方と接触できるようになったのか……こっちの世界と回線が繫がったのか、こっちが知りたいわ！』

「……おい」

『確かに、私と貴方との間には、元々〝とある強固な縁えん〟があるわ。多分、その縁のお陰かげで、私は今、貴方にだけは接触できるようになってる……その原因は不明だけど』

「そう言えば、白しろ猫ねこやルミアに、お前が見えている様子はなかった……」

『それでも、今まで貴方に干渉できなかったの。それだけ断絶が強かったから。ねぇ、グレン、聞いて。私は、この繰くり返される一週間を、〝外〟から延々と観測し続けていたけど、時折、なぜか〝見えない部分〟があった。そして、ついに起きた状況変化……繰り返される一週間の中の例外中の例外、前回のループ……三日目で、貴方が何者かに殺されてしまった回。実は、貴方が誰に殺されたのか、私には〝見えなかった〟』

「!?」

『そして、なぜか、それを契けい機きに、私と貴方の回線が一時的に辛かろうじて細く繫がったわ。……一体、貴方は前回のループで何をしたの？』

「何をしたって言われても……そんなん知るかよ」

『思い出して。重要なことよ』

「んなこと言われても、わからんものはわからん。そんな、何かこのループに変化が起きるような特とく殊しゆなことをやった覚えはねえ。だが……」

　グレンは、ぱんっ！　と手と拳こぶしを打ち鳴らした。

「事態の黒幕はわかるぜ。エレンだ」

『エレン？　ああ、あの負け犬？』

「お前、口が悪いな。まぁ、とにかく、エレン……間ま違ちがいなく、あいつがこのループの仕し掛かけ人だ。間違いなく、あいつは周回記き憶おくを継けい承しようしたまま、ループしてんだ。

　そりゃ、何千回も繰り返せば、セリカの問題ですら解けるようにはなる。それに、魔力の錬れん成せい……霊れい的てき感覚の鍛たん錬れんは肉体鍛錬と違って、知覚しているか否かだ。つまり、魔力錬成の経験を記憶として引き継つげるなら、そりゃ百年もやってりゃ自ずと魔力は鍛きたえ上げられる。身体からだも、もっとも成長率の高い年代のままだしな。エレンのアホみてえに高い能力の秘密は、それだ」

「その負け犬は、なんで繰り返しているわけ？　方法はともかく、その動機は？」

　ナムルスの疑問に、グレンはあの屋上でのゲイソンとエレンの会話を思い出す。

「恐らく……エレンは家の重責を背負っている。どうしても、今回の選せん抜ばつ戦で勝たねばならなかった。だから、勝てるまで繰り返す──それがエレンの動機だ」

『そう。だとしたら皮肉ね。そこまでしてシスティーナに一度も勝てないなんて』

「根本的な器の差ってやつだ。悲しいが、世の中には怏おう々おうとして〝そういうこと〟があるんだよ。……〝どんなに努力しても、絶対に敵かなわない奴やつ〟ってのがな」

　極限まで鍛え上げても、天才であるシスティーナには叶わない。

　それが、凡ぼん人じんエレンの限界──壁かべなのだ。

　その壁を越こえるには、新しい何かに開眼しないといけないのだが……こんな閉ざされた世界と時間の中では、そんなもの望むべくもない。

　凡人が我流で剣けんを稽けい古こしても、天才の剣には絶対に敵わないのと同じだ。

　凡人が天才に勝つつもりなら、せめて、長き歴史の中で多くの先達が洗練させ、磨みがき抜ぬいてきた剣術を、良き師の下で一から習うとかしなければ、お話にならない。

　一個の懸けん絶ぜつした才覚に対しては、歴史の重さで対たい抗こうするしかないのだ。

「とにかく問題は、エレンのやつがどうやって、この一週間をループさせてんのか、だが……とにかく、突とつ破ぱ口こうはエレンだ。エレンに探りを入れる」

『そう……』

　グレンが自分の方針をナムルスに伝えた……その時であった。

　ナムルスの姿が、不意に蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぎ始めた。

「お、おい……？　ナムルス？」

『時間みたいね』

　揺らぐナムルスの姿は、ゆっくりと闇やみの虚こ空くうへと薄うすらいでいった。

『グレン、聞いて。世界は矛む盾じゆんを許さない、知ってるでしょう？』

「あ、ああ……魔ま術じゆつの基本理論だ」

『何千回もループしたこの時空間……もうすでに限界に達し始めているわ。これ以上、ループしたら、時空間が本来の時間軸からねじ切れて隔かく離りされてしまう……見て？』

「──ッ!?」

　ナムルスが何かを念じると、グレンの世界が不意に様変わりした。世界──空間が、ぐるぐるに捻ねじれて歪ゆがんで、虚空に無数の亀き裂れつが編み目のように走っているのだ。

　今にも世界の全てが崩くずれ墜おち、崩ほう壊かいしてしまいそうであった。

「こ、これは……ッ!?」

『人間の感覚で理解できるように、時空間の歪みを見せたわ。この通り、貴方の世界はもう崩壊寸前なの。不自然なループを繰り返し続けることによってね』

　ナムルスが指を打ち鳴らす真ま似ねをすると、世界の歪みは再び不可視となる。

　だが、歪みに歪みきった世界の真実の姿に、グレンは息を吞のむしかない。

『完全にねじ切れてしまえば、貴方達はもう、〝どこにも向かわない〟。同じ一週間を永えい劫ごうに繰り返す羽目になるわ。……そう、永劫に』

「……永劫に……」

『グレン、このループから抜け出して、お願い。貴方には役目がある。貴方はこんな鳥とり籠かごの中で足あし踏ぶみしていてはいけないの。……未来と、そして、過去のために。そしてなにより、貴方自身のために。だから──』

　懇こん願がんするように言葉を紡つむぎながら、ナムルスの存在は希き薄はくになっていき──

　──やがて、完全に消しよう滅めつしてしまうのであった。

「……未来と過去のために、か」

　しばらくの間、グレンはナムルスの消えた虚空を、ぼんやりと見つめて呟いた。

「正直、役目とかは、ようわからんけどなぁ」

　グレンは、静かに物思う。

　やはり思い浮うかぶは、自分の教え子達。そして、システィーナにルミア、リィエル。

　歩みの果てに、きっと自分では届かなかった輝かがやかしい未来を摑つかんでくれるに違ちがいない生徒達の姿が、笑顔が、グレンの脳裏に浮かんでは消えていく。

　だから──

「──あいつらの未来を閉ざさせるわけにはいかねーな」

　グレンは決意を胸に、くるりと踵きびすを返し、その場を立ち去っていくのであった。




　次の日。二日目の今日は、第一の試験、魔力測定の日だ。

　朝の訪れと共に、グレンは今までのループ通り、魔力測定の会場へと向かった。

　この時間帯、システィーナはすでに会場入りしていないので、グレンはルミアとリィエルを引き連れ、会場へと向かう。

「恐おそるべき、単純作業が始まる……だけだったら良かったんだけどな」

「え？　先生、どうかしましたか？」

「うんにゃ、なんでもねえ」

　小首を傾かしげるルミアに、グレンは首を振ふって応じた。

（さて……そろそろだな）

　やがて、魔力測定の会場である、魔術競技場が近付いて来ると。

　ざっ！　不意に、何者かがグレンの前に立ちはだかる。

「ふん。君を待っていた」

　毎度のように、学院の魔導考古学教授フォーゼルが、グレンの前へ現れていた。

（ったく、ワンパターンな野や郎ろうだ……）

　ループの記憶をある程度継承したグレンは、このタイミングで、いつもフォーゼルがやってくることを知っていた。

　だから──

「話は聞いたぞ、君がグレンだな？　さぁ、急ごう。来るん──」

「そぉおおおおおおおおいっ！」

「──だぁああああああああああああぁぁぁぁぁーーッ!?」

　グレンは、フォーゼルが詰つめ寄ってくるなり、遠えん慮りよなく投げ飛ばす。

「ぐみゅん!?」

　背中から激しく地面に叩たたき付けられたフォーゼルは、あえなく気を失うのであった。

「……生あい憎にく、アホに構ってる暇ひまねえんだよ、俺は」

　フォーゼルを見向きもせず、グレンは会場へと向かう。

「……せ、先生……？」

　普ふ段だんと違うグレンの様子を、ルミアはどこか不安げに見つめるのであった。




　魔力測定の会場に辿たどり着くと、そこにはすでに大勢の生徒達が集まっていた。

　アルザーノ帝てい国こく魔術学院の生徒達、聖リリィ魔術女学院の生徒達、そして、クライトス魔術学院の生徒達。もうすっかり準備は万ばん端たんのようだ。

　いつものように、会場の中心には三つのガラス円えん筒とう型の魔導装置。

　三校の生徒達は、そのガラス円筒を囲むように集合している。

　そして、やはりいつものように、生徒達がこの測定会への意気込みを語り合っていたり、軽く準備運動としての魔力錬成を行っている中──

「……さて。エレンはどこだ？」

　グレンはきょろきょろと、エレンの姿を探した。

「先生、どうしたんですか？　魔力測定、始めないんですか？　もう時間ですけど」

「待て、それは後にしろ」

　不思議そうに聞いてくるシスティーナを手で制し、グレンはエレンの姿を探す。

　──居た。程なくして見つけた。エレンは会場の隅すみで、何食わぬ顔で佇たたずんでいる。

　グレンは、生徒の群れをかき分け、エレンに向かって歩いて行った。

「先生？　って、あれ……？　あそこにいるクライトス校の子……噓うそ、ひょっとして、エレン？　エレンなの!?」

　昨晩、交流歓かん迎げい会からの帰り道で、エレンが姿を現さなかったためだろう。

　今回のループでは、エレンを認識するのは、今日が初めてになったシスティーナが、驚おどろきの声を上げているが……どうでもいい。

　グレンは構わず、ずかずかとエレンに詰め寄っていく。

「エレン！」

　すると、エレンが接近してくるグレンに気付いた。

「……グレン先生？　私に何か用ですか？」

　エレンはすまし顔でグレンに応対するが、やがて、はっと違い和わ感かんに気付く。

「……えっ？　待って。私、今回は、まだ先生には接せつ触しよくしてな……」

「お前に、色々と聞きたいことがある」

　途と端たん、エレンの顔が真っ青になった。

「噓……まさか、貴方も記憶の継承を？　今まで、そんなことは一度も……くっ……」

　すると、動どう揺ようしたエレンが、くるりとグレンに背を向け、駆かけ出す。

「待て！」

　だが、グレンは床ゆかを蹴けって素早く距きよ離りを詰め、エレンの腕うでを摑んだ。

「くっ!?　放して！　放してくださいッ！」

「バカが！　逃にがすかよ!?」

　周囲の生徒達が、何事かと困こん惑わくして顔を見合わせる中、二人は怒ど鳴なり合う。

「何度も言ってるでしょう!?　私のことは放っておいてくださいっ！」

「放っておけるわけないだろ!?　お前、わかってるのか!?　今の状じよう況きよう！」

「わかってます、わかってますから！　後、もう少し！　後、もう少しで、私はシスティーナに勝てるんです！　だから──今は何も聞かないでッ！　お願いだからッ！」

　駄だ目めだ、こいつ、何もわかってない……グレンは、頭に血が上る感覚を堪こらえながら、だだっ子のように暴れるエレンの腕を引いた。

「ここじゃアレだから、こっち来い。全部、洗いざらい話してもらうぜ」

「だ、だから駄目です！　その行動は完全にアウトです！　今すぐ、私を放して！　私に関わらないで！　貴方──そんなに死にたいんですか!?」

　エレンが絹を裂さくような拒きよ絶ぜつの叫さけびを上げた──その時であった。




　ぼんっ！　つい最近、経験した衝しよう撃げきが、再びグレンの胸部を襲おそった。




　途端、周囲のざわめきが、ぴたりと水を打ったように止まった。

　その場の誰だれもが絶句して、呆あつ気けに取られて立ち尽つくし、グレンを見つめている。

　そんな周囲の様子に、グレンが恐る恐る自分の胸元を見れば……

「げほっ!?　くそ……ッ！　ま、また、かよ……ッ!?」

　案の定、そこには冗じよう談だんのような大穴が開いている。血が噴ふん水すいのように噴ふき出ている。

「……、……え？」

「……せ、先生……？」

　システィーナも、ルミアも、リィエルも。その他全ての生徒達も。

　そのあまりにも唐とう突とつで意味不明な現象に、全員が石像のように硬こう直ちよくして動けない。言葉を発することもできない。時間が完全に止まってしまっている。

　そして──瀕ひん死しのグレンが、目を剝むく。

　いつの間にか……エレンの傍かたわらに何かが居る。人間とは違う、悍おぞましき何かが。

　それは、半ば機械化されて拘こう束そく具で縛いましめられた、背中に翼つばさを持つ少女──前回のループでも現れた、あの冒ぼう瀆とく的な異形の姿の少女だ。

「そ、いつは……ッ!?　一体、なんなん……が──はっ!?」

　グレンは血を吐はき、全身を瘧おこりのように震ふるわせながら、辛かろうじて問いかける。

　すると、エレンがそんなグレンへと身を寄せ、グレンにだけ聞こえるように、そっと耳打ちをした。

「番人ルーラーですよ。この閉じた一週間のね」

「……番人……？　ごほっげほっ……ッ！」

「なぜ、貴方が前回のループの記き憶おくを継けい承しようしているのかはわかりませんが……無む駄だなんです。この一連のループには、幾いくつかルールが決められているんです。〝私に干かん渉しようして、私の目的を妨ぼう害がいをする者の排はい除じよ〟……これが設定されたルールの一つ」

「……ルー……ル……ッ!?」

「ああ、ご安心を。別に、私は人殺しがしたいわけじゃありません。だから、この閉じた一週間のループ内において、番人の手による誰かの死は、〝特とく殊しゆループの引き金〟となっています。それもルールです……ほら」

　と、その時だ。

　かちり。何か、時計の針が時を刻むような音が、小さく響ひびき渡わたった。

　すると、エレンの傍らにいた、異形の機械少女が変形する。

　その身体からだが二つに折れ、四つに折れ、腕が畳たたまれ、足が収納され、首や胴どうがぐるぐると捻ね子じのように回転して引っ込み……その姿が瞬またたく間に小さくなっていく。

　一体、どんな仕組みと構造なのだろう？　明らかに質量保存の法則を無視して、その異形の少女は小さく畳まれていく、畳まれていく、畳まれていく──

　数秒後、その異形はエレンの手の中で、かちかちと時を刻む懐かい中ちゆう時計となっていた。

　その時計には見覚えがある。あの竜頭がない奇妙な時計だ。

　すると、エレンはその時計の針を、グレンへ見せるように向けた。

　その時計の針は、反時計回りで、もの凄すごい勢いで回転を始めていた。

「ほら、見てください。この時計はちゃんと作動しています。この世界線の時間はここで終わりΩとなり、巻き戻もどされ、始まりＡと設定した時点へと回帰します」

「そ、その……時計は……なん、なんだ……ッ!?」

　グレンは血を吐きながら、問いかける。

　だが、エレンは答えず、グレンに背を向け、グレンからそっと離はなれた。

「この時計がある限り、誰も私の邪じや魔まをできません。まぁ、次が始まるまで、相当苦しいかと思いますが……まぁ、どうぞ、ごゆっくり」

　誰もが呆ぼう然ぜんとして動けない中。エレンは悠ゆう然ぜんと去って行く。

　当然、それを追う余よ裕ゆうも体力も、今のグレンにはなく──

「く、そ……ッ！」

　再び、グレンは血だまりの中へ前のめりに倒たおれ伏ふすのであった。

　そして、それを切っ掛かけに、場の凍こおり付いていた時間が、ようやく動き始める……




　きゃああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?




　場を支配する悲鳴、絶ぜつ叫きよう、紛ふん糾きゆう。

　遠くなる意識の中、阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒さわぎが、倒れ伏すグレンを襲った。

「せ、先生ぇえええええ──ッ!?　な、なんでっ!?　どうしてっ!?」

　真っ先に駆けつけたシスティーナが、泣きながら、瀕死のグレンを抱かかえ起こしている。

「噓……法医呪文ヒーラー・スペル、全然、効かないよ……先生……あ、……あぁ……やだ……」

　ルミアもやはり呆然と泣きながら、グレンの傷口を押さえている。

「グレン……？　やだ……やだ！　……死なないで……死なないで、グレン！」

　あの、普段無表情なリィエルすらも、悲痛な泣き顔だ。

「先生ッ!?　おい、しっかりしろよっ!?　何があったんだよ!?」

「じょ、冗談だろ!?　なぁ!?　いつもの冗談だろ!?」

「先生！　噓ですわ、こんなの……先生ぇええええええ──ッ！」

　カッシュも、コレットも、ウェンディも、フランシーヌも、ギイブルすらも。

　突とつ然ぜん、わけもわからず死に逝ゆくグレンを取り囲み、取り乱し、泣き喚わめき、泣き叫び、泣きじゃくり──もうその場は、とても収拾がつきそうになかった。

（……ああ……こいつら、うっせぇ……）

　沈しずみゆく意識の中、グレンはもう大分、暗くなった目で、今一度、自分を見下ろす生徒達の表情を流し見ていく。そんな生徒達の表情は──

（は、はは……ナムルスのやつ……アホか……？）

　グレンは、自じ嘲ちよう気味に笑った。

（……この顔が傑けつ作さくだって？　笑える冗談だぜ……頭おかしいんじゃねえの？）

　今、グレンに去来する思いはこれしかない。

　大穴が開いた胸部に、震える血ち塗まみれの手を当てて、グレンは思った。

（……胸が痛ぇ……）

　それを最後に。

　グレンの意識は、暗く、深く、深しん淵えんの底に沈んでいくのであった──




　──ここが今回の終わりΩ。

　そして、ΩオメガからΑアルフアへと流転する──
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　────。




　魔ま術じゆつ祭典に向けて、アルザーノ帝てい国こく魔術学院で行われる代表選手選せん抜ばつ会。

　アルザーノ帝国魔術学院、聖リリィ魔術女学院、クライトス魔術学院……帝国三大魔術学院から選出された、総勢六十名の代表選手候補達。

　初日に開かい催さいされた交流歓かん迎げい会かいは、多少の波乱を起こしつつも、つつがなく終しゆう了りようした。

　そして、ついに選抜会が始まる。

　二日目は、魔力測定。

　三日目は、座学試験。

　魔ま術じゆつ師しとしてごく基本的な素養を測った後、四日目からついに、本格的に代表選手を選定する、第三の試験『総当たり魔術決けつ闘とう戦』が行われる運びとなった。

　これは文字通り、参加する代表候補が自分以外、五十九名と総当たりで、一対一の模も擬ぎ魔術戦を行っていく選抜試験だ。

　魔術師同士の戦いには、その術者の得意とする魔術分野や習得呪文によって、相性というものが存在するが、総当たり戦ともなれば話は別だ。泣いても笑っても、上げた勝ち星の数で、現時点での魔術師としての〝実力差〟が明確に出てくる。

　総勢六十名ともなる総当たり戦となると、総試合数は相当なものだ。

　これが魔術競技場に十の試合場を設置して、四日間に分けて行われるので、かなりのハードスケジュールだ。一試合につき十分の時間制限付きとはいえ、生徒達は一日に十四～十六試合もの試合数を、あちこち試合場を移動しつつ、こなしていくことになる。

　当然、魔力のペース配分や持久力も試され、時に勝ち目の薄うすい試合を棄き権けんして、魔力を温存する……時に強敵相手に本気を出さず、引き分け狙ねらいでお茶を濁にごす……そんな戦略的判断も必要となってくるだろう。

〝負ける戦いはしない、勝てる時に戦う〟──それが、魔術師の戦いの大原則だ。

　何が起きるかわからない、魔術祭典。生徒達が目先の勝利に囚とらわれず、趨すう勢せいを見み据すえた押し引きの判断を冷静にできるか……そういうことも試されているのである。

　そして、模擬魔術戦の日程と試合は、順調に消化されていく。

　全体的には、アルザーノ帝国魔術学院の生徒達が、平均的に高成績を出していた。聖リリィ校やクライトス校は一歩リードを譲ゆずる形だ。

　古こ豪ごうの意地を見せつけたわけだが、それ以上に、イヴという優ゆう秀しゆうな軍事教練教官の指導を受けてきたことが、効いているのだろう。

　そして、グレンに縁えん深い生徒達は、誰も彼もが目覚ましい活かつ躍やくをしていた。

　カッシュは、勝率約40％推移だ。

　一見、低い勝率に見えるが、今回の模擬魔術戦には、制限時間内で決着がつかない〝引き分け〟がある。それを考えれば、決して悪い成績ではない。格上相手にも、粘ねばり強く引き分けで喰らい付いている。出自と年次を考えれば、大健けん闘とうしている方だ。

　ウェンディは勝率約50％推移。

　技量は高いので、もっと勝率が高くても良いのだが、どうにも凡ぼんミスが目立ち、勝てる試合を落としているケースが散見される。

　聖リリィ組では、やはり案の定、コレット、フランシーヌ、ジニーの三人が突とつ出しゆつして良い成績を出していた。

　ジニーは勝率60％推移。

　コレットとフランシーヌに至っては勝率70％推移である。コレットの魔闘術ブラツク・アーツ、フランシーヌの召しよう喚かん術の冴さえは、会場内の誰もが一目を置くほどだ。

　そして、意外なのが──

「そこまで！　勝者、ギイブル＝ウィズダン！」

「だぁああああああああああーーッ!?　くっそぉーッ!?　負けたぁ!?」

「ふん」

　ギイブル。なんと勝率80％推移。

　当初はあまり注目されていなかったが、聖リリィ組でも非常に調子の良かった、コレット、フランシーヌの二人を立て続けに下し、会場が一気に沸わき立つこととなった。

「まさか、あのコレットとフランシーヌを、ああも鮮あざやかにあしらうなんて……」

「あいつ……二年次生二組のギイブル＝ウィズダンだろ？」

「システィーナ以外にも、凄ぇやつ居たんだな、あのクラス……」

　敵情視察をしていた他の候補達や、観客席で観戦していた生徒達が、口々にギイブルを賞賛し、讃たたえ始めている。

「くそっ……なんだよ、ギイブルのやつ……戦い方が嫌いやらしすぎるぜ……」

　今の試合でギイブルに負け、すごすご控ひかえ室に戻って来たコレットが、涙なみだ目めで呻うめいた。

「ですわよね!?　錬れん金きん術じゆつでゴーレム並べて、罠わな張って、隙すき間まから魔術狙そ撃げきして……こっちがやられて嫌なことを的確にやって来ますわよね、彼！　性格悪いですの！」

　その前の試合でギイブルに負けたフランシーヌが、涙目でコレットに同意する。

「まぁ……ギイブルさん？　彼、ぱっと見、本当に長いこと、こつこつ地道に努力し続けてきたタイプですね。才能任せで経験値の低いお嬢じよう様さま達には、まだ分が悪いかと」

　そして、ジニーが、そんなコレットとフランシーヌを慰なぐさめるのであった。

　他にも、案の定、クライトス校のレヴィンが、他者の追つい随ずいを許さない圧あつ倒とう的な成績を叩たたきだし、会場中の注目を集めたり。

　リゼが、それに追随し、レヴィンとの直接対決では、なんと引き分けに持ち込んだり。

　ジャイルが、勝率85％推移……リゼに匹ひつ敵てきする成績を、ちゃっかり出していたり。

　変わり種を言えば、今回、アルザーノ帝国魔術学院で唯ゆい一いつ、一年次生で代表候補に選ばれた女子生徒が、意外なほど高い勝率を出して、大健闘していたり。

　この目まぐるしく動く試合展開に、観戦していた生徒達は、一体、誰だれが十人の代表選手に選ばれるのか、誰がメイン・ウィザードになるのかの話で、大いに盛り上がっていた。

　無論、それはグレンのクラスの生徒達も例外ではなく──

「凄い、凄い！　皆みな、やるなぁ！」

「うん、カッシュ君も、ウェンディも、ギイブル君も……皆、凄く頑がん張ばってる……」

　観客席で試合を観戦するセシルとリンが、手を叩いて大喜びしていた。

「おいおい、これ、うちのクラスから代表選手出るんじゃねーの!?」

「ああ、ギイブルとか、特に期待できるよな!?」

「これからの試合展開が楽しみですね、先生」

　ロッドとカイが盛り上がる傍そばで、テレサがそんな風に、グレンへ言ってくるが……

（……つまらん、飽あきた）

　グレンは、どんよりと目を濁らせながら、試合会場を見下ろしていた。

　そう、もう飽きたのだ。

　ぶっちゃけて言えば、もう結果を知っているのだ。

　あの拘こう束そく具に縛いましめられた異形の機械少女に、再度、謎なぞの手段で葬ほうむられてから、グレンはすでに数回のループを経過していた。

　確かに、試合内容は、毎回細かい展開が微び妙みように変化していくが、大きな流れにまったく変化はない。まったく代わり映えのない、同じ展開ばかりである。

（あー、来るぞ、そろそろ始まるぞ……）

　グレンが投げやりにそんなことを思った……その時であった。

　ぉおおおおおおおおおおおおーーッ！

　会場が一気に沸いて、歓かん声せいが上がった。

　今、生徒達がもっとも注目する対戦カード……それが、第七試合場で行われるのだ。

　魔術競技祭、第七試合場。今、そこに二人の女子生徒が対たい峙じしていた。

「システィーナッ！　覚かく悟ごなさいッ！　今度こそ……今度こそ貴女あなたを倒たおすわッ！」

「え？　今度こそ？　……あの、エレン？　貴女、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　初日からずっと顔色悪かったみたいだけど……何か今にも死にそうな……？」

「うるさいッ！　黙だまれッ！」

　システィーナとエレンだ。

　二人が試合場に姿を現すと、観客席の生徒達が歓声を上げた。

「来た来た来たぁーーッ！　ここまで全勝同士の対戦！」

「こりゃ、どっちが勝つかわからない！　見ものだよな!?　先生！」

（いや、知ってるし）

　ロッドとカイの振ふりに、グレンがうんざりしながら物思う中、試合は開始された。

「《大いなる風よ》──ッ！　《大いなる風よ》──ッ！」

「《大気の壁かべよ》！」

　エレンがシスティーナへ猛もう然ぜんと【ゲイル・ブロウ】を放ち、システィーナが極めて冷静に【エア・スクリーン】を張って、それを受け流す。

「読んでる！　《力よ無に帰せ》──ッ！」

　すかさず、エレンがシスティーナの【エア・スクリーン】を打ち消して──

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

　──雷閃を、システィーナへ向かって、飛ばす。

「──ッ!?」

　自分の行動を全て読まれていたようなエレンの矢や継つぎ早ばやの攻こう勢せいに、システィーナは対抗呪文カウンター・スペルを撃うつ暇ひまもなく、咄とつ嗟さに身を捻ひねってそれをかわすしかなく──

「ぁああああ──ッ！　《虚こ空くうに叫さけべ・残ざん響きよう為なるは・風ふう霊れいの咆ほう哮こう》──ッ！」

　そのマナ・バイオリズムの隙すきを見み逃のがさず、さらにエレンが畳たたみかける。

　放たれた圧縮空気振しん動どう弾だんが弧こを描えがいて、体勢を崩くずしたシスティーナを襲おそう──

（ああ、実際、よく頑張ってるよ、エレンのやつは）

　そんな試合の経過を、グレンは冷めた目で見下ろしていた。

（白しろ猫ねこの能力、立ち回り、癖くせ、弱点……何千回ものループの中で、本当によく研究している。その執しゆう念ねんには花丸をつけてやってもいい。だがな──）

　グレンが溜ため息を吐ついて呟つぶやいた。

「お前と白猫じゃ、根本的なモノが違ちげぇぞ。エレン」

　その瞬しゆん間かんであった。

　轟ごうッ！　体勢を崩したはずのシスティーナの全身を、荒あれ狂くるう暴風が包み込み、その体勢を強制的に修正、そして、その動きを爆ばく発はつ的に超ちよう加速させた。

　黒魔【ラピッド・ストリーム】の高速連続起動──疾風脚シユトロムだ。

　システィーナは大きく半円を描いて、瞬しゆん時じにエレンの背後へ回り込み、天高く跳ちよう躍やく──

　──と同時に。

「《魔ま弾だんよ》ッ！　《一つアインス》《二つツヴアイ》《三つドライ》《四つフイーア》《五つフンフ》──ッ！」

　黒魔【マジック・バレット】を、連続起動。

　指先から、五発の魔力弾が、エレンへと降り注ぐ。

　エレンは、それもわかってる、読んでる、もう何度も見たとばかりに【フォース・シールド】を展開し、魔力障しよう壁へきで受け止めるが──

「《寄りて集まる風よ》！」

　黒魔【エア・ブロック】。システィーナは空気を圧あつ搾さく凝ぎよう集しゆうして空気のブロックを作り、空中に見えない足場を生みだして──それを疾風脚シユトロムで蹴ける。

　エレンの頭上を越こえて一気に空を駆かけ、エレンが展開する魔力障壁の裏側へ回る。

「《雷精の紫電よ》──ッ!?」

　がら空きになった、エレンの背中へシスティーナが【ショック・ボルト】を撃ち──

「──ッ!?　《災さい禍か霧む散さんせよ》──ッ！」

　エレンが【トライ・バニッシュ】を唱え、飛来する雷閃を打ち消しバニシユするが──

「はぁあああああ──ッ！」

　間かん髪はつを容れず続く、右手からの【ショック・ボルト】──二反響唱ダブル・キヤストだ。

　これにはさしものエレンも対応できず、身を捻ってかわすしかなく──むしろ、よくぞかわせたと賞賛を贈ってやりたくなるくらいで。

　だが、すかさず疾風脚シユトロムで突とつ進しんしてくるシスティーナの脚あしを止めようと、エレンが苦し紛まぎれに、場にしかけておいた魔術罠マジツク・トラツプを起動させようとするが──

「はっ！」

「──ッ!?」

　システィーナが、足あし踏ぶみ一つで行った術式スペル・イン介入タベンシヨン。

　それが、あっさりと魔術罠マジツク・トラツプの起動を無効化してしまう──

「そんな……これすら対処してしまうの……？　貴女は……」

　今回のエレンの切り札であった魔術罠マジツク・トラツプをあっさり突とつ破ぱされ、愕がく然ぜんとするエレン。

「《秩序在れキヤンセル》！」

　さらに、システィーナは温存していた、白しろ魔ま【リズム・キャンセル】を切る。

　これまでの立ち回りでカオス側へ振れたマナ・バイオリズムを、一いつ瞬しゆんでロウ状態へと戻もどし、システィーナはさらなる呪じゆ文もん攻こう撃げきの猛もう攻こうをエレンの隙へとかける。

「く──ぅ!?　ぅうう──ッ!?」

　こうなると、もうエレンは後手後手に回るしかない。

　気付けば、当初互ご角かくになるかと思われた戦いは、いつの間にか、システィーナの一方的なものへとなるのであった。

（エレン……確かにお前はよく頑張ってる。この延々と続く繰くり返しの中で、白猫のことを本当によく研究していやがる。いつか白猫に勝てるようになるかもしれねえな……この一週間が閉じてさえなけりゃな）

　連続起動ラピツド・フアイア、疾風脚シユトロム、二反響唱ダブル・キヤスト、術式スペル・イン介入タベンシヨン──

　これらの特とく殊しゆ魔術技能の数々は、知っている者に師事してやり方を習わないと、決して使えるようにはならない。閉じた一週間をいくら繰り返しても、決して使えるようにはならない。凡ぼん人じんの素人が我流で編み出して、開眼できるような浅い技術ではないのだ。

　元々、一部の天才が理り屈くつ抜ぬきにやっていた技を、何百人もの魔ま術じゆつ師しが長い年月をかけて少しずつ理論化し、練習法を考え、誰もが学べる〝技術〟に落とし込んだものなのだ。

　おまけに、いくらエレンが綿密に作戦と対策を練り、システィーナの不意を衝ついたところで、システィーナには、非常に高いレベルの呪じゆ文もん即そつ興きよう改変技術がある。

　システィーナが得意とする術が応用力の高い風系ということも相まって、いかなる状じよう況きようにも十全にその場で対策、対応できてしまう。弱点として、改変呪文はとにかく大量の魔力を喰くうが、それを実戦で許容できる圧倒的な魔力容量キヤパシテイが、システィーナにはある。

　対するエレンの武器は……極限まで切り詰つめた呪文の一節詠えい唱しようと、何千回と繰り返すことで得た、対戦相手の戦術行動のパターン化……それだけだ。

　結局、エレンは凡人であり、何千回もリトライし続けて粘ねばっているだけなのだ。

（……酷ひでぇ戦力差だ）

　なるほど、確かに繰り返しの中で得た相手行動のパターン化によって、繰り返しの中で練り上げた魔力によって、エレンは他の生徒達なら凌りよう駕がすることができた。

　だが、今までの実戦経験や修練の蓄ちく積せきから、即そく、新しい立ち回りをその場で柔じゆう軟なんに編み出し、エレンの策に対応してみせるシスティーナに、そんな小こ賢ざかしいパターン化などまるで通用しない。

　後、何千回繰り返したところで、エレンはシスティーナには勝てないだろう。

　これがエレンの限界なのだ。少なくとも、この閉じた世界の中での。

　足踏みを止めて籠かごから出て、未来を目指さねば、エレンはシスティーナには勝てない。




　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！




　グレンがぼんやりとしていると、観客席が大だい歓かん声せいで沸わき立った。

　試合場を見やれば……

「勝者──システィーナ＝フィーベル！」

　軽く息を整えるシスティーナと、その足下で悔くやしげに這はいつくばるエレンがいた。

　エレンの全身に絡からみついた電でん撃げきが、エレンを行動不能にしたのだ。

「やった！　システィーナだ！　やっぱシスティーナが勝った！」

「すげぇええええええええええーーッ！　流石さすがだぜぇええええええーーッ！」

　システィーナに集まる、賞賛、羨せん望ぼう、尊敬。

「まぁ、あのエレンも、よくやったよな」

「ああ、今いち泥どろ臭くさい立ち回りだったけど……あの相手の行動を全て読み切っているかのような立ち回りはすげえよな。何か、執念を感じたよ。ナイスファイトだ」

「ああ、彼女は頑がん張ばったよ。ただ、相手が悪かった」

　エレンに集まる、健けん闘とうを讃たたえるねぎらい、同情。

「すごいわ、エレン！」

　そして、システィーナが額の汗あせを拭ぬぐいながら、無む邪じや気きな残ざん酷こくさでエレンに告げた。

「まるで、私の動きや手の内が、予あらかじめ全部知られているような……読まれているみたいだったわ！　本当に強くなったのね！」

「…………ッ！」

「今回は、私が運良く勝ったけど、次やったら、どうなるかわからない……本当にそう思うわ。だから……」

　そう言って、にこやかにエレンへ握あく手しゆを求めるシスティーナ。

　システィーナは、この繰り返しを認識できていない。

　だから、仕方ない。仕方ないのだが……

　その言葉は、行動は、今のエレンにとって、あまりにも残酷に過ぎた。

「うるさいッッッ！　貴女あなたに何がわかるっていうのッ!?」

　エレンは這いつくばったまま、悔し涙なみだを流して激げき昂こうする。激昂するしかない。

「え、エレン……？」

「私の空は狭せまい……狭いの……ッ！　どんなに翼つばさを鍛きたえても、私はもうこれ以上、高く飛べない！　無限に広がる空を持つ貴女に、私の気持ちがぁ──ッ！」

「え、エレン？　私、貴女の言っている意味が……」

　システィーナは、エレンから特とく濃のうの恨うらみと嫉そねみの形相を向けられ、押おし黙だまる。

「なんで……なんで勝てないの……？　こんなに繰り返しているのに……こんなに頑張っているのに……ッ！　どうして、私はただの一度すらも──ッ!?」

　エレンは、そのまま礼もせず、目元を袖そでで押さえ、走り去ってしまう。

「え、エレン……？　貴女、一体……？」

　システィーナはただ、呆ぼう然ぜんとそんなエレンの後ろ姿を見送るだけだ。

　グレンはそんな様子を観客席から遠目に眺ながめ、溜め息を吐いていた。

（これで、今日の最後に行われる選せん抜ばつ会閉会式で、エドワルドのおっさんの口から、システィーナがメイン・ウィザードになる旨むねが発表されて……また、繰り返す）

　うんざりだが、この流れを止めようがない。止める術すべが見当もつかない。

　そう、このループには、厄やつ介かいなルールが幾いくつかあるのだ。

　グレンは、ここ数回の繰り返しで判明してきた、繰り返しのルールについて再考する。

（まず、〝エレンに干かん渉しよう出来ない〟。エレンの行動を妨ぼう害がいしたり、あの時計を奪うばおうとしたりすると……即そく座ざに、あの異形の怪かい物ぶつが現れ、謎なぞの手段で殺される。予め、どんなに防ぼう御ぎよを構えていても駄だ目めだ、瞬しゆん殺さつされる。……これはもう防ぎようがねえ……）

　間ま違ちがいなく、あのエレンの時計がループの鍵かぎだ。それだけはわかっている。

　グレンはあの手この手で、あの時計を奪うことを考えたが、その悉ことごとくが失敗に終わる。

　いつも肝かん心じんな時に、あの異形の怪物が現れるのだ。そして、為なす術もなく殺される。

　やはり、エレンの言うとおり、あの異形の怪物は〝番人ルーラー〟なのだろう。

　この繰り返しの一週間の中で、番人ルーラーは無敵。それがルール。となれば、エレンに何らかの干渉をして、ループを止めるのは不可能だ。

　四回ほど殺された時点で、そう痛つう烈れつに悟さとった。時計奪だつ取しゆはとっくに諦あきらめた。

（厄介なのは、それだけじゃねえ……）

　グレンが、もう一つの〝致ち命めい的てきな問題点〟を考察しようとしていた、その時だった。

「ほらね。システィーナが勝ったでしょう？」

　隣となりで観戦していたイヴが、いつものように、つんとすましたように腕うで組ぐみしながら、どこか誇ほこらしげにグレンに言ってくる。

「エレンという子、相当、長い間鍛えたみたいだけど、アレ、完全に我流よ。努力は認めるけど、立ち回りが素人臭いったらないわ。そんな子に、この紅ロード焰・スカー公レツトが直々に鍛えたシスティーナが負けるわけないじゃない？　適切な指導者も育成計画もなく、我が武む者しや羅らに修行すれば勝てるほど、魔ま術じゆつは甘くないの。まぁ、言っても詮せん無きことだけど」

　なんだか、やけに饒じよう舌ぜつなイヴだった。らしくない。

　そんなイヴの横顔を、グレンはじっと見た。

「どうしたの？　顔色悪いわよ？　グレン」

「なんでもねえよ」

　……なんでもあった。

　そんなイヴの顔を見ていると、否応なく、前回のループの記き憶おくが想起されるのだ──




　────。

　それは繰り返しの中の三日目。座学試験の終わった日の夜のことだ。

　魔術学院の教職員室にて──

「……はぁ？　この選抜会の一週間がループしてる？」

「そうだ」

　明日から始まる決けつ闘とう戦の段取りで忙いそがしいイヴへ、グレンは自分が体験していることを全て包つつみ隠かくさず話していた。




　──とにかく、何か摑つかんだなら報告なさい。

　──その内容によっては、協力してあげないこともないわ──




　いつだったか、イヴに言われた言葉を、不意に思い出したのだ。

　最早、グレン一人で対処できる状況ではない。協力者がいる。

　だから、グレンはそんなイヴの言葉に縋すがるように、駄だ目め元もとでイヴに相談してみたのだ。

「…………」

　最初、イヴは半信半疑というか、まるでバカを見るような目で、状況を語るグレンを見つめていたが……やがて、話が進むうちに、次第にその目を細めていく。

　やがて。

「……一応、信じるわ。この一週間がループしていることも、時計のことも、前回のループで貴方あなたが異形の怪物に殺されたってことも」

　イヴは、手にしていた資料を机の上に放り、小さく溜ため息を吐つくのであった。

「マジで!?」

　相談しておいて、イヴの反応が信じられないグレンが思わず、ぎょっとする。

「何よ？　その反応」

「いや、まさか……あのお前が、こんな与よ太た話、本当に信じてくれるなんて……」

「一応、辻つじ褄つまは合ってるもの。確かに、それでエレンの不可解な能力と成績に説明がつかないこともない。貴方が私に一いつ杯ぱい食わせようとしているなら、話は別だけど」

「んなわけねーだろ!?　こっちは切せつ羽ぱ詰つまってんだぞ!?」

「ええ、そうね。貴方はロクでなしで、デリカシー皆かい無むの駄目男だけど、こういうつまらない噓うそをつく男じゃないわ」

　どうしたら、こんな自分以外、誰だれも認識できない現象を信じてくれるかと思っていたから、こうもあっさり信じてくれて、協力者が出来たのは嬉うれしかった。

　イヴって、案外良い奴やつなのかもしれない。

「さて、貴方の言っていることが、私に対する当てつけの冗じよう談だんではなく、本当のことだとしたら……まず探るべきは、エレンや時計ではなく──」

　そして、イヴが颯さつ爽そうと立ち上がり、何か大事なことを言おうとした──

　──まさに、その時だった。

　どんっ！

　破は裂れつ音と共に飛んできた赤い飛沫しぶきが、グレンの頰ほおをビシャリと叩たたいた。

「……えっ？」

　イヴの呆ほうけたような呟つぶやき。

「……何、これ……？　う、噓……よね……？　こほっ、けほっ……」

　愕がく然ぜんとするイヴの口の端はを、血の筋が伝う。

　イヴの胸部には……向こう側が見通せるほどの大穴が開いていた。

「な……」

　グレンは愕然とした。

　今、自分がどれだけ軽率なことをしたのか、海よりも深く後こう悔かいした。

（エレンは、幾つかルールがあるって言っていた……〝幾つか〟！）

　ならば、どうして、こんなルールもあるだろうと予想がつかなかったのか。

　どうして、エレンへの干渉禁止……ルールがその一つだけだと思い込んでいたのか。

（恐おそらく、〝第三者がループ情報を入手した時、その第三者を排はい除じよする〟……そんなルールがあったんだ！　そりゃそうだ！　エレンは繰くり返しを続けたい……だったら、第三者の妨害を警けい戒かいして、そういうルールも加えてしかるべきじゃねえか！）

　グレンの場合は、ナムルスの力で〝思い出した〟だけだ。入手とは微び妙みように違ちがう。

　自分が、エレンにとっても想定外な例外であったことを、すっかり失念していたのだ。

　そして──そいつは一体、いつの間に現れたのだろうか？

　イヴの背後には、件くだんの異形の機械少女が、いつの間にか立っていて……

　呆あつ気けに取られるグレンの前で、その異形は、いつものように、小さな懐かい中ちゆう時計へと折りたたまれていき、そのまま、虚こ空くうに浮ふ遊ゆうしている。

　そして、その時計の針が、反時計回りにぐるぐると猛もう回転を始める──

「い、イヴぅうううううううううううううううう──ッ!?」

　がくりと力を失って倒たおれるイヴを、我に返ったグレンが駆かけ寄り、受け止める。

　駄目だ、致ち命めい傷しようだ。もうどこをどうやっても助からない。

　イヴは──死ぬ。

「はっ……はぁっ…………ぁ……わ、私……死……ぬの……？」

　グレンに抱いだかれるイヴが、虚うつろな目で力なくグレンを見上げてくる。

「すまん！　すまねえ、イヴ！　こんなつもりじゃなかった！　知らなかった……知らなかったんだ！　こんなクソルールがあったなんてッ！　畜ちく生しよう、なんでこんなことに……クソッ！　クソッ！　クソぉおおおおおおお──ッ！」

　みるみる死に逝ゆくイヴに、グレンは謝ることしかできない。

　すると、過呼吸を繰り返すイヴが震ふるえる手を伸のばし……グレンの頰に触ふれた。

　その全身はまるで瘧おこりのように震え、その目め尻じりには大おお粒つぶの涙が溢あふれていた。

「……グレ……ン……やだ……私……し、死にたく……な……い……」

「イヴ……ッ！」

「……だって……わたし……まだ、何も……あ、貴方に……話……セ、ラ……」

　そして、イヴの命の灯火は急速に消えていって──

「すまなかった！　もういいッ！　眠ねむれ、イヴ！　きっと、すぐに次の繰り返しが始まる……すぐ元通りになるッ！　俺の時もそうだった！　だから、今は全部忘れて眠れ……ッ！　……眠って、くれ……頼たのむ……ッ！」

　すぐ次の繰り返しが始まる。多分そうだ。きっとそのはず。そうであってくれ──そう祈いのりながら、グレンは不安げなイヴの手を握にぎりしめる。

　そんなグレンの祈りに応じるように、時計の針は回転の速度を上げていく──

「……嫌いやぁ……グレ、ン……私……こ、怖こわい…………」

「……大だい丈じよう夫ぶだ……大丈夫だから、イヴ……」

　どんどん冷たくなっていくイヴの身体からだを、グレンは固く抱だきしめる。

　そして──

「………………ぁ……」

　──やがて、一つの命が、グレンの腕うでの中で潰ついえるのであった。

「……イ、ヴ……ッ！　～～～ッ!?」

　いけ好かない女だった。

　人を駒こまのように使う、冷れい酷こくで、ヒステリックで、自分勝手で、大だい嫌きらいな女だった。

　ループが始まれば、元に戻もどる。生き返る。それすらわかっているのに。

　なのになんだ？　この喪そう失しつ感かんは？

　もう、目め眩まいと吐き気と寒気に、グレンの心は殺されそうであった。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?　クソったれがぁあああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　そんなグレンの絶ぜつ叫きようと共に、世界がゆっくりと暗転し、闇やみに墜おちていき──

　この世界は、Ωと成り果てるのであった──……




　────。

「……だから、さっきから何よ？　私の顔に何かついてる？」

　イヴの訝いぶかしげな声に、過去を彷徨さまようグレンの意識が、今へと帰き還かんする。

「うっせ、自意識過か剰じようじゃねーの？　誰が、お前のしかめ面つらなんか拝むかよ。拝むならルミアみたいな可愛子ちゃんがいいね」

「こ、この……ッ！　相変わらず気に入らない男ね、貴方は！　死ねばいいのに！」

　イライラしながらそっぽを向いてしまうイヴ。

　だが、そんないつも通りのイヴに、なぜか安あん堵ど感かんを覚えるグレンであった。

（ここ、数回のループでわかったことがある。大分、精神にキたがな）

　グレンは、ぼんやりと試合場を眺ながめながら、情報を整理する。

（このくそったれなループの黒幕はエレン。その目的は、その言動から察するに、七日間の選せん抜ばつ会をひたすら繰り返し、メイン・ウィザードに選ばれること……文字通り、〝勝つまで繰り返す〟ってやつだ）

　その始まりＡは、一日目に、グレンがシスティーナにやかましく叩き起こされる時。

　その終わりΩは、最終日に、エドワルド卿きようによって、メイン・ウィザードとしてシスティーナの名が発表される時だ。

　通常のループが、いつもそのタイミングで発生するということは、やはり、誰がメイン・ウィザードになるのかという点が、重大な鍵かぎになっていることは間ま違ちがいない。

　次に、例外のループについてだ。

〝第三者が、エレンに干かん渉しようして、ループの妨ぼう害がい行こう為いをした時〟。

〝第三者が、この七日間がループしているという情報を入手してしまった時〟。

　これらの条件が満たされると、あの異形の番人が、どこからともなく登場し、その該がい当とう者を殺害排除し、ループを即そく座ざに発動する。

　なぜなら、そういう連中がいると、エレンが正常に七日間の選抜会を消化できなくなる可能性があるからだ。要は、発生したバグに対するリセット行こう為いなのだろう。

（ただ、まぁ……俺がナムルスからループ情報を入手した時は、あの番人、登場しなかったんだよなな……なぜか、ナムルス周りに例外処理が多いのが気になる……）

　だが、今は考えても仕方ない。考えようがない。

（とにかく、このループは、何がなんでもエレンが選抜会を勝つために仕組んだループだってことだ。そして、その全てのループを引き起こしている馬ば鹿かげた力の根源は、あの異形の怪かい物ぶつに変形する謎なぞの懐中時計……あの時計は一体、なんなんだ……？）

　状じよう況きよう的に、あの謎の時計そのものが、このループの番人と言っていいだろう。

　だが、その正体がわからない以上、対処法がない。

　ルールで雁がん字搦がらめに縛しばられ、身動きも取れない。

（でも、何か不自然なんだよな。なんで、エレンは馬鹿正直に繰り返しているんだ？）

　ふと、そんな疑問がグレンの脳裏に浮うかぶ。

（エレンの最大障害は白しろ猫ねこ。だったら、罠わなでも張って、予あらかじめ白猫を潰つぶしとけばいいじゃねえか……何千回も選抜会で白猫に敗北しておいて、なぜそれをやらない？　なぜ、律りち儀ぎに正々堂々と競い続けている？）

　なにせ、時間をループさせてまで、勝ちたいと願うくらいなのだ。

　そういう小こ狡ずるく卑ひ怯きような考えは、真っ先に出てきて然しかるべきだろう。

　他にも、ループの利点を生かせば、好きなだけシスティーナ排除の手が打てるはずだ。

　だが、エレンがそういったことをやる気配がない。同じ事を律儀に繰り返すだけ。

（ひょっとして、そういう〝ルール〟もあるのか？　ちゃんと正々堂々と選抜会をこなさなければならない、エレン自身にも不正が許されない何らかの縛りでもあるのか？）

　……わからない。まだ、わからないことが多すぎる。

（どうすれば、このループを終わらせられる？　ループの主導がエレンにある以上、何か騒さわぎを起こして選抜会を中止させても無意味……また、ループが最初から再開するだけで根本的解決にならない……）

　ならば、システィーナに事情を説明し、わざと負けさせ、エレンを勝たせてみるか？

　そこまで考えて、その案の現実性のなさに頭を抱かかえて呆あきれる。

（駄だ目めだ……白猫のやつは祖父の後を継つぐために、並々ならない意気込みを入れている。あいつを納得させるには、最低限、事情を話し、信じさせる必要がある……そうすりゃ、あの異形の怪物に白猫が殺されるだけだ……できるわけねえだろ、そんなこと……）

　手て詰づまりだ。本当に、完全に手詰まりだ。

　誰にも相談できない。自分以外、誰もループの記き憶おくがないのが痛すぎる。

（くそ……誰かに相談……相談ができれば……）

　こんな時、システィーナと一いつ緒しよに考えることができれば。イヴに相談できれば。ルミアに打ち明けられれば。リィエルは……役には立たないだろうが、気は紛まぎれるだろう。

　だが、もうたくさんだ。親しい人が目の前で苦しみのたうち回りながら死ぬのは。

（だめだ……エレンに接せつ触しよくできない上に、番人ルーラーの正体もわからない。対策が取れねえ……八はつ方ぽう塞ふさがりだ。エレンが繰り返し続けるのを、黙だまって見ているしかねえ……）

　絶望的だった。グレンがこうして手をこまねいて傍ぼう観かんしているうちに、きっとこれからも、無む駄だな周回数だけが、増えていくのだ。……永遠に。

　グレンが頭を抱えていると。

「先生っ！　終わりましたよ！　どうでしたか!?　私の試合！」

　そこへ、晴れやかな笑顔のシスティーナが息せき切ってやってくる。

　先程、エレンと一ひと悶もん着ちやくあったためか、その笑顔には、少し空元気が混じっていた。

　それでも、システィーナはこの一週間、自分になし得る最高の結果を出したのだ。

　やはり、どこかやり遂とげたような、誇ほこらしげな達成感が、その顔に溢れていた。

　普ふ通つうなら、システィーナのそんな顔を見れば、グレンの頰ほおも緩ゆるむのだろうが……

（……もう、何度見たっけ？　そんなこいつの顔。……飽あきたよ）

　今のグレンは、うんざりするしかなかった。

「はぁ……まあまあじゃね？」

　グレンは、素っ気なくそうシスティーナに返し、力なく立ち上がった。

「え？　まあまあって……そ、それだけですか？」

　グレンに手放しで褒ほめてもらえると思っていたのだろう……システィーナにとっては想定外なグレンの反応に、システィーナの顔が、少し悲しげに曇くもる。

「……それ以外に、何を言えばいいんだよ？」

　だが、今のグレンには、システィーナに構う精神的余よ裕ゆうがない。

　繰くり返される一週間が、何の対策も打てない焦しよう燥そう感かんと無力感が、グレンを蝕むしばんでいる。

　グレンはシスティーナに背を向け、無言でその場を立ち去ろうとする。

　だが、そんなグレンの様子に、システィーナは何かを感じ取ったのか。

「先生。……何かありましたか？」

　グレンの正面に回り込んだシスティーナが、真しん摯しな瞳ひとみでグレンを見つめて言った。

「いや……なんでもねーよ……」

　グレンは乾かわいた笑みを浮かべて、システィーナに素っ気なくそう返した。

　すると、システィーナは、そんなグレンをさらにじっと深く見つめ、こう返す。

「私、これでもなんていうか……先生とは結構、付き合い長いから……なんとなく、わかるんです。今の先生は、やっぱり変です」

「…………」

「さっきだって、普ふ段だんの先生なら、何か皮肉げなことを言いながら、それでも私を褒めてくれたはずです。エレンとのこれからのことについてのアドバイスをくれたはずです。まあまあだな、なんて……先生がそんな冷たいこと言うはずないって思ってます」

「…………」

「思えば、先生は選抜会の初日から変でした。あの時、私が居い眠ねむりしていた先生を起こした時を境に、先生の見た目は変わらないのに、中身だけが一気に老ふけたような感じで……本当に一体、何があったんですか？」

　なんでこいつは、こんなに鋭するどいんだ？

　周回記憶を引き継ぐようになって、何週目くらいからだろうか？

　なぜか、システィーナから、こういった探りを入れられることが増えてきた。

（顔に出てるのか？　……クソ！　感づかれたらヤバいかもしれねえのに！）

　ぱん！　と、自分の両頰を両手で挟はさむように張って、グレンは己を𠮟しつ咤たする。

「ど、どうしたんですか？　先生」

「グレン……なんか変」

「は、はは……なんでもねえよ」

　目を瞬またたかせるルミアとリィエルを適当にあしらい、グレンは歩き始めた。

「ほら、この後は、選抜会の閉会式だ。行くぞ、お前ら。……ったく、誰だれがメイン・ウィザードに選ばれるのか楽しみなこった……」

　グレンの奇き妙みような言動に、ルミア、リィエルは互たがいに顔を見合わせつつ、首を傾かしげながらグレンについていく。

（ったく、こいつらは気楽なもんだぜ……一体、俺がどんだけ……）

　グレンがそんな独りよがりなことを考えていると。

「あの……先生、ちょっといいですか？」

　システィーナが、グレンの腕うでを摑つかんで引っ張っていた。

「お、おい……？」

　慌あわてるグレンを無視し、システィーナは強引にグレンの手を引いて、魔ま術じゆつ競技場屋内の閑かん散さんとした通路へと引っ張っていく。

　そうして、グレンに詰つめ寄って、グレンの目をしっかりと見て、言った。

「話してください」

　藪やぶから棒にそんなことを言われ、グレンは目を瞬かせた。

「話せって……何をだよ？」

「はぁ……だから、もうお互いに付き合い長いんですから。先生がそんな顔をしている時って、絶対、私達のために何かを密かに背負っている時ですから」

　思わず口ごもり、押おし黙るグレン。

「だから、話してください！　私も先生の力になりたいんです！　だから──」

　システィーナの申し出は、思わず胸が熱くなるほどに嬉うれしい。

　だが──話すわけにはいかない。絶対に話すわけにはいかないのだ。

　教え子の──システィーナの、あんな無む惨ざんな死に様を見せられて、正気を保っていられるかどうか、もう自信がない。

「はっ！　知ったような口を利きくなよ？　お前は俺の嫁よめか何かか？　あ？」

　ゆえに、グレンは、システィーナの信しん頼らいを盛大に裏切る形で拒きよ絶ぜつした。

「うるせえよ……お節せつ介かいなんだよ、ほっとけ、バカ」

　言ってしまって、自分で後こう悔かいする。精神的余裕がないとはいえ、言い方というものがあるだろう？　システィーナがせっかく気を遣つかってくれているのに。

（ああ……こりゃ、完っ全に嫌きらわれたな……一体、何やってんだ、俺は……）

　グレンが、何かを諦あきらめたように、溜ため息を吐ついていると……

「それでも……私は、先生の味方ですから」

　意外な言葉が返ってきて、グレンは目を瞬かせる。

「何があったとしても、私は先生を信じますから。先生が求めてくれれば、私はいつだって先生の力になりますから。……言いたいことはそれだけです」

　そう言って、システィーナは、通路の向こう側でこちらの様子を心配そうに見つめていたルミア達の下へ、走り去って行く。

「…………」

　何も答えることができないグレン。

　そして、いつものように、学院アリーナへ集まって。

　いつものように、選せん抜ばつ会閉会式が開かれ──




　──そして、いつものように終わりΩが訪れ、始まりＡへと回帰する──








第六章　突とつ破ぱ口こう









　────。

　────。……




「──せ──ん……生っ！　先……生……っ！」

　いつものように、暗くら闇やみから浮ふ上じようする意識。

「──先生！　先生！　先生って！　先生ったら！」

　いつものように、耳に突つき刺さす、システィーナの声。

「もうっ！　いい加減、起き──」

　がだんっ！

　グレンは、意識が覚かく醒せいすると同時に激しく立ち上がり、システィーナを睨にらみ付けた。

「うるせぇ、黙れ」

　思わず、魂たましいが底冷えするようなグレンの声と昏くらい瞳に、システィーナが戦おののく。

　少し離はなれた場所に居るルミアが、リィエルが、そして、今まで談笑していた二組の生徒達が、びっくりしてグレンを注視している。

「あっ……そ、その……ごめんなさいっ！　ちょっと、きつく言い過ぎて……」

「……あ」

　微かすかに怯おびえたシスティーナの様子に、たちまちグレンの中で罪悪感が湧わき上がった。

「いや……俺の方こそ、すまねぇ……くそぉッ！　俺は一体、何やってんだッ!?」

　グレンは頭を抱えて、己を𠮟しつ責せきする。ごっ！　と、黒板に拳こぶしを押しつける。

　一体、何事なのかと顔を見合わせる二組の生徒達。

「……せ、先生……？」

　そんな苦く悩のうに満ちたグレンの横顔を、神しん妙みように見つめるシスティーナ。

　そして、また代わり映えのない、選抜会の一週間が始まる。

　グレンは作業のように、それらをこなしていく──こなさなければならない──




　──この繰り返される一週間を認識できるようになって、かなりの時間が経った。

　他人に相談できない、エレンに接触もできない。

　そんな悪状じよう況きようの中、グレンはグレンなりに、事態の打開策を探し、必死に動いた。

　ループを引き起こしている根源は間ま違ちがいなく、エレンの持つあの謎なぞの時計だ。

　ゆえに、グレンはエレンになんとか接触しようと、様々な手段を講じた。

　なんとか、エレンからあの時計を奪うばう方法を考えた。

　だが、結論から言えば駄だ目めだった。事に及およぶと、即そく座ざにそれを察知して現れる、あの異形の機械少女の前に、あの少女の謎の攻こう撃げきの前に、為なす術すべがない。

【トライ・レジスト】、【フォース・シールド】、【ボディ・アップ】、【エア・スクリーン】……どんなに強固に魔術的防ぼう御ぎよを予あらかじめ構えていても無駄なのだ。

　グレンはいきなり、胸に大穴を開けられて、終わるだけである。

　そして、あの死の感覚に向き合うのも精神的に限界で、最近の周回では、グレンはエレンに仕し掛かけることを完全に諦めてしまった。

　結局、状況が何も進展しないまま、無む駄だに周回数だけが増えていく。

（……この繰り返しの中の唯ゆい一いつの変化と言えば……エレンだな）

　そう、意外なことにエレンだ。

　エレンだけは周回毎ごとに少しずつ変化していった。……それも、最悪な方向に。

（ここ数回……エレンの選抜会の成績が、目に見えて成績が落ちていっている）

　魔ま力りよくステータスや戦せん闘とうパフォーマンスには、精神的なものも深く影えい響きようする。

　その日の肉体的・精神的コンディションによって、魔力容量キヤパシテイと魔力濃度デンシテイ、そして、戦闘結果は、かなり違ちがってくる。まぁ、言わずもがな当然の話だ。

　最近、エレンのそれらは、回を重ねるごとに、どんどん結果が悪くなっている。

（つまり、エレンのやつも限界なんだ。恐おそらく、エレンには、この閉じた一週間の中で、自身がなし得る最高練度に到とう達たつしたと確信した瞬しゆん間かんがあった……でも、多分それすら、白しろ猫ねこにあっさり叩たたき折られた……心が折れかけてるんだ……）

　一度こうなれば、後はもう、坂道を転がり落ちるかの如ごとしだ。

　今は、エレンは、なんとか成績を上位に保っているが……




「やっぱり、メイン・ウィザードの有力候補は、アルザーノ校のシスティーナ＝フィーベルか、クライトス校のレヴィン＝クライトスだよな！」

「ああ、エレンも凄すごかったけど、その二人と比べると一歩及およばずって感じだよな！」

「明日の模も擬ぎ魔術戦では、そのシスティーナとレヴィンの対戦カードがあるんだろ!?」

「そうだな！　どっちが勝つか、今から楽しみだぜ！」




　現在、五日目。

　総当たり魔術決けつ闘とう戦が行われている魔術競技場の観客席にて。

　そんな生徒達の会話があちこちから聞こえてくる程度には、今のエレンは調子を崩くずしてしまっている。今後の周回では、調子はもっと落ちるだろう。

「……駄目だ、こりゃ」

　本日のエレンの試合を監かん視ししていたグレンが、溜め息を吐いた。

　エレンは、凡ぼんミスで、リゼ、ジャイルに立て続けで敗北し、フィールドの隅すみに膝ひざを抱かかえて座り込み、見てて可哀かわい想そうになるくらい憔しよう悴すいしきっていた。

（あんまり、こんなこと願いたくはねーが……エレンが白猫に勝って、メイン・ウィザードの座を入手する……そんな奇き跡せきを祈いのることもできねえな……）

　グレンが盛大に溜め息を吐いて、頭を搔かいた。

　どんなに行動をしても、どんなに情報を集めて考察しても。

　しかるところ、明らかになる事実は、次の通りだ。

　──八はつ方ぽう塞ふさがり。完全に手て詰づまりだ。どうしようもない。

（せめて、エレンのあの時計がなんなのか……あの時計が変形して現れる謎の異形の正体がわかれば、対策も打てるかもしれねえってのに……）

　だが、エレンには近付くことができない。

　探りすら入れられない以上、時計と異形の怪かい物ぶつの調査など絶対に不可能だ。

（後、何回だ？　後、何回のループで、この一週間は〝完全に閉じる〟んだ？）

「くそ……ッ！」

　思わず、グレンの口からどうしようもない悪態が突いて出る。

　がんっ！　グレンの拳が座席を叩く。

　その音が周囲の観客席へと響ひびき渡わたり、グレンへ生徒達の注目が集まった。

「ど、どうしたんですか!?」

「グレン、大だい丈じよう夫ぶ？」

　隣となりに座るルミアとリィエルがびっくりしたように、目を瞬またたかせてグレンを見る。

「うるせえ、なんでもねえよ！」

「あっ!?　先生!?　ま、待ってくださ──」

　グレンはルミアの制止を振ふり切って、その場を駆かけ出し、逃にげ出すのであった。

（どうしたらいい？　どうしたら……ッ!?）

　駆け流れる風景の中、グレンの思考は絶望的な迷宮の中を彷徨さまよい続ける。

（後、どのくらいだ？　この時空間は、もうナムルスの言うとおり、ねじ切れちまったのか？　もう、俺達が未来へ向かうことは──永久にないのか？）

　一寸先も見えぬ闇やみの中、ただ焦あせりだけが燻くすぶり募つのる──

（このままじゃ、生徒達あいつらの未来が！　こんなくだらねえ、閉じた一週間の世界の中で終わっちまう！　一体、どうしたら──どうしたらいいんだよっ!?）

　だが、そんなグレンの問いに答える者も、答えられる者もいない。

　本当に、どうしようもなかったのだ。

　繰くり返しに耐たえることが、未来を求めて足あ搔がく行こう為いが、全て無駄に思えてくる。

　そして、為す術すべ無く繰り返しは続く──続く──続く──




　────。




「──せ──ん……生っ！　先……生……っ！　先生──……って、あれ？　起きてたんですか？　あれれ？　さっきまで寝ねてたと思ったのに……？」

「……………まあな」

　今は何回目だろうか？　もうグレンはすでに回数を数えるのを止めていた。

　だから、いつものように、システィーナの声と共に目覚めて。

　いつものように、これから一日目の交流歓かん迎げい会をこなす。

　いつものように、システィーナとレヴィンが会場でやりあって。

　ならば、明日からはいつものように、二日目の魔力測定が始まるのだろう。

　明後日からは、いつものように、三日目の座学試験が始まるのだろう。

　いつものように、いつものように、いつものように。

　そして、いつものように、四日目から総当たり決けつ闘とう戦が始まるのだろう──……




　────。




　とある周回の、二日目。

　グレンは、いつものように、魔力測定が行われる会場へと向かっていた。

　この時、ルミアとリィエルを伴ともなって会場へ向かうのが、いつものパターン。

　だが、一体、どういうことだろうか？　今回は少々顔ぶれが異なっていた。

「──と、いうわけで。私、どうしてもメイン・ウィザードになりたんです、先生」

「ふうん。メイン・ウィザード……ね」

　システィーナだ。なぜか、システィーナが一いつ緒しよにいるのだ。

　通常の周回パターンでは、システィーナは魔力測定の準備のため、すでに一人で会場入りしているので、このタイミングでは、グレンと一緒には行動しない。

　それなのに──

「傲ごう慢まんかと思われてしまうかもしれませんが、私はお祖じ父い様に追いつきたくて……」

　システィーナが、グレンの傍そばに居る。

　そのせいなのか、本来、初日で聞くはずの、システィーナの選せん抜ばつ会に対する思い入れに関する情報開示が、こんなタイミングに食い下がっている。

　これは、初めての展開であった。

「だから、私は私のために、メイン・ウィザードになりたいんです。かつて、世界を舞ぶ台たいに魔術の腕うでを競い合ったお祖父様が見た光景を……私もこの眼で見たくて……」

　システィーナはそんな話をしながら、ちらちらとグレンの顔色を窺うかがっている。

「……なんでだ？」

　グレンはそんなシスティーナに、ただただ疑問をぶつけるしかなかった。

「え？　いえ、だから、私はお祖父様に……」

「違う。そうじゃねえ。白猫、なんでお前はここにいる？」

　思えば、少しずつ行動が変化していったのは、エレンだけではない。システィーナだって、そうだったのだ。グレンに対するアクションが、少しずつ変化していったのだ。

「お前にとっては、将来の目標にも影響する大事な選抜会なんだろ？　そんなに大切な選抜会なら、お前にはやるべきことがあったんじゃないのか？」

　そう。通常、システィーナは、この時間帯に、ここにはいない。

　朝早くから自主的に会場入りをし、精神集中やら魔力錬れん成せいなどの自己鍛たん錬れん・準備運動などを余念なく行い、万全の態勢を整えているはずの時間なのだ。

　なのに、どうして、今、システィーナが自分の隣に居るのか？

　グレンには、それが不思議でしょうがない。

　そんなグレンの疑問に。

　システィーナは少しの間、押おし黙だまって……

「だって……放っておけるわけないじゃないですか」

　ぼそり、と。どこか悲しげに、どこか憤いきどおったようにシスティーナが呟つぶやいた。

「先生。ご自分で、鏡、ご覧になられました？　今、酷ひどい顔してますよ？」

「…………」

「それも、昨日、私が居い眠ねむり……はしてませんでしたけど、先生を起こそうと声をかけた時から唐とう突とつにです。それまではなんでもなかったのに……いつもの先生だったのに」

　どうやら、今回の自分の顔は、過去、最悪のものだったらしい。

　システィーナが予定を変へん更こうして、グレンを優先して構いたくなるほどに。

「何かあったんじゃないかって、心配して当然じゃないですか。ううん、私だけじゃない……ルミアも、リィエルも……二組の皆みなも、先生のことを心配してるんですよ？」

「…………」

　グレンが、無言でちらりと後ろを見る。

　すると、システィーナの言うとおり、ルミアとリィエルが、何か不安げな、物言いたげな表情で、グレンのことをじっと見つめている。

　だが、グレンは小さく溜ため息を吐ついて、拗すねたように目をそらすだけだ。

　ルミアとリィエルが悲しそうに目を伏ふせるのが雰ふん囲い気きでわかるが……今のグレンにはどうしようもない。もう、いちいち三人娘むすめの相手をすることすら、とても億おつ劫くうだった。

　とてもじゃないが、精神的余よ裕ゆうがなかったのだ──

「うるせえ、関係ないだろ。……頼たのむから放っておいてくれよ」

「何も話してくれないんですね」

「…………」

　グレンはシスティーナの視線から逃げるように、歩を早めた。

　こんなマインドじゃ駄だ目めだと理り屈くつではわかっているが、どうしようもない。

　心が──疲つかれていた。重たかった。

（こんなんじゃ、俺の心がぶっ壊こわれるのも時間の問題だな……）

　グレンがそんなことを他人ひと事ごとのように考えていた、その時であった。

　ざっ！　何者かが、グレンの前に立ちはだかっていた。

「ふっ。君を待っていた」

　いつものように、魔ま導どう考古学教授フォーゼル＝ルフォイが、グレンの前に現れたのだ。

「話は聞いたぞ、君がグレンだな？　さぁ、急ごう。来るんだ」

　そして、いつものように、フォーゼルがグレンの胸ぐらを不作法にひっ摑つかむ。

「ったく──」

　すると、いつものように、グレンはフォーゼルを機械的に投げ飛ばそうとして──

　だが、その時であった。

「……フォ、フォーゼル先生……？　帰ってたんですか!?」

　突とつ然ぜん、隣で驚おどろきの声が上がって、グレンの手が思わず止まる。

　見れば、システィーナが目を瞬かせて、フォーゼルのことを凝ぎよう視ししていた。

「む？　君はシスティーナ＝フィーベルか？　なんだ？　僕に何か用か？」

　フォーゼルが、尊大にシスティーナを睨にらみ返す。

「な、なんだ、じゃないですよ！　私、忘れてませんからね!?　以前、貴方あなたが計画した遺い跡せき探たん索さくに志願した時、私の論文に、重箱の隅すみを突つつくような難なん癖くせつけて、私を遺跡調査隊から不当に落選させた時のことを！」

　システィーナも、目を怒いからせてフォーゼルを睨み返す。

「ふん、君は女だろう？　女にそんな危険な真ま似ねをさせられるわけがない。女は黙って、安全な場所で家事でもしていればいい。命を賭かけるのは男の役割だ」

「だから、その考えは古いって言ってるんです！　今の時代は──」

　すると、今まで、グレンと話していた時の重苦しい雰囲気はどこへやら。

　けんけんごうごうと、激しい言い争いを始めるシスティーナとフォーゼル。

　この今までとは、あまりにも毛色が違ちがう展開に、グレンは久々に陰いん鬱うつな気分を忘れ、呆あつ気けに取られて、目をぱちくりさせる。

「まったく……相変わらず、うるさい子供だ。僕は忙いそがしいんだ。君に構っている場合じゃない。見ろ、この像を」

　そして、フォーゼルは懐ふところから一つの像を取り出して、システィーナに見せる。

「あっ！　そ、それは──」

　その像を見た途と端たん、システィーナはこれまでの憤ふん慨がいした表情から一変、子供のように目をきらきら輝かがやかせ始めた。

「その像って、まさか、天空の双生児タウムの眷けん属ぞく──ッ!?」

「ほう？　わかるか？　なかなかやるな」

「と、当然です、そんなのッ！　魔導考古学をかじっている者からすれば、常識ですよ、常識！　天空の双生児タウムこそ、古代文明の謎なぞの最大の鍵かぎなんですから！」

「……ほう？　なるほど。フィーベル、君はどうやら女だてらに〝わかっている〟ようだな。だが、世間一いつ般ぱん的な認識では、我々の考えの方が異い端たんらしいが？」

「ふっ！　そんなの決まってますッ！　世界が間ま違ちがってるんですッ！」

「そうだ、その通りだッ！　僕達が──」

「私達が──」

「「神だッ！」」




「……何、このノリ……？」

「あ、あはは……」

　フォーゼルとシスティーナが目の前で繰くり広げる寸劇に、グレンはジト目で、ルミアは苦笑いを浮うかべて見守るしかない。

「──とまぁ、僕はこれから学院の附ふ属ぞく図書館で、この像について詳くわしく調査を行うつもりだ。邪じや魔ましないでもらおう」

「お疲れ様さまです！　調査結果の論文を書いた時は、是ぜ非ひ、拝見します！」

「ふっ、期待しているがいい。今度のは凄すごいぞ」

「あ、でも、フォーゼル先生の論文、たまに論理が強引というか、全然なってないんで、その時は、いつものように突っ込こみの投書を送らせていただきます！」

「何っ!?　く、くそッ！　ということは、いつもいつも、細かいことをいちいち指し摘てきしてくる、あの嫌いやがらせのような無記名投書は、君かッ!?」

「はいはい、お前ら、頑がん張ばってね……」

　そんなやり取りを背に、グレンはルミアとリィエルを促うながし、立ち去るのであった。

「──って、ちょっと待て、グレン先生！　まだ話は終わってないぞ！」

　そんなグレンを見み逃のがすはずもなく、フォーゼルが素早くグレンの肩かたを摑む。

「君の力が必要なんだ。実は今回の図書館の封ふう印いん書庫の利用は無許可でな。正直、１００％帰って来られない自信がある。どうだ参ったか？」

「なんで、そんなに誇ほこらしげなんだよ……？」

　もう呆あきれ果てて、心底脱だつ力りよくするしかない。

「他を当たりな。俺はこれから、魔力測定が……」

「た、頼む！　別に死ぬのもクビも怖こわくないが、論文を書けないのは嫌だ！　今回の論文は魔導考古学会に大きな一石を投じるものになるはず！　だから──」

「ええええええいっ！　うるせぇ、黙れッ！　このロクでなしがぁーーッ！」

　すると。

　そんなグレンとフォーゼルのやり取りを見ていたシスティーナが、口を開いた。

「……ねぇ、先生」

「なんだよ？」

「さすがに、今すぐには無理ですが……魔力測定が終わった後でも、私と先生で、フォーゼル先生を助けてあげませんか？」

　何を思ったのか、システィーナがいきなりそんな意味不明なことを言い始めた。

「おお、助けてくれるのか!?　フィーベル！」

「……は？　いや、白しろ猫ねこ……お前、いきなり何を言って……？」

「フォーゼル先生って、もう三十七歳にもなるくせに、大人の落ち着きとか余裕とか全然なくて独身で、魔導考古学研究のためにその他全てをぶん投げちゃってて、その割に論文は支し離り滅めつ裂れつで人から理解を得られず、おまけに性格的には自分勝手で我が儘ままで頑がん固こで人として終わってて、将来的に喪も男おとこ確定な人生の敗北者ですけど……」

「おい、白猫。言い過ぎ言い過ぎ、フォーゼル先生、ちょっと涙なみだ目めになってるから」

「……それでも、この人のクビは魔導考古学会の損失なんです、一応」

　そんな風に言って、やれやれと肩を竦すくめてみせるシスティーナ。

「だ、だがな……今の俺は、そんなことやってる場合じゃ──……」

　すると、システィーナはグレンの目を真っ直ぐ見て、言った。

「今の先生に必要なのは、多分、息いき抜ぬきです」

「は？」

「今の先生は、根を詰つめ過ぎというか……切せつ羽ぱ詰まり過ぎで余裕がないっていうか……ちょうどそんな感じなんです。そんな時は何をやっても上手うまくいかないものですよ？　いつもと違う、変わったことをやってみるのが吉きちです」

「…………」

　グレンが呆気に取られていると、システィーナが微笑しながら言った。

「先生が一体、何を思い悩なやんでいるのか、もう聞きません。でも、先生、今のマインドのままじゃ潰つぶれちゃいます。ここは一つ、気分転てん換かんだと思って、私と一いつ緒しよに、フォーゼル先生の手伝いでもしてみませんか？」

「…………」

「もちろん、無理強いはしません。何か先生にやるべきことがあるなら、そっちを優先してくださって、全然構いません」

「やるべきことは……ない……」

　むしろ、やるべきことが何なのか、それがわからないのだ。

「だったら、どうです？　私と一緒に？　結構、面白いと思いますよ？」

　グレンはそんなシスティーナの微笑みを見る。

　新しん鮮せんな感覚だった。繰り返し、繰り返し、繰り返しの果てに疲れきり、乾かわいてささくれ立った心にクリームが塗ぬり込まれ、潤うるおいをほんの少しだけ取り戻もどしたような感覚。

　グレンが迷ったり、立ち止まったりしていると、いつもその手を強引に取り、前へ引っ張ってくれるシスティーナ。そんな彼女の姿が、とてつもなく尊く思えてくる。

　やるべきことはやり尽つくし、もう何も変化など起こりようがない……そう絶望していた矢先、あっさりと変化を見せてくれた少女の姿はあまりにも眩まばゆくて──

「……ああ、わかったよ……」

　どうせ、やることもないんだ。一日くらい、関係ないことで遊んでいてもいいだろ。

　そう自分に言い訳して、グレンは思わず同意してしまう。

「ふふっ、システィ……先生のこと、お願いね？」

「ん。グレンをよろしく、システィーナ」

「え!?　い、いや……わ、私は別に──」

　そんな三人娘達のやり取りを、グレンは背中でぼんやり聞き流すのであった。




　そんなこんなで、魔力測定終しゆう了りよう後──

「ふっ。ありがとうな、グレン先生、フィーベル」

　濃のう密みつな暗くら闇やみとインクの匂においが漂ただようここは、魔術学院附属図書館の地下書庫区画。

　グレンとシスティーナは書しよ架かが並ぶ狭せまい通路を、フォーゼルの後について歩いていた。

　指先に灯した魔術の光だけを頼たよりに、グレン達は闇の奥へと進んでいく。

　ちなみに、封印書庫の閲えつ覧らん許可は、システィーナが申しん請せいしたら、あっさり下りた。

　常つね日ひ頃ごろ、不ふ祥しよう事じの多いグレンでは無理だったので、大人の面子めんつ丸まる潰つぶれであった。

「本といえば、実は、僕は著作も多数やっていてな。僕のこれまでの古代遺跡探索の偉い業ぎようを著した実録ドキュメンタリーもので、当然、全て大ヒットだ」

「ええ、そうなんですよ、先生！　フォーゼル先生の著作は凄く面白いんです！　私のライバルに認定してあげても──げふんげふん！」

「聞いて驚くがいい。シリーズ累計１０００部もの記録的売り上げを達成している」

「うわ、凄いですね！　前回から比べて５０部も大量重版されたんですね!?」

「うむ。今の出版業界で、僕の名前を知らないやつはいないだろうな」

「大爆ばく死しじゃねえか」

　フォーゼルとシスティーナのノリについて行けないグレンであった。

「ファンレターも続々と来ているぞ？　〝死ね〟、〝つまんねえ〟、〝著者の頭おかしい〟、〝もう筆を折ってください〟、〝紙資源の無む駄だ〟……」

「ふふ、皆みな、ツンデレですね！」

「まったくだな。優れたものを素直に褒ほめられない、シャイな連中だ」

「いや、それ、素の感想じゃね？」

　やっぱりフォーゼルとシスティーナのノリについて行けないグレンであった。

「しかし、どこの本屋も偉い大だいな僕に遠えん慮りよしてか、なかなか僕の本を置かないし、読者もより多くの人に読んで欲しいという心こころ遣づかいのためか、すぐに古本屋に流したりする」

「そうですよね……あんなに古代遺い跡せきについて、病的・偏へん執しゆう的なまでにネチネチ詳しく細かく描びよう写しやしている本……思わず手元に置いておきたくなるのが人情だというのに……帝てい国こく民の奥ゆかしさは最早、美徳ですよね！」

「紛まごうことなく、商業的理由からだと思うぞ」

「そうだ、グレン先生。手伝ってくれたお礼として、後で君に僕の十以上にわたる著作シリーズを全て、僕のサイン入りでやろう」

「うわ、いいなぁ！　先生、良かったですね！」

「わぁーい、うれしいなぁー、しばらく、ちり紙に困らないぞー」

　そんな温ぬるいやり取りをしつつ、三人は地下書庫の奥へと歩を進めていく。

　正直、グレンの気分としては満まん更ざらでもない。少なくとも、久々に生きている実感がある。

〝知らない展開である〟……何気ない日常の中では当たり前のそれが、どれだけ尊いことなのか、グレンは改めて実感するのであった。




　そして、やがて辿たどり着いた、禁断封印書庫にて──

「うーむ、成る程……そうかそうか……この古代文字は……象しよう徴ちよう学的に……うむ、モリア王朝の王室秘ひ匿とく書式の応用解読法が流用できるかもしれないな……」

　据すえられた読書台の中央に件くだんの像が置かれ、山ほどの文ぶん献けんがその周囲に積まれている。

　フォーゼルはそれら文献と像とを見比べつつ、一心不乱に分ぶん析せきを行っていた。

　曰いわく、フォーゼルが盗ぬすんできたその像は、古代の神の眷けん属ぞくを象かたどった像であり、その像のモデルとなった眷属の真ま名な看破が、今回のフォーゼルの調査目的らしい。

　台の上に置いたランプの淡あわい光を頼りに、フォーゼルは夢中で文献を漁あさっていた。

「おい、グレン先生！　あっちの棚たなの方に、確か『旧古代大ルーン外法辞典』があったはずだ！　それを取ってくるんだ！　早く！」

「先生、先生！　『古代象徴学秘術書』です！　探してください！　早く！」

「……へーいへい」

　なし崩くずし的に助手にされているグレンは、どんよりとした目で、フォーゼルとシスティーナの言いなりになっていた。端たん的てきに言えば、二人の人使いが荒あらい。

「……くそ！　予想が外れた。おかしいな。お前は一体、何番目の眷属なんだ？」

　フォーゼルが乱暴に文献の頁ページをめくりながら、像を睨にらみ付けている。

「失われた番外の眷属──その響ひびきに浪ろ漫まんはあるが、そうは問屋が卸おろさん。お前の正体は必ず僕が暴いてやる……」

「そう言えば、フォーゼル先生。今、私達は造形学、象徴学的観点からのアプローチを取っていますが、像の材質から魔術的に特定する手法もありなのでは？」

　いつものクールな様子とは裏腹に、目の色が変わったシスティーナが、高速で文献をめくりつつ、やや興奮気味にそう提案する。

「ふむ、君は女のくせに鋭するどいな。確かに、そっちから考察するのもありか……」

「ええ。それと、出土目録を年代順に照らし合わせれば……」

　すると、フォーゼルは、台の上に積み上げていた文献タワーを、突とつ然ぜん、どじゃーっ！　と床ゆかへ倒たおし崩し、スペースを作った。

「よし、僕は魔ま導どう地質学コーナーへ行ってくる！」

「じゃあ、私は秘匿等級Ａの出土目録を漁ってきますね！」

「ああ、グレン先生！　それ、全部、片しておいてくれ！　もう要らん！」

「ちゃんと、目録番号順に整理して戻してくださいね！　マナーですから！」

「ぶん殴なぐりてぇ……こいつら」

　ぐちゃぐちゃになった本の山を半眼で見下ろし、グレンは拳こぶしを握にぎり固めるのであった。

　ここについて来たことを早くも後こう悔かいしながら、渋しぶ々しぶ、本を片付け始める。

「ったく、白猫のやつ……俺のためっつーより、お前自身が、魔導考古学の研究をしたかっただけじゃねーの？　はぁ……」

　グレンは、フォーゼルとシスティーナの魔導考古学議論にまるでついていけない。完全に畑はたけ違ちがいだ。ゆえに、グレンは二人の完全なるパシリと化していた。

「ったく、こんな変な像が、一体、何だっていうんだ？」

　本を片しながら、グレンは台の上にぽつんと置かれた像に注目する。

　まるで、人間の少女と鳥類を交配させたかのような、冒ぼう瀆とく的な像だ。

　正直、見ているだけで、吐はき気がしてくる気持ち悪さ、禍まが々まがしさがあった。

（……ん？　しかし、この像……何か、どっかで見たことあるような……？）

　不思議な既き視し感かんを覚えつつ、グレンが首を傾かしげてその像を手に取った、その時だ。

「あれ？　その像に興味があるんですか？　先生」

　戻って来たシスティーナが、台の上に本の塔とうを築きつつ、グレンに問いかけていた。

「いや、別に……」

「なるほど！　ならば特別に順を追ってご説明しましょう！　そうですね、まず……先生は『天空の双生児タウム』についてご存じですか!?」

　もう、システィーナは語りたいだけらしかった。

　得意げに胸を張り、熱っぽい目に混こん沌とんをぐるぐる渦うず巻まかせるシスティーナ……そんな彼女を、グレンは半眼で眺ながめつつ、仕方なく応じる。

「そのくらいは知ってるよ。……古代文明の主要宗教……星せい辰しん信しん仰こうにおける、最高神格の神性だろ？　双ふた子ごの姉妹神だ」

「はい。では、私達が国教とする聖エリサレス教における第一位：熾天使セラフイスに、《時の天使》ラ＝ティリカと《空の天使》レ＝ファリアの姉妹天使がいますよね？　実はこの姉妹天使こそ、天空の双生児タウムだという説があるんです」

「はぁ……？」

　グレンがシスティーナの主張した説に、溜ため息を吐いた。

「全知全能たる至高神の、忠実で神聖なる意思の代行たる天使が異教の最高神格？　お前……ここが帝国アルザーノで良かったな。隣国レザリアでンなこと言ったら火か刑けいになるぞ……」

「ま、まぁ、そうかもしれませんが。でも、そう考えられる根こん拠きよはあるんです。まず、各地に散さん逸いつする古代神話と宗教体系を分析し、その主幹の星辰信仰が、時代の変へん遷せんと共に聖エリサレス教に改宗されていく過程と順序、聖エリサレス教の祭典の礼式変化と編へん纂さん過程を追えば、必然的に答えは出るんです。つまり（略）──そもそも、ラ＝ティリカ、レ＝ファリアという名前の語源は（略）──（略）──（略）！」

「はいはい、わかったわかった！　つまり、星辰信仰は、この北セルフォード大陸各地の民族風ふう俗ぞくに根深く存在してるんだな!?　だから、聖エリサレス教の布教には、星辰信仰の神性を取り込んでいかなければならなくて、でも、教会としては、自分達の奉ほうずる至高神より、異教の神格の方が人気者だったってことの証明であって、不本意で不名めい誉よだから隠いん匿とくしていると……わかった！　わかったから！」

　結論を強引にまとめて止めないと、システィーナの話は止まらない。

　グレンは、うんざりしながら言った。

「で、それがなんだ!?　この気味悪い像と何の関係があるってんだ!?」

　と、その時だ。

「わからないのか？　これだから素人は……」

　丁度、フォーゼルも戻もどって来て、大量の本をどさりと机に置いた。

　誰だれがこれを片すと思ってんだ……見上げる程高い本の塔に、グレンはうんざりする。

「そうですよね……ここまで説明しているのにピンと来ないなんて……」

「まったくだ。蒙もう昧まいにも程がある」

　そして、示し合わせたように肩かたを竦すくめ、蔑さげすみの目を向けてくるシスティーナ達。

　こいつら、殴りてぇ……拳をびきびきと握り固めながら、グレンは言葉を待った。

（ていうか、白しろ猫ねこのやつ、なんなの!?　前から魔導考古学が関わるとおかしくなるやつだとは思ってたけど、まさかこれほどまでとは……ッ！）

「つまり、その像は、天空の双生児タウムの片割れである《時の天使》ラ＝ティリカの眷属ではないかと、そういうことだ」

「はぁ、さいですか」

　フォーゼルの言葉に、気のない返事をするグレン。

「だが、大天使の眷属など吐いて捨てるほどいる。もし、天空の双生児タウム＝イコール《時の天使》を押し通したくば、何番目のなんていう真名の眷属なのかを確定させ、関連づけねばならん……そこに象徴学的、召しよう喚かん術的な根拠をもってな。見ろ、この像の造形と印象、これらに暗あん喩ゆされる意味には、あまりにも共通点が多い。宗教象徴学的に依よれば──」

「いや、わからんから。え？　共通点？　どこよ？」

「ぇえええええええ!?　先生にはこの像に刻まれた古代人の声が聞こえないんですか!?　歴史の鼓こ動どうを感じられないんですか!?　この造形、材質、年代、文字、印象、製作技術──古代文明の情報の塊かたまりでしょう!?」

　システィーナが心底愚ぐ者しやを見るような目で、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　多分、システィーナやフォーゼルほど、魔導考古学やその周辺知識に長たけた者なら、見えてくる事実があるのだろう。だが、グレンにはさっぱりだった。

「ふっ、これを事実証明できたら、今までの聖エリサレス教神学会と魔導考古学会が、ひっくり返るぞ。やっぱり神はいないんだとな！　つまり、僕が神だ！」

「いえ、私が神ですって！」

（わからん……心底わからん……）

　そうしている間にも、フォーゼルは慌あわただしく文献のページをめくり、システィーナも競うように文献を漁り、眼球をもの凄すごい速度で動かして文章を追っている。

「さぁ、君の名前はなんだ？　子こ猫ねこちゃん……時の流れるままの中に、誰もが忘れてしまった君の名前……それをこの僕が当ててあげよう……クックック」

（まぁ、気分転てん換かんにはなったかな……）

　グレンは欠伸あくびをかきながら、床にぶちまけられた本を積み重ね、整理する。

　なんだかんだ、袋ふくろ小路こうじで切せつ羽ぱ詰つまっているより、システィーナやフォーゼルと一いつ緒しよに意味不明な話をしている方が、遥かに精神衛生的にマシであった。

「〝アルキオ〟……まだ新しいな……〝アーキオ〟……まだ新しい……もっとだ……」

「ナス族の古語方便を参考にして……〝ルー＝キオ〟なんてどうです？」

「ナイスだ。近いぞ、フィーベル。大分、近い。だが、この発はつ掘くつ年代からすると、まだ言葉の経年変化過程に一千年近くのブランクがあるはず……」

「なるほど。なら、もっと遡さかのぼる必要がありますよね！」

「ああ、だから……ええい、くそ！　この文献じゃ駄だ目めだ！　当てにならん！」

　システィーナとフォーゼルは、手の中の本を放り捨て、周囲の書しよ架かの本を片かた端はしからひっくり返すような勢いで、たぐっていく。

（い、いい加減にしろよ、こいつら……）

　床に雨あられと散らばる本達を、グレンがうんざりしたように片していく。

　そして──

「これだぁああああああああああーーッ！」

　──突然、フォーゼルが、開かれた一冊の本を読書台へと叩たたき付けていた。

　その衝しよう撃げきで、周りのうず高き本の山が全て床へと倒れ崩れる。せっかく、グレンが片付けた場所が、再び本の洪こう水ずいでぐちゃぐちゃになり、足の踏ふみ場もなくなる……

（マジでぶん殴りてぇ……ねぇ？　殴ってもいい？　こいつ）

　だが、そんなグレンの怒いかりを毛ほども気に留めず、フォーゼルはまるで愛しい者に出会ったかのように、像と文献を見比べながら、うっとりと呟つぶやいた。

「〝ル＝キル〟。そうか、君はル＝キルというんだな？　良い名前だ」

「ビンゴ！　フォーゼル先生、きっとそれです！　おめでとうございます！」

　その瞬しゆん間かん──

　──床に散らばった本を渋々片すグレンの手が、止まった。

（ん？　……ル＝キル？　……ル＝キルだと？）

　その名前、どこかで聞いたことがある……ような？




　──……何々？　〝ル＝キル〟？　なんだこれ？──




「──そうだッ!?　ル＝キルだッ！」

　脳裏に閃せん光こうが走るようにそれを思い出したグレンは、腕うでに抱かかえていた大量の本を脇わきに放り投げ、台上の奇き妙みような像へと詰つめ寄った。

「おい、グレン先生っ！　我々に大いなる智ち慧えを示してくれる、先人達の汗あせと努力の結けつ晶しようたる本に、なんて扱あつかいだ!?　恥はじを知れ！」

「そうですよ！　本にはもっと敬意を払はらってください！」

「お前らが言うなッ！　いや、そんなことよりル＝キルだッ！　エレンが持っていた変な時計にそう古代語で書いてあった！　色々ありすぎて、すっかり忘れてた！」

　おっと、と。グレンは口を押さえる。迂う闊かつに話せば、フォーゼル達まで殺される。

　だが、今までの経験から察するに、この世界が繰くり返していることを、気付かせようとしない限り、大だい丈じよう夫ぶなはず。完全に棚たなからぼた餅もち状態だが、やっと微かすかな糸口を摑つかんだのだ。ここは慎しん重ちように踏み込んでいくべきだろう。

「なぁ、白猫、フォーゼル。そのル＝キルってなんなんだ？」

「ほう？　君も魔ま導どう考古学の魅み力りよくに気付いたのか？」

「いいから、頼たのむ！　教えてくれ！　早く！」

　すると、フォーゼルは、ふむ、と口元を押おさえ語り始めた。

「ならば、この世界における神の存在性の話からせねばならないな」

「はぁ!?　ンなの関係ねえだろ!?　いいから、早くル＝キルのことを──」

「黙だまれ、素人。関係があるから言っているんだ」

「──ッ!?」

　フォーゼルの有無を言わさぬ論調に、グレンが押し黙る。

「さて、グレン先生、聞こうか。〝この世界に、神は存在するか否か？〟　ああ、宗教論とか信しん仰こう論とかはどうでもいいぞ？　魔ま術じゆつ師しとしての理論的には、だ」

　意味不明の問いかけに、グレンは眉まゆを顰ひそめながら答えた。

「魔術師の理論で言えば、この世界には、厳密には、神も天使も悪魔もいねえよ」

「その通り。神も天使も悪魔も、我々が想像の中で生み出したモノ、我々の共通深層意識野で広く共有され、普ふ遍へん的実在性を獲かく得とくするに至った存在……〝概がい念ねん存在〟だ」

「…………」

「成る程、確かに我々魔術師は、それら意識の帳とばりの向こう側にいる概念存在を、時に召喚術で呼び出し、受肉させ、使役する。だが、それは我々人間のように、実を持ってこの世界に体を表す存在なのかと言えば、違ちがう。しょせん、神や悪魔は我々がそうあれかしと願って生まれたモノ、我々に依って存在し、定義されるモノだ。仮に人類が滅ほろべば、彼らもまた滅びる。……わかるな？　彼らは我々の心の一面ペルソナなのだ」

「ああ。ゆえに〝神は存在しない〟」

「うむ。……だが、この世界には、ごく一部いるのだ……〝本物の神〟がな」

「……おい、いきなり掌てのひら返しかよ」

「まぁ聞け。その本物の神々は、我々人類が生み出した概念存在ではない。れっきとした一個たる実体を持った、超ちよう越えつ的な存在だ。神というには少し語ご弊へいがあるかもしれん。人は人知の及およばない怪かい物ぶつを称しようして、時に〝神〟と呼ぶ。その〝本物の神〟は、確たる一個存在であるがゆえに、たとえ人類が滅んでもこの宇宙の中に永遠と在り続けるだろう」

「…………」

　当初、グレンは意味不明そうに、フォーゼルの話を聞き流していた。

　だが、やがてグレンの脳内で一つの理解が結ばれ、グレンは微かに目を細めた。

「……おい。ひょっとして、お前は、天空の双生児タウム……《時の天使》ラ＝ティリカと《空の天使》レ＝ファリアが、その〝本物の神〟だと言いたいのか？」

「ご名答だ。もっと言えば、二百年前の魔導大戦で出てきた邪じや神しん達も……あれらも、概念存在ではない〝本物の神〟の一種……天空の双生児タウムの同類だと、僕は踏んでいる」

「お前、今、聖エリサレス教に盛大に喧けん嘩かを売ったぞ!?　ここが〝緩ゆるい〟帝てい国こくで本当に良かったな、おい!?」

「教会に喧嘩を売るのは、我が一族のお家柄だ」

　お家柄？　どういうことだ？

　そんなグレンの微かな疑問の答えが出る間もなく、フォーゼルは続けた。

「さて、話を戻そう。僕の研究成果によれば、それは遥か太古、人類の黎れい明めい期きのこと。天空の双生児タウムは、遥か空の彼方より……恐おそらくこの世界とは異なる外宇宙より、この世界へと来訪した。そして、古代に超ちよう魔法文明の礎いしずえを築き、この世界で最初に〝王〟となった者──『賢けん王おうティトゥス＝クルォー』を加護し、その人外の力を貸したのだ」

「……ティトゥス＝クルォー……」

「さて、天空の双生児タウムがいかなる神性だったのかは、さらなる遺い跡せき発はつ掘くつや研究が必要だが……どうやら、〝自身の力を他者に与あたえる力〟を持っていたのは間ま違ちがいない。そして、天空の双生児タウム達は、自身らが加護する〝王〟が、この世界を管理するため、多くの眷けん属ぞくを作って与えた。その一柱が、ル＝キルだ」

「天空の双生児タウムの片割れ、《時の天使》ラ＝ティリカの眷属……か」

　その時、グレンは、ふと、とりとめもないことを思い出す。そう言えば、セリカは自身の固有魔術オリジナルを起動する魔導器の時計に、ラ＝ティリカの名前を使っていたな……と。

「とにかく、そのル＝キルについて、もっと詳くわしく教えてくれ」

　気を取り直して、グレンが先を促うながすと。

「ル＝キルのことが知りたいなら、これがいいんじゃないでしょうか？　『ラ＝ティリカ碑ひ文ぶん写本』、そのⅠからⅥ……」

　どさ、と。システィーナが、年代物の古本を数冊、台上に置いていた。

「おお！　それはラ＝ティリカの眷属に関する古代碑文を写しで集めた決定版！　その多くの真名が判別しておらず、通り名での記き載さいとなっているが……ル＝キルという真名を看破した今なら、その名に秘められた意味から逆検けん索さくは容た易やすい！　でかしたぞ！」

「あ、先生。古代文字は表意文字であり、同時に表音文字なんです。記述された年号でも意味が変化する暗号じみた文法によって、同じ文字の並びでも様々な意味と様々な読みを取るんです。だから、読み、即すなわち真名さえわかれば、意味も時代も確定──」

「はいはい、知ってる！　そのくらいは知ってる！　だから早くしてくれ！」

　グレンが急せかす中、フォーゼルは文ぶん献けんをとっかえひっかえ、めくり続けた。

「えっと、それ……ガチの写本だよな？　……読めるの？」

　グレンがその文献をのぞき見ると、意味不明な古代文字がずらりと躍おどっている。恐らく遺い跡せきで見つかった碑文を、ほとんど訳さずそのまま写したものなのだろう。

「当然」

　だが、さもありなんとフォーゼルが応じる。しかも、その頁ページを繰る速度から察するに、どうやら速読をやっているらしい。怪物だ。

　しばらくして──

「ふむ……〝滅びをもたル＝らす風の翼キル〟。……これか？」

「あ、成る程。〝滅びをもたル＝らす風の翼キル〟……確かに、ル＝キルって音で読めますね。年号もぴったりと合ってます」

　写本のとある頁を睨にらみながらフォーゼルが言い、システィーナが感かん慨がい深げに応じた。

（つ、……ついていけねえ……）

「ほう？　ル＝キル……こいつはアタラスク三号碑文によれば、《時の天使》ラ＝ティリカが生み出した眷属達の中では、もっとも強い力を持つ眷属だったらしい。ル＝キルはラ＝ティリカ同様、時間を操る力を持っていたそうだ……限定的にだがな」

「……時間……ッ!?」

　何かを摑みかけている。何か核かく心しんに指が届きかけている。

　グレンは心臓をばくばく高鳴らせながら、先を促した。

「る……ル＝キルについて、もっと詳しく教えてくれ」

「ほう？　グレン先生、君も魔導考古学に目覚めたのか？　いいぞ。ふむ……文献によるとだな、クリュトゥース地方に、ル＝キルの伝承がよく伝わっている」

「クリュトゥース地方？　そんなん聞いたことねえんだが……どこだ？」

「ああ、それは旧古代前期の古語読みだったな。クリュトゥースは今で言う、クライトスだ。あのクライトス伯はく爵しやく家の名は、古代の地方名をその源流としているわけだ」

　クライトス。不意に浮ふ上じようしたその単語に、グレンの目が細められる。

　これは偶ぐう然ぜんか、あるいは奇き跡せきか。

　次々とピースが嵌はまっていっている……そんな感じだ。

「そういえば、お前……その像、クライトス領で盗とってきたんだっけかな？」

「失礼なことを言うな。借りただけだ、一生な。……そして、そのクリュトゥースの各地に残された伝承によれば、理由はわからんが、ラ＝ティリカによって、賢王ティトゥス＝クルォーのために作り出されたル＝キルは、その王に逆らったらしい。ル＝キルは、怒おこった王の手によって、とある魔術機能を持った時計へと改造されてしまったそうだ」

「つまり、神の眷属から、ただの魔導器……ううん、魔法遺産アーテイフアクトかな？　それに貶おとしめられちゃったんですね。なんて残ざん酷こくな……可哀かわい想そうに」

「『賢王ティトゥス＝クルォー』は『賢王』と呼ばれながら、同時に『魔王』とも呼ばれた人物だ。その統治は、栄えい華がと絶望を同時に極めた暗黒時代。……『メルガリウスの魔法使い』に登場する、悪の魔王のモデルとも言われている。その程度はやるだろう」

「…………」

　グレンは黙って、フォーゼルとシスティーナの考察に耳を傾かたむけ続ける。

「そして、その《ル＝キル時計》の機能は……はは、古代人が作る魔法遺産アーテイフアクトは大たい概がい、どれもチートのブッ壊こわれだが、これは最上級だな。〝時間を巻き戻もどす〟と来たか」

「こっちに、その《ル＝キル時計》の壁へき画が図版の写しがありますね」

　システィーナが、写本に載のっている図面を指差す。

　それに応じて、グレンもその図面に目を向ける。

　その図面上には、時計の設計図とも呼べるような絵え柄がらが描えがかれていて──そして、その特とく徴ちよう的な形に、グレンは見覚えがあった。

「……ビンゴ、だ」

　そう、その図面に描かれた時計は、エレンが持っていた時計と酷こく似じしていたのだ。

（やはり、あの時計だったか……ッ！　エレンのあの時計こそが、このくそったれなループを生み出していた全ての元げん凶きよう……ッ！）

　ようやく事態の裏側が見えてきた。

　クライトス魔術学院は、初代クライトス卿きようが蒐しゆう集しゆうしていた大量の魔導書や魔法遺産を多く保有していることで、有名な学院なのだから。

　時間を操る力を持つル＝キル、それを改造して作った《ル＝キル時計》──時間を操作する強力な魔法遺産アーテイフアクト。エレンはそれを使って、自分が望む結末を引き寄せるため、この一週間を繰り返している。それがこの繰り返す一週間の正体──

（だが、参った！　ここまで真実に近付いたのに、また手て詰づまりだ！）

　しかし、グレンは頭を抱かかえるしかなかった。

（結局、俺は、エレンに近付けないんだ！　時計をなんとかしようと、エレンに近付けば、確実に、あの時計の番人ルーラーに殺される──直接、止めるのは不可能だ！）

　このループとエレンは、件くだんのあの番人ルーラーによって守られている。

（くっそ、ここまで真相に近付いたのにッ！　結局、俺は、黒幕であるエレンに、手も足も出ねえ……エレンは《ル＝キル時計》の力を使って、延々とこのループを繰くり返し続ける……くそ、ループの正体を摑つかんでも、対策が取れないんじゃ意味が……）

　グレンが悔くやしげに溜ため息を吐ついた……その時だった。

「……ん？」

　グレンは、システィーナとフォーゼルが、あれやこれやと議論しながら覗のぞき込んでいる《ル＝キル時計》の図版に、少し違い和わ感かんを覚えた。

「……なんだ？　この違和感……この時計……何か違うような……？」

　確かに、実物と伝聞では相そう違いがあって当然なのだが……それでも、そんなことでは無視できない違和感があったのだ。

　しばらくの間、グレンが記き憶おくの中のエレンの時計と、図版に描かれている時計とを見比べていると……すぐにそれに思い至った。

「……この図版の時計……竜頭があるんだな」

　かなり特徴的な造形をした竜りゆう頭ずが、図版にはしっかりと描かれていた。

　竜頭といえば、時計の機能を操作・調整する、時計にとって欠かせない部品だ。

　しかし、エレンが持っていた時計には竜頭はなかった。竜頭が刺ささっているべき場所には、不自然な穴が開いていたのだ。

「はは、だからなんだっていうんだ？　たかが竜頭ごときが」

　グレンは、そんな自分の違和感を一笑に付す。

「古代に作られた物だぞ？　どっかで竜頭だけが抜ぬけ落ちて、失われる事だって……」

　そう思いかけて……グレンは押おし黙だまった。

　竜頭。即ち、時計の機能を操作・調整する部品。

　今、不意に、グレンの脳裏に一つの仮説が思い浮うかんだのだ。

　それは突とつ拍ぴよう子しもない、仮説だったが──

（……ひょっとして、だからか？　だから、エレンは馬ば鹿か正直にループしてるのか？　精神的に限界で、マトモな感性を持ってりゃ、とっくに諦あきらめるところを……まだ繰り返しているのか？　諦めないんじゃない……諦められないのか？）

　その仮説が真ならば、エレンの不自然な行動に一応の説明がついてしまう。

　だとしたら、本当の黒幕は……このループの真の主しゆ催さい者しやは……

「…………」

　グレンが押し黙っていると。

「さて、《ル＝キル時計》も興味深いが、今日の目的はそれじゃない。次は、この像から導き出される──」

　フォーゼルが、ル＝キル時計に関する文献を、読書台の上に叩たたき付ける。

　そして、像を引っ摑み、封ふう印いん書庫のさらなる奥へ向かおうとする。

「待ってくれ、フォーゼル」

　グレンは、そんなフォーゼルを呼び止めていた。

「頼たのむ。このまま、あの図版で《ル＝キル時計》の機能を分ぶん析せきしてくれないか？」

「《ル＝キル時計》の？」

　だが、フォーゼルは興味なさそうに鼻を鳴らす。

「確かにそれも興味深いが、今日の目的はそれじゃない。またにしてくれ」

「頼む！　フォーゼル！　この通りだ！」

　そんなフォーゼルに追い縋すがり、グレンは頭を下げた。

「！」

　必死なグレンの様子に、システィーナが思わず目を見開いて、グレンを見つめ……

「だが、断る」

　そして、案の定、フォーゼルはけんもほろろにグレンの要求を突つっぱねていた。

「ふっ。この僕は、誰だれかに言うことを聞かせるのは好きだが、誰かの言うことを聞くのは嫌きらいなんだ」

　清々しいほどの屑くずっぷりを発揮しつつ、フォーゼルが立ち去ろうとする。

　と、そんな時だ。

「……私からもお願いします、フォーゼル先生」

　なんと、システィーナも頭を下げていた。

「し、白しろ猫ねこ!?　お、お前……？」

　驚おどろくグレンに、システィーナがちらりと目配せして、フォーゼルへ言った。

「どうか、グレン先生の頼みを聞いてあげてください」

「はぁ、君もか。まったく……今、ここに実物もない時計が一体、何だと……」

　やはり、そんな風に渋しぶるフォーゼルへ、システィーナが手札カードを切る。

「もちろん、ただでとは言いません。我がフィーベル家には、我が祖父レドルフ＝フィーベルが集めた貴重な古文書や碑ひ文ぶん写本、執しつ筆ぴつした未発表の論文が幾いくつもあります」

「……なんだと？　この僕が唯ゆい一いつ、一目置いていた、あのレドルフ殿どのの？」

　フォーゼルの顔色が明らかに変わった。

「はい。祖父が生しよう涯がいをかけた魔ま導どう考古学研究成果で、この附ふ属ぞく図書館にすらない秘蔵の文ぶん献けんです。それを閲えつ覧らんする権限と引き替かえです。……どうですか？」

「お、おい!?　白猫!?」

　グレンはぎょっとした。

　システィーナの将来の夢は、魔導考古学者として大成し、メルガリウスの天空城の謎なぞを解くことだ。その夢を目指すのに、その祖父の秘密の蔵書や論文の数々は、大きな力となる重要な物のはずだ。それを他人に開示するなど──

「バカ言ってんじゃねえよ！　軽はずみな真ま似ねは止めろ、取り消せ！」

　グレンは慌あわてて、システィーナを𠮟しつ責せきするが。

「でも……恐おそらくその《ル＝キル時計》が、今、先生が深く思い悩なやんでいることに関係しているんですよね？　そして……何か、とても重要なことなんですよね？」

　システィーナは確信と信しん頼らいをもって、グレンを見つめ返してくる。

「先生は何も話してくれませんけど……いえ、きっと話せないだけだと思いますけど……それでもわかるんです！　私だって先生の力になりたい……だから──」

　だが、システィーナがそこまで言った時であった。

「ふん、見くびるなよ？　システィーナ＝フィーベル」

　フォーゼルが声を怒らせ、底冷えするように言った。

「この僕が他者からのそんな施ほどこしを受けると思うか？　僕は僕自身の手で古代文明の謎を解き明かす……それに己が人生の全てを擲なげうっているんだ。そのような他者の成果を横取りするような真似、僕自身が認めん。僕を侮ぶ辱じよくするな」

「──ッ!?」

　どうやら、システィーナの申し出は、フォーゼルにとっての逆げき鱗りんだったようだ。

　フォーゼルが目の端はしを吊つり上げてシスティーナを睨にらみ付け、システィーナは申し訳なさそうに目を伏ふせる。だが──

「……とはいえ、グレン先生のため、大事な文献や資料を他者に譲ゆずり渡わたそうとする、その心意気だけは気に入った。……いいだろう、タダでやってやる」

「え？」

「ふん。僕がその気になれば、《ル＝キル時計》の機能など丸まる裸はだかだ。見てろ」

　そう言い捨てて。

　どじゃーっ！　フォーゼルは机の上に詰つまれている本の塔とうを乱暴に倒たおし崩くずしつつ、図面を開き、それに向かい合うのであった。

「ちっ、ことさら難解な古代語で書かれているな……秘ひ匿とく神官文字……いや、まさか神聖王家文字の暗あん喩ゆ変化か？　解読には、この僕ですら少し苦戦しそうだ……おい、君達！三期のディク・ストーン写本を片かた端はしから持って来てくれ！　参考にする！　早く！」

　どうも学者の血が騒さわぎ始めたらしいフォーゼルに追い立てられ、グレンとシスティーナは慌てて資料を漁あさりに、狭せまい書しよ架かと書架の間に駆かけ出すのであった。

「えーと、その……なんだ、白猫……あ、ありがとうな……」

　並んで走る中、グレンはぼそりとした呟つぶやきと視線をシスティーナへ向けて……

「ふふ」

　それを受けたシスティーナは、にっこりと笑みを返すのであった。




　────。

　──三日目。その日は座学試験。

　それ自体は、いつものように滞とどこおりなく終わる。

　いつものように、試験結果が発表され、生徒達はその結果に一いつ喜き一いち憂ゆうして。

　だが、最早、グレンには関係ないこと。問題は、その座学試験の終しゆう了りよう後ごだ。

「…………」

　閑かん散さんとした教職員室では、いつものように、イヴが明日からの総当たり決けつ闘とう戦の準備を忙いそがしそうにこなしている。

　そんなイヴの姿を、遠目で、無言で見つめていたグレン。

　ふと、手元の懐かい中ちゆう時計に視線を落とす。

　……時間だ。グレンはイヴに一言も声をかけずに、そっと教職員室を出た。

　仕事に夢中なイヴは、グレンの退出に気付かない。

　教職員室を出たグレンは、学院校舎内を悠ゆう然ぜんと歩き、階段を一段一段上っていく。

　向かう先は──あの場所。

　この時間帯なら──あの人物は、あの場所にいる──

（ああ、冷静に考えてみりゃ、エレンが、あの魔法遺産アーテイフアクトの時計を操作できるはずがなかったんだよな……なにせ、あの時計には……）

　靴くつ音おとを立てて階段を上りながら、グレンは物思う。

　昨日、フォーゼルとシスティーナに調べて貰もらった《ル＝キル時計》の情報を、もう一度頭の中で整理しながら、校舎の階段を上っていく。

（俺は、あの時計をエレンが持ち、周回記憶を引き継ついでいるという事実と、この異常な繰くり返しという状じよう況きように騙だまされていた。エレンがシスティーナに見せたあの激しい感情に、すっかり目が曇くもっていた。エレンがこのループの黒幕だと思い込み、その他の単純な可能性を失念していた……あんなもの全部、思考のノイズだ。もっと素直に考えれば、話は単純明快で、いかにも俗ぞくっぽい話じゃないか──）

　思えば、何周目かのループの最中、グレンがつい、イヴにループ情報を漏もらして、イヴが時計の怪かい物ぶつに殺された時。

　その寸前、イヴは言いかけていたではないか。




　──さて、貴方の言っていることが、私に対する当てつけの冗じよう談だんではなく、本当のことだとしたら……まず探るべきは、エレンや時計ではなく──




（ああ、あいつの言うとおりだった。よくよく考えれば、エレンを黒幕とするのは、正しいようでおかしいんだ。なにせ、まだ少ない周回記憶の俺でさえ、すでに精神的にまいりかけてる。エレンが自身の自由意思で繰り返せるわけがない。なら──）

　そんなことを考えているうちに……上る階段が尽つきた。

　今、グレンの眼前にあるのは、屋上へと出る扉とびらだ。

　グレンは、その重たい扉にそっと手をかけ、力をこめて押し開くのであった。

（……決戦だ。覚かく悟ごを決めるぜ）

　グレンの意識は、扉の向こう側、そして、恐らくこれから始まるであろう鉄火場への予感へと、完全に向けられていた。

　だから──グレンは気付かなかったのだ。

「…………」

　そんなグレンを、後方遠くから息を潜ひそめてつけてきた少女の存在に──




「それでいいのだよ、我が孫まご娘むすめよ！　やればできるではないか！　お前もようやくクライトスを名乗るに相応ふさわしい者へと成長したようだ！　私は、お前を誇ほこりに思うぞ！」

「はい……ありがとうございます、お祖じ父い様」

　ばぁんっ！　大音おん響きようを立てて押し開かれる屋上の扉。

　そこにいた先客達が、驚いたように扉を押し開いたグレンを振ふり返る。

「……あ」

　そこにはエレンと──

「な!?」

　──クライトス魔ま術じゆつ学院の学院長、ゲイソン＝ル＝クライトスがいた。

　グレンは、ずかずかと大おお股またで屋上へと入り行って……

「馬ば鹿か騒さわぎは仕し舞まいにしようぜ？」

　呆あつ気けに取られる二人へ、そう言い放った。

「な、グレン先生!?　貴方、また死にたいんですか!?　帰ってください！」

　エレンが苛いら立だったように、グレンへと言い放つが……

「大だい丈じよう夫ぶだ。《ル＝キル時計》の機能は把は握あくした。神の眷けん属ぞくから時計に改造され、格落ちした今のル＝キルは、主マスターがプログラムした命令を、単純自動実行することしかできないデク人形だ。つまり、お前の行動を妨ぼう害がいしない限り……条件を満たさない限り動かん」

　……グレンは、極めて冷静にそう返す。

「せ、先生……？」

「それに……今回、用があるのは、お前じゃねえ」

　すると、グレンはゲイソンへ向き直り、鋭するどく言った。

「お前だ。ゲイソン＝ル＝クライトス」

「──ッ!?」

　すると、エレンが、信じられないとばかりに目を見開く。

「な、なんだ、貴様は!?　この無礼な小こ僧ぞうめ！　一体、この私に何の用だ!?」

　そして、ゲイソンは、いかにもわけがわからないとばかりに、憤いきどおった。

　その反応は、とても演技のようには思えないが、構わずグレンは言葉を続けた。

「考えてみりゃ、一人だけ居るんだよ。ループの周回記き憶おくを継けい承しようできずとも、エレンを周回させることで益を得る人物がな。……お前だ、ゲイソン。クライトスの主家。だから、俺がお前に言う言葉はこれだけだ……〝とっとと、竜りゆう頭ずを出せ〟」

　そんな、グレンの言葉に、エレンが呆ほうけたように呟いた。

「なんで……？　なんでわかったんですか……先生……？」

　エレンは、懐ふところから件くだんの時計を取り出してみせた。

　その時計には──竜頭がない。竜頭のあるべき所には、小さな穴が開いている。

「なぜ、時計の竜頭の持ち主が、この時計を……この繰り返しを支配していると、わかったんですか……ッ!?」

「よくよく考えてみれば、単純シンプルな話さ」

　グレンが肩かたを竦すくめて言った。

「時計型の魔法遺産アーテイフアクト……時計型に作ったってんなら、そりゃ時計のように操作するものに決まってる。違ちがうなら、時計型にする意味なんかねえ。つまり、そのクソ時計の魔法遺産アーテイフアクトは、竜頭で機能を制せい御ぎよするものだったんだろうよ。普ふ通つうの時計のようにな」

　そう、時計は、〝竜頭で針やゼンマイを操作する〟……そういう道具だ。

「だが、思い出したんだ。お前の時計には〝竜頭〟がねえ。あからさまに竜頭が刺ささっていたであろう穴が開いているのに、だ。じゃあ、その時計はどうやって操作するんだ？そもそも、その竜頭は、なんで時計本体から外れている？　〝ひょっとしたら、その時計から竜頭を取った誰だれかが、遠えん隔かく的に時計を操作しているのでは？〟」

「そ、それは……」

「その仮説の裏は取れた。フォーゼルの野や郎ろうに《ル＝キル時計》の構造を調べてもらったんだ。案の定、時計の魔術機能の操作や制御は、竜頭に集約されていた。竜頭を使うことで時間を巻き戻もどし、時計に改造されたル＝キル……番人を操作する。

　そして、記憶を継承する魔術的付呪効果は、その時計本体にあった。つまり、エレン、お前が自分の意思でこのループを引き起こしているわけじゃない。お前は、誰かにその時計を持たされ、ループに巻き込まれた被ひ害がい者しやだ。そうだろ？」

　エレンの顔色が変わる。

「しかし、そこに思い至っても疑問が残る。その〝竜頭〟の持ち主は、周回記憶の継承も出来ないのに、そんなことやって、何の意味があるんだ？　と。

　ああ、いるじゃねえか。それに意味のあるやつが。そして、その竜頭を持っていそうなやつが。確かクライトス家って、古代の魔法遺産アーテイフアクトを、数多く資産として保有しているお家だったよなぁ？　現クライトス当主のゲイソンさんよぉ？」

「な!?」

　目を見開いて硬こう直ちよくするゲイソンを鋭く睨にらみ付け、グレンは続けた。

「あんたが欲しいのは、〝エレンがメイン・ウィザードに選ばれた〝その事実だけだ。途と中ちゆう過程の記憶なんかどうでもいい。むしろ精神衛生的には必要ない。

　あんたは、この選せん抜ばつ会の七日目で、自分の望む結果が出るまで竜頭を操作して、時間を巻き戻し続ける。最終的に、あんたの前に登場する、たった一つの現実はこれだ。〝エレンがメイン・ウィザードに選ばれた展開〟。

　一見、回りくどいが、アンタにとっては実に妙みよう手しゆだ。なにせ、周回の記憶を継承しないアンタ視点では、たった七日で全てが理想の形で終わるんだ。手て間ま暇ひまかけて汚きたない裏回しをする必要も、事故に見せかけて誰かを排はい除じよする必要もない。……孫娘エレンだけが、己の与あずかり知らぬところで、地じ獄ごくの苦しみを味わうことに目を瞑つぶればな。

　クソだよ。吐はき気がするぜ。自ら手を汚よごして裏回しするより、なお質たちが悪ぃ。……てめぇ、孫娘を一体、なんだと思ってるんだ？」

「ば、バカな！　君はいきなり不ぶ躾しつけに、一体、何を言い出すんだ!?」

　すると、ゲイソンがいきり立った。

「さっきから言っている意味がわからんぞ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　そもそも──」

　だが、ゲイソンはグレンに突とつ然ぜん、拳けん銃じゆうを突つきつけられ、息を吞のんで押おし黙だまる。

「ネタはもう挙がってんだ、タコ。この俺の大暴ばく露ろを前に、てめぇがまだ生きてるのが、てめぇが黒幕である何よりの証しよう拠こだ！」

「はぁ!?　それは一体──ッ!?」

「《ル＝キル時計》はループの番人だ。七日間のループを順調に回すため、〝エレンを妨害する者を殺害〟し、そして、〝ループの情報を得た第三者を殺害〟する……それが、この七日間を無限に効率良く続けるため、番人ルーラーに設定した令呪コマンドなんだろ？　てめえが、何の関係もない第三者なら、なんで殺されてねえんだよ？」

「い、言ってる意味がわからん！　番人ルーラー!?　なんだそれは!?」

「黙れ。身体検査のお時間だ。てめぇの身辺を隅すみ々ずみまで調べさせてもらうぜ。どっかに必ず竜頭を隠かくし持っているはずだ。残念だが、拒きよ否ひ権は──……」

　狼狽うろたえるゲイソンを無視して、グレンが拳銃を構えながら、ゲイソンに向かって歩を進めていく。

　すると……

「……やれやれ、信じられんの。まさか、この私の思おも惑わくに気付く者がいたとは。気付いたとして、ここまで真実に到とう達たつできる者がいたとは」

　……不意に、ゲイソンの表情が変わった。

　薄うすら寒ざむく、そして実に俗っぽく下げ卑びた形相へと変化していく。

　そして、ゲイソンは懐から何かを取り出し、それをグレンの前に差し出して見せた。

　小さな歯車のような部品だ。不思議な魔ま力りよくの光でぼんやりと発光し、ちりちりと燐りん光こうを零こぼしながら、ゲイソンの差し出す掌てのひらの上で浮ういていた。

「竜頭……ッ！　……やっぱり、てめぇ……」

「その通りだ。私はエレンに持たせたこのクライトスの秘宝《ル＝キル時計》を使い、エレンがメイン・ウィザードに選ばれるまで、この七日間を繰り返すつもりであった」

　何の罪悪感もないゲイソンの様子に、グレンは反へ吐どが出る思いで怒ど鳴なった。

「繰り返すつもり、じゃねえよ！　もう実際に繰り返してんだよ、てめえは！」

「だろうよ。この落ちこぼれエレンがあれほどの力をつけ、君のような想定外も現れるくらいだ。私自身はループを認識できないが……もう、相当に繰り返しておるのだろう？　１００回かね？　２００回かね？　あるいはもっとかな？　くっくっくっく……」

「……野郎……ッ!?」

　怒いかりを燃やすグレンを前に、ゲイソンは鬱うつ陶とうしそうに肩を竦める。

「ふん、卑ひ賤せんな平民の君にはわかるまいよ。クライトス家は帝てい国こく有史以来の貴族、我々には先祖代々受け継ついだこの家に、さらなる繁はん栄えいをもたらさねばならない義務がある。

　だが、なんだ？　クライトス直系の純じゆん粋すいな青い血のエレンを差し置き、あの平民の赤い血が混じった穢けがらわしいレヴィンの小僧を当主にすべき？　まったく、嘆なげかわしいことこの上ないわ！　そうだろう、エレン!?」

「は、はい……お祖父様……ッ！　そ、その通りです……ッ！」

　ゲイソンの怒ど声せいに、エレンが怯おびえたように首しゆ肯こうした。

「うむ、良い返事だ！　ゆえに、お前はこの選抜会でシスティーナ＝フィーベル、レヴィン＝クライトス、リゼ＝フィルマー……同世代でトップクラスの魔ま術じゆつ師し達を、大衆の前で正々堂々と打ち破ってメイン・ウィザードとなり、自身が当主に相応しい力を持っていることを、周囲に示さねばならぬのだ！」

　なるほど、とグレンは思った。

　システィーナを番外戦術で排除する手を、エレンが使わなかったのはそれだ。

　そんな形でエレンがメイン・ウィザードとなっても、完全勝利を求めるゲイソンが認めず、強制的に繰くり返しを発動させたに違いない。もしくは、エレンがそんな不正手段をしたら番人が動いて、エレンすら殺して繰り返すようになっていたか。

　本当に、自分が記憶継承しないことを好都合に、やりたい放題ではないか。

「志半ばで早世した不ふ詳しようの息子グラハム、そして孫レオス……連中に代わって、落ちこぼれのそなたの面めん倒どうを見てやったのは誰だったかな？　庇ひ護ごしてやったのは？　エレン」

「そ、それは……もちろん、お祖父様です……」

「だろう？　だから、そなたはこの私に恩を返さねばならぬ。クライトス家を継つぎ、次世代に、純粋で高貴なるクライトスの青い血を残さねばならぬ……わかるな？」

「は、はい……わかります……ッ！」

　エレンがぶるぶると震ふるえながら、絞しぼり出すように言った。

「そのためには……少々辛つらいとは思うが、この試練、耐たえてくれるな？」

「……は、はい……耐えます……私、頑がん張ばりますから……ッ!?」

　エレンが目め尻じりに涙なみだを浮かべて、掠かすれた声で呟つぶやいた。

「おうおう、良い子だ、エレン。愛しているよ、我が愛しい孫まご娘むすめ……」

　すると、ゲイソンは我が意を得たりとばかりに、グレンへ振ふり返って、にやりと笑った。

「どうだ？　聞いただろう？　エレンは自ら望んで、今の状じよう況きようを受け入れているのだ。だから、部外者である君に干かん渉しようする権利はないぞ。もっとも──」

　その瞬しゆん間かんだった。

　猛もうダッシュを乗せたグレンの右ストレートが、ゲイソンの顔面にめり込んでいた。

「ぐっぎゃあああああああああああああーーッ!?」

　吹ふき飛ばされ、ごろんごろんと転がっていくゲイソン。

　そんなゲイソンへ、グレンが最早我が慢まんならぬとばかりに吠ほえた。

「ざっけんなッ！　愛しているだと!?　孫娘にあんな表情させて、泣かせて、どの口が言ってやがるッ!?　てめえが愛しているのは、家だけだッ！　てめえが考える〝格好いいクライトス家〟だけだッ！　死ね、老害ッ！」

　そして、今度は、グレンはエレンに向かって吠えかかった。

「お前、本当にこれでいいのか!?　こんなクソ爺じじいの言いなりで、これからもずっと繰り返し続けるのか!?　大事な友達だった白しろ猫ねこ……システィーナを逆さか恨うらみして、憎にくみ続けながら、こんなクソ爺のくっだらねえ願望を叶かなえるために繰り返すのか!?」

「──ッ!?　そ、それは……」

「お前もわかってんだろ!?　この閉じた一週間じゃ、システィーナには絶対に勝てないってな！　お前はもう折れてる！　後は何度繰り返しても、坂道を転がり落ちるがごとしだ！　そのくらい、お前もわかってんだろ!?」

「でも……私は、こうするしか……ッ！　繰り返さないと……ッ！」

「足あし踏ぶみを止めろッ！　未来で足あ搔がけッ！」

「──ッ!?」

　グレンの𠮟しつ責せきに、エレンは思わず呼吸を忘れた。

「人生、誰もが己が願いを成し遂とげるため、未来に向かって足搔いているんだ！　その場で足踏みして栄光を摑つかむやつなんか一人もいない！　確かに、お前は人よりハンデを背負ってる……それでも歯を食いしばって一歩一歩歩き続けるしかねえんだよ！　いくら生まれや環かん境きようや才能のせいにしたって、実際そうだったとしても、何も変わらねえし、誰も何も変えてくれねえんだよ！　この世界は世知辛がれぇんだ！」

　そんなグレンの言葉に、エレンは神しん妙みように押し黙ってしまう。

「もう一度聞くぜ？　エレン……お前、まだこんな不毛な繰り返しを続けるのか？」

　すると、そんなグレンの問いかけに……

「……嫌いや……です……」

　ついに、エレンは……

「もうこんな繰り返し、嫌……嫌ぁああああ──ッ！　頭がおかしくなりそう！　もう限界……誰か助けて……誰か助けてよおおおおおおお──ッ！」

　頭を抱かかえて、己が胸の内に堆たい積せきした心情を吐と露ろするのであった。

「へっ……了りよう解かいだ」

　グレンはその言葉を受け、倒たおれ伏ふすゲイソンの下へと歩み寄っていく。

　そして、ゲイソンの胸ぐらを摑みあげて、引き起こした。

「おい、竜りゆう頭ずを寄よ越こしな。それで時計の力を解除キヤンセルさせてもらう。もう二度と、こんなくだらねえ繰り返しは起こさせねえ……」

　すると、ゲイソンが頰ほおの端はしを吊つり上げて、にやりと笑ったのだ。

「げほっ……ごほっ……ぐは、ぐははは……」

「……何がおかしい？」

「まったく、これだから最近の若者は……敬うべき人生の先達に対し、このような仕打ちと態度……実に嘆かわしい。これからの帝国は一体、どうなってしまうのか……」

「……言ってろ、老害。若者にも敬う相手を選ぶ権利があらあな」

　すると、ゲイソンが蔑さげすむように言った。

「君は一つ、勘かん違ちがいをしているよ、グレン君」

「何？」

「君は、あの《ル＝キル時計》の番人が、予あらかじめ決められた命令しか実行できないデク人形だと思っている……本当にそうかね？　竜頭は、時計の機能を操作・調整する……君自身がそう言ったのだよ？　ならば、なぜ、こういう可能性を考えなかったのかね？」

「──ッ!?」

　ようやくそれに気付いたグレンが、思わず目を剝むいた。いつの間にか、ゲイソンの手の中で浮いている竜頭が不ふ穏おんな魔力を漲みなぎらせ、猛もう回転していたのだ。

「ち──ッ!?」

　それは、ほとんど直感だった。咄とつ嗟さに、グレンが横へ飛び跳はねる。

　瞬間、グレンは微かすかな風の流れを右みぎ肩かたに感じ──

　ぼんッ！　グレンの右肩が突然に弾はじけ、血の花が咲さいた。

「ぐぁああああああ──ッ!?　くそぉ!?」

　グレンが苦く悶もんの叫さけびを上げた、次の瞬間。

「せ、先生ぇええええ──ッ!?」

　ばぁんっ！　屋上の扉とびらが、何者かによって開け放たれていた。

「な……ッ!?　し、白猫!?」

　現れたのは、システィーナであった。

「せ、先生！　しっかりしてくださいっ！」

　システィーナがグレンへと駆かけ寄り、グレンの肩かたへ急いで法医呪文ヒーラー・スペルをかける。

「ああ、なんて酷ひどい怪け我が……ッ！　何これ、どういう……ッ!?」

「お、お前……ッ！　跡をつけていたのか!?」

「一体、何が起きてるんですか!?　エレンもいるし……一体、何が……ッ!?」

「バカ！　俺に構っている場合じゃねえ！　お前はここから立ち去れ！」

　グレンがシスティーナに構わず立ち上がり、振り返る。

　その視線の先には──

「あ、あぁ……ぁああああ……ッ!?」

　驚きよう愕がくのエレン。そして、その頭上の空間に、エレンが持っていた《ル＝キル時計》が凄すさまじい魔力を漲らせて浮ふ遊ゆうしていた。

　そして、その空中で──時計が変形を始めた。

　それは、いつか見た手順とは、逆の挙動だ。

　時計が開かれ、部品が展開され、展開され、展開される。やがて腕うでと脚あしが形成され、胴どうが形成され、くず鉄のような翼つばさが展開され──時計が、人間と機械を交配させ、全身を拘こう束そく具で雁がん字搦がらめに縛いましめたような醜しゆう悪あくな異形の人形を構築する。

　その怪かい物ぶつは、今まで何度も何度も、グレンを謎なぞの手段で殺してきた《ル＝キル時計》の番人──いや、かつて神の眷けん属ぞくから一個の時計へと貶おとしめられた悲しき存在。

　ル＝キル。

　墜おちた神の遣いが、今、再びグレンの前に顕けん現げんす──

「エレン！　一体、何よ、その怪物！　貴女あなた、一体、何をやったのよ！」

「シス、ティーナ……だ、だめ……逃にげて……逃げてぇええええ──ッ！」

「エレン……ッ！」

　さしものシスティーナも、震えながら啞あ然ぜんとするしかない。

「ふむ……妙みような乱入者がいたようだが……まぁ、構わぬよ」

　そして、そんなシスティーナを無視し、ゲイソンは言った。

「見たかね？　彼女を。そう、この竜頭があれば、ル＝キルを私の意思で自在に操ることができるのだよ……エレンがこの私に逆らえなかったのは、このためなのだ」

「野や郎ろう……ッ！」

　グレンが、現れたル＝キルを睨にらみ据すえる。

　そう、半ば機械化して、その全身を拘束具が雁字搦めに縛しばり付けていたため、わからなかったが、今ならわかる。もし、あの異形の番人から、機械や拘束具を全て外したら……その下に現れる姿は、きっと──

「ああ、そうだな……フォーゼルが盗ぬすんできたあの像に……ル＝キル像にうり二つの造形だ！　そうか、やはり伝承の通り、あの時計はル＝キルそのものなのか……ッ！」

「ご名答だよ。時間を操る神の眷属ル＝キルが、限定的に時間操作する魔法遺産アーテイフアクトへと作り替かえられた存在──それこそが《ル＝キル時計》。クライトス主家の当主にのみ受け継つがれてきた、クライトスの秘宝。この時間を望むままに巻き戻もどせる時計は、クライトス家に大いなる恩おん恵けいを与あたえ続けて来たのだ」

　下げ卑びた笑みを浮うかべるゲイソンの手の中で、竜頭が回る、回る、回る──

「当然、我々はこの時計の使い方を、誰だれよりも熟知している……このようにな！」

　その回転に応じて、拘束された番人──ル＝キルが動き始める。

　鎖くさりで縛られたクズ鉄の翼がはばたき、風を巻き起こし始めて──

　その時、ふとグレンの脳裏に、システィーナやフォーゼルの言葉が蘇よみがえった。

（──〝滅びをもたル＝らす風の翼キル〟──ッ!?）

　その言葉と、先程、肩を吹き飛ばされた現象を、瞬しゆん時じに照らし合わせ──

「白猫ォオオオ──ッ！」

「きゃあっ!?」

　グレンは身体能力強化の魔ま力りよくを全開にし、システィーナを抱だきかかえて横へ跳とんだ。

　システィーナは、吹き付ける風の範はん囲いから辛かろうじて外したが──ル＝キルの翼が巻き起こした風は、グレンの脇わき腹ばらを撫なでた。

「ごぶ──ッ!?」

　ぼんッ！　グレンの脇腹が弾け飛ぶ。……致ち命めい傷しようだ。

　手で押さえる脇腹から、ぼたぼたぼたっと大量の血が零こぼれ落ちる。

「きゃああああああああ──ッ!?　な、何!?　一体、何が起きたんですか!?　どうして、こんな酷い損傷が一いつ瞬しゆんで!?」

「し、しろねごッ！　いいから……に、げ、ろ……ッ！　俺を、置いて……ッ！」

　グレンは血ち反へ吐どを吐はきながら、システィーナを背後に庇かばうように立ち上がる。

「そ、そんなの出来るわけないじゃないですかッ！」

　だが、システィーナはグレンに請うけ合わず、涙なみだ目めでグレンへ法医呪文ヒーラー・スペルをかけ続ける。

　そんな二人のやり取りを見て、ゲイソンは高笑いした。

「ふはははははははははは！　なんだ、その子は君の教え子かね？　なかなか美しい師弟関係ではないかね!?　はっははははははははは──っ！」

「や、野……郎ぉ……ッ！　黙だまれ、クソッ！」

「そう怒おこるな、安心したまえ！　別にここで死んでも構わぬだろう？　どうせ、時間を巻き戻せば、蘇るのだからな！」

　巻き戻しが可能。そんな状じよう況きように、ゲイソンの感覚は麻ま痺ひしているようであった。

「しかし……君のような勘かんの鋭するどい、聡さとい者は目障りだよ。だから、この私の邪じや魔まをすればどうなるのか、思い知らせてやろう！　二度と介かい入にゆうする気が起こらぬようにな！」

　ゲイソンが念を込めると、竜頭がさらに回転する。

　ル＝キルが、再び風を巻き起こす──

「ぐ──ッ！　《輝かがやく壁かべよ・災さい禍かの歩みを阻はばみて・我を護れ》──ッ！」

　グレンは口の端はから血を伝わせながら、黒魔【フォース・シールド】を唱えた。

　グレンの眼前に展開される強固な魔ま力りよく障しよう壁へきが、迫せまる風を受け止めるが──

　ぼんっ！　ぼんっ！　ぼんっ！

　風があたった魔力障壁に、次々と大穴が開いていく──

（クソ──ッ！　やっぱりこいつは、物理的な破は壊かい力による現象じゃねえ!?　もっと高次元の、別の理り屈くつで起きている〝滅び〟だ──ッ！）

　つまり、どうしようもない。

「く──」

「せ、先生ぇ──ッ!?」

「も、もう嫌いやぁ！　お、お願いします、お祖じ父い様、もう止めて──」

「はは、ははははははははははははははははははは──ッ！」

「駄だ目めだ、破られる──なら、《駆けよ風・駆けて抜ぬけよ・打ち据えよ》──ッ！」

　グレンは【フォース・シールド】を破は却きやくして、【ゲイル・ブロウ】を唱えた。

　突つき出した手から放たれた猛もう烈れつなる突とつ風ぷうが、迫り来る滅びの風を受け止める。

「げほっ……予想通り……風には風だ……ッ！」

　そう、理屈はわからないが、とにかく、あのル＝キルの翼が巻き起こす風に触ふれてはならない。触れれば、不ふ可か避ひの滅びが訪れる。

　グレンの咄とつ嗟さの判断は効を奏した。

　だが──猛烈な勢いで迫り来る滅びの風は、グレンの風を徐じよ々じよに押し始める。

「くそ、重い……ッ！　俺の魔力じゃ支えきれねえ……ごほっ！　し、白しろ猫ねこ！　お前も力を貸せ！　お得意の風の魔術だ！」

　グレンが血反吐を吐きながら要よう請せいするが……

「な、何を言ってるんですか……ッ!?　今、法医呪文ヒーラー・スペルを止めたら、先生が死んじゃうじゃないですか……ッ！」

　真っ青になっているシスティーナは、涙目でそれを拒きよ絶ぜつした。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　大丈夫なんだよッ！　だから──」

「で、でも……でもぉ……ッ！」

　駄目だった。システィーナはこの一週間がループしていることを認識していない。

　説明する暇ひまも、それを信じさせる暇も、余よ裕ゆうもない。手て詰づまりの八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

「ほら、どうしたのかねぇ？　若人！　これでも、ル＝キルの力は相当に抑おさえてあげているのだぞぉ!?　ほらほらぁ！」

　哄こう笑しようするゲイソンの掌てのひらの上で、竜りゆう頭ずが回転する。さらに回転数を上げる。

　すると、ル＝キルが羽ばたきの回転をさらに高め、高めて──

　翼から放たれる滅びの風の勢いが、際限なく上がる──

「くっそぉおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

「ふはははははははははははははは──ッ！　どうだ！　参ったか!?　我らがクライトスの栄光に立ち塞ふさがる不届き者よ！　その威い光こうにひれ伏ふして──死ねッ！」

　と、その時だった。それは唐とう突とつだった。

　ぴたり、と。ル＝キルの翼の動きが止まって、滅びの風も止まって。

　びきり、と。ル＝キルを戒いましめる拘束具に、鎖に、ヒビが入ったのだ。

「な、なんじゃ……？」

「は？」

　そのあまりにも予想外の出来事に、一瞬、ゲイソンとグレンが硬こう直ちよくする。

「い、一体、どうなって……？　む？　……なんじゃ？」

　すると、ゲイソンが異変に気付いた。

「竜頭が……勝手に……？　や、やめろ……止まるのじゃ……ッ!?　なぜだ、なぜ、私の制せい御ぎよを受け付けぬ!?　時計の主マスターに登録されているのは、私なのだぞ!?」

　焦あせるゲイソンの掌の上で、竜頭はかつてないほどの勢いで回転を始めていた。

　その勢いのあまり、竜頭を中心とした掌の上の空間が、歪ゆがんで見えるほどだ。

「バカな……何かが起きている……ッ!?　今までこんなことは、一度も……」

　ゲイソンが狼狽うろたえきっている間にも、竜頭の猛もう回転はさらなる勢いを増し……それに応じて、ル＝キルを戒めていた拘束が、次々と弾はじけ飛んでいく。

　そして、ついに、首輪とそれについた鎖以外の拘束が、全て破壊されてしまう。

「ひぃ──ッ!?　一体、何がぁ──……へぶっ!?」

　ゲイソンの驚愕の言葉は、最後まで続かなかった。

　ほとんど自由になったル＝キルが翼で猛もう然ぜんと風を巻き起こし、ゲイソンをこの世から塵ちり一つ残らず、粉みじんに吹ふき飛ばしたのだ。

「きゃあああああああああああああああああああ──ッ!?　お、お祖父様ッ!?」

「え？　今の……何？　人が……消えた……？」

　絶ぜつ叫きようするエレン、啞然とするシスティーナの前で。

「ヨウヤク……ヨウヤクデス……」

　ル＝キルが、しゃべった。

　その姿は──あまりにも無む惨ざんで酸鼻だった。

　拘こう束そく具が外れ、より一層あらわになる──その身体からだの半分以上が機械化されて、肉に食い込む歯車やらが覗のぞいている。まるで壊こわれた出来損ないのからくり人形だ。

（アレが、貶おとしめられた神の眷属か……ッ!?）

　見るも悍おぞましいその姿に、グレンは思わず唾つばを飲み、冷ひや汗あせを流す。

　そんなル＝キルが、怯おびえるエレンを背後から、カクカクと抱きしめた。

「ひぃ!?」

「貴女あなたノ……オ陰かげヨ、えれん……貴女ガ繰リ返シテクレタカラ……ズット、ズット、繰リ返シテクレタカラ……私ハ、自由ニナレタ……」

「あ、あぁ……やめ、やめ……やめて……ッ!?　私、知らない……ッ！」

「後、モウ少シ、繰リ返セバ……私ハ、完全ニ、自由ニ、ナレルノ……ダカラ……私ト一いつ緒しよニ、モット、モット繰リ返シマショウ……えれん……」

「やだ……もう、繰くり返すのはやだぁ……」

「コノ一週間ヲ……永遠ニ繰リ返ス……永遠ニ……永遠ニ……永遠ニ永遠ニ永遠ニ」

「嫌ぁああああああああああああああああああああ──ッ！」

　そんなエレンとル＝キルのやり取りを見ながら。

　……ついに、力ちから尽つきたグレンは、血だまりの中に沈しずむのであった。

「せ、先生ッ！　先生！　しっかりしてください！　何？　一体、何なの、この状況……わけがわからないよ……ッ！　先生……ッ！」

　システィーナが縋すがり付いてくるが、最早、グレンの身体は動かない。

（くそ……くそ……くそぉ……あんの老害がぁ……ッ！）

　徐々に昏くらく落ちていく世界の中、グレンが歯は嚙がみする。

（そりゃ、どんな時計だって、何度も使えば、やがて劣れつ化かして壊れるよなぁ……）

　今、起きた現象自体は単純だ。容易に予想がつく。

　時計に改造されたル＝キルは、力を押さえ込まれ、封ふう印いん状態だったのだろう。

　だから、竜頭で限定的な時間操作能力を行使させる道具たり得たのだ。

　だが、その使用耐たい久きゆう限界がついに訪れたのだ。閉じた一週間を何千回も繰り返し、ル＝キルの力を使い続けることによって、ル＝キルの拘束封ふう印いんが綻ほころんでしまったのだ。

「永遠ニ──繰リ返ス。コノ一週間ヲ。ソウ、永遠ニ──繰リ返ス──」

（やべーやつじゃねーか！）

　グレンはうんざりするしかない。

（弱体化してるみてーだが、ありゃ二百年前の魔導大戦で現れた、イカれた邪じや神しん共と同種の存在だぞ……ヤベぇもん野に放ってくれちまってよぉ……どうすりゃいいんだ？）

　そして、今まで何度も味わった感覚……死が自分を浚さらっていく感覚と、時間が巻き戻もどる時に感じる、平へい衡こう感かん覚かくが狂くるうような奇き妙みような感覚が、世界に渦うず巻まき始める。

　こうして、為なす術すべもなく。

　世界が暗転する。視界が回転する。時間が輪りん廻ねし、全てが巻き戻る──

　全ては、終わりΩとなり、また始まりＡへと戻る──

「何……どうなってるの……せ、世界が……ッ!?　先生……エレン……ッ！」

　システィーナは、昏く落ち行く世界の真ん中で、ひたすら狼狽うろたえていた。

「……大丈夫だ」

　だが、グレンはシスティーナを安心させようと最後の力でその手を握にぎりしめた。

「せ、先生……？」

「安心しろ……大丈夫だ……大丈夫だから……よ……」

　その言葉を聞いたシスティーナが、目を瞬またたかせながら、グレンを見つめる。

「……心配……するな、白猫……俺を信じろ……」

「で、でも……でもぉ……ッ！　こんなに血が……それに空も墜おちてきて──」

「げほっ！　すぐに元に戻るさ……全ては繰り返される……ΩはΑへ……」

「……先生……？」

「〝次〟こそは……お前の友達も救って、このクソったれな世界もぶっ壊してやるからよ……お前達の未来を守ってやるから……だからッ……安心しろ……」

　もう力の入らない手で、グレンはシスティーナの手を握りしめる……

　すると、システィーナは全ての合点がいったように、頷うなずいた。

「……わかりました、信じます」

　涙なみだに濡ぬれた目をグレンへ向けながら、システィーナは強くグレンの手を握り返した。

「そうだったんですね……これが、先生の抱かかえていたことだったんですね……？　先生はまた私達のために、たった一人で戦ってらしたんですね……？」

　そして、どこまでも穏おだやかに、信しん頼らいの灯った笑みをグレンに注ぐ……

「先生の言う〝次〟が、どういうことなのかわかりませんが……もし、〝次〟があるなら……その時は、私も先生と一緒に……どうか……」

　ああ、と。グレンは安あん堵どした。こんなシスティーナの一言だけで、不毛な繰り返しに耐たえ続けたことは、全て無む駄だじゃなかったと確信できた。

　ささくれ立ち、乾かわききった心に、潤うるおいが取り戻されていく。

　それと同時に、グレンの意識は、世界は、闇やみへと落ちていくのであった──
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　────。

　──ふと、気付く。

「……？」

　いつの間にか、グレンは見知らぬ世界に立っていた。

　見み渡わたす限かぎり、無限に広がる草原と遠く山々が連なる世界だ。

　前方には緩ゆるくうねるような街道が、地平線の果てまで続いている。

　足下には、金色の毛並みの可愛い子犬が、懐なつくように寄り添そっている。

　肩かたには、瑠る璃り色いろの瞳ひとみを眠ねむたげに細めた子リスが、グレンに縋り付くように乗っている。

　少し離はなれた道の先には、真っ白な毛並みの子こ猫ねこが、まるでグレンを先導するかのようにちょこんと座り、つんとすまし顔でグレンを振ふり返っている。

　そして、見上げれば、無限に広がる大空──

「……どこだよ、ここ……」

　グレンが誰だれへともなく、呆あきれたようにそう呟つぶやくと。

『ここは、貴方の精神世界よ、グレン』

　不意に、背後から話しかけられ、グレンは振り返る。

　そこには、ナムルスが立っていた。

『夢と現実の狭間はざま、意識と無意識の境界に存在する貴方の領地。貴方の心象風景から生み出され、外界を流れる時間とは切り離された、貴方だけの世界……とはいえ、今は誰かの意識も少し混ざっているみたいだけど』

　ちらり、とナムルスが視線を横よこ滑すべりさせる。

　そこには、真っ白な毛並みの子猫が、何か物言いたげに、じっとこちらを見ていた。

「お前が出てくると、最早なんでもありだな、ナムルス」

　こいつはマジで何者なんだ？　グレンが呆れたように嘆たん息そくした。

『さて。それはともかく、ようやく真実に辿たどり着いたみたいね、グレン』

「……見てたのか？」

　ナムルスの切り出しに、グレンが神しん妙みように応じた。

『ええ、見えたわ。ル＝キル……あの子が、この閉じた一週間の元げん凶きようね』

「あの子？」

　奇妙な表現に、グレンは思わず首を傾かしげるが、今はそれどころではないだろう。

『今の暴走したル＝キルには、すでに理性はないわ。ひたすらエレンに取り憑つき、与あたえられた命令の延長線上でしか思考できない、ただの現象に過ぎないわ。すなわち──』

「この一週間を、機械的に繰り返すだけの存在……ってことか」

『そうよ。残念ながらね』

　ナムルスが、疲つかれたような、それでいてどこか憂うれいの籠こもった息を吐ついた。

『当然、貴方はこの繰り返しを脱だつしなければならない。ル＝キルを倒たおすの。貴方自身の過去と未来のために』

「ル＝キルを倒す？　はっ、どうやって？　時間操作？　滅ほろびの風？　アホかよ」

『今のル＝キルにかつてほどの力はないわ。時間の操作権能は、すでに決められた一週間の繰り返し以外にないわ。厄やつ介かいなのは、あの翼つばさが巻き起こす滅びの風だけよ』

「あのな、それが絶望的なんだが？」

　グレンはうんざりしたように言った。

　そう、滅びの風は、あらゆる防ぼう御ぎよ系呪じゆ文もんの盲もう点てんを突ついていると言っていい。

　いかなる魔ま力りよく障しよう壁へきも防御付呪エンチヤントも、基本は〝遮しや断だん〟に〝強化〟……防御そのものが相手からの攻こう撃げきに触ふれること自体は、決して避さけられないのだ。

　滅びの風は、そんな防御自体を根っこから滅ぼす最強の攻撃なのだ。

　すると、ナムルスが淡たん々たんと答えた。

『一つ教えるわ。時間が常に滅びの〝概がい念ねん〟を内包しているのをご存じ？』

「そりゃ、知ってるが……」

　なにせ、経年で劣化しない物質はこの世界にない。どんな無敵で不死身な存在も、やがては、大いなる時間の流れの前に敗北し、朽くち果はてて滅びる運命なのだ。

『今のあの子の力は、その時間が内包する滅びの〝概念〟を極微び小しようの根源素そ粒りゆう子し──第三虚きよ数すう質量物質《時素ルイン》として翼で物質化し、風に乗せて飛ばす……それだけよ。滅びの概念を内包しているがゆえに、《時素ルイン》発生から崩ほう壊かいまでの時間も非常に短いわ』

「……つまり、発生したての風に触れさえしなきゃ、いいってことか？」

『そういうこと。かつてのように、時間を自在に操り、近過去へ不ふ可か避ひの攻撃をしてくるような力はすでにないわ。安心なさい』

「な、なんだよ、近過去への攻撃って……？　まさか、過去を攻撃して、攻撃されたという現在を作るとか？　そんなんあり？」

『グレン、貴方ならきっと対策を打てるはず』

　頰ほおを引きつらせるグレンへ、ナムルスが訴うつたえるように言った。

『私が、こうして再び貴方の前に現れた理由……薄うす々うすわかると思うけど』

「ああ、もう限界なんだろ？」

『ええ、恐おそらく次の繰り返しで、貴方達の存在する時空間がねじ切れるわ。そうなるとル＝キルが時間を巻き戻そうが巻き戻しまいが関係ない。……貴方の世界は、もうどこにも向かわない。永遠に繰り返す、完全に閉じた一週間となってしまう』

「……くそ、ヘヴィだぜ……」

『ル＝キルを倒して。あの時計を完全に壊こわして、貴方は未来を摑つかんで』

　すると、ナムルスの声に、ほんの少しだけ湿しめったものが混じり始めた。

『幸い、今のあの子はただの時計よ。予あらかじめ決められた機能と命令しか実行できない。今のグレンには手に負えない時間操作能力も、ループ機能にのみ限定されている……貴方にまったく勝ち目がないわけじゃない……』

「……ナムルス？」

『せめて、もう……あの子を楽にしてあげて……お願い』

　そんなナムルスの態度と言葉に、グレンは何か引っかかるものを覚えた。

「やっぱり、お前……あのル＝キルのことを何か知っているんだな？」

『さぁ？』

　それに答えず、ナムルスは、くるりとグレンへ背を向けた。

『……どうか、グレン……お願い……』

「……善処はするぜ」

　グレンがナムルスの懇こん願がんに、そう応じると。

　グレンの世界が白熱していく。

　真っ白に、真っ白に──

　そして──




　────。

「──せ──ん……生っ！　先……生っ！　先生！　先生って！　あれ？」

「…………」

　再び、初日に戻るグレン。

　そこは、いつもの教室。

　いつものようにルミアとリィエルが居て、生徒達が居て。

　そして、隣となりには、いつものようにシスティーナが居る……

「お、起きてたんですね？　気がつきませんでした、あはは……」

　システィーナは、気まずそうに愛想笑いしていた。

「……、…………」

　そして、システィーナは、なぜかしきりに自分の手を気にしては、ちらちらとグレンと見比べてくるが……正直、それどころではない。

　少し様子のおかしなシスティーナを尻しり目めに、グレンは必死に考える。

（泣いても笑っても、今回の七日間が最後のチャンスか……）

　なんとしても、今回であのル＝キルを倒し、このループを脱しなければならない。でなければ、この世界は、この一週間を永遠に繰くり返す閉ざされた世界となってしまう。

　ナムルスには安やす請うけ合いしてしまったが、正直、荷が重い。

（第三者へのループ情報開示に関するルールは、まだ有効なのか？　ル＝キルがゲイソンの手から離れ、これまでとは状じよう況きようが変わっている。ひょっとしたら……）

　いや、駄だ目めだ。希望的観測に縋すがって、安易な真ま似ねはできない。

　もし、ルールがまだ生きていたら、誰かにループ情報を開示した瞬しゆん間かん、次の繰り返しが始まり、全てが終わる。永遠に世界がこの一週間に閉ざされてしまう。

　普ふ段だんのグレンには、システィーナ、ルミア、リィエル、セリカ……そして、ついでにイヴ……頼たよりになる人物が大勢いる。そんな彼女達の力を借りられないのが痛過ぎる。

（あのル＝キルの滅びの風……まったく対処法がない無敵の力かと思えば、そうでもねえ……一応、対策はある……というか、ル＝キル対策に最適なやつがいやがる）

　グレンはちらりと、傍かたわらに立つシスティーナを縋るように見上げる。

「……えーと？　先生、どうかしました？　私の顔に何かついてます？」

　グレンと目が合って、目を瞬またたかせるシスティーナ。

「……なんでもねえよ」

　だが、グレンは話せない。話したらシスティーナは死ぬ。そして、全てが終わる。

　頼たのもしい彼女の力を借りることは、絶対にできないのだ。

「ああ、クソ……一体、どうしたらいいんだ!?　このままじゃ──ッ！」

　グレンが頭を抱かかえて、机に突っ伏ぷした、その時であった。

　そんなグレンをじっと見つめていたシスティーナが、突とつ然ぜん、ぼそりと呟いたのだ。

「やっぱり……先生は、何かと戦っているんですね……？」

「え？」

「ただの白昼夢だと思ってたんですけど……先生のそのただならぬ様子だと、どうやら、そういうわけではなさそうですね……理り屈くつは全然、わかりませんが」

「は？　お、おい、白しろ猫ねこ？　白昼夢？　お前、一体、何を言ってるんだ……？」

　今までの繰り返しで、システィーナがここまで意味不明な台詞せりふを言ったことはない。

　ラスト・ループにして、また想定外の展開が出てきて、グレンが辟へき易えきしていると……

「先生……ちょっといいですか？」

　システィーナが突然、グレンの手を取って、引き始めたのだ。

「お、おい……？」

「ちょっと、私とお話ししましょう」

　すると、呆あつ気けに取られるルミアやリィエル、二組の生徒達が見守る中、グレンはシスティーナに手を引かれるまま、教室の外へと連れて行かれるのであった。

（……なんだ？　一体、どうなってんだ？　この展開……）

　ことここに来て、まったく初めての展開に、グレンは戸と惑まどうしかなかった。




「……さて、ここならいいですよね？」

　システィーナに導かれて辿たどり着いた場所は、閑かん散さんとした寂さみしげな裏庭であった。

「ったく、一体、何の用事だよ？　俺は忙いそがしいんだ、手短に──」

　すると、システィーナが自分でも戸惑いながら、こんなことを言ったのだ。

「あの、実は私……さっき、先生を起こそうとしていた一いつ瞬しゆん……夢を見てたんです」

「!?」

「白昼夢とでもいいますか……とにかく、先生が何か恐ろしい敵と戦っている……そんな夢を、ほんの一瞬だけ垣かい間ま見みてました」

　そんなシスティーナの発言に、グレンが目を剝むいて愕がく然ぜんとする。

「その夢の中には、とても懐なつかしい、私の古い友人もいて……先生は、なんとかその子を助けようとしていたんですが……力及およばず……その……」

（どういうことだ!?　前回のループの記き憶おくが少し残っているのか!?　まさか、最後まで俺と一いつ緒しよにいたことが原因か……!?）

　理屈はよくわからないが。

　そもそも、グレンが周回の記憶を残すようになった原因だって、わからないのだ。

「もの凄すごくリアルな夢でした。夢とは思えないほどに、真に迫せまる夢でした。……あの異形の怪かい物ぶつを放っておいてはいけない……そう己の深い所で確信できるほどに」

　システィーナは恐らく、自分でも意味不明なことを言っている自覚があるのだろう。

　その表情には、色いろ濃こい困こん惑わくと動どう揺ようが見て取れる。普段の彼女なら、こんな何も根こん拠きよのない、ともすればとてつもなく〝痛い〟発言は、絶対にしないだろう。

　だが、彼女の中の何かが、彼女を衝つき動かしたのだ。見栄も恥はじも外聞もかなぐり捨て、彼女が為なすべきこと、成さねばならぬことへと向き合わせたのだ。

「だって、覚えているんです！　この私の手に……今も残っているんです！　あの夢の中で、最後まで私の手を握にぎってくれた先生の手の感かん触しよくが、こんなにもはっきりと……あれがただの夢や幻まぼろしだなんて、私にはどうしても思えないんです！」

「お、お前……」

　グレンが驚おどろきを隠かくせずにいると、そんなグレンの表情を見て、システィーナは改めて何かを確信したように、言った。

「何を馬ば鹿かなことをと、笑うかもしれません。でも……今、私は、何が何でも先生を助けなければならない……そんな気がするんです。理屈じゃない、私の魂たましいが、そう訴えているんです……強きよう烈れつに」

「…………」

「先生、今、私に、何か隠していることがありませんか？」

「…………」

「もし、あったら……これが、私の痛い勘かん違ちがいじゃないんだったら……先生が背負っていること、私に教えてくれませんか？　私に先生の手助けをさせてくれませんか？」

　訴えるような表情を、真っ直ぐ向けてくるシスティーナ。

　だが、グレンは溜ため息を吐つき、気まずそうに頭をかいて、目をそらす。

　そして、黙だまるしかない。黙るしかないのだ。

　システィーナが前回の記憶の一部を継けい承しようしたのは驚くべきことだが……結局、グレンは事情を話せない。システィーナの力を借りることは出来ない。

（ル＝キル……墜おちた神の眷けん属ぞく……実は、対たい抗こう策は、あるにはあるんだ……）

　そう、システィーナだ。彼女の力があれば、ル＝キルに対抗できる可能性がある。

　こればかりは、ルミアでも、リィエルでも、セリカでも駄目だ。

　システィーナでなければ、ならない。

　だが、今のシスティーナでは、まだ駄目だ。システィーナの力でル＝キルに対抗するには、システィーナにあることをやってもらう必要がある。

　しかし、それをやってもらうのは、ハードルが高すぎる。

　詳くわしい事情を話せない以上、どうしようもない。

　事情を話せたとしても、システィーナがそれを受け入れてくれるかどうか……

（くそ……やはり、俺一人で、ル＝キルを倒たおす方法を考えるしか……）

　グレンが悲ひ壮そうな覚かく悟ごを固めて、歯は嚙がみをした……その時だった。

「……わかりました。もう何も話さなくていいです」

　システィーナが、ぼそりとそう呟つぶやいた。

　まぁ、確証もないことで、ここまで真しん剣けんに真しん摯しにグレンへと向き合ったのに、話すらしてくれない。こんな冷たい態度を取られたなら、誰だれだって愛想を尽つかして当然だ。

　グレンは、なんだか捨てられた犬のような気分になってくる。

　だが、これでいい。これでいいのだ。元より誰も頼れない戦いだったのだから。

　グレンが寂しげに、システィーナへ背を向けようとしていた……その時だった。

「……それで？　私は一体、何をやればいいんですか？」

　あまりにも意外過ぎるシスティーナの言葉が、グレンの背中を叩たたいたのであった。

「は？」

　思わず、グレンは振ふり返り、システィーナの顔を凝ぎよう視しした。

　何も語らないグレンに苛いら立だっているかと思いきや、システィーナは微笑ほほえんでいる。

　無限の信しん頼らいが灯った目で、グレンを優しく見つめている。

「何をやればって……いや、俺はお前に何も話してねえぞ……？」

「先生、噓うそ、下手へたくそですから。その顔で、やっぱり何かがあるのは確信しました。そして……それがきっと、あの夢と関係しているってことも」

「！」

「先生は何も話してくれない……ええ、昔の私なら、それで、いつも私を蚊か帳やの外にしてって、自分の未熟さを棚たなに上げて、ふて腐くされていたんでしょうけど。でも、先生、こないだ、私のことを認めてくれましたよね？　〝背中を任せられる仲間〟だって」

「……ッ！」

「だったら、決まってます。先生は〝話さない〟んじゃなくて、〝話せない〟んです。その理由は、さっぱりですけど」

「し、白猫……お前……」

　すると、システィーナは不意に頰ほおを赤らめて、そっぽを向いた。長い銀ぎん髪ぱつを人差し指に絡からめて、くるくるさせながら、ぼそぼそ呟く。

「その……なんていうか……そのくらい、わかる程度には……私だって……先生のこと、信頼してるっていうか……信じてるっていうか……ああ、もうっ！　つまりそういうことなんです、察してください！」

　そして、突然、怒おこられた。

　グレンは、目をぱちくりさせるしかない。

「それで？　私は何をすればいいんですか？」

「いや……その……」

　グレンはシスティーナの言動に困惑しつつも、冷静に何をシスティーナに頼むべきか割り出していく。その結果、ほどなくして出たのは、最悪の頼みだ。

　だが、ことここに至った以上、やるしかない。

「システィーナ。……選せん抜ばつ会を辞退してくれ」

「！」

　さすがに一瞬、目を見開いて呆気に取られるシスティーナ。

　だが、その硬こう直ちよくは、本当に一瞬。

「……はい、わかりました。辞退しますね」

　次の瞬間、システィーナは力強く、迷いなく首しゆ肯こうしていた。

　平手打ちを食らう覚悟で言ったのに、あまりにもあっさり許きよ諾だくされ、グレンは思わずその場に転びそうになった。

「はぁ──ッ!?　お前、何言ってんだ!?」

「いえ、それ、むしろ、こっちの台詞せりふなんですけど……」

　システィーナがジト目でグレンを睨にらんでくる。

「お前、メイン・ウィザードになりたいんだろ!?　お前にとって、どんだけ選抜会が大切なことか──お前、自分でもわかってんだろ!?」

「いえ、むしろ、なんで先生が私の意気込みを知ってるのか凄く気になるんですが……」

「なのに、なんでだ!?　理由も語らない、頼たのみも滅め茶ちや苦く茶ちや……お前、どうして、そんなに俺のことを信じてくれるんだ!?」

　ひたすらわけがわからない。そんなグレンの問いに……

「だって、先生だから。……それで十分でしょう？」

「…………ッ!?」

　そんなことをあっさり言ってのける教え子に、グレンはただただ呆気に取られ、圧あつ倒とうされるしかないのであった。

「それとも何ですか？　先生は、取るに足らない、どーでもいいような理由で、私の選抜会を台無しにしちゃうような……そんなロクでなしな人なんですか？」

　そんな風に、含ふくむように悪戯いたずらっぽく微笑みながら、システィーナが下からグレンの顔を覗のぞき込んでくる。

「い、いや……それは、さすがに、俺でもねえよ……」

「でしょう？　だったら、それでいいじゃないですか」

　システィーナがグレンに微笑んでいる。無限の信頼と共に微笑んでいる。

　それは──とても眩まぶしく、尊い。

　紛まごうことなく、この世界に、唯ゆい一いつ無二の笑顔であった──

（なんだ……？　昔はこいつに、よくセラの面おも影かげが見えていたんだが……最近は、なんだか全然、セラが見えなくなってきたな……なんでだろうな？）

　グレンが、ぼんやりとそんなことを考えていると。

「ほら！　先生！　早く！　私はこれから一体、何をすればいいんですか!?」

　そんな元気いっぱいのシスティーナに手を引かれて、先導されて。

　グレンはどこか夢見ごこちで、システィーナの後を追うのであった。




　こうして、最後の選抜会が始まった。

　だが、その選抜会に、システィーナの姿はなかった。

　そして、エレンの姿もなかった──




「しかし、今回の選抜会……本当にレベルが高いですな！」

　四日目から始まった、第三の試験──総当たり模も擬ぎ魔ま術じゆつ戦。

　代表候補の生徒達の白熱した試合を、魔術競技場の貴き賓ひん席より見守っていたエドワルド卿きようは、嬉うれしそうに言った。

「やはり、女王陛下の政策は正しかった！　帝てい国こくの未来を担う優ゆう秀しゆうな若者達が、こんなにも集っている光景を目まの当たりにできるとは……このエドワルド卿、感激の極み！」

　すると、聖リリィ校の学院長ローナが微笑みながら応じた。

「ふふ、そうですね……そして、やはりアルザーノ校には特に優秀な方々が多く集まっておられますね。中でも目立つのはリゼ＝フィルマー、ジャイル＝ウルファート、ギイブル＝ウィズダン……あのマリア＝ルーテルも一年次生にしてはなかなか……」

「いやいや、聖リリィ校も負けてはおりませぬぞ？　コレット＝フリーダ、フランシーヌ＝エカティーナ、ジニー＝キサラギ……将来が楽しみな才の持ち主達です」

　アルザーノ帝てい国こく魔術学院学院長リックも、そう返して聖リリィ組を褒ほめ称たたえる。

「ふふ、ありがとうございます。本当は、エルザ＝ヴィーリフという子も出場させたかったのですが……実は軍からスカウトがかかってしまって……」

「なんと！　軍から!?　それは名めい誉よなことですなぁ、おめでとうございます！」

「しかし……そんな生徒達の中でも、クライトス校のレヴィン＝クライトスは、やはり、一つ頭が抜ぬけておりますな……いやぁ、末すえ恐おそろしい若者がいたものです」

「そうですなぁ。どうやら、メイン・ウィザードの座は、レヴィン＝クライトスと、リゼ＝フィルマーの一いつ騎き打うちになりそうですなぁ、ゲイソン殿どの？　……ゲイソン殿？」

　エドワルド卿が、クライトス校学院長ゲイソンに声をかけるが……

「なぜだ……なぜ、突とつ然ぜん、〝竜りゆう頭ず〟がなくなってしまったのだ……？　あれがなければ……クソ……このままでは、あのレヴィンごときに我が誇ほこり高きクライトスが……そもそもエレンのやつは一体、どこに……？」

　ゲイソンは真っ青になりながら、ぶつぶつと何事かを呟いている。

　そんなゲイソンを前に、エドワルド卿、リック、ローナは不思議そうに顔を見合わせるのであった。

「おほん！　と、ところで……一つ気になることがあるのだが……」

　微び妙みような空気を払はらわんと、エドワルド卿が切り出す。

「確か、システィーナ＝フィーベルという、今回の選抜会でＮＯ．１の期待株がいたはずだが……彼女は一体、どこへ行ったのかね？　どうも姿が見えないようだが……？」

「それが……彼女は突然、選抜会を辞退してしまったのですよ、卿」

「なんと!?」

　申し訳なさそうなリックに、エドワルド卿が憤いきどおった。

「なんて嘆なげかわしい！　自ら魔術祭典への出場権を投げ捨てるとは！　これが帝国の名誉と栄光を担う重要で崇すう高こうな役目だということを、理解していないのか!?」

「その話は、私も小耳に挟はさみましたわ」

　すると、ローナが口を挟んだ。

「候補の生徒達の噂うわさによれば……なんでも、その生徒は、とある魔術講師と一いつ緒しよに、朝から晩まで図書館に籠こもり、何らかの魔術の研究を行っているそうですが」

「ぐぬぬぬ！　勉強熱心なのは良いが！　時と場合によるだろう!?」

　ますます、頑がん固こなエドワルド卿の怒いかりに拍はく車しやがかかる。

「まったくもって嘆かわしい、最近の若者は！　我らが若い頃ころはそうではなかった！　もっと、祖国のために何が出来るかを、皆みなが皆、常に考え、時に己を滅めつして──」

　すると、そんなエドワルド卿をリックが宥なだめる。

「まぁまぁ、エドワルド卿。きっと何か事情があるのでしょう。それに、その魔術講師とは……きっと卿もご存じ、我が校の英えい雄ゆう殿どのなのです」

「何だと!?　まさか、フェジテのみならず女王陛下も救った、あの──ッ!?」

　それを聞いたエドワルド卿が、目を剝むいて絶句する。

「はい。そんな彼が一見、不敬とも不ふ遜そんとも取れる行動を取っている……そうせざるを得ない何かがあるのやもしれません」

　どこか自信に満ちた表情で、リックは穏おだやかに言った。

「どの道、この帝国の未来にとって悪いことにはなりますまい。どうか、今回だけは、年長者の器をもちまして、彼らの若気の至りを許していただけませぬかな？」

「むむむむむ……」

　すると、エドワルド卿は、これ以上、何も言うことができず。

　ただ、複雑な表情で、唸うなるだけであった。




　そして──時間は飛ぶように過ぎていく──




　──七日目。

　最終日となって、より盛り上がる白熱の模擬魔術戦が、魔術競技場で行われている。

　そんな遠い喧けん噪そうを微かすかに感じながら、エレンは魔術学院校舎屋上から、黄昏たそがれに燃えるフェジテの街並みをぼんやりと眺ながめていた。

　日が……沈しずむ。ゆっくりと沈んでいく。

　ちょうど、あの日が完全に沈みきる頃、選抜会は終しゆう了りようし、学院アリーナで代表選手の発表会が行われる。

　そして──その発表を起点に、全てがまた元に戻もどる。

　最早、どうすることもできないエレンには、ただただ絶望しかなかった。

「泣カナイデ、えれん……」

　そんなエレンを、ル＝キルが背後から抱だきしめている。

　ル＝キルの掌てのひらには、くるくると魔ま力りよくを漲みなぎらせて回転する竜頭……すでにル＝キル時計の制せい御ぎよは完全に、このル＝キルの手にあった。

「一緒ニ、繰リ返シマショウ、大だい丈じよう夫ぶ……怖クナイカラ……繰リ返セバ、アノ御お方かたニ、何時いつカ、会エルノ……ダカラ、一緒ニ、繰リ返シマショウ……」

「嫌いやだ……」

　わかっていたが、このエレンに憑ついた怪かい物ぶつは、もうとっくに頭が壊こわれている。会話は何一つ成立しない。そして、もうエレンはこの怪物の言いなりになるしかない。

　エレンは、魔術競技場を遠目に見やる。

　未来への希望と活気に満ちあふれた、あの競技場を。

　自分は、そんな未来を完全に閉ざしてしまったのだ。

　あの希望が向かう先は、もうどこにもないのだ──

「ごめんなさい……」

　口をついて出た言葉はただただ、悔かい恨こんだった。

　祖父ゲイソンだけを責められるものか。

　自分だって、心の底のどこかで、こんな姑こ息そくな手段で、輝かがやかしい未来と栄光を摑つかもうとした……そんな思いがまったくなかったとは言い切れない。

　自分勝手な願望で、ここにいる全ての人間達の未来を奪うばってしまったのだ。

　これから延々と繰くり返される閉じた一週間の中で、エレンはただただ謝罪することしかできないのだ。それこそ永遠に。

「ごめんなさい、皆……ごめんなさい、システィーナ……ッ！　私は──……」

　鉄てつ柵さくに縋すがり付くエレンが、燃える黄昏に向かって、ひたすら涙なみだを流し、謝罪の言葉を繰り返していた……その時だった。

　がちゃ……背後で扉とびらが開かれる音。屋上へゆっくり入って来る気配。

　エレンが、力なく振ふり返る。

　案の定、そこに居たのは、繰り返す一週間の中で、何度も顔を合わせたグレン。

　そして、もう一人は──

　──。




　──わぁ、すごい、すごい！　システィ、すごい！

　──もう、そんな魔術が使えるんだ！　すごいなぁ！

　──システィって、私と同い年なのに、本当にすごいね！　いいなぁ！

　──私もがんばれば……いつか、システィみたいになれるかなぁ……？

　──ありがとう！　私、がんばるね！　うん、絶対にがんばる！　私も、レオス兄さんやシスティみたいな、すごい魔ま術じゆつ師しに、きっとなるね！

　──だから、その時は──また、会おうね、システィ……────




「……どうした？　大丈夫か？」

　気き遣づかうようなグレンの言葉に、システィーナはふと我に返った。

　在りし日を彷徨さまよっていたシスティーナの意識が、現在いまへと帰き還かんする。

　システィーナの目の前には、屋上へと出る扉があった。

「やっぱ、疲つかれたか？　悪いな、ちょっと最近、無茶させたからな……」

「いえ、大丈夫です。少し、昔を思い出していただけですから」

　軽く頭を振り、システィーナは己に活を入れる。

「……行きましょう、先生」

「ああ」

　がちゃ……グレンは、屋上への扉をゆっくりと押し開いた。

　すると、煌こう々こうと夕日に燃え上がる広こう漠ばくとした屋上が、強きよう烈れつに目を灼やいた。

「わ──ッ!?」

　叩たたき付けてくる爆ばく風ふうが、システィーナの髪かみを嬲なぶり、衣服を揺ゆらす。

　システィーナは慌あわてて、スカートを押おさえつつ、前を見み据すえた。

　とある少女の背中に、見るも悍おぞましい異形の怪物が絡からみついている。

「あの夢の通りだわ……あの悍ましい怪物……そして……」

　システィーナは、その怪物が取り憑いている少女を真っ直ぐに見据えた。

「……久しぶりね、エレン。貴女あなたを助けるためにやって来たわ」

　エレンは何も答えない。ただ、気まずそうに目をそらすだけだった。

「先生が何も教えてくれないから、詳くわしい事情はわからない。ただ、私が聞かされているのは、貴女の危機と、その怪物を倒たおさなければならないということだけ」

「…………」

「待ってて、エレン。今すぐ、そんな怪物やっつけてあげるから。私と先生でね」

　すると、ここでエレンがわなわなと口を開いた。

「どうして？　システィーナ……貴女、なんでここにいるの？」
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「なんでって……」

「今、貴女は選せん抜ばつ戦に出場しているはず！　なのに、なぜ……？　なんで、貴女は大切な選抜会を放ほう棄きして、こんな所にいるの!?　祖父の背中を追う貴女にとって、この選抜会は、何物にも代えがたいもののはずなのに──ッ！」

「…………」

　エレンの悲痛な叫さけびに、システィーナはただ黙だまって応じるだけだ。

　そんなシスティーナへ、エレンが訴うつたえかけるように続ける。

「私、貴女に酷ひどいことを言ったのに……貴女を傷つけたのに……なのになんで……？」

「ごめん、エレン。正直言うと……貴女の言っている意味が全然わからないわ。だって、貴女とは今、この時が、本当に久しぶりの再会のはずなんだもの」

　いまいち事情が吞のみ込めないシスティーナは、困ったように頭をかく。

「私の知らない所で色々あったのは間ま違ちがいなさそうね。でも、〝貴女がピンチだ〟……それだけで、私がここに立っている理由は十二分に過ぎるの。わかる？」

「だ、だから、なんで!?　なんで、私なんかを助けに──ッ!?」

「だって、友達じゃない？　私達」

「あ……」

　システィーナのその言葉は、エレンにとっての福ふく音いんだった。

　何千回と繰り返し、何千回と自分の前に絶望的な壁かべとして立ちはだかったシスティーナ。

　次第に、望まぬうちにシスティーナを逆さか恨うらみし、抱いだきたくない憎ぞう悪おを燃やし、最早、原初とは別人と化してしまったエレン。

　そのシスティーナの一言が、何千回もの繰り返しで化石と化したエレンの心を優しく溶とかしていく。憎悪と嫉しつ妬とに炙あぶられ、ひび割れ、乾かわききった心に、急速に潤うるおいが取り戻されていく。延々と経過した長き時が巻き戻っていく。

　気付けば──

「し、システィ……ぐすっ……ひっく……システィ……ごめん、ごめんね……」

　──エレンの昏くらく鬱うつ屈くつした顔の険はまるで噓うそのように失せ、そこにはただ、辛つらさと後こう悔かいで顔を歪ゆがめて泣きじゃくる、一人の少女がいた。

　そんなエレンの姿に、システィーナは口元に優しげな笑みを浮うかべる。

　そして、呼吸と共に、静かに魔力を高め始めた。

「行きますよ、先生！　どんな先生の動きにも合わせてみせますから！　思う存分、やっちゃってくださいっ！」

「へっ、言うようになったじゃねえか！　頼たよりにしてるぜ？　相棒」

　そう言い合って。

　グレンが前に出て、システィーナはその背後を守るように立ち、構えるのであった。

「待って！　待ってくださいっ！　グレン先生！　システィーナ！」

　そんなグレンとシスティーナの動きに、エレンがぎょっとして叫んだ。

「まさか……本当にこの怪物と戦うつもりなんですか!?」

「そうに決まってんだろ。つーか、ぶっ倒さねえとヤベーし」

「無茶な……先生、貴方あなた、この怪物の力を見たでしょう!?　この人を超こえた異次元の力……勝てると思っているんですか!?」

「生あい憎にくな、俺達は、そんなのより余程ヤバい連中とずっと戦い続けてきてんだ」

「戦い続けてきた……？」

「ああ、そうさ。はっ、滅ほろびの風？　確かにそいつは厄やつ介かいだが、もう対策済みだ。魔術師は騎き士しじゃねえ。魔術師が戦いに挑いどむ時は勝算がある時だぜ」

「た、対策……ッ!?　一体、どうやって……ッ!?」

　わけがわからないと、今度はエレンはシスティーナに向き直る。

　だが、グレンの隣となりに立つシスティーナの姿は自信に満ちていた。

「大丈夫よ、エレン。私、先生と一いつ緒しよに、新しい魔術を作ってきたの。……選抜会を棄き権けんしてね」

「はぁ!?　棄権!?」

「私には、今まで先生と一緒に積んだ、とても大きな土台があるわ。それさえあれば、この一週間で、そんな怪物に対策する魔術を編み出すくらい、わけないんだから！」

　システィーナは、自じ慢まんの髪を得意げにかきあげ、力強く笑った。

「まだまだ、魔術師として完成には程遠いけど……でも、貴女は救ってみせる！」

　エレンはそんな、威い風ふう堂どう々どうたるシスティーナの姿を、遠く眩まぶしいもののように、ぼんやりと見つめるだけだ。

「──と、いうわけだ。ル＝キル」

　グレンはその拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを、ル＝キルへと向け、不敵に笑った。

「てめえをぶっ潰つぶさせてもらうぜ。このふざけた繰り返し……終わらせてもらう」

　すると、そんなグレン達の敵意、戦意を感じ取ったのか。

　今までだらりとエレンに絡みつくだけだったル＝キルが、不意に反応したのだ。

『敵性反応、検知。状じよう況きようるーぷしーけんすニ重大ナ悪あく影えい響きようヲ及およボス、不確定要素ト判断……処しよ刑けいもーどニ以降シマス。──《滅ビノ風》行使権能──発動』

　途と端たん、ル＝キルの掌てのひらにある竜りゆう頭ずが、猛もう回転を始め──背中の翼つばさがばさりと広がった。

「──滅びの風!?」

　エレンが絶望の声を上げた。

　そう〝滅びの風〟。かの風を前に、あらゆるものは滅びを逃のがれられない。

　絶対必滅の、呪のろわれた風──

「逃にげて！　システィーナ！　グレン先生ッ！　お願いだから──」

「うるせぇ！　逃げた先に一体、何があるってんだよ!?　白しろ猫ねこ、行くぜ！」

「はいっ！」

　ル＝キルが容よう赦しやなく翼を羽ばたかせた。

　今までのような力を絞しぼった、小さな空気弾だんを飛ばすような羽ばたきではない。

　エレン以外のあらゆるものを吹ふき飛ばそうと荒あれ狂くるう、渦うず巻まく嵐あらしだ。

　世界が──崩ほう壊かいする。

　ル＝キルとエレンを中心に、渦巻く風が、あらゆるものを存在崩壊させていく。

　放射状に、屋上の床ゆかがぼろぼろの灰かい燼じんと化していき……それがグレンとシスティーナをも吞のみ込まんと迫せまる。

　──だが。

　システィーナは両手を広げ──叫んだ。

「《我に従え・風の民よ・我は風統すべる姫ひめなり》！」

　瞬しゆん間かん、システィーナの足下に魔ま力りよくの光が迸ほとばしり、魔術法陣じんが展開され、それがシスティーナを軸じくに回転し始める。

「いっけぇえええええええええええええ──ッ！」

　そして、システィーナが何かを分けるように両手を大きく広げると──

　猛もう然ぜんと迫り来る滅びの風が二つに分かれ、グレンとシスティーナを避さけたのだ。

「な──」

　その現象に、エレンは目を剝むくしかない。

「へっ……上出来だ」

　システィーナお得意の改変呪じゆ文もん、黒魔改【ストーム・ウォール】。

　そのさらなる発展改変形──名付けて、黒魔改弐【ストーム・グラスパー】。

　その場における、風の完全支配を行う術であり、その術の効果中、システィーナはその場のあらゆる風の流れを知覚し、風を支配できる。

　致ち命めい的てきな風攻こう撃げきを使うル＝キル対策に、グレンとシスティーナが一週間の突とつ貫かん工事で編み出した術。イヴの指導を受けることで、システィーナの魔ま術じゆつ師しとしての地力が大おお幅はばに上がった今だからこそ、習得できた術だ。

　システィーナの魔術特性パーソナリティ【流転の加速・支配】。天才が天才たる所以ゆえん。

　『変化』より強い概がい念ねんである『流転』、黙っていても行われる変化を、加速させ、支配できるという。世界に変化をもたらす魔術師の申し子みたいな魔術特性パーソナリティ。

　ほぼ全ての黒くろ魔ま術じゆつに相性が良く、風のように各種パラメータが次々と変化し続ける魔術に、特に相性が良い。それが今、猛もう烈れつに開花し始めていた。

（だが、相当の無茶をさせちまったが……）

　グレンはシスティーナの寝ね不ぶ足そく気味の横顔をちらりと見て思った。

　でも、なぜかシスティーナは泣き言一つ言わず、グレンの無茶な術開発に最後まで、付き合ってくれたのだ。詳しい真実も話せなかったというのに。

　本当に、この小生意気な銀ぎん髪ぱつの少女には、昔から頭が下がる一方だ。

「へっ……風そのものは気圧差で発生する空気の流れに過ぎねえんだよ！　滅びの風と大層な名がついていても風……〝触ふれたものを滅ぼす何か〟を、その風に乗せて飛ばしているだけだ。だったら、それに触れなきゃいいだけだ！」

「ドヤってるところ悪いんですけど、この術、すっごく魔力を食うんですからね！　そんなに長く展開できませんからね!?　無む駄だ口ぐち叩たたいている暇ひまないんですからね!?」

　そんな、どこか緊きん張ちよう感かんのないやりとりをしているグレンとシスティーナ。

　そして、エレンは風を支配するシスティーナを、まるで信じられないものを見るかのように呆ぼう然ぜんと見つめるしかない。

「……システィーナ……貴女あなた……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、エレン。今、すぐに貴女を助けてあげるから！」

　その瞬間。

　ル＝キルがさらに、翼をはためかせ、爆ばく風ふうを巻き起こす。

　滅びの風が、正面からグレンとシスティーナを猛然と殴なぐりつけてくる。

　その後を追うように、次々灰燼と化していく屋上──

「はぁあああああああああ──ッ！」

　だが、それはしょせん、風。いかに恐おそろしい威い力りよくを内包していたとしても、風の支配者となったシスティーナの前には、児じ戯ぎ同然。

　滅びの爆風は分断され、その方向性を曲げられ、あらぬ方向へと流されていく。

　だが、度重なる損そん壊かいが降り積もった結果だろう。

　学院の校舎が、灰燼と化しながら、ついにがらがらと崩くずれ墜おちていく──

「ふ──ッ！」

　しかし、システィーナがさっと手を振ふると、崩れ墜ちる校舎と共に落下しつつあったグレンとシスティーナを、下から激風が突つき上げた。

　二人の落下が、その指向性ある風の勢いで、非常に緩ゆるやかになる。

　システィーナが【ストーム・グラスパー】で風を操り、風の足場を作ったのだ。

「ギ──」

　一方、ル＝キルはエレンを抱だきかかえ、飛んだ。

　翼を羽ばたかせて、天高く空を駆かけ、グレンとシスティーナの頭上を取る。

　再び、滅びの風を叩たたき付けんと、翼を大きく振りかぶるが──

「させないわ！」

　システィーナが両手を振るった。

「《剣けんの乙女おとめよ・空に刃は振ふるいて・大地に踊おどれ》──ッ！」

　それはグレンに習った黒魔【エア・ブレード】の改変強化呪文。

　名付けて、黒魔改【ブレード・ダンサー】。

　途端、さらにル＝キルの前後左右上下に、無数の風の刃はが発生して──

「いっけぇええええええええええ──ッ！」

　システィーナの叫さけびと共に、風の刃が全方位からル＝キルを切りつけ、切り刻む。

「グガァアアアアアアアアアア──ッ!?」

　上がるル＝キルの苦く悶もんの悲鳴。

「ひっ!?」

　ル＝キルに抱きかかえられるエレンも、思わず身を竦すくめるが。

　──なんという完かん璧ぺきな制せい御ぎよか。

　無数の風の刃がなます斬ぎりにしたのは、ル＝キルだけだ。エレンには切り傷一つ無い。

「グ、ギギギ……」

　無数の部品をボロボロと零こぼしながら、ル＝キルは空でがくがくと震ふるえ始める。

「凄すごい……なんていう精密制御──」

「白猫ッ！　俺が出る！　アレ、頼たのむぜッ！」

「はいっ！　先生ッ！」

　途端、グレンの身体からだが、足下に炸さく裂れつした爆風に突き上げられ、猛然と浮ふ上じようした。

「ぅおおおおおおおおおお──ッ！」

　グレンが空中を蹴ける、蹴る、蹴る。

　蹴る都度、グレンの足下に爆風が巻き起こる。それを推進力に、システィーナの風を足場に、グレンはル＝キルへと向かって、空高くカッ飛んで行く。

　それは、黒魔【ラピッド・ストリーム】の改変強化呪文。

　名付けて、黒魔改【スウィフト・ストリーム】。自分ではなく他者へ遠えん隔かく的に【ラピッド・ストリーム】をかける術だ。

　グレンはこれの連続起動──疾風脚シユトロムで、ル＝キルへと突貫したのだ。

　グレン自身は疾風脚シユトロムを使えないが、黒魔【ラピッド・ストリーム】の制御をシスティーナが遠隔的にやり、そこにグレンの体術が合わさるなら別だ。

　言わば、グレンはシスティーナと二に人にん三さん脚きやくで、疾風脚シユトロムを使えるようになったのだ。

「ギ──脅きよう威い──排はい除じよ──ッ!?」

　迎げい撃げきとばかりに、ル＝キルが翼を羽ばたかせ、眼下のグレンへ滅ほろびの風を叩き付ける。

　その滅びの風が、弧こを描えがいて旋せん回かいし、左右から、上下から、グレンへと襲おそいかかる。

　だが──

「──ふ」

　システィーナがまるで指揮者のようにさっと指を振れば、滅びの風はそれに従うように明後日あさつての方向へと流れる向きを変え、捌さばかれてしまう。

　黒魔改弐【ストーム・グラスパー】による風の支配力は絶大だった。

　ならば、と。ル＝キルは翼を大きく広げた。

　その途端、翼から大量の羽根がまき散らされ、周囲に散開。

　それらが、一いつ斉せいに、空を駆け上ってくるグレンへ向かって飛んでいき、殺さつ到とうする。

　今度は、物理攻撃だ。

　恐らく、その羽根にすら逃れ得ぬ〝滅び〟が乗っているに違ちがいない。

　だが、そんな〝見えている〟攻撃は──

「はっ！　手て詰づまりか!?」

　急きゆう上じよう昇しよう、急旋回、急転てん換かん、急回転、急転進──

　グレンが疾風脚シユトロムで空を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回り、その悉ことごとくをかわしてしまう。

　まるで空に踊るような、そのグレンの変へん幻げん自じ在ざいな三次元機動。

　簡単にやっているように見えるが、実は想像以上に難度の高い芸当だ。

　何せ、グレンは自身で【ラピッド・ストリーム】を起動しているわけじゃない。

　グレンが空を蹴るタイミングと、システィーナが【スウィフト・ストリーム】を起動するタイミングが少しでもズレれば、グレンの失速失しつ墜ついは免まぬかれない。

　たとえ、他の誰だれもが【スウィフト・ストリーム】を習得したとしても、他者にこうも容た易やすく疾風脚シユトロムを使わせることなど出来やしないだろう。

　だが、グレンとシスティーナは、それを当然のようにやっている。

　それ即すなわち、グレンとシスティーナが最早、阿あ吽うんの呼こ吸きゆうの域にあることに他ならない。

「《剣の乙女よ・空に刃振るいて・大地に踊れ》──ッ！」

　たまにグレンがかわし切れない攻撃も、システィーナの【ブレード・ダンサー】の全方位真空斬撃が、その悉くを切り払はらい、叩き落とす。

「サンキューなっ！　白しろ猫ねこ！」

　そうしている間にも、グレンは、風を足場に空を蹴る、蹴る、蹴り上がる。

　ル＝キルは、そんなグレンから逃にげるように、さらに上じよう昇しよう、上昇──

　だが、システィーナのアシストによる疾風脚シユトロムの方が、速い。

　グレンは、遥か上空のル＝キルへ、みるみるうちに迫っていく──

「先生！　私にできるのはここまでです！　後は──」

「ああ、わかってる！　任せろ！」

　グレンはそう叫び、一際力強く疾風脚シユトロムで跳とんで、迫り来る羽根の弾だん幕まくを跳び越こえた。

　そして、さらに空を蹴って上昇──ル＝キルを真っ直ぐ見み据すえる。

「うぉおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　そう、システィーナの風の魔ま術じゆつは確かに凄すさまじいが、伝説の神の眷けん属ぞくを相手にしては、決定力がない。傷つけることはできても、滅ぼすことはできない。

　そして、改変呪じゆ文もんは最適化されていないがゆえに莫ばく大だいな魔力を食う。もしシスティーナ以外の魔術師が、こんなバカげた呪文の撃うち方をしていれば、とっくに枯こ渇かつだ。

　このままでは、今は健けん闘とうしていても、やがてじり貧となる。勝てない。

　だが──グレン達にはあるのだ。神をも殺しうる一ひと刺さしが──

「《０の専心セツト》──ッ！」

　その時、グレンが古式回転パーカツシヨン・拳銃リボルバーの撃げき鉄てつを引きながら、何事か呪文を呟つぶやいた。

　どくん……途と端たん、その拳銃に、何か不ふ穏おんな魔力が胎たい動どうした。

「年ねん貢ぐの納め時だぜ、ポンコツ神様よぉ！」

「ちょっと！　最後まで油断したら駄だ目めですからね!?」

　そしてシスティーナ自身も、最早、息を吸うレベルで行使できる疾風脚シユトロムで空を飛び、グレンの後を追う。

　叩き付けるような滅びの風。我が武む者しや羅らに展開する滅びの羽根。

　ル＝キルの苦し紛まぎれの攻撃から、黒魔改【ブレード・ダンサー】でグレンを守る。

　ル＝キルはエレンを抱きかかえたまま、さらに逃げるように空高く上昇し──

　システィーナの風のアシストを受けたグレンが、どこまでもそれに追い縋すがる──

　どこまでも──どこまでも──皆みなで天の頂きを目指すかのように──

　そして──……




　眼下で風を自在に操ってル＝キルを圧あつ倒とうするシスティーナ。

　そんな、かつての友人の姿に、エレンがただただ思うことは、これしかなかった。

「凄い……私の友達は……なんて凄い子なの……」

　システィーナが凄い子だというのは、本当に昔からわかっていたのだ。

　まだ、優しい父グラハムが存命で、ナルシストだけど頼もしい兄レオスも居たあの頃ころ。

　たまの休きゆう暇かで、父の友人レナードに連れられて、遊びに来ていたシスティーナ。

　思えば、子供の頃から、システィーナは本当に凄い子だったのだ。

　低く狭せまい空と貧弱な翼つばさしか持たない、凡ぼん人じんの自分とは違う。

　どこまでも高く広い大空と、それを翔かける力強い翼──それを持つシスティーナを、自分はいつも羨せん望ぼうと憧しよう憬けいの眼差しで見つめていた。

　兄レオスとシスティーナの仲が良かったので、自分はおまけみたいな扱あつかいだったけど……兄レオスを取られてしまうのが悔くやしくて、やっかんだこともあったけど……

　自分にとって、システィーナは憧あこがれの英えい雄ゆうだった。

　彼女のようになれたら、とずっと思っていた。

　彼女のようになりたい、とずっと思っていた。

　父グラハムが早世し、兄レオスも不ふ慮りよの事故で亡くなり、家の重責と掟おきてに縛しばられるようになり、鳥とり籠かごに囚とらわれて飛べなくなり、ますますそう思うようになった。

　果てなき空を、強い翼を、自分は強く望むようになったのだ。

（だから、私は──お祖じ父い様の口車に乗り、あの時計を手に取った……）

　この繰くり返す閉じた籠のどこかに、自由な空と翼がきっとある……そう信じて。

　ゲイソンだけを責めることはできない。この状じよう況きようは自分が招いたことでもあるのだ。

（でも……私はこれだけのことをやっても……まだ、囚われている）

　エレンは自分に抱だき絡からみつく、ル＝キルの腕うでを見下ろす。

　そして──改めてシスティーナを見る。

「先生ッ！」

　眼下で自在に空を駆けるシスティーナ。

　強き風、鋭するどい風、優しい風……ありとあらゆる風を操り、グレンを守る。

　黄昏たそがれに赤く燃える銀ぎん髪ぱつを棚たな引びかせ、自由に空を舞まうその様は──かつて、エレンが羨望し、憧れたものの体現であった──

「ああ、貴女あなたはいいなぁ、システィ……」

　その尊い姿に、エレンはぽろりと涙なみだを零した。

『排除！　排除！　排除ォ──ッ！』

　背後で、ル＝キルがやかましくがなり立て、最早、戦術も何もなく、ボロボロ崩くずれる翼を滅め茶ちや苦く茶ちやに羽ばたかせ、滅びの風を吹ふかせ続けるが──もう、無意味だ。

　システィーナの、どこまでも追い縋る黒魔改【ブレード・ダンサー】に切り刻まれ、最早、何もできない。

「私は……貴女みたいになりたかった……ずっと、貴女みたいになりたかった……」

　でも、無理なのだ。

　何千回繰り返しても……憧れの空には、指すら届かなかった。

「……やっぱり、私には空なんてないの？　そんなものを望んではいけなかったの？　ねぇ、システィ……」

　すると。

「ンなこたぁ、ねえさ」

　不意に、頭上から気け怠だるげな声が振ふってきた。

　──グレンだ。

　ついにル＝キルの頭上を取ったグレンが、天より舞い降おりてくる。

　その右手には、黄昏に燃える一丁の拳銃──

「お前にもあるじゃねえか……システィーナが……いや、この世界の誰もがまだ到とう達たつしてねえ、未知の空がよ」

「未知の空……？　噓うそよ、そんなものが私にあるはずが──」

「あるさ。〝未来〟という名前の空がな」

「──ッ!?」

　エレンが目を見開いた瞬しゆん間かん。

　舞い降りてきたグレンが拳銃を突つき下ろし、ル＝キルの額に銃じゆう口こうを押し当てた。

「そのためには……まずは、この〝籠〟を出ねえと……なっ！」

　そして、引き金を引いた。

　火を噴ふく銃口。咆ほう哮こうする銃じゆう声せい。ル＝キルの頭部を通り抜ぬける弾だん丸がん。

　固有魔術オリジナル【愚者の一刺しペネトレイター】──発動。

　零ぜろ距きよ離りで放たれた必滅の魔ま弾だんが、ル＝キルの存在本質を、ズタズタに引き裂さいていた。

「ァ──……」

　そのままル＝キルは、力を失ったようにエレンを手放して、墜つい落らく。

　そして、墜落しながら、その身体からだはマナの粒りゆう子しに分解されていき……

　……あまりにも呆あつ気けなく消しよう滅めつしていくのであった。

「エレン──ッ！」

　投げ出されたエレンを、空を駆かけ抜けて来たシスティーナが空中で抱き止める。

「し、システィ……？」

「エレン！　うん、今回は、結局、最後まで何が何だかよくわからなかったけど……とにかくエレンが無事でよかった！」

　至近距離で、太陽のような笑顔を浮うかべるシスティーナ。

　しばらくの間、エレンは呆ほうけたように、システィーナの顔を見つめていたが……

　やがて、エレンはシスティーナに、ぎゅっと抱きついて。

「……システィ……うぅ……システィ……私……私ぃ……ぐすっ……ひっく……」

　ただただ、子供のように泣きじゃくる。

　あまりにも長かった、これまでの苦難の道のりを、全て涙にして吐はき出すように、ただただ、エレンは慟どう哭こくするのであった。

「さぁて……今回の騒そう動どうもこれで仕し舞まいのようだな……」

　指向性の風が突き上げ、緩ゆるやかに落下するグレンが改めて空を見ると。

　周囲の風景がゆっくりと回転し始めている。ゆっくりと。ゆっくりと。

　その回転の角速度は、みるみるうちに加速していき──

　やがて、あまりの速さに風景が引き延ばされ、視覚的に認識できなくなっていく──

「な、……なんですか、これ!?　何が起きてるんです!?」

　徐じよ々じよに暗くなる世界で、システィーナが慌あわてたように問うが。

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫。問題ねーよ。繰り返すループで歪ゆがみに歪みきった時空が、ル＝キルが消滅したことによって、あるべき元の形に戻もどっていってるんだろ？　多分」

「はぁ!?　繰り返すループ？　時空の歪み？　一体全体、何が何だかさっぱりわからないですっ！　と、とにかく、大丈夫なんですよね!?」

「ああ。そこは信じろ」

「もう！　後でちゃんと全部、説明してくださいよね!?」

「あー、まぁ、いいけどさ……全てが元に戻った時、白猫って、このこと覚えてんのかな……？　うーむ……？」

「何か言いました!?」

　そんないつものようなやりとりをしつつ。

　世界は、暗転していく。

　全てが、闇やみへと染まっていく。

　しかし、そんな異常事態に恐きよう怖ふを覚えることは、不思議となく。

　むしろ、やっとこれから始まる……そんな希望に満ちた不思議な予感と共に。

　世界は──完全なる闇の中へと閉ざされていくのであった。

　そして、全てが闇に落ちる、ほんの微かすかな前……

「システィ……」

「……何？　エレン」

「ありがとう……私を助けてくれて」

「バカね。当たり前でしょ？　私達、友達じゃない？」

「うん、そうだね……そうだよね……私、そんな単純なことも見失って……」

　そして、エレンはようやく、全ての陰かげや険の取れた、穏おだやかな笑みを浮かべて、初めて心から笑うのであった。

「次、会う時は……正々堂々競い合おうね、システィ」

「……うん……受けて立つわ。負けないわよ」

　そんな言葉を交わし合って。

　二人は抱だき合いながら、にっこりと笑い合って。

　そして──

　──……
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　無限の闇の中で──

「ひっく……ぐすっ……誰だれかここから出して……私を……籠の中に閉じ込めないで……」

　──誰かが泣いていた。

　背中に、ボロボロになった翼を生やした女の子が、ぽつんと、一人、泣いている。

　右手、左ひだり脚あし、右みぎ肩かた、胴どう体たいに開いた大穴……あちこちが欠損した、壊こわれかけの人形のような少女が、泣いている。

「やだよ……ずっと、ずっとひとりぼっちで……こんな醜みにくい身体からだにされて……こんな所に閉じ込められて……もう一人は嫌いや……会いたい……会いたいよ……■＝■■■■様」

　少女の身体は、刻一刻と崩ほう壊かいに向かっている。

　その身体は、現在進行形でボロボロと崩れていっている。

　やがて、その少女は、この暗くら闇やみの中で、人知れず静かに消滅するのだろう。

　誰も居ない、何もない、ただ深い闇しかない……そんな空間で。

　少女が、延々と泣きじゃくっていると。

　ふと、その気配に気付いた少女が、顔を上げた。

　そこには、いつの間にか、一人の少女が立っていたのだ。

　病的なまでに白い髪かみに、白い肌はだ。昏くらい赤あか珊さん瑚ご色の瞳ひとみ。

　そして、背中に生やした異形の翼つばさ。

　ナムルスだ。

　ナムルスが、壊れかけた少女の前に立ち、感情の見えない目で見下ろしていた。

「……やっぱり、ル＝キル……貴女だったのね……」

「あ、あぁ……ぁあああああ……ッ!?」

　すると、壊れかけの少女……ル＝キルが目を見開き、みるみるうちに驚きよう愕がくと歓かん喜きの表情を浮かべていく。

「私と縁えんがあるグレンが、繰り返しを認識できるようになるわけだわ。だって、ル＝キル……貴女は私の……」

「■＝■■■■様！」

　ナムルスの言葉も聞かず、ル＝キルはナムルスに正面から抱きついていた。

「会いたかった！　会いたかったです！　■＝■■■■様ッ！　ずっと、ずっと……貴女にお会いしたかった……」

「……ごめんね、ル＝キル。私が、あの人を見誤ったばっかりに、貴女をこんな辛つらい目に遭あわせてしまったわ。あの頃ころの愚おろかな私は、都合の悪いことに目を塞ふさぎ、あの人を信じていたの……信じたかった。まさか、あの人が、貴女をこんなくだらない時計に改造するなんて、夢にも思ってなかった。どうか、私の愚かさを許して……」

「いいんです！　いいんです、■＝■■■■様！　私は貴女のお側にいることさえできれば……私は……私は……ッ！　それで……」

「……そう……」

　すると、ナムルスは、ル＝キルの頭を優しくなでた。

　途と端たん、ル＝キルの存在が、無数の光の粒子となって解け、ナムルスが構えた両掌てのひらの中に、集まってくる。

「おかえり、ル＝キル。……今は休みなさい、私の中で」

　そして、ル＝キルだった光の粒子は、ゆっくりとナムルスの中へと取り込まれていくのであった──




　────。

「──せ──ん……生っ！　先……生……っ！」

　うるさい。

「──先生！　先生！　先生って！　先生ったら！」

　……非常にうるさい。

　先程から何度も何度も耳元でキンキン怒ど鳴なられ、脳にべったりと絡からみつく眠ねむりが、ベリバリと意識から引きはがされていく。

「もうっ！　いい加減、起きてくださいってば、先生っ！」

「……、……んだよぉ……？」

　観念したように、グレンは教きよう卓たくに突っ伏ぷしていた頭を上げ、眠い目を擦こすった。

「勘かん弁べんしてくれよ……俺はここんとこずっと、超ちよう忙いそがしかったんだぞぉ……？」

「先生が忙しかったのは知ってますけど！　でも、ちょっとだらけすぎです！」

　グレンの鼻先に突きつけられる、たおやかな指。視線を上げれば、陽光をきらきら跳はね散らす銀ぎん髪ぱつと、鮮あざやかな翠すい玉ぎよく色の瞳が、グレンの眼と魂たましいとを刺さした。

　システィーナだ。その妖よう精せいのように可か憐れんな美び貌ぼうを、不ふ機き嫌げんそうに歪ませている。

「まぁまぁ、システィ。先生にはこれから大変な役目があるんだから……」

「ん。グレン、かわいそう」

　そして、そんなシスティーナを宥なだめるようにルミアが苦笑いしており、その後ろでリィエルが眠たげにぼそりと零こぼす。

　胡う乱ろんな頭で周囲を見回せば、ここは二年次生二組の教室内。

　カッシュ、ウェンディ、ギイブル、テレサ、セシル、リン、ロッドにカイ……いつものメンバーが、いつものようにグレン達を見つめ、やはりいつものように呆あきれ、苦笑いをしている。実にいつも通りの光景だ。

「ははは、先生、しっかりしてくれよ～？」

「まったく、カッシュさんの言うとおりですわ！　これから、他校の方々もいらっしゃるのですよ！　しっかりしてくださいまし！」

　そんなカッシュとウェンディの言葉に。

「ったく、やっぱりこう始まるのかよ……ホント、ワンパターンだよな、おい」

　グレンがやれやれと背を伸のばし、大きく伸びをしながら欠伸あくびを零した。

　だが──その時だ。

　システィーナが不意に、グレンの耳元に口を近づけ……ぼそりと呟つぶやいたのだ。

「相棒」

「……は？」

　相棒。その言葉は──

「お、お前……ひょっとして、記き憶おくが……？」

　すると、システィーナはそんなグレンの問いには答えず。

　どこか嬉うれしそうな、太陽のような笑みを浮うかべて、一気にまくし立てた。

「まったく、いつまで寝ねぼけているんですか!?　この学院で行われる魔ま術じゆつ祭典代表選手選考会に、聖リリィ魔術女学院とクライトス魔術学院の生徒達が今日からやって来るんですよ!?　もう戦いは今日から始まってるんですよ!?」

　そう言って、システィーナはグレンの腕うでを引っ張って、立たせる。

「お、おい……ッ!?」

「ほら、行きますよ！　そろそろ両校をお迎むかえにあがる時間ですから！　ほら、しゃきっとしてくださいって！」

「……お、おいッ!?」

　元気いっぱいなシスティーナに引きずられるように、歩き始めるグレン。

　残された生徒達は、目をぱちくりさせながら、そんな二人を見送るのであった。




　────。




　そして──いつもどおり始まった交流歓かん迎げい会かいにて。

「あまり余よ裕ゆうぶってると足を掬すくわれますよ？」

「ええ、肝きもに銘めいじておきましょう。しかし、貴女あなたも、私の底をこの程度だとは思わないでください。代表選手団の最高名めい誉よたるメイン・ウィザードの座……是ぜ非ひとも、貴女と正々堂々、競い合いたいものです……それでは」

　最後にそんなやり取りをして。

　レヴィンは悠ゆう然ぜんとその場を去り、クライトス校の生徒達が集まるテーブルへと戻もどっていくのであった……

「ふぅ～～……」

　レヴィンの姿が見えなくなると、システィーナは額の汗あせを拭ぬぐって脱だつ力りよくした。

「システィ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ん、システィーナ、すごく緊きん張ちようしてる」

「正直、自うぬ惚ぼれてたわ……まさか、あれほどの実力者が私達の同世代にいるなんて」

　そんなシスティーナ、ルミア、リィエルの下に、周囲の生徒達がわっと集まってくる。

　皆みな、口々にシスティーナの卓たく越えつした立ち回りを賞賛する。

「お前、ちょっと見ないうちにまた腕上げたのかよ!?　ずるいだろ!?」

　コレットが対たい抗こう意識をめらめらと燃やして。

「わたくし達も頑がん張ばって相当に強くなりましたのに、まるでカマセに……うぅ……」

　フランシーヌが涙なみだ目めで乾かわいた笑みを浮かべていた。

「やれやれ……相変わらずの展開……これで最後にして欲しいもんだぜ、ったく」

　グレンは、呆れたようにそんな見慣れた光景を流し見しながら、会場を見み渡わたす。

　結局、システィーナが前回の記憶を残しているのか、そうでないのか聞けずじまいだ。

　ちゃんと聞けばいいのだが……なんていうか、妙みように気恥はずかしいのだ。

　と、その時。

　グレンの視界の端はし、会場の一角にゲイソンの姿が見えた。

「なぜだ、なぜ、竜りゆう頭ずがない!?　エレンに渡わたすつもりだった時計は、一体、どこへ消えたんだ!?　これでは……ッ！　クライトスの栄光が……くそぉ……くそぉっ！」

　ゲイソンは人目もはばからず、大おお慌あわてで身体中をまさぐっていた。

　正直、一発ぶん殴なぐってやりたいが……まぁ、放置でいいだろう。

　ル＝キル時計。あれさえなければ、ゲイソンは何もできない、ただの小物だ。

　絶対に殺さなければならない悪党……というほどでもない。

　ただ、クライトス家におけるエレンの処しよ遇ぐうについては、後でシスティーナの父レナードに相談し、レナードを通して、クライトス家に釘くぎを刺してもらうつもりだ。

　エレンの父グラハムと、システィーナの父レナードは、親友同士。

　幼い頃から、ずっと家族ぐるみの付き合いがあった者同士なのだ。

　おまけにレナードは、魔導省の高級官かん僚りようであり、古くから伝わる魔ま術じゆつ師しの名家の当主であり、今も権けん威いある有力魔術師の一人だ。地位も力もある。レナードに逆らって良いことなど一つたりともない。その程度の介かい入にゆうくらいわけはないだろう。

　そんなことをグレンが考えていると──




「久しぶり……システィーナ……また、会えて嬉しいよ……」

「えっ！　そうなんだ、エレンも代表候補に選ばれたんだ!?　凄すごいじゃない！」

「うんっ！　システィ。私じゃ、相応ふさわしくないかもしれないけど……でも、頑張ったんだよ？　えへへ……」

「そう、じゃあ、お互たがい代表入りを目指して頑張ろう！　エレン！」

「うん、頑張ろうシスティ！」




　会場の一角で、システィーナがエレンとそんな会話をしているのが見えた。

（……あれが、本来のエレンの姿か）

　どうやら、この時空間の歪ゆがみが修正され、繰くり返しが終結したと同時に、エレンもあの繰り返しの記憶を全て失っているようだ。

　この選せん抜ばつ会の裏で何があったのか……それを認識しているのは、グレン只ただ一人（あと、かなり怪あやしいのがもう一人）……そういうことだ。

（まったく、この苦労を誰だれも理解してくれねえ……なんとも報われねえ話じゃねーか）

　だが、不思議と気分は悪くない。

（ま、なんつーか、教師らしいだろ？　こーゆーのも。この縁えんの下の力持ち的な？）

　そんなことを思って。

　まだ、交流会の興奮冷めやらぬ、生徒達の顔をゆっくりと流し見ていくのであった。




　こうして、ようやく本当の選抜会は始まるのであった。

　やはり、選抜会の初日から圧あつ倒とう的に目立っていたのは、システィーナとレヴィンだ。

　この二人だけは格が違ちがい、選抜会が進むと、システィーナの方がさらに頭一つ抜ぬけていることがわかり、候補者達全員の度ど肝ぎもを抜くことになる。

　他にも、アルザーノ校のリゼ、ジャイル、ギイブル、聖リリィ校のフランシーヌ、コレット、ジニーらが実力を大いに見せつけた。

　恐おそらく代表には今一歩届かないだろうが、カッシュ、ウェンディらも大健けん闘とうしていた。

　二人とも、今の自分の実力の立ち位置と、そして今後の課題を、この選抜会で再認識することができ、非常に有意義な選抜会を過ごすことが出来たであろう。

　もう一人、特筆すべき生徒がいるとすれば……クライトス校のエレンだ。

　エレンは、魔力測定も、座学試験もぱっとしなかった。

　魔力測定の成績に関しては、候補者の中で最下位だ。

　しょせん、祖父の七光りで代表候補に選ばれただけ……当初は、誰もがそうエレンのことをバカにしていた。

　だが、模も擬ぎ魔術戦が始まると共に、その評価は変化した。

　確かに、模擬魔術戦でもエレンの成績は良くなかった。

　だが、その試合内容は、どんな時でも諦あきらめず、全力で攻こう略りやく法を考え抜いて、少しでも隙すきあらば喰らい付いていく……泥どろ臭くさいが、とても魔術師らしい、骨のある戦いだった。

　どんなにバカにされても、自分の持ちうる限りの手札を利用して、必死に戦い続けるエレンの姿は、決して見ていて蔑さげすめる姿ではなかったのだ。

　それに、レヴィンですら勝負にならなかったシスティーナに、唯ゆい一いつ、惜おしいところまで喰らい付けたのは、エレンただ一人だ。

　エレンの最終成績は、もちろんパッとせず、とても代表選手入りを果たせるようなものではなかったが……いつしか、エレンの試合には、自然と周囲の観客や候補者達から、尊敬と賞賛の拍はく手しゆが贈られるようになった。

「お疲つかれ様さま、エレン。……頑張ったわね」

「システィ……うん……私……全力……出せたよ……うん……」

　試合に負けて、泥どろに塗まみれても、遠い空を見上げるエレン。

　今の実力と現実に打ちのめされ、辛しん酸さんをなめても、その未来を見み据すえる瞳ひとみには強い光が宿っており──その表情はどこか、清すが々すがしかった。

　こうして、今回の魔術祭典代表選手選抜会は、大盛せい況きようのうちに幕を下ろすのであった。

　選ばれた選手達の名は──




　────。

　そして──




　どっじゃああああああああああああーーっ！

「駄だ目めだ、駄目だ、駄目だぁ!?　グレン先生っ！　この本じゃ駄目だ！」

　学院の附ふ属ぞく図書館にて。

　フォーゼルが、机の上に山と積まれた本の塔とうを、床ゆかへ崩くずし倒たおしながら、叫わめいていた。

「グレン先生、君はあっちの棚たなの三段目を右みぎ端はしから左ひだり端はしまで、全て持ってくるんだ！　僕は、あっちの棚を漁あさる！　あ、それは片しておいてくれ！　ハリーッ！　ハリーッ！」

「ぁああああああああああああーーッ!?　もう、こいつ殴りてぇえええええええええええええええええええええええええええええええーーッ！」

　書しよ架かの間にグレンの悲鳴が、きんきんと響ひびき渡っていた。

「あー、クソ！　なんだかんだでフォーゼルには世話になっちまったから、研究を手伝ってやるとか言っちまったのが運うんの尽つきだ！　くそぉおおおおおおーーッ！」

　グレンは、床に積もった大量の本をせっせと片しながら、涙目になっていた。

「ほらよ！　持って来てやったぞ！」

「む？　それはもういらん。邪じや魔まだ！」

　どじゃあっ！

　グレンがよろよろと持って来た大量の本の山を、フォーゼルが容よう赦しやなく倒し崩す。

「やはり、封ふう印いん書庫から読書を固く禁じられている禁書を持って来て正解だな。必要な情報はここにあった。……読んでいると魂たましいが引き抜かれているような気がしてくるが」

「だぁああああああーーッ!?　フォーゼル、読むの止めろッ！　引き抜かれてる!?　お前、それ、マジで魂を引き抜かれてるぞ!?」

「ふっ、なぜか、本を読む手と目が止まらん。……助けてくれ」

「ぁあああああああああああああああああああーーッ!?　もぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンはてんやわんやしながら、フォーゼルの助手をやっていた。

　クライトス領で発はつ掘くつ（盗とう掘くつ）した像の分ぶん析せきも一段落つき、フォーゼルの研究は次なる段階へと入ったらしいのだが……

　正直、グレンには今、フォーゼルが何を調べているのか、さっぱりわからなかった。

（これだから、変態は嫌いやなんだ……）

　だが、義理もある。

　あの閉じた一週間の突とつ破ぱ口こうを開いたのは、フォーゼルの知識のおかげなのだから。

（でも……誰もアレを覚えてねえんだから、ぶっちしてもよくね……？）

　そんなことをぶつくさ考えながらも、グレンはくたびれたように、フォーゼルの手伝いを続けるのであった。

（ったく、俺にもやることがあるんだけどな……）

　アリシア三世の手記。

　あの解読は、依い然ぜんとして進んでない。

（こんなことやっている暇ひまがあったら……これを少しでも解読……）

　ふと、グレンは何気なく懐ふところを探る。

　……すると、いつもそこにあるアリシア三世の手記がなかった。

（あ、あれ!?　ど、どこ行った!?　ここに来るまでは確かに持っていたのに……まさか、落とした!?）

　グレンは、周囲に散らばる本をきょろきょろと見回した。

（や、やべぇ!?　あれをなくしたら拙まずい──一体、どこに──ッ!?）

　グレンが焦あせりと共に、慌あわてて手記を探そうとすると。

「……なんだ、これは？」

　不意に、少しトーンの落ちたフォーゼルの声が聞こえ、振ふり返る。

「あ！」

　見れば、フォーゼルが一冊の手記を手に取り、それをぱらぱらとめくっている。

　それは──間ま違ちがいなくアリシア三世の手記だ。

「ちょ!?　おい、フォーゼル！　それは俺のだ！　返せ！」

　慌てて、グレンがフォーゼルの下へと駆かけ寄る。

　だが──

「なぜだ……？　一体、なぜ……？」

　だが、フォーゼルは険しい表情で手記の中身を睨にらみつけながら、こう呟つぶやいた。

「なぜ、代々我が家に伝わる秘密の暗号が、この手記に使われているのだ？」

「……えっ？」

　戸と惑まどうグレンへ、フォーゼルが手記を無造作に放った。

　それを反射的に受け止めるグレン。

　そして、フォーゼルが呆ほうけているグレンへ鋭するどく問いかける。

「その手記は一体なんだ？　グレン先生。一体、どこで手に入れたんだ？」

「……ちょ、ちょっと待て……」

　あまりの急展開に、予想外の出来事に、グレンは頭がついていかない。

「フォーゼル……あんた、これが読めるのか？」

「読めるぞ。時間はかかるがな。元よりこれはそういう暗号だ」

「…………」

　読める？　この手記を？

　今まで、どれだけ時間がかかっても読めなかった、その手記の内容を。

　やっと読めたと思っても、ダミー解読ばかりだった、この最難関の暗号手記を。

　セリカすら、ちんぷんかんぷんだと言ってさじを投げた、その手記を。

　読める、だと？

　だから、グレンはただ、こう問うしかない。

「フォーゼル……あんた、一体、何者なんだ？」

　すると、フォーゼルは、そんなグレンを値ね踏ぶみするように、しばらく流し見る。

　やがて、厳おごそかに言った。

「ふっ、いいだろう。僕は基本、フルネームを名乗らない。この学院内ですらフルネームは使わない。……色々と面めん倒どう臭くさいからな」

「……フルネーム？」

「だが、君ならいいだろう。渋しぶ々しぶながら、こんな偏へん屈くつな僕にここまで付き合えるあたり、バカがつくお人好よしだ。信しん頼らいはできる。ゆえに改めて名乗らせてもらおう」

　すると、フォーゼルは立ち上がり、堂々と言った。

「僕の名はフォーゼル。……フォーゼル＝ルフォイ＝エルトリアだ」

　グレンは目を見開いた。

「……エルトリア……だと？」

「知っているようだな」

　フォーゼルは口の端はしを吊つり上げながら、言葉を続けた。

「そう……『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』、『メルガリウスの天空城』……数々の伝説的著作を残した魔導考古学者にて童話作家、魔導考古学の基き礎そを築いた始祖とされる、あのロラン＝エルトリアの……子孫だ」




　──今、何かが動き始めた。

　そんな予感だけが──グレンにはあった。

[image: ]








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第十四巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。




　さて、今回の第十四巻は、まさに新展開へ向けての前ぜん哨しよう戦せんといった感じですね。今まで名前はちらちらと出てきたあの国が、ついに本格的に舞ぶ台たいに上がり始めました。もう、何やらきな臭くささがぷんぷんしてきましたけどね！

　第一巻から第五巻までの第一部、第六巻から第十巻までの第二部が比ひ較かく的てき、主人公達にとって身近な場所が舞台になっていたことに対し、第十一巻からはフェジテの外に出ることがとても多く、ついに舞台は世界へと行きそうです。うん、話がどんどん大きくなってきた、オラわくわくしてきたぞぉ！（白目）

　今回書いてて思ったんですが、なんだかんだで、システィーナって立派にヒロインなんですよねぇ。今回、出口の見えない袋ふくろ小路こうじの中で詰つんでしまったグレン。そんな彼を助けるのは、そっと寄り添そうように献けん身しん的に支えるルミアでも、ぶら下がって依い存ぞんするリィエルでもない、強引に手を取って前に引っ張ってくれるシスティーナでした。三巻、四巻あたりで、泣きべそかいていた頃ころの弱っちい彼女と比べると、もう色んな意味で成長しまくりで、作者としてもとっても感かん慨がい深いです（笑）。

　そして、今回はついに、とある重要キャラが登場します。いや、今までも登場させよう、登場させようとは思っていたのですが、哀かなしきことに商業用小説には、常にページ数制限という呪のろいがあり、そのせいで、その存在を削さく除じよされ続けて来た哀しきキャラです。

　ていうか、ページ数制限ふざけんなぁ、ちっくしょぉおおおおおおお！　貴様のせいで俺がどんだけ！　どんだけぇえええええーーッ！　一行一行こつこつダイエットして数十ページ削けずる作業がどんなに苦痛で大変かぁあああああああーーッ！　別にいいじゃん、世の中には辞書みたいなラノベもあるんだしさぁああああああくぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ[image: ；]＠：「」ーーッ!?

　というわけで、今回も一いつ生しよう懸けん命めい書いた第十四巻、どうかよろしくお願いします！


羊太郎
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